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　第十三話　ミサティーと秘ひ密みつのクリスマス








こくはく【告白】隠かくしていた心の中を打ち明けること。









　　　　一




『──好こう評ひようにつき第五回目となりました〈奈な々な子こ先生の相談室〉のコーナー！　日にち常じようの素そ朴ぼくな疑ぎ問もんから恋こいのお悩なやみまで、経けい験けん豊ほう富ふな菱ひし沼ぬま奈々子先生が何でも答えちゃいます。それではさっそく参りましょう。最初は一年のＳ・Ｋさんからの質しつ問もん──「サンタクロースの服は何で赤いんや？」とのことですが』

　昼食中の生徒たちの動きが一いつ瞬しゆん、固まる。

　イニシャルで匿とく名めい性せいを帯びてはいるが、文体と小学生低学年並なみに素朴な内ない容ようから質問者の特定は容よう易いだった。

『なるほど～そうきたのね～。もうすぐクリスマスだもんね～』

　季節に合わせてチョイスした質問だろうが、質問者の性せい格かくからすると何かしら気の利きいた回答を期待しているに違ちがいない。それを理り解かいした上での奈々子の口調だった。

『奈々子先生、サンタの服が赤い理由はご存ぞんじでしたか？』

『なぁに言ってんのよ～あたぼうよ～～』

　ＤＪ担たん当とうの放送部二年生・藤ふじ島しま夏なつ美みの問いに、奈々子はさも当然のように答える。

『それではサクッと答えていただきましょう』

『あれはね～、返り血なのよ～』

『──それでは次の質問です』

『待ちなさいよ～先生の説を最後まで聞きなさ～い』

『では短くまとめてください』

『サンタってクリスマス・イブの夜に眠ねむってる子こ供どもにプレゼントするわよね～？　じゃあそれ以外の三六四日は何してると思う～？』

『さあ……』

『世界中から集まったサンタ候こう補ほが～、イブにプレゼントを配る権けん利りを巡めぐって～、血で血を洗あらうバトルを繰くり広げてるのよ～。死し闘とうの舞ぶ台たいになる雪原に紛まぎれやすいように白い服を着てるんだけど～、倒たおした相手の返り血を吸すってだんだん赤く──』

『はい、そこまで！　次に行きましょう』

　学食で昼食を摂とっていた涼りよう子このフォークが止まる。今日の昼食は真っ赤な大おお盛もりナポリタンだった。

「サンタの服にそんな裏うらがあったとはのう。何でも訊きいてみるもんやな」

「びっくりですよねえ」

　テーブルを挟はさんで涼子のはす向かいに座すわっている、当の質問者であるところの野人とその腰こし巾ぎん着ちやくが心底感心したように言う。

「そのサンタ選せん手しゆ権けんにはどうやったら出場できるんやろか？」

「それも奈々子先生に訊けばいいんじゃないですか？」

「訊くな。うっとうしい」

　涼子はそれまで意い識しきして視し線せんを外していた二人──草くさ[image: ]なぎ静しず馬まと神かみ矢や大だい作さくをジロリとにらんだ。

「どうせ出で任まかせなんだから真に受けるんじゃないわよ」

「夢ゆめのない女やなあ」

「サンタは子供の夢かもしんないけど、サンタ選手権は別もんでしょ。だいたいあんた、そんなのに出場してどうしようってのよ？」

「サンタと闘たたかえるんやぞ？　オモロいやんか。ワシの予想やと、あいつはトナカイを利用した必ひつ殺さつ技わざを使つこうてくるはずや。それをどうやって破やぶるかがキモやな」

「でも雪原で闘うんですよね。場所はやっぱり北極でしょうか？」

　大作の言葉を聞いて、静馬は思案顔になる。

「北極かあ……正直寒いとこは勘かん弁べんやな。遠いし。近場のＫファイトで我が慢まんしとくか」

　そう言うと、静馬はテーブルに身を乗り出して涼子の顔を覗のぞき込こんだ。

「ところでこの間の話はどうなったんや？」

「話って？」

「高らかに宣せん言げんしたやないか。このワシを倒すて。いったいいつになったら挑ちよう戦せんしてくんねん？」

「今んとこ、その予定はないわね。あんたとやり合う理由も特にないし」

　涼子は気のない返事を返した。

　涼子と霧きり林ばやしあずみとの対戦を境さかいに〈Ｋファイト〉のルールは大おお幅はばに改正された。

　部室の奪うばい合いの禁止、助すけ太だ刀ち屋の廃はい止し等が明文化され、Ｋファイト成立の際さいの審しん査さも厳きびしくなったことで以前のような無法な振ふる舞まいは通用しなくなっている。

　ルール改正の目玉は、挑戦された側に対戦競きよう技ぎの選せん択たく権けんが与あたえられたことだった。これによりあらゆる競技がＫファイトに利用されることになった。最近行われた対戦では一〇〇メートル走や走り高たか跳とび等の陸上競技の割わり合あいが最も高く、変わったところではポーカーや囲い碁ごといった体力を使わないゲームもある。

　そんな中でも最も多くの種類の競技で闘っているのが草[image: ]静馬であった。

　新しいＫファイトの宣せん伝でんと、草[image: ]静馬の能のう力りよくを測そく定ていするという二つの目的で、Ｋファイト実行委員会がバラエティに富とんだ対戦カードを組んだためである。誰だれの挑戦でも受けると公言している静馬は競技の選択権を放ほう棄きし、相手の得意とする競技での対戦を受けて立った。体力が物をいう競技では全勝し、身体能力の高さを見せつけた静馬だが、先日の対戦では将しよう棋ぎをやらせても滅めつ法ぽう強いという意外な一面を見せて全校生徒を驚おどろかせている。

　しかしＫファイトの本来の意い義ぎであるところの自由格かく闘とうによる対戦は、ルール改正により挑戦する側が不利になったこともあり、霧林あずみ戦以来行われていない。大だい門もん高校に来て以来ケンカ三ざん昧まいの日々を送っていた静馬の周囲も静かになっている。涼子にしてみれば願ってもない健全かつ平へい穏おんな日々だったが、静馬は退たい屈くつでしょうがないらしい。用よう心じん棒ぼうを廃業した涼子に何かと付きまとってくる。

『──それでは次の質しつ問もんに参ります。学年不ふ詳しようのＭさんからのお便りです。先生、喜んでください。恋れん愛あいの相談ですよ』

『おっけ～～！　ど～んといらっしゃ～い』

　生徒たちから送られてくる質問を適てき当とうにやっつけていた奈々子は、ようやく本ほん領りよう発はつ揮きの時が来たとばかりに声を弾はずませる。放送を聞き流していた涼子も聞き耳を立てた。

『付き合いはじめてもうすぐ一年になる年下の彼がいるんですが、その彼がドイツに留りゆう学がくするらしいという話を人づてに耳にしました。その話が本当かどうかはまだ本人に確たしかめていません。どうすればいいでしょうか──とのことですが』

『知ったこっちゃないわよ～～』

　奈々子はいきなり不ふ機き嫌げんになった。

『彼がドイツ留学ですって～～？　要するに自じ慢まんしたいだけなんじゃないの～!?』

『先生、気持ちは分かりますけど投げないでください』

『あたしがどうしてこんなノロケ話に付き合わなきゃいけないわけ～？』

『そういうコーナーですから』

　グズる奈々子を夏美が冷ややかにたしなめる。しかし奈々子の言い分にも一理あった。初うい々ういしい恋の悩なやみでもなければ、奈々子好みの複ふく雑ざつ怪かい奇きにこじれたドロドロの三角関係でもない。ケースとしては簡かん単たんすぎて張はり合いがなかった。

『そんなの直ちよく接せつ彼氏に訊けば済すむ話でしょ～？』

『訊くに訊けないのが乙女おとめ心ごころじゃないですか』

『ぬわ～にがオトメゴコロよ～！　そう言うあんたも半笑いのくせに～。だいたいこの子はね～、結けつ論ろんを先さき延のばしにしてドラマのヒロインの気分に浸ひたりたいだけなのよ～。本気で相談してるとは思えないわね～』

　口調は間延びしていても奈々子の鑑かん定てい眼がんは鋭するどい。多少やっかみが入ることはあるが、おおむね妥だ当とうな判はん断だんを下す。だからこそ相談役が勤つとまっているのだ。

『ま、放っといても結果はすぐに出るでしょうけどね～』

『どうしてですか？』

『付き合ってるんならクリスマスに会わないわけにはいかないでしょ～？』

　奈々子の声は意地悪く響ひびいた。




　　　　二




「はあ────」

　鉛なまり色いろした冬空の下、ケーキ屋のウインドーにスプレーで描えがかれた雪山とモミの木の絵を眺ながめながら、青あお木き美み沙さ緒おは白いため息をついた。

　街中の店という店の飾かざり付けはクリスマス一色に染そまっている。年の暮くれ特有の慌あわただしい空気の中、一人取り残されたような気分の美沙緒は、背せを丸めて小さい身体からだをさらに縮ちぢこまらせた。

「やっぱり……いつまでも逃にげ回ってるってわけにも────」

　ガバッ！

　不意に背はい後ごに赤い人ひと影かげが立ったかと思うと、美沙緒の身体はいきなり抱だき上げられた。

「え!?　何？　ちょっと、あの、その……」

　あれよと言う間に美沙緒は帆ほ布ぬのでできた大きな白いずだ袋ぶくろに入れられ、首だけを出した形で口くち紐ひもを締しめられた。手も足も出ない状じよう態たいで謎なぞの人物の肩かたに担かつぎ上げられる。

「こら～～～ッ！」

　声に振ふり向くと、血相を変えた涼子が猛もう然ぜんと駆かけ寄よってくるのが見えた。

　涼子はスピードの乗った助走からアスファルトの地面を蹴けり、美沙緒を担いでいる人物の背中に跳とび蹴りを食らわせた。美沙緒は歩道に投げ出され、したたかに尻しり餅もちをつく。

「痛いたぁ～～い！」

「何すんねん!?」

　二つの抗こう議ぎの声が同時に上がる。ひとつは美沙緒の、もうひとつはサンタの衣い装しように身を包んだ男──静馬のものだった。

　涼子は怒いからせた肩をわなわなと震ふるわせながら、鬼おにの形相で静馬を見下ろす。

「何するって？　それはこっちの台詞せりふよ！　白昼堂々人を誘ゆう拐かいしようとしたわね!?」

「ちゃうねん」

「どう違ちがうってのよ？」

「あんまり無む防ぼう備びやったんで、つい……」

「何の言い訳わけにもなってないわよ！」

「まあまあ……そういきり立たないで落ち着いてくださいよ。涼子さん」

　逆ぎやく上じようして木刀を抜ぬこうとする涼子を、トナカイの着ぐるみを着た少年──大作がなだめる。

　涼子は怪け訝げんな面おも持もちで大作と静馬を交こう互ごに見やり、抜きかけた木刀を竹刀しない袋ぶくろに戻もどした。誘拐犯はんにしては二人の格かつ好こうは面おも白しろすぎる。

「あんたら、まさか本気でサンタ選手権に参戦を……？」

「そんなわけないじゃないですか。バイトですよ。チラシ配りの」

　見ると、ケーキ屋の店先に出されている段だんボール箱の中には歳さい末まつセールのチラシが詰つまっていた。

「あの～……話は後回しにして早く助けてくれると嬉うれしいんだけど……」

　袋に詰め込まれてイモムシ状態の美沙緒は申し訳なさそうに懇こん願がんした。




　涼子と美沙緒はケーキ屋の店内にある小さなテーブルに差し向かいで腰こし掛かけた。

　静馬の狼ろう藉ぜきの詫わびとして大作が美沙緒にケーキセットをおごり、涼子もその相しよう伴ばんにあずかる形になった。紅こう茶ちやの香かおりを吸すって機き嫌げんを直した涼子は、あらためて大作に訊たずねる。

「で、どうして青木先生を袋詰めにしたわけ？」

「静馬さんにしてみれば特に他意はないと思うんですが──」

　大作は店の外でチラシ配りに精せいを出しているサンタを横目に答えた。

「青木先生がやけに寂さびしそうな顔をしてたんで、思わずちょっかいを出しちゃったんでしょうね」

「だからって誘拐する理由にはならないと思うけど？」

「静馬さんの行動について筋すじ道みち立てて説明するのは僕ぼくにも無理ですよ」

「ま、野人のやることだから支し離り滅めつ裂れつなのはしょうがないけど……」

　涼子が窓まどの外に顔を向けると、たまたま振り返っていた静馬と目が合った。軽けい蔑べつの眼まな差ざしでにらむと、静馬はばつが悪そうに視し線せんを逸そらす。

「だいたいあいつは青木先生のことが異い常じように好きよね」

「静馬さんは小さい生き物を無む条じよう件けんに可愛かわいがる習しゆう性せいがありますからね」

「習性……」

　涼子は先輩である獅し子し倉くら達たつ哉やに対する静馬の態度を思い出した。いくら小こ柄がらだからといって会っていきなり『タッちゃん』呼よばわりするのは失礼の極きわみだが、野人なりの親愛の表ひよう現げんなのだろうか。

「逆ぎやくに自分より大きな相手に対しては俄が然ぜん闘とう志しがわくようで」

「要するにアホね」

　そう一言のもとに切り捨すてながら、涼子は美沙緒の様子を気にした。美沙緒は二人のやりとりも耳に入らないらしく、先せん刻こくからスプーンで紅茶をかき混まぜ続けている。心ここにあらずといった風ふ情ぜいである。

　涼子は大作と顔を見合わせた。確たしかに無防備すぎる。

「青木先生、今度のクリスマス・イブの予定はどうなってますか？」

「え？」

　大作の問いに、美沙緒はびくっと肩かたを震わせて顔を上げた。

「ちょっとしたパーティの企き画かくがあるんですが、もし予定が空いていれば先生にも参加してもらいたいなって」

「予定……予定は……」

　美沙緒はそう言いかけたところで視線をティーカップに落とし、押おし黙だまった。しばらく待っても続きがないことを悟さとった大作は、沈しずんだ空気を誤ご魔ま化かそうと涼子に話題を振った。

「涼子さんはどうです？　クリスマスの予定は──」

「クリスマス？　そんな毛唐のイベントなんかに興きよう味みはないわね」

「毛唐……」

　取り付く島もない涼子の物言いに、大作は苦く笑しようした。




　間もなく静馬と大作のバイトの時間は終わり、涼子は美沙緒とともにケーキ屋を出た。不本意ながら野人とその腰こし巾ぎん着ちやくの後ろについて歩く。

　店を出て一〇〇メートルも進まないうちに、急に美沙緒が涼子に身を寄よせてきて腕うでを摑つかんだ。涼子は美沙緒とは特別親しい間柄ではない。ましてや女同士で腕を組んで歩く趣しゆ味みもなかった。

「ごめんね御み剣つるぎさん。このまま駅まで一いつ緒しよにきてくれない？」

「……どうかしましたか？」

　涼子は美沙緒の様子がおかしいことに気づいた。どこか切せつ迫ぱくした様子である。
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「えっと、その……実は最近、妙みような人に付きまとわれてて……」

「ストーカー？」

「それはどうか分からないんだけど──」

　涼子は立ち止まって素す早ばやく背はい後ごを振ふり向いた。曲がり角に消える怪あやしい人ひと影かげが見えた気がした。慌あわてて身を隠かくしたのか、たまたまタイミングでそう見えたのかは分からない。

「分かりました。付き合いますよ」

　涼子が快かい諾だくすると、美沙緒は安あん堵どして頰ほおをゆるめた。

「おわぁっ!?」

　前を歩いていた静馬が素すっ頓とん狂きような声を上げた。腕を組んでいる二人に気づいたのだ。

「何やそれ!?　女同士をええことに……ズルいやんか！」

　訳わけの分からない抗こう議ぎをすると、静馬は美沙緒の空いている方の手を取って無理やり腕を組んだ。長身の男女に挟はさまれる形になり、小柄な美沙緒はますます小さく見える。

　その姿すがたを見た大作が、屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべて言った。

「捕つかまった宇う宙ちゆう人じんみたいですね」




　　　　三




　翌よく日じつの午後──

　大門高校の正門前に、ワインレッドのスーツを着き込こんだ若わかい男の姿があった。

　二メートル近い堂々たる体たい軀くの大男である。

　筋きん肉にく質しつで、とくに上半身が分ぶ厚あつく、スーツが窮きゆう屈くつそうに膨ふくらんでいる。

　一見して歳としの頃ころは二〇代半ばだが、年ねん齢れいに似に合あわぬ厳いかめしい面つら構がまえの持ち主だった。

　顔の中央には太い鼻がどっかと鎮ちん座ざし、がっしりした輪りん郭かくを鬣たてがみのような髭ひげが縁ふち取どっている。黒目がちの瞳ひとみは顔全体の造ぞう作さくからすると優やさしげで愛あい嬌きようがあり、厳つい雰ふん囲い気きを多少和やわらげている。

　鬣のような髭面と後ろに流した髪かみと相まって、雄おすライオンそっくりの顔をした巨きよ漢かんというより、むしろ直立した雄ライオンそのままに見える。

「ここがそうか……」

　ライオン顔の巨漢はそうつぶやくと、スーツの襟えりを正して正門をくぐった。







　五時限げん目めの授じゆ業ぎようを終えた美沙緒は、職しよく員いん室しつに戻もどる途と中ちゆう、校こう舎しやの窓まど越ごしにライオン男の姿を目にして青ざめた。窓まど際ぎわに張はり付いて身を隠しながら、歩いて校舎に入ってくる男を観察する。

「まさか学校に来るなんて……どうしよう!?　どうすれば──」

　しばらく逡しゆん巡じゆんした後、美沙緒は下りてきた階かい段だんを駆かけ上った。

　行き先は屋上だった。




　玄げん関かんホールに入ったライオン男は上体を屈かがめて窓越しに事じ務む室しつを覗のぞき込んだが、生あい憎にくと出で払はらっているようで人気がなかった。ホールを見回した男は校内案内図を見つけて近寄っていく。

　ダダダダ……

　慌あわただしい足音が近づいてきた。

　猛もうスピードで廊ろう下かを駆けてきた黒い影が、男の正面に滑すべり込み、ピタリと停てい止しして立ちふさがる。

　ライオン男は現あらわれた人物の風ふう体ていを物もの珍めずらしげな目つきで観察した。

　ロングコートを連想させる長ランと呼よばれる変形学生服を羽は織おり、伸のばし放題の長ちよう髪はつに虎とら縞じまのバンダナを巻まいた、およそ現げん代だいの高校生とは思えない異い様ような格かつ好こうの男子生徒である。

　南海の漁りよう師しのような赤しやく銅どう色いろの肌はだ。ライオン男に負けない立りつ派ぱなモミアゲに、眉み間けんでつながった一本眉まゆが特とく徴ちよう的だった。狼おおかみのようにワイルドだが、よく見ると意外と整った容よう貌ぼうの持ち主である。

　特徴を列挙していくとキリがないほどの個こ性せいの塊かたまり──今や大門高校の名物男である草[image: ]静馬の双そう眸ぼうは、眼がん前ぜんのライオン男に照しよう準じゆんを合わせていた。

「フン……見るからに怪あやしいやっちゃな！」

「どっちが？」

　ライオン男は不服そうに眉をひそめた。確たしかに部外者ではあるが、時代錯さく誤ごのバンカラ番長に不ふ審しん者しや呼ばわりされるいわれはなかった。

「君はここの生徒か？」

「見て分からんもんは聞いても分からん」

「確かく信しんが持てないから質しつ問もんしたんだが……」

　ライオン男の怪け訝げんの色が濃こくなった。静馬から感じられる露ろ骨こつな敵てき意いに戸と惑まどっているのだ。

「ここの生徒なら、職員室か、音楽室の場所を教えてもらえるかな？」

「お断ことわりや」

「だったら自分で調べる。そこをどいてもらえるかな？」

「それもお断りや」

　静馬は案内図の前からどこうとしない。ライオン男が諦あきらめて廊下の方へ向かうと、静馬は先回りして行く手を阻はばんだ。

「……どういうつもりだ？」

「ミサティー──青木センセに会いたいんやったら、このワシを倒たおしてから行け！」

「────!!」

　ライオン男の表ひよう情じようが険けわしくなった。

「よく分からんが……そういうことなら！」

　言うなり、ライオン男は静馬に飛びかかった。長ランの襟えり首くびを両手で摑つかみ、静馬の身体からだの下に潜もぐり込むように身を沈しずめると、背せ負おい投げを仕し掛かけた。電光石火の早はや業わざである。

　静馬の身体が床ゆかに叩たたき付けられる直前、ライオン男の両手の手て応ごたえが消失した。

　バシッ！

　床に叩き付けられたのは長ランだけだった。中身の静馬はどうやって抜ぬけ出したのか、空中でとんぼを切って数メートル先に着地している。恐おそるべき身体能のう力りよくといえた。

「柔じゆう道どうか。なかなかやるやんけ」

　ボンタンと赤いＴシャツ姿すがたになった静馬は、そう言って不敵に舌したなめずりした。唇くちびるの端はしから発達した犬歯が覗のぞく。その顔には久ひさ々びさに骨ほねのある敵と巡めぐり合えた喜びがあふれていた。

　ピィィ────ッ！

　呼び子の音が高く響いた。

　ほどなくして、大作を先頭に数人の生徒が対たい峙じする二人のもとに駆けつける。

　ライオン男はこれで静馬から解かい放ほうされると思って構かまえを解といたが、その判はん断だんは間ま違ちがっていた。やってきた生徒はＫファイト実行委員会のメンバーであった。

　静馬は右手を上げ、ライオン男に人差し指を突つきつけた。

「よっしゃ……Ｋファイトで勝負や！」




　　　　☆




　一〇分後──

　ライオン男と静馬の対決は体育館に場所を移うつした。

　時じ刻こくは六時限げん目めに入っている。休きゆう講こうなのかそれとも自主休講にしたのか、物見高い生徒たち数十人が話を聞きつけて見物に駆けつけていた。

「Ｋファイト？……何だ、それは!?」

　ライオン男が理解できないのも当然だった。

　Ｋファイトとは校内の揉もめ事を当事者同士の直ちよく接せつ対決によって決着をつけるという前ぜん代だい未み聞もんの制せい度どである。そんなものを本気で採さい用ようしているのは地球上でおそらく大門高校だけだろう。

「そんな馬ば鹿かげた勝負に付き合うつもりはない！　僕ぼくは人に会いに来ただけだ」

「それは承しよう知ちしてるんですけど、静馬さんはあくまであなたの行動を阻そ止しするつもりですからね。勝負して勝つ以外に前に進む方法はないと思ってください」

　大作は涼すずしい顔で説明した。事じ態たいの不ふ条じよう理りさはもちろん理解している。

　静馬がライオン男の行く手を阻んだのは、美沙緒に足止めを頼たのまれたからである。美沙緒が六時限目の授業を終えて学校を出るまでの間、ライオン男を足止めしておくことが静馬に課せられた任にん務むだった。大作もその協力者である。

「Ｋファイトを始める前に、まずお名前を教えてください」

「……来く留る間ま泰たい蔵ぞう」

　ライオン男は諦めたのか不承不承ながら名乗った。大作はどんな漢字なのかを訊たずね、対戦表に書き留とめる。

「今回のＫファイトでは来留間さんが挑ちよう戦せんを受ける側になりますから、対戦競きよう技ぎを選せん択たくする権けん利りが与あたえられます。何で闘たたかいますか？」

「競技は格闘技以外でもいいのか？」

「何でも。自分の得意なジャンルで結けつ構こうですよ」

「ふうむ……」

　泰蔵は静馬を見た。静馬は先ほどからやる気満々の様子でストレッチをしている。

　しばらく考え込んでいた泰蔵は、決心がついたらしくスーツの上着を脱ぬぎ、ネクタイを解ほどいた。

「──よし、腕うで相ず撲もうで勝負だ」

　倉庫から一台の机つくえが運び出され、体育館の中央に置かれた。ガタつきがないように四つの足の高さを念入りに調整した後、静馬と泰蔵は右腕の肘ひじをその上に載のせ、がっちりと掌てのひらを組み合わせた。左手は机の端はしを摑つかんでいる。

「レディ──……ゴー！」

　肩かたまでシャツを捲まくり上げた泰蔵の右腕に、ごつい力こぶが膨ふくれあがった。

　腕の太さだけを比ひ較かくすれば静馬の一・五倍ほどもある。静馬はそのパワーを正面から受け止めた。

　組み合った腕は凍こおり付いたように動かず、完かん璧ぺきな均きん衡こうを保たもっていた。

　しかし強大なパワーが激げき突とつしていることは、両者の決死の形相を見れば明らかだった。過か去このＫファイトにおいてどんなに激はげしい闘いでも汗あせひとつ見せなかった静馬の額ひたいに、珠たまの汗が浮うかんでいた。その汗がこめかみを伝い、顎あごの先から滴しずくとなってしたたり落ちようとしたその時、二人の間で異い音おんが鳴った。

　バキャァッ!!

　机が真っ二つに割われて、スチール製せいのフレームが折れ曲がった。委員会のメンバーが泡あわを食って飛び出してきて、新しい机と交こう換かんする。

　静馬は頰ほおを流れる汗の滴を手の甲こうで拭ぬぐった。

「ふうん……やるやないか」

「なに、まだまだ肩かた慣ならしだ」

　そう答える泰蔵はほとんど汗をかいていない。

　二台目の机がセッティングされ、腕相撲勝負が再さい開かいされた。

「第二ラウンド、レディ～～ゴーッ！」

　ミシッ。

　開始早々、机が悲鳴を上げた。
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　腕の位置は動いていない。しかし静馬は多量の汗をかいていた。やがて、ほんのわずかずつではあるが、組み合った腕が静馬から見て右に傾かたむいていく。泰蔵が押おしているのだ。

「ふんぬっ！」

　静馬は反はん撃げきに転じた。手首を巻まき込こむようにして盛もり返そうとする。しかし泰蔵の腕はびくともしなかった。

　いつまでも全力を出し続けられるわけではない。静馬が息切れしたその一いつ瞬しゆんをついて、泰蔵は全体重を右腕に集中した。

「なっ!?」

　静馬はその攻こう勢せいに耐たえきれず、あっという間に押し込まれた。手の甲が机にくっつく寸すん前ぜんのところで止めたが、手首は返ってしまっている。この体勢でいつまでも耐えられるものではない。泰蔵が二度目のフルパワーを出し、静馬の右手は机に叩たたき付けられた。

　静馬の敗北に、見物の生徒たちの間からため息がもれる。

　静馬は痛いたそうに右腕をマッサージしたが、その顔はサバサバしていて敗北の屈くつ辱じよく感はなかった。

「腕相撲で負けたんは久ひさしぶりや。もしかしてプロか？」

「関係ないだろう。それより、勝ったからには案内してもらうぞ」

「いやいや、そういうわけにはいかんな」

「何だと？　約束が違ちがうぞ」

「まあまあ、そう慌あわてないでください」

　大作が二人の間に割わって入った。

「一回戦は来留間さんの勝利ですね。では続いて次の勝負に移うつりましょう」

「次の勝負!?」

「そうですよ。八番勝負まであるんですから」

「聞いてないぞ、そんな話は！」

「あれ？　言ってませんでしたっけ」

　大作はすっとぼけて見せた。

「たいしたことじゃないですよ。先に五勝すればいいんですから。ちなみに決着がつかない場合は十番勝負までの延えん長ちようとなります」

　大作の言葉に、泰蔵は啞あ然ぜんとなった。

　静馬の任にん務むは最低でも一時間は泰蔵を足止めすることである。一回の勝負で終わらせるつもりは毛頭なかった。

「さて、それでは選せん択たくしてください。次の競きよう技ぎは何ですか？」




　　　　四




　六時限げん目め終しゆう了りようのチャイムが鳴った。

　美沙緒が音楽室を出て校内放送に耳を傾けると、静馬と泰蔵の対戦はまだ続いていた。

　今回のＫファイトはいつものような派は手でな宣せん伝でんもされず、放送も限定的なもので、教室で授じゆ業ぎようを受けている生徒たちのほとんどは対戦が行われていることにすら気づいていない。大作がそのように手配しているためだった。

　対戦は静馬の四勝三敗で八番勝負までもつれ込んでいた。八番目はなぜか卓たつ球きゆう勝負になっている。引き延のばし工作は成功しているようだった。

「草[image: ]君、頑がん張ばってくれてるんだ……」

　対戦の様子をこっそり見み届とどけに行こうかとも思ったが、美沙緒はすぐにその考えを打ち消した。

（今日はまだ会えない……まだ顔を合わせるわけには──）

　美沙緒は急いで職しよく員いん室しつに戻もどると、自分のバッグを取って通用門に向かった。静馬が泰蔵を足止めしている間に帰らねばならない。

　校こう舎しやを出たところで涼子と出会った。竹刀しない袋ぶくろを背せ負おっているところを見ると、部活に向かう途中らしい。

「先生、もうお帰りですか？」

「え？　ええ……」

　涼子にそんなつもりはないだろうが、クールな口調に咎とがめられているような気がして美沙緒は口ごもった。

「駅まで送りましょうか？」

「ど、どうして？」

「だって、ストーカーに付きまとわれてるんでしょ？　一人で歩いてると物ぶつ騒そうじゃないですか」

　有り難い申し出だったが、その必要はなさそうだった。涼子が警けい戒かいしているストーカーは現げん在ざい、静馬が足止めしているのだ。

「心配してくれてありがとう。でも、ほら、まだ明るいし……大だい丈じよう夫ぶよ、たぶん」

「そうですか？　じゃあ、お気を付けて」

　涼子は一礼すると、ポニーテールを翻ひるがえして去っていった。

　迷まよいのない颯さつ爽そうとした足取りに、美沙緒は少なからぬ憧しよう憬けいのこもった眼まな差ざしで見送る。同どう性せいから見ても──いや、同性だからこそ余よ計けいにその姿すがたは清すが々すがしく映うつった。涼子とは最近までほとんど接せつ点てんのなかった美沙緒だったが、なるほど女子に人気があるはずだとひとり納なつ得とくした。

　通用門から出た美沙緒は、いつもより重い足取りで駅に向かった。

　後ろ向きなことをしているという自覚が足を鈍にぶらせている。涼子のように背せ筋すじを伸のばして颯爽とは歩けなかった。

　猫ねこ背ぜでトロトロと歩いているうちに、いつの間にか辺りは夕ゆう闇やみに包まれていた。高こう架か脇わきの赤塚公園周辺には人通りもなく、空気もいやに冷えている。

　ジョギング中の人だろうか、背後から駆かけ足の足音が近づいてきた。歩道の中央を歩いていた美沙緒はほとんど無む意い識しきに右側に寄よって道を空けた。

　追い越こしていくだろうと思っていたその足音は、しかし、まっすぐ美沙緒にぶつかってきた。

「きゃっ！」

　小さな悲鳴を上げた口は、すぐに湿しめっぽい手で塞ふさがれた。美沙緒の身体からだは背後から抱だきすくめられ、公園の植え込みの陰かげに引きずられていった。

　何が起きたのか理り解かいしないうちに、美沙緒は芝しば生ふの上に仰あお向むけに押し倒たおされた。黒い影かげ絵えのような男が身体を跨またいでのしかかってくる。

　腐くさった卵たまごを思わせる体たい臭しゆうが鼻をついた。ウインドブレーカーのフードを深くかぶっている男の顔ははっきりとは見えない。まばらな髭ひげに覆おおわれた口元がだらしなく開いているのだけが分かった。

　相手はストーカーどころではなかった。本物の変へん質しつ者しやである。

　耐たえ難がたい嫌けん悪お感に正気を取り戻し、遅おくればせながら抵てい抗こうを始めた美沙緒の目の前に、錆さびた果物くだものナイフが突つきつけられる。恐きよう怖ふが美沙緒の身体からだを呪じゆ縛ばくした。

　涼子の申し出を断ことわらなければよかった──美沙緒は心底後こう悔かいした。




　　　　☆




　体育館の窓まどという窓がビリビリと震しん動どうしていた。

　地じ震しんによるものではない。音波による共鳴現象であった。

　音波の発はつ生せい源げんは人間──来留間泰蔵の喉のどである。

　八番勝負が四勝四敗のタイに終わり、延えん長ちようの第九戦を取った後の最終十番勝負、泰蔵が選んだ競きよう技ぎは『相手よりも高い声を出した方の勝ち』というシンプルなものだった。低い音から始めて、交こう互ごに相手の声よりも半音階ずつ上げていくという勝負は異い様ような盛もり上がりを見せた。

　どちらも正せい確かくな音感を持っていたが、とりわけ泰蔵の声量は圧あつ倒とう的だった。静馬もかなり食い下がったが、基き本ほん的にだみ声のため澄すんだ音にならない。第一声を聞いた段だん階かいで誰だれの耳にも勝敗は明らかだった。

『オオオオオオオオオォォォォォォ─────────────────────ッ!!』

　スピーカーで増ぞう幅ふくされてもいない肉声が、体育館全体に響ひびき渡わたり、空気を震わせて充みち満ちていた。聞く者の骨ほねまで染しみ通とおり、まるで音のエネルギーに包まれているように感じさせるテノールであった。

　泰蔵のあまりにも美しい雄お叫たけびが止やむと、館内は水を打ったように静まり返り、次の瞬しゆん間かんには割われんばかりの拍はく手しゆと歓かん声せいで満たされた。観客も当初の数倍に増ふえている。

「すんごい美声ね～～四オクターブくらい出るんじゃないの～～？」

　途中から観戦にきた奈々子も惜おしみない拍手を送った。

　一通り拍手が収おさまると、泰蔵は敗北に打ちひしがれている静馬を見下ろした。

「さあ、これで僕の六勝四敗だ。もう文もん句くはあるまい？」

「むう…………」

　静馬はちらりと大作に目配せしたが、これ以上引き延のばす策さくはもはや尽つきたらしく大作は肩かたをすくめただけだった。この高音勝負で自分が負けるとは静馬自身想定していないことだった。最後に意外な盛り上がりを見せた勝負に対して、静馬の方が未練を残す結果となったのは皮肉といえる。

「────タイゾー君！」

　体育館に響いたその声に、泰蔵が振ふり向いた。

　入り口のところに中学生を思わせる小こ柄がらな人影があった。美沙緒である。

「あ……青木先せん輩ぱい！」

　大おお股またに駆かけ寄よった泰蔵は、美沙緒の姿すがたを見て目を丸くした。

　おだんごに結ゆっていた髪かみはほどけて乱みだれ、顔も服も全体的に泥どろで汚よごれていた。ストッキングは伝線して破やぶれかけている。

「そ、その格かつ好こう……どうしたんですか？　何があったんですか!?」

「うっ…………」

　泰蔵にそう問われると、美沙緒は顔をくしゃくしゃにして大おお粒つぶの涙なみだをこぼした。

「うえぇぇ～～～ん！　タイゾーくぅん、恐こわかったよぉぉ～～～～!!」

　胸むねに飛び込こんできた美沙緒を、泰蔵は太い両りよう腕うででしっかり抱だきとめた。美沙緒の背せ丈たけは泰蔵の胸あたりまでしかない。泰蔵は片かた膝ひざを落として美沙緒を抱きしめ、子こ供どもをあやすように頭を撫なでた。

　思わず駆け寄ったものの、事じ情じようが分からずキョトンとしていた静馬は、美沙緒の後からやってきたらしい涼子に気付いて訊たずねた。

「これは何や？　何がどうなっとんねん？」

「ストーカーに襲おそわれたのよ」

「ストーカーって……こいつのことちゃうんか？」

　静馬は泰蔵を指さすが、涼子は首を振った。

「違ちがうわ。この人は青木先生が通ってた音大の後輩だそうよ」

「うそ────ん！」

　静馬は飛び上がって驚おどろいた。衝しよう撃げきの事実はどよめきとなって観客の間を走り抜ぬける。

「じゃあ、ストーカーは別にいたってことですか？」

　大作の問いに、涼子は苦く笑しようを浮うかべた。

「そういうこと……っていうか『瓢ひよう簞たんから駒こま』──じゃなくて『噓うそから出た真まこと』ってやつね。本物のストーカーがいたなんて本人も知らなかったみたいだし。ま、あれはストーカーっていうよりただのイカレた変質者だったけど」

「涼子さんが事情を知ってるってことは、現げん場ばに居い合あわせたんですね？」

「先生が一人で帰るって言うから、ちょっと気になって後を追っかけてみたら、タイミング良く襲われてたってわけ。元用よう心じん棒ぼうの勘かんってやつね」

「それで、その変へん質しつ者しやはどうしたんですか？　警けい察さつへ？」

「ああ、そいつ？　半殺しよりちょっと強めにぶちのめしておいたから、二度と悪さしようなんて思わないわよ、きっと」

　涼子の口元に浮かんだ凶きよう暴ぼうな笑えみを見て、大作は思わず半歩後ずさった。代わって静馬が前に身を乗り出してくる。

「そやったら、ストーカーの話はそもそもどっから出てきたんや？」

「出で任まかせに決まってるでしょ」

「どこにそんな必要があんねん？」

「それはまあ……オトメゴコロってやつ？」

「あん？」

「この間のお悩なやみ相談コーナーにあったでしょ？　その人が『ドイツに留りゆう学がくするかもしれない年下の彼』ってわけ」

「ぎゃにぃぃぃ────ッ!?」

　静馬は派は手でに仰のけ反った後、膝から崩くずれ落ちた。

「留学の話を聞きたくなくて、ここ最近電話にも出ないで避さけてたそうよ。付きまとってたストーカーの正体もその人だと思ってたんだって……聞いてる？」

　静馬は白目を剝むいて悶もん絶ぜつしていた。本当に気を失っているわけではないだろうが、精せい神しん的にそれほどのダメージを受けたということなのだろう。

　美沙緒はまだ子供のように泣きべそをかいていた。

「ごめんね……ごめんねタイゾー君。私が大人げないことしたからバチが当たったの……ごめんね……ごめん……」

「分かりました。もう分かりましたから……」

　事情もよく分からないまま感動している観客の間から、まるでトーンの違う声がした。

「ほら見なさいよ～、や～っぱりあたしの言った通りじゃな～～い！　あんたがグズだからこういうことになるのよ～！　反省なさ～～い」

　声の主は大門高校の相談役こと菱沼奈々子だった。腰こしに手を当て、勝ち誇ほこったように仁に王おう立だちしている。

「菱沼先生……今は先生が出てくる場面じゃないです」

　大作が呆あきれ顔で苦言を呈ていした。その場に居い合あわせた全員が同じ気持ちだった。




　　　　五




　その日の帰り道──

　美沙緒は泰蔵と並ならんで歩道を歩いていた。

　泰蔵の上着を借りて羽は織おり、泥どろんこになった服を隠かくしている。上着の袖そでは半分くらいまで折っているが、それでもサイズが大きすぎることに変わりはなかった。

　適てき当とうなところでタクシーを拾って帰るつもりだったが、二人は黙だまったまま一〇分以上も歩き続けていた。紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、顔を合わせた二人が最初に話すべき話題はひとつだけである。互たがいにそれを切り出すタイミングを摑つかみあぐねていた。

「…………すん」

　美沙緒は鼻をすすった。泣きすぎて目と鼻が痛いたかったが、美沙緒は自分の口からはっきり言うべきだと分かっていた。

「────ねえ、タイゾー君」

「はい」

「ドイツ、行くの？」

「…………はい」

「そっか。行くんだ」

　再ふたたび沈ちん黙もくの刻ときが流れた。

　長い数十秒が過すぎ、次に口を開いたのは泰蔵の方だった。

「先せん輩ぱいに渡わたす物があるんです。上着の左側のポケットに入ってます」

　美沙緒は歩きながらダブダブの上着の左ポケットを探さぐった。指先が硬かたい物に当たる。取り出してみると、それは掌てのひらにすっぽり収おさまるサイズの四角い箱だった。

　美沙緒の足が止まっていた。中身が何かは想そう像ぞうがついた。

　泰蔵は美沙緒の目の前に片膝をつき、芝しば居いつ気けのある仕草で頭こうべを垂たれた。

「先輩…………僕ぼくと一いつ緒しよに行ってもらえませんか？　ドイツへ」

　泰蔵の厳いかつい顔は耳まで真っ赤になっていた。

　美沙緒は鼻の奥がつんと酸すっぱくなるのを感じた。さっき在ざい庫こが切れたはずのものとは別の熱いものがこみ上げてくるのを我が慢まんして、言った。

「先輩、じゃなくて──名前で呼んでくれたら、ＯＫしてあげる」

　泰蔵が顔を上げた。

　意を決したように唇くちびるが震ふるえて、言葉を紡つむぎ出そうとしたその時──咆ほう吼こうを上げて走ってきた一台の赤いバイクが二人のすぐ側に停車した。

　ライダーがヘルメットのシールドを上げる。その下から現あらわれたのは静馬の顔だった。

「くっ、草[image: ]君……？」







[image: ]







「青木先生、ひとつだけ忠告しといたる」

　静馬は泰蔵を突つっつくように指さして、言った。

「そいつ、ロリコンやで。浮うわ気きされんように気ぃつけや」

　それだけを告げると、静馬はシールドを下ろしてバイクを発進させた。

「こっ……こらあ～～～っ!!」

　美沙緒は拳こぶしを振ふり上げて怒ど鳴なったが、静馬のバイクはすでに彼方かなたに走り去っていた。










　第十四話　血戦バレンタイン








チョコレート【chocolate】カカオの実を炒いって砕くだき、砂さ糖とうや粉ふん乳にゆう等と混まぜて練り固めた菓か子し。









　　　　一




　肌はだ寒ざむい放課後の廊ろう下かを早足で歩いていた神かみ矢や大だい作さくは、誰だれかに呼よび止められたような気がして足を止めた。

「──神矢君」

　聞き違ちがいかと思っていると、今度ははっきりと声が聞こえた。声のした方に目を向けた大作は、小走りに駆かけよってくる女子生徒の姿すがたを認みとめた。

　大きめの黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけ、胸むねのあたりまであるストレートの髪かみに白いヘアバンドをつけている。その二点だけで大作はその女子が一年生の結ゆう城きひとみだと分かった。

　大作は目の前にやってきたひとみ本人ではなく、その背はい後ごに視し線せんを走らせた。誰もいない。

「あれ、涼りよう子こさんは一いつ緒しよじゃないんですか？」

「涼子ちゃんは部活よ」

「そういえばそうでした」

　大作は涼子の追っかけとして剣けん道どう部ぶの道場を覗のぞきに行くところだった。

　ひとみは辺りを見回して、大作に小声で訊たずねた。

「神矢君は一人？」

「僕が何人もいるように見えるとしたら重度の乱らん視しですね」

「そうじゃなくて……草くさ[image: ]なぎ君はいないの？」

「呼びましょうか？」

　大作が犬笛を取り出したのを見て、ひとみは慌あわてて手を振ふった。

「用があるのは神矢君だけだから。草[image: ]君がいると話がややこしくなるし……」

「珍めずらしいですね」

　大作は涼子の追っかけではあるが、ひとみとは特に親しい間あいだ柄がらではない。ひとみと一対一で話をするのもこれが初めてである。どちらかといえば引っ込こみ思案なタイプのひとみの方から声をかけてくること自体、意外だった。

「神矢君って……涼子ちゃんの味方よね？」

　ひとみは神しん妙みような面おも持もちで、奇き妙みような問いを口にした。

「味方？　ええ、それはもう……涼子さんのためとあらば、どんな卑ひ劣れつな手しゆ段だんでもやってのける自信はあります。静しず馬まさんの食事に毒を盛もれと言うのなら喜んで盛らせていただきますよ。あの人は並なみの毒じゃ効ききそうにないですけど」

「誰もそんなこと頼たのんでないわよ」

「違ちがうんですか？　話の流れからして、涼子さんが遂ついにＫファイトで静馬さんをやっつける決意をしたのかと……」

「問題はもっと深しん刻こくなことよ。いろいろ悩なやんだんだけど、神矢君に相談するのが一番いいかなって──」

「深刻……？」

「いいから、とにかくちょっと来て」

　ひとみは大作の腕うでを摑つかむと、意外に強い力で図書館の方に引っ張ぱっていった。




「まず、これを見てくれない？」

　図書館の隅すみの席につくなり、ひとみは鞄かばんから取り出したアルミホイルの包みを机つくえの上に置いた。ひとみに促うながされて大作が恐おそる恐る開けてみると、包みの中には黒い板いた状じようの物体が十数個こ入っていた。ひとつひとつは四センチ角ほどの大きさがある。

「これ、何ですか？」

「何だと思う？」

　ひとみの口調に茶ちや目めっ気けはない。大作は鉄板の欠片かけらのような物体の中から、綺き麗れいな星形をしたひとつを指でつまんで取り出した。色合いや重さから、物体の正体はすぐに知れた。

「これは……チョコレートですね？」

「食べてみる？」

「いいんですか？」

　ひとみは無言で頷うなずく。大作は何の疑うたがいもなく星形のチョコレートを口に放り込んだ。

　舌したを動かしたその瞬しゆん間かん──異い常じような感かん触しよくと悪お寒かんが全身を走り抜ぬけた。

「い……痛いたい!?　痛い！」

「出した方がいいわよ。下手に嚙かもうとすると口の中が傷きずだらけになるから」

　ひとみは結果を予想していたように冷静にそうアドバイスすると、ティッシュを一枚まい差し出した。大作は大おお慌あわてでチョコを吐はき出す。

「こ……これはチョコじゃないですよ!!」

　大作は椅い子すから立ち上がって抗こう議ぎした。極きよく端たんに甘あまいとか、あるいは激げき辛からだとかいったレベルなら大作も覚かく悟ごはしていた。しかし『痛い』という味は食べ物の範はん疇ちゆうを超こえている。

「ちゃんとしたチョコレートよ」

「ウソでしょう!?　鉄みたいに硬かたいですよ！」

「でも材料は確たしかにチョコレートなのよ」

「どういうことです？」

　当然の問いに、ひとみは答えにくそうに目を伏ふせた。

「これは……涼子ちゃんが初めて作った手作りチョコレートなの」

　そう言って、ひとみはこれまでの経けい緯いを語りはじめた。




　事の発ほつ端たんは日曜日──二月一一日のことである。

　バレンタインデーを三日後に控ひかえたこの日、ひとみは池いけ袋ぶくろのデパートまで手作りチョコレートの材料を買い出しに出かけた。

　ひとみの手作りチョコレートはカカオ豆を選ぶところから始める本ほん格かく派はだが、甘さ控ひかえめのビターテイストである。贈おくる相手の涼子が甘ったるい洋よう菓が子しが苦手だからだ。

　二人の付き合いは中学一年の二月、ひとみが涼子にチョコレートを贈ったことがきっかけで始まった。それから毎年、バレンタインデーには甘くないチョコレートを手作りすることにしていたが、涼子が材料の買い出しに付き合ったのは今回が初めてだった。

「──チョコ作り、あたしも手伝ってみていい？」

　涼子が驚おどろくべき発言を口にしたのは、ラッピング用の包ほう装そう紙しとリボンを選んでいる時だった。

　ひとみは涼子の真意をはかりかねた。ひとみが作るのは涼子に贈るためのチョコレートである。突とつ然ぜんお菓子作りに興きよう味みがわいたのでなければ、答えはひとつだった。

「誰に贈るの？」

「なっ……」

　間に挟はさむべきいつくかのやり取りをすっ飛ばした鋭するどい質しつ問もんに、涼子は意表を突つかれて慌てふためいた。

「か、勘かん違ちがいしないでよ！　あくまで義ぎ理りよ、義理！」

　涼子はそう主しゆ張ちようしただけで、結局誰に贈るつもりなのかは白はく状じようしなかった。二人は当日と振ふり替かえ休日だった翌よく月曜日の二日がかりでチョコレート作りに励はげむことになったのだが──




「涼子さんって料理の腕うでの方はどうなんです？」

「包丁も握にぎったことがない……というか、料理が何なのかそもそも分かっていないみたい」

　ひとみは沈ちん痛つうな面おも持もちで首を横に振った。

「どうも料理を中世の怪あやしげな錬れん金きん術じゆつか何かだと誤ご解かいしてる節ふしがあるのよね……ちょっと目を離はなすと妙みようなことを思いついてとんでもないことを始めるし」

「例えばどんな？」

「カカオの粉を泡あわ立だて器でかき混まぜながら直ちよく接せつバーナーで炙あぶったり……」

「それ、場合によっては粉ふん塵じん爆ばく発はつが起きますよ」

「…………」

「起きたんですか!?」

「これくらいの真っ赤な火の玉が──」

　ひとみは両手でボウリングの球の大きさを表ひよう現げんした。

「それはまたスリリングな……で、出来上がったのがこれですか？」

「それは試作品よ。完成品はもっと──」

「もっと、何ですか？」

「最初は星形やハート形で作ってたんだけど、途と中ちゆうから何を思ったのか手しゆ裏り剣けんの形を目指し始めて……どんどん凶きよう悪あくな形に……」

「まさか、これよりもエッジが鋭く？」

　ひとみがコクリと頷うなずく。大作は血相を変えた。

「そんなもの食べたら最後、身体からだの中から破は壊かいされますよ！　もはや食べ物じゃなくて凶器じゃないですか」

　大作はアルミホイルの包みを摑つかむと席を立った。

「どこへ行くの？」

「とにかくこのチョコの正体を暴あばきます。話はそれからです！」




　数分後──文化系サークル棟とうにやってきた大作は『現げん代だい科学研究所』の看かん板ばんのかかったドアを叩たたいた。

　扉とびらが開き、中から顔を出したのは、瘦やせぎすの身体にヨレヨレの白衣を羽は織おった血色の悪い男子だった。顔の輪りん郭かくからはみ出す大きさの四角い眼鏡めがねをかけ、頭は爆ばく発はつしたようなカーリー・ヘアである。実験に失敗したインチキ発明家を思わせる風ふう体ていだ。

「ほほう、神矢君じゃない……何か用？」

　現科研所長の二年生・高橋は妙に甲かん高だかい声で訊たずねた。

「分ぶん析せきしてもらいたい謎なぞの物ぶつ質しつがあるんですが」

「謎の物質……？　フム、面おも白しろい。入りたまえ」

　二人は部室の中に招まねき入れられた。現代科学研究所には他にも同じようなスタイルの所員が数名いてストーブを囲んでいる。ストーブの上では切り餅もちが焼かれていた。

　部室の中はひどく雑ざつ然ぜんとしている。棚たなの隙すき間まに設せつ計けい図ずの束が無む造ぞう作さに押おし込まれていたり、流し台に用途不明の実験器具が放置されていたり、いつの時代の物か分からないアンティークなデザインの地ち球きゆう儀ぎが机つくえの上にデンと置かれていたりする。現代科学といっても守しゆ備び範はん囲いは茫ぼう漠ばくとしている印象だった。

　大作からアルミホイルの包みを受け取った高橋は、中身の黒い欠片かけらのひとつを机の上に置いた。

　ガンッ！

　白衣のポケットから金かな槌づちを取り出すと、いきなりチョコを叩たたき付ける。呆あつ気けにとられているひとみの見ている前で、高橋はさらに二度、三度と金槌で叩き、やがて言った。

「……これは地球の物質ではないな」

「地球の物質です！」

　ひとみは即そく座ざに否ひ定ていしたが、高橋はにわかには納なつ得とくしかねる様子だった。

「見たまえ。ハンマーで殴おう打だしても傷きずひとつ付いていないのが何よりの証しよう拠こだ」

「もっとよく調べてから言ってください」

「よろしい」

　高橋は今度は電動ドリルを持ち出してきた。ベニヤ板の上にチョコを置き、太めのドリル刃を垂すい直ちよくに突つき立てスイッチオン。

　ギュリギュリギュリ……

　電動ドリルのモーターが歪ゆがんだ悲鳴を上げる。しかし一向にドリルの先せん端たんはチョコに潜もぐり込んでいかない。高橋は回転数を上げつつドリルを持つ手に力を込めたが、先端がチョコの表面を滑すべり、台になっているベニヤ板に穴あなを穿うがった。

「ダイヤモンドカッターだ！」

　高橋の命令で所員が小型の回転ノコギリを持ってくる。

　チュイィィィィ────ッ!!

　チョコに押しつけられたダイヤモンドカッターから猛もう烈れつな火花が飛び散った。

　カッターの刃はが赤熱化し始めたところでいったん作業を中ちゆう断だんしてみるが、チョコの方は全くの無傷であった。

「ええい、かくなる上は！」

　高橋はチョコをストーブの上に置いた。高熱によって溶とかそうというのだ。

　ひとみは興きよう味み津しん々しんといった様子の大作の腕うでを取り、部室の外に連れ出した。

「材料は普ふ通つうのチョコレートと同じなのよ!?　いまさら分析する必要なんてないじゃない」

「偶ぐう然ぜんに発見された新しん素そ材ざいかもしれないじゃないですか。あれだけの強度があれば防ぼう弾だんチョッキに──いえ、事によると戦車の装そう甲こうにだって使えるかも」

「だから、私が相談したいのはそうじゃなくて……」

　ボンッ！

　何かが破は裂れつしたような音が響ひびいた。

　現げん代だい科学研究所の扉とびらの隙すき間まから、濃のう厚こうな白い煙けむりとともに鼻をつく異い臭しゆうが漏もれてくる。

　破裂音を聞きつけた他の生徒たちがやってくるより先に、ひとみと大作は急いでその場を離はなれた。

「そういえば、そもそも結城さんの相談事って……いったい何なんですか？」

　人気のない校こう舎しや裏うらまできたところで、大作はあらためて質問した。ひとみはひどく疲つかれた様子で肩かたを落としたが、すぐに気を取り直して言った。

「神矢君に知ち恵えを借りたいのよ。涼子ちゃんの手作りチョコが、目当ての相手に届とどかないように──」

「待ってください。涼子さんは自分の作ったチョコを試食していないんですか？」

　ひとみは黙だまって頷うなずく。大作は啞あ然ぜんとなった。

「教えてあげなかったんですか？　食べ物じゃなくて凶きよう器きだと！」

「言えるわけがないじゃない」

「言えない理由が分かりませんよ」

「涼子ちゃんが初めて作ったチョコなのよ!?　その気持ちを大事にしてあげたいじゃない」

「美しい友ゆう情じようですけど、そのために犠ぎ牲せい者しやが出る可か能のう性せいを考えてください」

「だから、チョコが届かないようにする方法を一いつ緒しよに考えてほしいのよ」

　ひとみは顔の前で両手を合わせて拝おがんだ。大作は腕組みしてため息をつく。

「事前にチョコをすり替かえるというのは？」

「完成品は涼子ちゃんが持って帰っちゃったわ。ラッピングは自分でするって言ってたから、どんな包みに入ってるのかも分からないし……」

「そうすると明日、涼子さんが相手にチョコを渡わたすのを阻そ止しするしかないですね。でも表だって露ろ骨こつに妨ぼう害がいすると恨うらまれそうだし──」

　大作はしばし考え込こんでいたが、やがて顔を上げて微笑ほほえんだ。

「名案を思いつきました」

「本当に？」

「要は、涼子さんが贈おくりたいと思っている相手とは別の人にチョコが渡ればいいわけですよね？」

「そんなことができるの？」

「不可能ではないと思います。しかも僕ぼく自身はいっさい手を汚よごすことなく──」

　大作は自信たっぷりに人の悪い笑えみを浮かべた。




　　　　☆




　ガラン、ゴロン、ガラン……

　人ひと影かげまばらな廊ろう下かに奇き妙みような懐なつかしさを伴ともなった音が響く。硬かたい木の音だ。それを聞きつけた大作は歩を早め、音の主に追いついて声をかけた。

「──静馬さん！」

「おう、大作！」

　廊下を大おお股またで闊かつ歩ぽしていた草[image: ]静馬は立ち止まって振ふり向いた。赤しやく銅どう色いろの肌はだに虎とら縞じまバンダナ、裏うら地じに虎の刺し繡しゆうを施ほどこした長ランにボンタンといういつもの格かつ好こうだが、足元は革かわ靴ぐつではなく下げ駄た履ばきだった。

「二月なのに素す足あしに下駄で寒くないんですか？」

「アホぬかせ。子こ供どもは風の子や」

　タフガイにのみ許ゆるされた台詞せりふである。

　大作は軽く聞き流すと、静馬にぴたりと身を寄よせて耳打ちした。

「実はスゴい裏うら情じよう報ほうを耳にしたんですが……ときに静馬さん、明日は何の日かご存ぞんじですよね？」

「それぐらい知っとるわ。ギブミーチョコレートの日やろ」

「それだと終戦直後ですよ」

「何でもええわい。その裏情報っちゅうやつ、もったいぶらんと早よ言え」

　大作は階かい段だんの踊おどり場まで静馬を引っ張ぱっていくと、辺りに人がいないのを確かく認にんしてから小声で言った。

「これはある筋すじから仕入れた情報なんですが……なんと、あの涼子さんが手作りチョコレートを作ってるらしいですよ」

「マジでか!?」

　静馬の反はん応のうはてきめんだった。バンダナでまとめている伸のび放題の長ちよう髪はつが一いつ瞬しゆん、逆さか立だったように見えた。

「生まれる時代を三〇〇年間ま違ちがえた女がチョコやと？　誰だれに渡すつもりや？　場合によってはそいつの身に何か不幸なことが起きるかも知れんの～」

　発達した犬歯を剝むいて剣けん吞のんな目つきになる静馬を、大作は上うわ目め遣づかいに見上げて意地悪く微笑んだ。

「涼子さんがチョコを贈る相手なんて……そんなの決まってるじゃないですか」

「決まっとるやと？」

「やだなあ、とぼけちゃって」

　大作はニヤケながら静馬の脇わきを肘ひじで小こ突づく。

「涼子さんがチョコを贈りたくなるような大だい門もん高校一のナイスガイといえば──一人しかいないでしょ？」

「……マジでか!?」

　同じ台詞だが二回目はポジティブな方の驚おどろきだった。静馬はまんざらでもない顔であさっての方向を見やりながら顎あごを撫なでた。口元には喜びを嚙かみ殺しているような引きつった笑みが浮かんでいる。

「フッ……ワシも罪つみな男やのう」

「でも実じつ際さいチョコを貰もらえるかどうかは微び妙みようなところですよ」

「何でや？」

「涼子さんって、ああ見えて照れ屋ですからね。渡しやすい状じよう況きようをセッティングしてあげないと素す直なおに渡してくれないかも」

「こっちから貰いに行ってやらんとあかんっちゅうわけか。面めん倒どうくさい女やな」

「乙女おとめ心ごころを理り解かいしてあげてください。明日は僕も陰かげながら協力しますから」

「よっしゃ！　俄が然ぜんテンションあがってきたで～!!」

　興こう奮ふんしはじめた静馬を残し、大作は委員会の用があるからと言い訳わけしてその場を後にした。廊ろう下かの角からその様子を観察していたひとみのところへ戻もどってくると、会心の笑みとともにＯＫサインを出す。

「これで明日の心配はないと思いますよ」

「これって騙だましたことになるんじゃ……」

「人聞きの悪いことを言わないでください。僕は事実の他は何一つ口にしてませんよ。万一誤ご解かいがあったとしても、それは静馬さんが勝手に解かい釈しやくしたことです。それに──」

「それに？」

「まずい事じ態たいになっても恨うらまれるのは僕じゃありませんし、ね？」

　屈くつ託たくのない大作の笑みを見て、ひとみの顔から血の気が引いた。

「ちょ、ちょっと待って……」

「明日が楽しみだなあ。それじゃ僕はこれで」

　大作はそう言うと、呼よび止める隙すきも与あたえぬ素早さで走り去っていった。ひとみの脳のう裏りに焼き付いた大作の微笑ほほえみは、天使ではなく悪あく魔まのそれだった。

　自分は何か取り返しの付かないことをやらかしてしまったのかもしれない──一人残されたひとみは言いしれぬ不安に怖おぞ気けをふるった。




　　　　二




　翌よく二月一四日──バレンタインデー当日。

　昨日までの冷え込みが噓うそのように春めいた陽気の朝。

　大門高校の正門をくぐった涼子は、目前に飛び込んできた異い様ような光景に度ど肝ぎもを抜ぬかれて思わず立ちすくんだ。

『血ち汚お麗れい吐と受うけ付つけ処どころ』

　そう書かれた即そく席せきののぼりを掲かかげた静馬が、仁に王おう立だちで待ち構かまえている。

　その姿すがたを一目見た瞬間、涼子は即そく座ざに左へ九〇度方向転てん換かんし、何も見なかったことにして通り過すぎようとした。

「待たんかい！」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声がして、静馬が涼子の行く手に立ちはだかった。涼子は心底無む視ししたかったが、ここまで行動が露ろ骨こつだと誤ご魔ま化かしようもない。

「あたしに何か用!?」

「それはワシの姿をよーう観察したら分かるはずや。難むずかしい漢字も混まじっとるけどもそこはヤマカンで乗り切れ」

「別に当てずっぽじゃなくても読めるわよ。その程てい度どの漢字」

「そやったらワシの言いたいことも分かるやろ？」

「アホの考えなんて分かりたくもないわね！」

　それは真実の叫さけびだった。

　静馬の狙ねらいがチョコレートなのは一目瞭りよう然ぜんだが、登校してくる生徒を堂々と待ち受けて巻まき上げようなどという発想が理り解かいできるのは同レベルのアホだけに違ちがいない。
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　しかし野人はその程てい度どの拒きよ絶ぜつでは怯ひるまなかった。

「とにかく出すもん出したらええねん。それで用は済すむ」

「出すものって何よ？」

　その問いに、静馬はのぼりに書かれた文字を激はげしく叩たたいた。

「あんたねえ……バレンタインデーだからって、女子なら誰でもチョコレートを用意してるもんだと思ってるわけ？　まさか登校してくる女子全員から巻き上げるつもりじゃ……」

「言いがかりはやめんかい！　これはあくまでカモフラージュや」

「よくそんな難しい単語が言えたわね。でもカモフラージュって言葉の意味は分かってないでしょ!?」

「それぐらい知っとるわい。正体を隠かくして別のモンに化けることや」

「…………チッ」

　生意気にも正解である。しかし静馬の格かつ好こうが誰の何に対するカモフラージュなのか、涼子にはまったく理解できなかった。

「とにかく、生あい憎にくとあんたにあげるような物は持ってないわよ。南なん蛮ばん渡と来らいの風習なんてそもそも興きよう味みないし」

「それは噓うそやな」

　静馬の横をすり抜ぬけようとした涼子の足が止まる。あまりにもストレートに断だん言げんされたからだ。

「なっ……何の根こん拠きよがあって噓だと思うわけ？」

「噓やないっちゅうんやったらそのまま行ったらええ。しかし噓はアカン。武ぶ士しに二言はないはずや。ちゃうか!?」

　涼子は返答に詰つまった。文明開化以前の野人の言いがかりなど無視して行けば良さそうなものだが、噓つき呼よばわりされるのは我が慢まんならない。さりとて要求された物を渡わたすなど論ろん外がいである。

　反論も立ち去りもできない涼子を見て、静馬は気き障ざったらしく鼻で笑った。

「どうやら観念したようやな。しかし安心せえ。恥はずかしがり屋のお前のことや。面と向かって渡すんは抵てい抗こうがあるやろと思てな、ちゃ～んと用意しとる」

　言うなり涼子に背せを向け、片かた膝ひざを落としてしゃがみこむ。静馬は竹で編あんだカゴを背負っていた。

「ワシはこうやって背中向いといたるさかい、誰にも気付かれんようにこっそりカゴに入れたらええ。ちり紙でも捨すてるようにさりげなく──」

「…………」

　完全に無む防ぼう備びな姿すがたを晒さらしている静馬を見て、涼子はおもむろに竹刀しない袋ぶくろの紐ひもを解といた。

　赤あか樫がしの木刀を音もなく引き抜くと、大だい上じよう段だんに振ふりかぶる。

　ガスッ！

　鈍にぶい音が朝の空気を震ふるわせ、すぐに静かになった。




　　　　☆




　静馬が息を吹ふき返したのは四時限げん目めも終しゆう了りよう間ま際ぎわだった。

　終了のチャイムの音とほぼ同時に教室のドアが開き、頭を包帯でグルグル巻まきにした怪かい人じんが飛び込こんでくる。

「ヘイ涼子、キャモンキャモォ～～ン！」

　もはやまともな日本語も忘わすれたのか、静馬は全身を使ったボディランゲージでブツを要求した。

　足音が聞こえた時からすでに木刀を抜いていた涼子は、入り口に立つ静馬に向かって突とつ進しんしつつ片かた手て突つきを放つ。静馬は野人の反はん射しや神しん経けいで突きを躱かわすが、その動きも涼子の計算の内だった。突きの勢いきおいのまま脇わきを駆かけ抜ぬけて廊ろう下かに飛び出し、振り向かずにそのまま逃とう走そうを図はかる。

「ノー！　ウェイト！　ギブミー、ギブミー!!」

　カタコトの包帯怪人がしつこく追いすがってくる。涼子はいったん校こう舎しやを出ると、サークル棟とうをぐるりと回って食堂に向かった。一いち陣じんの疾しつ風ぷうのごとき走りである。

　食堂目前で背はい後ごを振り向いた涼子は、奇き妙みようなことに気付いた。静馬はまだ追いかけてきている。だが問題はそれではない。静馬の後ろに続く一ひと塊かたまりの群ぐん集しゆうだった。

「よっしゃ、そこを動くなよ！」

　涼子の目の前までやってきたところで、静馬は背後から迫せまってきた人の群むれに吞のみ込まれるようにして視し界かいから消えた。

「御み剣つるぎのお姉様～！」

「私の気持ち、受け取ってくださ～い！」

「やぁん、あたしの方が先よ!!」

「ミカヅキ様！」

　数え切れない黄色い声が涼子を取り囲む。殺さつ到とうしてきたのは女子生徒たちだった。おそらくは全員が一年生だろう。学園祭で演えんじた時代劇げきの剣けん客かく役でデビューし、Ｋファイトで用よう心じん棒ぼうとして活かつ躍やくした涼子にはすでに熱ねつ狂きよう的なファンがついていたのだ。

　女子生徒たちは綺き麗れいなリボンでラッピングされたチョコレートを手に掲かかげ、先を争って涼子に渡わたそうとする。さして広くもない通路に三〇人近い生徒が集まり、ちょっとしたパニックの様相を呈ていし始めていた。

「あの……ちょっと、ねえ！」

　力ずくで押おしのけるわけにもいかず、さりとて説得にも耳を貸かさない興こう奮ふん状じよう態たいの女子たちに囲まれ、涼子は立ち往おう生じようした。

　ピィィィ────ッ！

　鋭するどい笛の音が響ひびき、喧けん噪そうが一気に静まった。

　何事かと思っていると、ホイッスルを口にくわえた大作が、交通整理に使うような棒ぼう状じようの誘ゆう導どう灯とうを手に現あらわれた。

「はいはい、落ち着いて行ぎよう儀ぎ良く並ならんでくださ～い！　みんなの涼子さんはどこへも逃にげませんからね～」

　大作が誘導灯を振って女子たちを仕切り、行列を作らせる。

　涼子は近くにきた大作に耳打ちした。

「どういうつもり？」

「どうもこうも、こうしないと怪け我が人にんが出ますよ。涼子さんは人気者なんだから自覚してもらわないと」

　大作の口ぶりには涼子を咎とがめるような響きがあった。自分が悪いという意見には承しよう服ふくしがたいものがあったが、仕方なく涼子は指し示じに従したがった。

　涼子が主役のバレンタインプレゼント＆握あく手しゆ会がその場で始まった。一人一人からチョコを受け取り握手を交かわす。昼休みということもあって周囲にはいつしか野や次じ馬うまの人だかりが出来上がっていた。セッティングした当の大作は絶ぜつ好こうのシャッターチャンスとばかりに写真を撮とりまくっている。

　芸げい能のう人じんでもあるまいし、自分がどれだけ傲ごう慢まんな人間に見られているかと思うと、涼子は恥はずかしさで居いたたまれない気分になった。

「はい、これ」

　行列もようやく終わりそうな頃ころ、涼子の目の前に立ったのは意外な人物だった。

　一七〇センチのすらりとした長身。さっぱりとしたベリーショートの髪かみに、ツーポイントフレームと呼よばれる縁ふちなしの眼鏡めがねがクールな印象の美人だった。

　演劇部部長の二年生、後ご藤とう史し織おりである。

「なんで史織さんが並んでるんですか!?」

「涼子に何かあげるための行列でしょ？　ちょうどいいじゃない」

　サバサバした口調で言うと、史織は渋しぶい包ほう装そうの紙かみ袋ぶくろを涼子の胸むねに押しつけた。

「播ばん州しゆう赤あ穂こうの塩せんべい。口直しにどうぞ」

「ありがとうございます」

　史織の気き遣づかいに涼子は嬉うれしくなった。史織も同どう性せいに好かれそうなタイプなので気持ちが分かるのだろう。

　行列には噂うわさを聞きつけて後からやってきた女子も加わり、最終的に涼子と握手したファンは四〇名にも達した。

　存そん在ざいを忘わすれ去られていた人物がムクリと身を起こしたのは、それらがすべて終わった後だった。

　雪崩なだれのようなファンの群むれに押し倒たおされ、無数の足で蹴けられ、踏ふみつけにされた包帯怪かい人じんである。

「ふぁ～あ、よう寝ねたわ……」

　足あし跡あとだらけの長ランを脱ぬいで汚よごれをはたき落とすと、再ふたたび袖そでを通す。しかし静馬が顔を上げた瞬しゆん間かん、様子を見守っていた周囲の生徒たちの間に戦せん慄りつが走った。静馬の目が獲え物ものを狙ねらう野や獣じゆうのごとく爛らん々らんと輝かがやいていたからである。

　発達した牙きばのような犬歯を剝むき出し、口元に憤ふん怒ぬの薄うす笑わらいを浮うかべながら、静馬は右手の人差し指をピッと立て、高々と頭上に掲かかげた。
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「よ～し……お前らに緊きん急きゆうのお知らせや。今から、ワシを踏んづけたやつ全員のスカートをめくる！」

　それを聞いた女子生徒からは絹きぬを裂さくような悲鳴が、男子生徒からは期待を秘めたどよめきが上がった。

「きゃあああッ!!」

　蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ出した女子生徒たちを、猿さるのような素す早ばやさで静馬が追う。

　それを見送った涼子は、やがてあちこちから聞こえてきた悲鳴には気にも留とめずに食堂に向かった。とりあえずこれで昼休み中に静馬の襲しゆう撃げきを受けることはなさそうだった。




　　　　三




　六時限げん目め──

　授じゆ業ぎようが急に休きゆう講こうになり、部活までの時間が空いた涼子は、静馬の目から逃のがれるため屋上に出た。

　風もない小こ春はる日和びよりの屋上は思いのほか暖あたたかく、長なが居いするのに都合がよかった。

　静馬がよく昼寝している給水塔とうに登ると、タンクを背せに腰こしを下ろす。

　涼子はすぐにこの場所が絶ぜつ好こうの日向ひなたぼっこスポットだと気付いた。午後の柔やわらかな日差しを受けつつも校内からは死角になっている。

　涼子は背せ筋すじを伸のばして大きなあくびをひとつすると、思い出したように制せい服ふくのポケットから三角形の包みを取り出した。一見してオニギリを思わせる不ふ吉きつな黒い包みの中身は、静馬が喉のどから手が出るほど欲ほしがっている問題のブツだった。

　涼子が生まれて初めて手作りしたチョコレート──しかしてその実体は、カカオ豆を原料とし、チョコレートと同じ製せい法ほうで作られながら、鋼こう鉄てつよりも硬かたく、加熱すると爆ばく発はつするという危き険けんな性せい質しつを帯びた謎なぞの物質である。

　このチョコレートをどうしたものか──涼子は考えあぐねた。

　静馬の魔まの手から死守したはいいが、問題は目当ての相手に渡わたすという本来の目的をいかにして果たすかという点である。

　チョコレートを贈おくるといっても、それで恋こいの告白をしようというのではなかった。ごく単たん純じゆんに感かん謝しやの気持ちを表したいだけだ。できるだけさりげなく、スマートに渡したいのだが、周囲から注目を浴びている状じよう況きよう下かではそのタイミングがなかった。

（やっぱり部活が終わってから隙すきを見て渡すしかないか──）

　あまりいいアイデアとは思えないが、チャンスはそれ以外にはなさそうである。

　しかし静馬の懲こりない性せい格かくを考えると、下校までには少なくともあと一回は襲撃を受けるおそれがあった。昼休みに女子から貰もらったチョコレートの中から適てき当とうな物を選んでダミーにするという作戦もあるが、横流しとはいえ形の上では実じつ際さいに涼子から静馬にチョコレートを贈ることになる。その現げん場ばを大作に撮とられでもすればたちまち全校に知れ渡るだろう。そんなうかつな真ま似ねができるはずもなかった。

　ギイ……

　鉄のドアが軋きしむ音がした。誰だれかが屋上にやってきたのだ。

　涼子は息を殺し、身を隠かくしながら様子を窺うかがった。

　現あらわれたのは静馬ではなく普ふ通つうの男子生徒だった。短たん髪ぱつで、身長は涼子よりも低く小こ柄がらな方である。だが大作のように華きや奢しやな感じはなく、背筋が伸びていて精せい悍かんかつしなやかな印象があった。

（────うっ!?）

　涼子は思わず声を上げそうになった。その男子生徒が誰かはすぐに分かった。

　二年生で剣けん道どう部ぶ主しゆ将しようの獅し子し倉くら達たつ哉やである。

　目の錯さつ覚かくではないかと念のためもう一度よく観察し、いよいよ本物だと確かく認にんした瞬間、胸むねが高鳴った。

（信じられない……いや、これぞ天の配はい剤ざい！）

　願ってもないチャンスがむこうから勝手に転がり込こんできたのを知り、涼子は色めき立った。目当ての相手とは他ならぬ達哉だったからだ。

『先せん輩ぱい！』

　そうひと声呼よびかけてチョコレートを投げつける──それだけで事は済すむ。

「せ……」

　腰こしを浮うかしながら声を出そうとした涼子は、すんでのところで思いとどまった。

　屋上に現れた人物はもう一人いた。

　達哉から少し遅おくれてきた二人目は女子生徒だった。

　達哉より一〇センチほど背が高い。女子としては大柄な方だが、ベリーショートの髪かみと縁ふちなしの眼鏡めがねがキュートで軽やかな印象を与あたえていて、野や暮ぼったさを感じさせない。

　昼休みに会ったばかりの後藤史織だった。

「──で、話って何？」

　屋上をぐるりと囲う金かな網あみの前に立って外を眺ながめている達哉の背中に呼びかける。史織は苛いら立だっているのか、口調にはどこかトゲがあった。

「まさか、草[image: ]静馬みたくチョコの請せい求きゆうでもするつもり？」

「草[image: ]がまた何かやったのか？」

　達哉は驚おどろいた顔で振ふり向いた。

「涼子からチョコをせしめようとして追いかけ回してんのよ。昼休みなんて大おお騒そう動どうになったんだから」

「そいつは見たかったな。にしても何でチョコなんだ？」

「今日は何月何日？」

　史織に問われて、達哉は思案する顔になった。すぐに合が点てんがいったらしく何度も頷うなずく。

「ああ……なるほどね。今日はバレンタインか。忘わすれてた」

　達哉の口ぶりからして午前中は学校にいなかったらしい。昼休みの食堂でも見かけなかったことを考えると、五時限げん目めから出席したのだろう。

「しかし御剣からチョコを奪うばおうにも、そもそも持ってきてないんじゃないか？」

「私はそうは思わないけどね」

「なんでだ？」

「涼子、草[image: ]静馬から全力で逃にげてたもの。持ってないなら逃げる必要なんてないじゃない。知らん顔してりゃ済すむ話なのに、逃げるのはチョコを持ってるからこそよ。それが人間の心理ってやつ」

　鋭するどい指し摘てきに涼子は舌したを巻いた。朝の涼子と静馬のやりとりを聞いていたわけでもないのに、推すい測そくだけでそこまで言い切るところがいかにも史織らしい。

「チョコの話はこの際さい置いとくとして──話があるなら早くしてよね」

「ああ……」

　史織に促うながされた達哉は、浮かない顔で首くび筋すじを搔かいた。

「実は……来月、引っ越こすことになった」

「急な話ね。引っ越すって、どの辺？」

「大阪だそうだ。親おや父じの転てん勤きんでね」

「大阪!?　それで、あんたはどうするの？」

「転校ってことになるな」

（────!!）

　涼子は我わが耳を疑うたがったが、達哉の口調は淡たん々たんとしていた。すでに決定済ずみのことなのだ。

「転勤つっても実は脱だつサラして新しい会社を興おこすそうだし、家もあっちで建てるって言ってる。今住んでるマンションは賃ちん貸たいだから単身赴ふ任にんするよりはってね。余よ分ぶんな金もないのに俺おれだけこっちに部屋借りてってわけにもいかないからな」

「達哉のお父さんって、実家は大阪だっけ？」

「それもあってね。完かん璧ぺきに背はい水すいの陣じんってわけでもないらしい。でも人生の勝負は勝負だろうよ。こういう時に我わが儘ままは言いたくない」

　史織は言葉を失ったように黙だまり込んだ。聞いて楽しい話ではないだろうと察してはいたものの、予想外の内ない容ように取るべき態たい度どを決めかねている──そんな様子だった。

　やがて、史織はひとつため息をつくと肩かたをすくめた。

「あんたとの一七年の付き合いも、あとひと月で終わりってわけね」

「お前がそうしたいって言うんならな」

　達哉の言い回しに、史織は不ふ審しんな顔つきになった。

「大阪行きはもう決まったことなんでしょ？　まさか私に……」

「一年経たてば戻もどってくる」

「え？」

「四月から高校卒業までの一年間は大阪で過すごす。親父に約束したのはそれだけで、後のことは俺の自由だ。進学するか就しゆう職しよくするかは分からないが、とにかく卒業したらこっちに戻ってくるつもりだ」

「一人で？」

「そうなるな」

　史織は再ふたたび黙った。演えん技ぎのプランを白紙に戻されて困こまっている役者の顔だ。

　涼子は以前、史織から役者の業ごうについて聞かされたことを思い出した。

　役者とは、既き定ていされた己おのれという存そん在ざいに対して拭ぬぐいがたい違い和わ感を持った人間がなるものなのだという。舞ぶ台たいの上で自分ではない別の誰かになりきり、他人の人生を演えんじることで一時とはいえ自分自身から解かい放ほうされる──それこそが役者の喜びなのだと。

　それを聞いた時、涼子はそれが単なる一いつ般ぱん論ろんではなく史織自身についての話でもあることを察した。見た目はクールかつスマート、湿しめっぽいところのないサバサバした性せい格かくに思える史織だが、素す顔がおは意外とシャイで繊せん細さいなのかも──そんなことを思った覚えがある。

　達哉から転校の話を聞かされてうろたえている様子からは、史織の素の部分が見え隠かくれしていた。

「そこで聞いておきたいんだが……」

　史織に態度を取り繕つくろう暇ひまを与あたえず、達哉は質しつ問もんした。

「俺が帰るのは史織のところだ。いいよな？」

「うちに居い候そうろうするつもり？」

「そういう意味じゃない」

　変な方向にはぐらかされて、達哉は唇くちびるを尖とがらせる。史織は大きく息を吐はくと、胸むねの前で腕うでを組んだ。負けずに口を尖らせて、

「一年後なんて……私だって卒業なんだから、どうなってるか分からないわよ」

「分かってるさ。本気で演えん劇げきをやるんだろ？　かく言う俺も演技に興きよう味みが出てきて、本ほん格かく的にやってみようかと思ってるんだ」

「ド大根のくせに」

「そりゃあ初心者だからな。でも殺た陣てができる分、大根でもつぶしがきく」

「どうだか」

　史織は意地悪く言ってそっぽを向いた。しかし遠目からそれと分かるくらいに頰ほおから耳まで真っ赤に染そまっている。達哉の言った言葉の意味を今いま頃ごろになって理り解かいし、照れているのだ。

　付き合いが長いだけに頃ころ合あいを心得ているらしく、達哉は史織の横顔を眺ながめながら微笑ほほえんだ。史織が落ち着くのを待って、思い出したように右手を差し出す。

「……何よ？」

「バレンタインだろ？　せっかくだし」

「急に言われても用意してるわけないでしょ！　こちとら手ぶらよ、手ぶら」

　逆ぎやく上じようしたように答えると、史織は踵きびすを返して大おお股またに出入り口へ向かった。

「チョコはなしか？」

「義ぎ理りでよけりゃね！」

　史織はそう言い残して階かい段だんを下りていく。

　残された達哉は、苦笑いとともにやれやれと肩かたをすくめると、その後を追った。

　階段を下りていく足音が遠ざかり、聞こえなくなったところで、ようやく涼子は肩の力を抜ぬいて一息ついた。

（──えらい場面を目もく撃げきしてしまった）

　胸の動どう悸きは早はや鐘がねのように激はげしくなり、二月だというのに汗あせばんでいた。セーラー服の襟えり元もとに指を入れてくつろげ、空気を送る。

　動悸が収おさまり汗が引いてから、涼子はハタと気付いた。右手には黒い包みが残っている。

（これはもう渡わたすに渡せないわね……）

　そう思ったとたん、涼子は胸がシクシクと痛いたむのを感じた。単にチョコレートを渡せなかった無念さからではない。

　涼子はしばらく考えて、達哉の転校を聞いたことで思った以上に自分がショックを受けているのだと気付いた。それは二重の驚おどろきだった。

　日が傾かたむき、日差しの暖あたたかさよりも地面から忍しのび寄よってくる冷気が強くなってくる。

　胸の痛みに耐たえるように膝ひざを抱かかえていた涼子は、顔を上げると、黒い包みを破やぶりはじめた。中から出てきたのは、見事な十字手しゆ裏り剣けんの形をした手作りチョコレートだった。正せい確かくにはチョコレートの名を借りた手裏剣である。

　涼子は手裏剣チョコを一度は口に運ぼうとしたが思い直し、立ち上がった。

　大きく振ふりかぶって投げようとしたその瞬しゆん間かん、目の前の金かな網あみに黒い影かげが走った。逆光のため巨きよ大だいなゴキブリにも見えたが、よく見るとその正体は人間だった。

　草[image: ]静馬である。

　おそらくは校こう舎しやの外がい壁へきにある太い雨あま樋どいを伝って猿さるのように登ってきたのだろう。あれよという間に金網のフェンスを登り切ると、その上に立って涼子を見下ろす。

「よし、今や！　ここやったら誰も見てへん」

　手て招まねきする静馬を見て、涼子は呆あきれるのを通り越こして笑いがこみ上げてきた。この野人は涼子が自分のために手作りチョコレートを持ってきたものと信じて疑うたがっていない。その理り不ふ尽じんなまでに絶ぜつ大だいな自信と途と方ほうもない勘かん違ちがいはいったいどこからやってくるのだろうか。

　しかしチョコレートを贈おくるあてがなくなった今となっては、その迷めい惑わくな思い込みもむしろ好都合だった。

「お望み通りにくれてやるわよ──食らえ！」







[image: ]







　涼子は手裏剣チョコを投げた。静馬の顔面を狙ねらって投じられたチョコは、しかし、的を大きく外れて弧こを描えがいた。見た目は完かん璧ぺきでも重心のバランスが多少ずれていたのだ。

「とうっ！」

　静馬は金網フェンスを蹴けって跳ちよう躍やくすると、口で手裏剣チョコをキャッチし──そのまま墜つい落らくしていった。

　メリペキパキボキバキッ……ドシャッ！

　木の枝えだが激しくたわみ折れる音と、何か重い物体が植え込みに落ちる音が聞こえてきた。




　　　　☆




「まあ、何にせよ万ばん事じ上う手まくいってよかったですよね。多少の犠ぎ牲せい者しやは出たみたいですが、目的は達成できたので結果オーライということで」

　翌よく朝あさ──登校の途と中ちゆうで会った大作から昨日の詳くわしい顚てん末まつを聞かされたひとみは、能のう天てん気きに笑う気にはなれなかった。

「でも昨日の帰り、涼子ちゃん元気なかったのよね……」

「そこを励はげましてあげるのが親友の務つとめですよ。そんなことまで面めん倒どう見きれません」

「それはそうだけど──」

　果たしてこれで良かったのかどうかひとみが悩なやんでいると、背はい後ごからバイクのエンジン音が聞こえてきた。

「あ、静馬さんだ」

　大作は音だけで静馬のバイクだと確かく信しんし、振り向いて手を振る。ほどなくやってきた赤い中型バイクが二人の横で停てい止しした。ライダーは長ランにボンタン、下げ駄た履ばきというありえない格かつ好こうをしている。

「静馬さん、おはようございます！」

「…………」

　大作が挨あい拶さつすると、静馬は無言でヘルメットを取った。

　ひとみはすぐに奇き妙みようなことに気付いた。

　静馬の頰ほおがやけに膨ふくらんでいる。舌したよりも鋭するどい何かで内側から押おされているような感じだ。

「どうかしましたか？」

「…………」

　静馬は口を開けて、中に含ふくんでいた物の一部を外に出した。それは手裏剣形のチョコレートだった。ほぼ原形を留とどめている。

「まさか……昨日からずっと舐なめてるとか？」

　静馬はコクリと頷うなずいた。

「ひょこれれはがにゃなかかにゃなかかひしふぶほといいにんゃや……ひちょよっつほとほ溶へけはたへけほど」

　駐ちゆう車しや場じようへ向かうバイクを見送った後、ひとみと大作は互たがいに顔を見合わせた。

「あのチョコ……人間の胃で消化できるの？」

「それはほら、普ふ通つうの人はともかく静馬さんなら大だい丈じよう夫ぶなんじゃないですか？」

　大作のコメントは無む責せき任にんそのものだった。




　その日の午後──一台の白いリムジンが大門高校の正門前に現あらわれた。

　氷の上を滑すべるように進むリムジンは玄げん関かん前にピタリと停車する。助手席から執しつ事じ然ぜんとした黒いスーツの男が降おり立ち、うやうやしい手つきで後部ドアを開いた。

　赤いショートブーツを履はいた足がアスファルトの地面を踏ふむ。

　リムジンの車体の白よりもなお純じゆん白ぱくのプリーツスカートがふわりと揺ゆれた。

「──ふうん、ここがお父様の高校？　何とも庶しよ民みん的というか、正直貧びん乏ぼう臭くさいわね」

　高く通った鼻び梁りよう。薄うす紅べにのリップを塗ぬった唇くちびるが不敵に引き結ばれる。

　後部座ざ席せきから降り立ったのは、白はく鳳おう女学院の制せい服ふくを着た少女だった。

「あずみお姉様を傷物にした罰ばち当あたりな女はどこにいるのかしら？　ま、Ｋファイトなんて野や蛮ばんな遊びがまかり通るくらいだから、どうせ筋肉バカのメスゴリラに決まってるけど」

　少女はつり目がちの目を細めて鼻で笑った。縦たてロールの束の髪かみを搔かき上げると、颯さつ爽そうとした足取りで玄関に向かう。

　白鳳女学院一年生、藤とう堂どう雛ひな乃の。

　この日、大門高校に現れたこの少女が、Ｋファイトを巡めぐる最も熾し烈れつな闘いの幕まくを開けることになる──。










　第十五話　サムライガールの憂ゆう鬱うつ









かんげき【間隙】①物と物、あるいは事と事との間。すき。すきま。

　　　　　　　　②人間関係の隔へだたり、仲たがい。
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　ピンポ──ン。

　玄げん関かんのチャイムが鳴った。

　しばらく待っても誰だれかが応おう対たいに出る気配はなく、やがて二度目のチャイムが鳴る。

「──ハァ……」

　二階の自室でごろ寝ねしていた涼りよう子こは、ため息を吐ついて起き上がった。父親の丞じよう太た郎ろうと叔お母ばのまどかは仕事で出で掛かけているらしい。階かい段だんを下おり、玄関のドアスコープを覗のぞく。

（────え!?）

　涼子の心しん臓ぞうが飛び跳はねた。ドアの向こうにいる人物が獅し子し倉くら達たつ哉やだったからである。大おお慌あわてでチェーンを外して玄関を開ける。

「せ、先せん輩ぱい!?　どうして──」

　ドアから顔を出した直後、涼子は驚おどろき顔のまま固まった。

「おはようございます、涼子さん」

　屈くつ託たくのない笑えみとともに挨あい拶さつしたのは神かみ矢や大だい作さくだった。

「……獅子倉先輩は？」

「これです」

　大作は手に持った写真を見せた。獅子倉の顔のアップを引き伸のばしたもので、これをドアスコープの前にかざして涼子を欺あざむいたのだ。

「……何のために？」

「ビックリするかなぁ～って思って」

「したわよ。それで満足？」

「罪つみのないジョークですよ」

　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな涼子の尖とがった口調を、大作は気にした様子もなく軽く受け流すと、鞄かばんからアルバムを取り出して涼子に差し出した。

「この間の写真が出来上がったんで届とどけに来たんです。どうぞ」

　涼子はアルバムを受け取った。かなり分ぶ厚あつい。おそらく二百枚まい入るタイプだろう。

「ずいぶんたくさん撮とったわね」

「それは一部ですよ。残りはこちら」

　大作は鞄からさらに二冊さつ目と三冊目を取り出し、涼子の持つアルバムの上に積み上げた。

「いくら何でも撮りすぎでしょ!?」

「舞ぶ台たいってどう撮っていいのかよく分からなかったので写真部の方々にも協力してもらって撮れるだけ撮りました。自分が写ってる写真は全部チェックするって言ってましたよね？」

「そりゃ言ったけどさ……まあいいわ。わざわざ悪いわね」

「いやあ、涼子さんの顔を見たかったのでその口実ですよ」

「…………」

　面と向かって言いづらいことを恥はずかしげもなく告白する──よく言えば正直、悪く言えば厚こう顔がんな大作の物言いに、涼子は取るべき態たい度どを決めかねた。悪気はないのだろうが照れくさい。

　春休みに入ってからは剣けん道どう部ぶの部活は自主練に切り替かわっていた。完全休養を決め込こんで日がな一日自じ宅たくでゴロゴロしている涼子に会おうと思えば、こうして家まで押しかけてくるしかない。

　仔こ犬いぬのように愛くるしい顔が眩まぶしくて目を逸そらせた涼子は、大作が大型の一いち眼がんレフカメラを肩かたから下げているのに気付いた。

「また何か撮ろうっての？」

「桜さくらが八分咲ざきなんで撮っておこうかなと思いまして」

「カメラ小こ僧ぞうのくせに花なんて撮るんだ」

「やだなあ。涼子さんのいないところじゃいろいろ撮ってるんですよ？」

　裏うらを返せば涼子の前では他の被ひ写しや体たいは目に入らないという意味である。涼子は気にも留とめずに「ふうん」と気のない返事をした。玄関先での会話を切り上げたがっている雰ふん囲い気きを察した大作がポンと手を叩たたいて涼子の顔を覗のぞき込む。

「せっかくだから、お花見にでも行きませんか？」

「花見……？」

「いい天気だし、家でゴロゴロしてるよりは有ゆう意い義ぎだと思いますけど」

「誰がゴロゴロしてるって？　あたしにだって予定ってもんが……」

「予定がないことはすでに調ちよう査さ済ずみです。部活には出てないし、かといって自主トレをしている様子もなければ遊びに出で掛かけるわけでもない……春休みに入って一週間、本当に何もしてないじゃないですか。引きこもりですよ、それじゃ」

「あたしが休きゆう暇かをどう過すごそうがあんたに関係ないでしょ」

「とくに用事がないからこそ、こうしてお花見に誘さそえるわけですよ」

　この図ずう々ずうしさはいったい何ど処こで育はぐくまれたのだろうか。しかもそれが不ふ愉ゆ快かいではなく、思わずほだされそうになってしまう罪つみのなさが曲くせ者ものだった。距きよ離りを置きたいと思っていても気付くと懐ふところに潜もぐり込んでいる。

（花見か……それもいいかも……）

　ふと気持ちが揺ゆらいだが、涼子はすぐにその考えを振ふり払はらった。

「悪いけど遠えん慮りよしとくわ」

「どうしてですか？」

「どうせあいつも来るんでしょ？」

　涼子の指し摘てきに、大作は悪戯いたずらを見つかった子こ供どものような苦笑いを浮うかべた。

「静しず馬まさんはまだ誘ってませんけど」

「誘わなくてもどこからともなく現あらわれるんじゃないの。あいつの場合」

「そんなことは……ありそうですね」

　大作は一度反はん論ろんしかけて肩をすくめた。呼よばなくてもやってくるどころか、花見に行った先ですでに暴あばれている──草くさ[image: ]なぎ静馬とはそういう男である。

「一いつ緒しよにいると楽しい人なんですけどねえ」

「あんたは楽しい花見を想そう像ぞうしてるかもしれないけど、あたしの頭には地じ獄ごく絵図しか浮かばないわよ」

「そこはほら、本人に悪気はないわけですし」

「ないから余よ計けいに厄やつ介かいなのよ」

「まーそうですよね～」

　他に説得できる材料を持ち合わせていないらしく、大作は意外にもあっさりと引き下がった。

「特に何もなければ次に会うのは新学期ですね」

「……いかにも何かありそうな言い方ね」

「それは穿うがちすぎですよ。じゃあまた」

　大作を見送った涼子は自室に戻もどり、ベッドに腰こし掛かけてアルバムを開いた。納おさめられている写真はすべて先日の卒業記念公こう演えんのものである。




《続・月げつ華かの用よう心じん棒ぼう～望月に散る夢む想そう花か》──

　毎年恒こう例れいになっている演えん劇げき部ぶ主しゆ催さいによる公演の、それが今年のタイトルだった。

　文芸部の伊い福ふく部べ吉よし光みつが脚きやく本ほんを書き上げた時代劇で、昨年の学園祭で上演された前作の続ぞく編へんにあたる。

　主役である名無しの女用心棒役は前作に引き続き御み剣つるぎ涼子。

　その相棒となる八はつ州しゆう廻まわりの柘つ植げ真しん之の介すけを獅子倉達哉が再ふたたび演じた。

　真之介は前作の脚本上では死んだことになっているが、前回の上演の最中に起きた大だい乱らん闘とうのため肝かん心じんの死ぬ場面がなくなってしまい、ウヤムヤのうちに生き残る結果となった。

　主人公の女用心棒が旅を続けているという設せつ定てい上、物語の舞ぶ台たいが変われば主役以外の登場人物は総そう入れ替かえになるのが普ふ通つうだが、江え戸ど時代の移い動どう警けい察さつである八州廻りという役やく職しよくのため再さい登場してもそう不自然ではない。別々に旅をしているはずなのに毎週行く先々の町で合流し、協力して悪あく党とう一味を退たい治じすることになる某ぼう三匹びきよりはよほどリアリティがある。

　しかし完成した脚本を一読した涼子はその内ない容ように面食らった。

　前作では殺た陣て要員の一人にすぎなかった真之介の出番が大おお幅はばに増ふえ、準じゆん主役級の扱あつかいになっていたからである。すでに見知った仲ということで真之介は序じよ盤ばんから女用心棒に接せつ触しよくして事じ件けんに関かかわるきっかけを作り、そのまま二に人にん三さん脚きやくでやっていくと思いきや、中盤で敵てき方がたに寝ね返がえって主人公を窮きゆう地ちに陥おとしいれるというまさかの展てん開かい。敵味方に分かれて斬きり合いを演じることになるが、その裏うら切ぎりも実は敵一味の黒くろ幕まくの尻尾しつぽをつかむための狂きよう言げんであり、暴あばいた黒幕の正体を女用心棒に知らせようとした真之介は敵のボスに撃うたれ、それが致ち命めい傷しようとなって最さい期ごは女用心棒の腕うでの中で息いき絶たえる──

『こいつ主役差し置いて一人で美お味いしいとこ独ひとり占じめとちゃうんか!?』

　大作から筋すじ書がきを聞かされた静馬が即そく座ざに突つっ込みを入れたほどの贔屓ひいきっぷりである。

　前回死に損そこねた真之介にあらためて引いん導どうを渡わたそうと伊福部が張はり切りすぎたのは確たしかだが、ここまで持ち上げたのは真之介役の獅子倉達哉が転校することと無関係ではない。

　ちなみにこの公演では静馬と大作が端は役やくで登場している。涼子主演の時代劇と聞いた大作が取材に訪おとずれ、それにくっついてきた静馬が芝しば居いに興きよう味みを示しめしたのがきっかけだった。

「こういう言い方をすると脅きよう迫はくに聞こえるかもしれませんが……静馬さんを客席に置いておくと前回と同じパターンで共演する羽目になるかも」

　静馬の押おしかけ出演に難なん色しよくを示していた演劇部部長はこの説得に渋しぶ々しぶ首しゆ肯こうした。

　アルバムのページをめくると、頼たのんでもいないのに時代劇衣い装しようの静馬がポーズをつけて写っているブロマイド風の写真が何なん枚まいも並ならんでいた。紅あかい肌はだ襦じゆ袢ばんの上に虎とら縞じまの着流し、金の帯を締しめ、首には髑髏どくろの数珠じゆず、腰こしには瓢ひさごを下げ、肩かたに金棒を担かついでいる。何度見ても酒しゆ吞てん童どう子じの仲間にしか見えない格かつ好こうだが、静馬に与あたえられた肩書きは流れ者のヤクザである。

『そうは問屋が卸おろさへんで～！』

　この決め台詞ぜりふとともに乱入し、シリアスな雰ふん囲い気きをぶち壊こわすのが静馬の役やく割わりだった。このヤクザ者とセットで出てくるのが台帳と算そろ盤ばんを持った問屋役の大作である。

『そうでっしゃろ？　問屋さん』

『ええ～、こちらも商売ですからね～』

　というやり取りがあった後に乱闘が始まるのだが、静馬演じるヤクザは大おお見み得えを切るわりに隙すきだらけなのでたちどころに斬きり伏ふせられてしまう。しかし闘たたかいが終わって敵が立ち去るとムクリと起き上がり『今日はこれくらいにしといたるわ』と捨すて台詞を残して捌はけていく──と、ここまでの流れがワンセットで劇中では二回繰くり返される。お笑い用語で「てんどん」と呼よばれるパターンである。静馬が不死身なのは一人だけコメディだからではなく、着物の下に鎖くさり帷子かたびらを着込み、サラシにも鉄板を仕込んでいるという設定がきちんと用意されていた。

　伊福部がとった苦肉の策さくは静馬をコメディリリーフとして扱あつかい、本筋と絡からまない見せ場を用意することだった。問題は当の本人が納なつ得とくするかどうかだったが、意外にも静馬はノリノリでこの役を引き受け、見事に演じきっていた。全体を通して重くなりがちだった空気に軽けい妙みようさが加わることで緩かん急きゆうがつき、むしろバランスが良くなったとも言われている。

　三回目の登場は最後の決戦の直前、女用心棒が手助けを問屋に頼みにやってくる場面である。確かくたる見返りもなしに協力を求める女用心棒に、『そんな虫のええ話があるかい！』とヤクザは突っぱねるが、その時に限かぎって問屋の答えは違ちがっていた。

『分かりました。商売抜ぬきでやってみましょう』

『うわ、卸しはりますのん!?』

　かくして女用心棒は最終決戦用の武ぶ器きを手に入れ、三〇人からの手て勢ぜいが待ち受ける黒幕の屋や敷しきに乗り込むことになる。静馬演じるヤクザが問屋の用意した様々な武器を弁べん慶けいのごとく背せ負おって同行し、女用心棒は次から次へと武器を持ち替えながら大立ち回りを演じた。このシークエンスは昨年の対霧きり林ばやしあずみ戦を元にしており、その時に用意した武器を使い回している。

　涼子は静馬が芝しば居い中に突とつ如じよ野生の本ほん能のうに目覚めて暴あばれ出すのではないかと心配していたが、その懸け念ねんは別の形で適てき中ちゆうした。

　女用心棒が数人を斬って切れ味の鈍なまった刀を捨すててヤクザを呼ぶ。

『──次ッ！』

『おうっ』

　絶ぜつ妙みようのタイミングで投げよこされた武器を片かた手てでキャッチして構かまえる。しかし──それはどこからどう見ても卒そ塔と婆ばだった。

（……違う！　剣けんに似にてるけど！）

　瞬しゆん時じに違い和わ感に気付いたものの舞ぶ台たい上で殺た陣ては続いている。涼子は動どう揺ようを隠かくして黒幕の手勢と闘ったが、さすがに卒塔婆では斬るというわけにもいかず、一人を突つき刺さした（客席からは刺さって見えるが実じつ際さいには脇わきに挟はさんでいる）だけで壊こわれたことにして捨てる。

『次!!』

『あらよっ』

　今度はけん玉である。剣玉とも書くが当然武器ではない。涼子は敵てきの足元めがけて投げて足首に絡からませて転てん倒とうさせる。

『武器らしい武器をよこしなさいよ！』

『ほいきた』

　後ろに伸のばした手に何かが被かぶせられる。見ると、涼子の手には指の一本一本にナイフのような鋭するどいかぎ爪づめの付いたグローブがはめられていた。悪あく夢むの中の殺さつ人じん鬼きが使いそうな代しろ物ものである。涼子は襲おそってくる手勢の刀の鍔つば元もとをかぎ爪でガッキと挟んで止め、柔やわらの技わざで投げ飛ばす。

『こんなの武器じゃないわ！　凶きよう器きよ、凶器！』

　本来なら悲ひ壮そう感漂ただようはずの決戦は静馬の悪ふざけによりコメディになりかけたが、与えられた武器をアドリブで使いこなす涼子の鬼き気き迫せまる殺陣によりギリギリのところでリアリティを維い持じしていた。

　最終的に女用よう心じん棒ぼうは伊福部演えんじる黒くろ幕まくの冷れい酷こくな役人を杵きねで撲ぼく殺さつし、その懐ふところ刀がたなである凄すご腕うでの剣けん客かくを捕ほ鯨げい用の銛もりで仕し留とめている。時代劇げきとしては相当に型かた破やぶりなとどめの刺し方だが、痛つう快かいな幕切れに観客の評ひよう価かは上々だった。

（あんな殺陣は二度とやりたくない……）

　思い出すだけでじっとりと手が汗あせばんでくる、綱つな渡わたりの大立ち回りだった。

　ページをめくった涼子はギャッと叫さけんでアルバムを投げ出した。何か見てはいけないものが写真に写うつっていたように思えたからだ。あらためてアルバムを引き寄よせ、怖こわいもの見たさで問題のページを開く。

　そこに写っていたのは赤い褌ふんどし一丁の静馬だった。ボディビルダーのように大だい胸きよう筋きんを強調するポーズを取っている。場所は男子用の控ひかえ室で、おそらく上演前だろう、静馬の背はい後ごでは他の男子部員も着き替がえ中だった。

「……おおっ!?」

　さらにページをめくると諸もろ肌はだを脱ぬいだ達哉が加わり、静馬と筋肉比くらべをしている一連の写真が並ならんでいた。達哉は剣道部主しゆ将しようを務つとめていることもあり小こ兵ひようながら筋肉質しつだが、野人じみた静馬と並ぶとさすがに見み劣おとりした。

「何食ったらこんな身体からだになるわけ？」

　上体を捻ひねって背はい筋きんを見せている写真をしげしげと眺ながめながら涼子は独ひとりごちた。静馬の筋肉量は相当なものだが鈍どん重じゆうさを感じさせない。野生の虎とらを思わせるしなやかさと力強さを併あわせ持っていた。

　涼子は写真のポーズを真ま似ねて力こぶを作ってみた。女子としては逞たくましい方だが筋肉の質からして違ちがうのか達哉よりも細腕に見える。

　さらにページをめくると達哉に続いて他の男子部員も上着を脱いでポージングに参加している。静馬に対してまったく警けい戒かい心しんを抱いだかないタイプの男子は意外と多いが、涼子はいまだにその心理がよく理り解かいできずにいた。

　アルバムの続きは上演中の舞台を写したものになった。舞台袖そでから撮とっている写真は大作自身の撮さつ影えいだろう。写真は時系列通りに並べられていて、見ているとあの舞台上での一いつ瞬しゆん一瞬が生々しい感覚とともに甦よみがえってくる。

　三冊目のアルバムを開いたところで涼子の手が止まった。

　照明が落とされ、一本のスポットライトが舞台中央を照らしている。光の輪の中にいるのは瀕ひん死しの真之介を抱だきかかえた女用心棒だ。この芝しば居いにおける最大の山場といえる場面だが、よく見ると舞台上に剣道部員しかいないという、演劇部の公演としては甚はなはだ奇き妙みような状じよう況きようである。

　黒幕の正体と居い所どころを女用心棒に伝えた真之介は、薄うす桃もも色いろの雅みやびやかな小袖を差し出した。それは真之介自身の血で染そまっている。

『悪いが俺おれの役目はここまでだ……後の始末は……頼たのむ……』

『しっかりしろ！　逝いくのはまだ早い!!』

　芝居をしながら涼子は不覚にも胸むねが詰つまった。女用心棒になりきっていたから──というだけではない。

『……もう一度、お前の艶あで姿すがたを拝おがみたかったな……』

　女用心棒が小袖を受け取ると、真之介の手が床ゆかに落ちた。それが柘植真之介の今いま際わの言葉となった。

『真之介!?　真之介──ッ！』

　女用心棒の悲ひ痛つうな叫さけびを闇やみが吞のみ込こむように舞ぶ台たいが暗転する。そして──




　上じよう演えん終しゆう了りよう後ごすぐに、涼子は達哉に頼み事があると呼よび出されて屋上で二人きりになった。

「草[image: ]の奴やつがいなかったら……どうなってたかな」

　いきなり達哉の口から飛び出した言葉に涼子は面食らった。自分もまったく同じ事を考えていたからだ。

　今回の脚きやく本ほんは柘植真之介のドラマに比ひ重じゆうが偏かたよりすぎていたように思える。一ひと筋すじ縄なわでいかないストーリーは涼子の個こ人じん的な趣しゆ味みから言えば渋しぶくて好みだが、実じつ際さいに芝居にしてみると全体的なトーンが少々辛しん気き臭くさく、派は手でな見せ場や胸のすくような爽そう快かい感に欠けるきらいがあった。コメディ寄よりに引っ張ぱってくれたおかげでむしろバランスが良くなったと言えなくもないが、それを静馬の手て柄がらにするのはどうにも癪しやくだった。

「あのバカは褒ほめると図に乗るから本人の前で言わないでくださいよ」

「助かったのは事実なんだがなあ」

「最後にやらかしてくれましたからね。こっちは気が気じゃなかったですよ。差し引きゼロでちょうどいいくらいで……」

「はは、そうか」

　穏おだやかに笑う達哉は今回の舞台に満足している様子だった。涼子も心地ここち好よい疲ひ労ろうと解放感を感じている。演えん劇げき部ぶの面々も同じだろう。

「ところで、あたしに頼みたい事って何ですか？」

「うん。それなんだが……もう知ってるかもしれないが、実は俺、関西の方に引っ越こすんだ。四月からは引っ越し先の高校に転入することになる」

「……そうなんですか」

　涼子は立ち聞きというあまり褒められたものではない経けい緯いで達哉の転校のことを知っていたため、伊福部が真之介役の達哉を贔屓ひいきした脚本を書いた理由も察していた。

「そこで御剣にしか頼めないことなんだが……『大だい忠ちゆう臣しん蔵ぐら』をダビングして送ってくれないか？」

「……へ？」

「いやほら、東京ローカルの再さい放送だから関西じゃやってないだろ？」

　達哉の言う『大忠臣蔵』とは三み船ふね敏とし郎ろうをはじめとする大物俳はい優ゆうがこぞって出演したテレビドラマで、先月から平日昼間の時代劇枠わくで放送が始まっていた。当然ながら涼子が最さい優ゆう先せんでタイマー録ろく画がしている番組である。全五二回という大たい河がドラマ並なみの話数があるため、週四回の放送でも今月中に最終回を迎むかえるには至いたらない。

「『大忠臣蔵』ならビデオ二台で録とってますから、予よ備びの方を送りますよ」

「そうか！　助かった。恩おんに着る」

　達哉は心底安あん堵どして手を合わせた。一クールで終わるドラマならまだしも残り三〇話以上ともなると頼める知り合いも限かぎられてくるのだろう。

「あの番組を最終回まで見み届とどけないなんて犯はん罪ざいだからな」

「左様」

「然しからば」

「ごもっとも」

　達哉が噴ふき出したのにつられて涼子も肩かたを震ふるわせて笑った。達哉がいなくなると時代劇マニアならではのこんな会話もできなくなる。

「……寂さびしくなりますね」

「こっちの大学を受験するから、最短一年で戻もどってこれる。ただなあ……正直、今このタイミングでここを離はなれるのは残念だ」

　達哉は眼がん下かに視し線せんを移うつした。屋上からは大だい門もん高校のグラウンドが見み渡わたせる。

「Ｋファイトの顚てん末まつを見届けずに行くことになるとはな」

「別に……Ｋファイトったってルールが変わってからは無む茶ちやする奴も出てこないし、あのバカも最近じゃ大人しいもんだし」

「草[image: ]が現げん状じように満足してるとは思えないな。四月になれば新入生も入ってくるし、それに合わせてＫファイトのイベントを企き画かくしてるはずだ。面おも白しろくなるのはこれからだよ。それと何たって、一番面白い対戦カードがまだ実じつ現げんしてないからな」

「対戦カードって……あいつに勝てそうなのって誰だれかいましたっけ」

「いるだろ？　俺の目の前に」

　達哉は涼子に向き直って言った。

「あたしが!?　何であたしがあのバカと勝負しなきゃなんないんですか？」

「今はその理由はなくても、いつかは対戦することになるだろ」

「どうしてそんなことが言い切れるんです？」

「そういう運命だとしか言えないな。まさかとは思うが、何の用意もしてないなんてことはないよな？」

「それは──」

　静馬との対戦を想定したことがないと言えば噓うそになる。否いな──むしろいつでも頭の片かた隅すみではそのことを考えていた。静馬の方がどう思っているかは知る由よしもないが、Ｋファイトが続く限り、いずれは雌し雄ゆうを決する時が来るだろうという確たしかな予感がある。涼子がそれを表に出そうとしないのは現時点では勝てる見込みがないからだ。

「お前が草[image: ]とＫファイトで闘たたかうのは大たい義ぎ名めい分ぶんが立つ時だろうからな。それこそ是ぜが非ひでも勝たなきゃならん勝負になるはずだ。覚かく悟ごはしておけよ」

「…………」

　涼子が難むずかしい顔で黙だまり込むと、達哉は寂しげな笑えみを浮うかべて、

「去る者が言うのも烏お滸こがましいとは思うが──義によって立つ限り、必ず勝機はある。これまでそうしてきたように、闘うべきだと思った時は迷まよわず行け。俺から言っておくことはそれだけだ」

　それは達哉なりの餞せん別べつの言葉だった。頼たのもしい助言を与あたえてくれる先せん輩ぱいがいなくなるという事実をあらためて思い知り、胸むねが詰つまった。

「ありがとう……ございました！」

　涼子は深々と頭を下げ──そのまましばらく顔を上げられなかった。




　涼子はアルバムを閉とじてベッドに大の字に寝ね転ころがった。

　達哉と話したのはあの公こう演えんの日が最後になった。涼子の調子が狂くるいはじめたのはその直後からだった。春休みに入ってからも気分の晴れない日が続いている。この憂ゆう鬱うつが達哉の件けんと無関係でないことは薄うす々うす気付いていたが、これほどダメージが深しん刻こくだとは涼子自身思いも寄よらないことだった。

　ウトウトしかけた矢先、再ふたたびチャイムの音で起こされた。

「……また？」

　居い留る守すを決め込むかという考えが頭をよぎったが、涼子はすぐにそれを却きやつ下かして応おう対たいに出た。玄げん関かんまで下おりていくと、チャイムを鳴らしたのは来客ではなく叔お母ばのまどかだった。

「涼子ちゃん！　お弁べん当とう買ってきたから、お昼は公園で食べましょ」

　やけにはしゃいでいる様子のまどかに、涼子はまさかという顔で聞き返す。

「もしかして……お花見？」

「そうそう、公園の桜さくらが満開なのよ！」

「八分咲ざきって聞いたけど……」

「ほとんど咲いてたから同じようなもんでしょ。ほーら、さっさと着き替がえる！　それと地面に敷しくシートも持ってくから」

　桜の花を見ると人はなぜテンションが上がるのか──涼子の頭をよぎったのは素そ朴ぼくな疑ぎ問もんだった。

（……まあいいか。桜を見れば気も晴れるかもしれないし）

　まどかの勢いきおいに圧あつ倒とうされた涼子は、そう前向きに考えを改めて身み支じ度たくを始めた。

　花見に行った先の公園で、泥でい酔すいして大おお暴あばれしている静馬と出くわして後こう悔かいすることになるとも知らずに──




　　　　二




　四月八日──二年生に進級した最初の日。

　結ゆう城きひとみと一いつ緒しよに登校した涼子は、人だかりのできている掲けい示じ板ばん前に向かった。そこでは新しいクラス名めい簿ぼが発表されている。とりわけ今年の新二年生にとってどのクラスに振ふり分けられるかは大問題である。その理由は当然──

「涼子さん！　おはようございま～す！」

　いつにも増まして元気な声とともに大作が駆かけ寄ってきた。いきなり涼子の腕うでを取り、

「僕ぼくたち同じＢ組ですよ！　嬉うれしいなあ～」

　涼子は露ろ骨こつに冷ややかな目つきになったが、大作は構かまわず手を引いて教室に連れていこうとする。

「ちょっとあんた待ちなさいよ。ひとみのクラスを見ないと」

「結城さんはＡ組です」

「ホントに？」

　涼子は大作の手を振りほどくと掲示板のクラス名簿を確かく認にんした。二年Ｂ組の名簿には確たしかに自分と大作の名前がある。

「あー残念。確かく率りつ１／４なのに……」

　ひとみもＡ組の名簿に自分の名前を見つけてため息を吐つく。そのまま二年生の他のクラスの名簿を一通り目で追ったひとみは怪け訝げんな顔になり、涼子の肩かたをつっついた。

「あの……涼子ちゃん、ちょっと」

「さあ行きましょう、涼子さん！」

　大作が涼子の腕を摑つかんで回れ右させ、背せ中なかを押おして追い立てた。

「分かったから押すんじゃないわよ！」

　急せかされるままに階かい段だんを上り、二年Ｂ組の教室に入ると、すでにほとんどの席は埋うまっていた。空いている席を探さがして教室を見回すと、先に来て談だん笑しようしていた生徒達は涼子と目を合わそうとせず、顔を逸そらすような素そ振ぶりを見せた。

　教きよう壇だんに近い席には空きがあるが、長身で視し力りよくも悪くない涼子は後ろの席が定位置である。涼子は窓まど際ぎわから二列目の一番後ろの席が空いているのを見つけて、そこに鞄かばんを置いた。

　ほどなくして予よ鈴れいが鳴り、校内放送で始業式のためにグラウンドに集合するようアナウンスが流れた。廊ろう下かを出ると、Ａ組の教室から出てきたひとみが慌あわてた様子で駆け寄ってくる。

「涼子ちゃん、やっぱり変だわ」

「何が？」

「クラス分けの名簿を見た時も思ったんだけど、草[image: ]君の名前がどこにもないのよ」

「ＣかＤなんじゃないの？」

　涼子が確認したのはＢ組の名簿だけだった。そこに静馬の名前がないことに安心して、どのクラスになったかまでは見ていない。

「Ａ組でも訊きいてみたけど、二年のどのクラスにも入ってないみたい」

「じゃあ留りゆう年ねんしたってオチ？」

「さすがに一年生の名簿までチェックした人はいないみたいだけど……」

「ふうん……ま、事じ情じようを知ってそうなのが一人いるから、そいつの口を割わらせれば済すむ話でしょ」

　教室を覗のぞいたが大作の姿すがたはない。後で問い質ただすことにして涼子はひとみと共に校こう舎しやを出た。グラウンドに集合したのは新二年生と新三年生である。静馬がいないことは雰ふん囲い気きだけで分かった。あまりに普ふ通つう過すぎるからだ。

　始業式は滞とどこおりなく粛しゆく々しゆくと進行した。校歌斉せい唱しよう、校長の長話、新たに就しゆう任にんした教きよう諭ゆの紹しよう介かい──しかし各かくクラスの新しん担たん任にんの発表で奇き妙みような事じ態たいが発生した。何な故ぜか二年生の担任教諭の名が伏ふせられていたのである。

『二年生のクラス担任については後ほど教室で発表する』

　学年主任の口から出た不ふ可か解かい極きわまる通達に、新二年生たちは一様に浮うき足立った。

（なんで隠かくす必要があるんだ!?）

（公おおやけの場で発表できない事情って……どんな？）

（こいつは何かあるぞ……何か……）

　ざわつく生徒たちを尻しり目めにほどなくして始業式は終しゆう了りようした。次の時じ限げんは各おの々おのの教室に戻ってのホームルームに充あてられている。進級してクラスも新しくなり、それなりに新しん鮮せんな高校生活の始まりだというのに、新二年生の教室には不ふ穏おんな空気が流れていた。

　これからどうなるのかと声をひそめて噂うわさし合うクラスメートたちには構かまわず、涼子は自分の席で腕うで組ぐみして瞑めい想そうした。何らかの異い常じよう事じ態たいが進行しているのは確たしかだが、慌あわてたところでどうなるものでもない。大作から事情を聞き出すつもりでいたが、すっとぼける気満々の小生意気なしたり顔が癇しやくに障さわったのであえて放置してある。

　やがて隣となりのクラスが騒さわがしくなった。パニックではなく談笑して盛もり上がっている様子である。物見高い男子がたまらず廊ろう下かに飛び出し、すぐに戻もどってきて報ほう告こくした。

「Ａ組は担任が来てるぞ！　なんでか知らねーけどスゲー盛り上がってる！」

「するとここにもすぐ来るな」

「みんな早く席に戻って～！」

　Ｂ組の生徒たちは新クラスとは思えない纏まとまりを見せてそれぞれの席に着いた。

　廊下を近付いてくる足音が響ひびいた。誰もが息を殺して教室内が静まり返る。しかし──廊下側の磨すりガラスの向こうを太った人ひと影かげが通り過すぎただけだった。どうやらＣ組の担任だったらしい。続いてやって来た男だん性せい教諭も廊下を素す通どおりしていった。

「来ねええええええええっ！」

「どこまで焦じらせば気が済むんだ!?」

「まあまあ、そんなに心配しなくたって大だい丈じよう夫ぶですよ」

　教きよう壇だんの真正面の席にいる大作が立ち上がり、ドアを指さした。

「僕らの担任はもうそこまで来てますから」

　教室中の視し線せんが教壇側のドアに集まる。よく観察すると引き戸はわずかに開いていて、誰かが中の様子を窺うかがっていた。それに気付いてどよめく生徒たち。大作が笑え顔がおで手て招まねきすると、ドアがゆるゆると開いて女性教諭が教室に入ってきた。

　身長は一五〇センチ前後と、スーツを着て出しゆつ席せき簿ぼを持っていなければ中学生と見み紛まがうほど小こ柄がらである。髪かみをお団だん子ごにしてシニヨンキャップを着けているが、大人っぽさの演えん出しゆつにはあまり役立っておらず、逆ぎやくに可愛かわいらしいバレリーナの少女を連想させる。

　女性教諭が入ってくると、教室が一いつ瞬しゆん凍こおり付いた。彼女がこの場にいるはずのない人物だったからである。

「ミ……ミサティー!?」

「何で青あお木き先生が？」

「ミサティーって寿ことぶき退たい職しよくしたんじゃなかったの？」

「お別れ会しましたよね？　花束も受け取りましたよね？」

　教壇に立った女性教諭──青木美み沙さ緒おは、生徒達の顔を一望して申し訳わけなさそうに顔を伏ふせた。

「みんな……ごめんね」

「なっ、何で謝あやまるんですか!!」

「理由を説明してください！」

　生徒たちが教壇に殺さつ到とうしようとしたその時、外からバイクの咆ほう哮こうが聞こえてきた。普ふ段だん通りであれば表の通りを走り過ぎるはずのそのエンジン音は大門高校の敷しき地ち内に侵しん入にゆうしてくる。そして轟とどろいてくるその音は二台分だった。

　不ふ吉きつな予感を感じた涼子は廊ろう下かに出て、窓まどの外に目を向けた。二台のバイクが無人のグラウンドに闖ちん入にゆうしてくる。先に入ってきた赤いバイクが後輪を滑すべらせ一八〇度ターンしながら停止すると、それを追ってきたらしい黒いバイクは一〇メートルほど手前で止まった。

　赤いバイクの方には見覚えがあった。静馬の愛車である。

　静馬がバイクを降おりると、黒いバイクのライダーも同様に降りて静馬と向き合い、フルフェイスのヘルメットを取る。どうやってメットに収おさまっていたのかよく分からない庇ひさしのようなリーゼントをした若わかい男だった。遠目にも静馬より背せが高いということはかなりの大男である。

「てめえ～、ここはガッコじゃねえか！　こんなとこへ誘さそい込こんでどうしようってんだ!?」

　リーゼント男が静馬に突つっかかる。その一言でおおよその事じ情じようは吞のみ込めた。どちらが先にケンカを売ったのかは知らないが、静馬はここを勝負の場所に選んだのだ。

「どうこうもあれへん。ワシとやんのかやらへんのか、どっちや!?」

　静馬の挑ちよう発はつに、リーゼント男は校こう舎しやの方を一いち瞥べつした。騒そう動どうを知った生徒たちが窓まど際ぎわに鈴すず生なりになっている。一いち応おう人目を気にするだけの頭は持ち合わせているらしい。

「いい度ど胸きようじゃねえか……ギャラリーの見てる前でボコッてやるぜ！」

「よっしゃ！　〈Ｋファイト〉成立や!!」

　静馬が右手を頭上に突き上げて指を鳴らすと、それに呼応する呼よび子この笛の音が鳴った。すぐに十数人の生徒が集まってきて、静馬とリーゼント男の前に鉄柱とロープで六角形のリングを設せつ置ちし始める。床ゆか板いた等は使わず足元は土のままだ。

「何だこりゃあ!?　こいつらいったい何を……」

「見て分からんもんは聞いても分からん！」

　さんざんリハーサルを重ねたのだろう、てきぱきと作業は進みあれよという間にリングが出来上がった。リングサイドには実じつ況きよう解かい説せつ席も設もうけられ、眼鏡めがねの女子生徒と藤とう堂どう校長が席に着いた。撮さつ影えい班はんが配置につき、マイクの電でん源げんがＯＮになる。

『──お待たせいたしました！　新学年一発目からいきなりのＫファイトです！　今回より専せん任にん実況アナは藤ふじ島しま夏なつ美みに代わりまして、わたくし放送部二年の中村環たまきでお送りいたします！』

「だから何なんだオメ～らはよぉ～～～ッ！」

　リーゼント男が実況席に近ちか寄よってガンを飛ばすが、中村は涼すずしい顔で、

『おお～っと、闘たたかう相手を間ま違ちがえてはいけませんねえ～！　申し遅おくれましたが、わたくしの隣となりの加か齢れい臭しゆう漂ただようグラサンオヤジが解説の藤堂鷹たか王お校長です。よろしくお願いします』

「校長!?　校長が何やってんだ？　校長のくせに」

『おおっと、正せい論ろんはそこまでです！』

「説明しろっつってんだろーが！」

『これだから素人しろうとは困こまりますね～。一応説明しておきますと、我わが校の敷地内での私し闘とうはすべて〈Ｋファイト実行委員会〉により管理される──とまあそういった仕組みです。なお対戦種目は挑戦を受けた側に選せん択たく権けんがありますが、草[image: ]静馬の対戦はほぼ自由格闘一択となっております。それでは今回の対戦相手に自じ己こＰＲをしていただきましょう』

　いきなりマイクを向けられたリーゼント男は、革かわジャンの胸むねポケットからステンレスのコームを取り出し、自じ慢まんのリーゼントを整えた。

「俺おれは人ひと呼よんで練ねり馬まのダイソン──」

『練馬大根ですね！』

「ダイコンじゃねぇぇぇ！　大村の読み方をちょいと変えてだな……」

『じゃあ大村さんですね。おっと、草[image: ]静馬はすでに用意万ばん端たん整った模も様よう！　それでは大村さん、張はり切ってどうぞ～！』

　いい様にあしらわれていることに気付いたリーゼント男──ダイソンはギリギリと歯は軋ぎしりしたが、当面の敵てきが静馬だということを思い出してリングの方に向き直った。静馬は上半身裸はだかになり、両手に総そう合ごう格かく闘とう技ぎ用の赤いグローブをはめている。ダイソンは実行委員会のスタッフから貸たい与よされた青いグローブをはめてリングに入った。グラウンドには野や次じ馬うまの生徒たちが大おお勢ぜい詰つめかけ、すでに一大イベントの様相を呈ていしている。

「涼子さん、見に行かないんですか？」

　窓際から動かない涼子に、大作が問いかける。二年生の半数以上がグラウンドに観戦に向かったため廊下にはあまり人が残っていない。

「どうせ結果は見えてるでしょ。それよりあんたはどうなの？」

「僕はＫファイト実行委員会のメンバーですからもちろん行きますよ。ここから観戦するならこれをどうぞ」

　大作は涼子にオペラグラスを手て渡わたして立ち去った。

『赤コーナー──現げん代だいに甦よみがえった奇き跡せきの野人！　草[image: ]～～静～馬──ッ!!』

　リングアナが選手を紹しよう介かいする。

『青コーナー──練馬の大地が育はぐくんだ豪ごう腕わんトラクター！　ダイソン大～村──ッ!!』

「勝手にリングネーム決めてんじゃね──！」

　不本意な口上を付けられた挙げ句く、両方苗みよう字じの組み合わせという間ま違ちがったリングネームで紹介されたダイソンの抗こう議ぎは歓声にかき消された。

『それでは今回の対決のルールを説明させていただきます！　三分一ラウンド、三〇秒間の休きゆう憩けいを挟はさんでどちらかがＫＯもしくはギブアップするまで続けられます。攻こう撃げきは目め潰つぶしと嚙かみつきを除のぞき、肉体のあらゆる部位を使用した打だ撃げき技わざ、関かん節せつ技、絞しめ技、投げ技が許きよ可かされています。なおショッパい闘たたかい方をした場合容よう赦しやないブーイングを浴あびせられますのでご注意ください。それでは──Ｋファイト開始です！』

　ゴングが鳴る。ダイソンは想定外の状じよう況きようにも流されず先手必勝を期して猛もう然ぜんと攻こう勢げきに出た。ガードを上げたまま間合いを詰つめ、鋭するどいワンツーパンチから大おお振ぶりの左フックを放つ。静馬はワンツーをのらりくらりとウィービングで躱かわし、フックを内側に弾はじいて即そく座ざに反撃した。得意の蹴けりは使わずパンチで攻せめる。ダイソンは静馬のパンチの届とどく間合いを見切ってスウェーバックで応おうじた。

『パンチの応おう酬しゆうで始まったファーストコンタクトですが、大村さんの動きはいかがでしょう？』

『彼はボクシング経けい験けん者しやのようだな。身体からだの大きさのわりに動きにキレがあるし、防ぼう御ぎよの技ぎ術じゆつもなかなかのものだ。リーチも草[image: ]君より若じやつ干かん長い』

『それでは正面からボクシングスタイルで応じるのは不利では？』

『この程てい度どでは有利不利はつかんよ。まあ見ていたまえ』

　小手調べは終わったとばかりに静馬の動きが一変した。相手に対してほとんど横向きに構かまえ、激はげしいダンスのように目まぐるしくステップを踏ふむ。身体に捻ひねりを加えずチョンと突つくようなパンチを打った。

「────むっ!?」

　肩かたで受けたダイソンがよろめいた。反撃するが静馬は上体をクネクネとくねらせてパンチをかすらせもしない。

　再ふたたび静馬がちょっかいを出す。ダイソンは避よけきれずガードし、パンチを振り回すがやはり当たらない──同じパターンの攻防が続くうち、静馬の挙動の異い様ようさに観客も気付き始めた。一いつ瞬しゆんたりとも足を止めることなく、異い常じように柔やわらかい上半身の動きでパンチをかいくぐっている。連打せずたまに出すパンチは実は身体ごと踏み込んでいるため非ひ常じようにリーチが長く、しかもダイソンの側はそのパンチの軌き道どうや打ってくるタイミングがまるでつかめておらず、ガードするのが精せい一いつ杯ぱいらしい。

　問題はそのスローに見えるパンチの後だった。実は大きく踏み込んで打っているため、打った後はほとんど密みつ着ちやくに近い間合いになるのだが、そこからのダイソンの反撃はことごとく空振りしていた。まるで静馬の身体がそこに存そん在ざいしないかのように見える。静馬は背せ中なかが地面に対して水平になるくらい伏ふせてダッキングしたり、リンボーダンスのような極きよく端たんなスウェーによって身を躱しているのだが、それによってバランスを崩くずすことなく足運びも乱みだれない。

「何だよ、ゼンゼン当たんねーじゃねーか」

「今回の相手はたいしたことないな」

　遠目から見ている生徒たちはダイソンの実力が大きく劣おとっていると思い込んでいるが、涼子はそうではないことに気付いていた。左右にスイッチして変へん幻げん自在の体たい捌さばきを見せる静馬が凄すごすぎるだけなのだ。伸のびるパンチもダイソンの動きが止まる瞬間、息を吐はいてガードが甘あまくなる瞬間を的てき確かくに突いている。打たれるたびにダイソンが虚きよを突かれたように動どう揺ようするのは、ボクシングのセオリーでいえばありえないタイミングで静馬が打ってくるからだろう。上体を後ろに曲げてスウェーバックしながら威い力りよくのあるパンチが打てる人間はそうはいない。

　静馬はダイソンのパンチを避けまくるのが楽しいらしく、決定的な攻撃を出さないままで一ラウンドが終しゆう了りようした。二ラウンド目、密着間合いに踏み込んできた静馬をダイソンはクリンチで捕つかまえようとしたが、静馬はさらに深く身体を沈しずめて躱し、伸のび上がるようなアッパーカットを食らわせた。

「おお～っ！」

　ダイソンの巨きよ体たいが浮うき上がるが、背はい後ごのロープにもたれてダウンは免まぬがれた。それすらも静馬の計算の内か、ロープで跳はね返ってきたところへＫＯ狙ねらいの三連打を浴びせる。

（──まだだ）

　静馬はまだ本気でＫＯしようとは思っていない──涼子はそう踏んでいた。その気があればガードの隙すき間まからボディを打てるがあえて狙ねらいを甘くしてある。この連打で沈むようならダイソンもその程度の男にすぎないということだ。

　涼子のにらんだ通りダイソンは連打に耐たえ、観客は大いに盛もり上がった。第二ラウンドの終わり際ぎわ、ゴングが鳴る寸すん前ぜんに静馬はハイキックを一発ガードさせた。

『おおっ!?　草[image: ]が初めて蹴りを出しました！　これはどういう……』

『ボクシングスタイルにはもう飽あきたということだろう。ナジーム・ハメドを彷ほう彿ふつとさせる動きは見物だったがね』

　第三ラウンドは総そう合ごう格かく闘とう技ぎスタイルでの壮そう絶ぜつな打ち合いになった。ダイソンはガードを固めつつ体たい格かくをいかして正面から押おし、静馬は幻げん惑わくするステップで華か麗れいに攻撃を躱しながら跳とび技を多用して立体的な攻めを展てん開かいした。

「……勝負あったわね。まあ最初から分かってたけど」

「どういうこと？」

　涼子から借りたオペラグラスで観戦しているひとみが訊たずねた。

「あの対戦相手、ボクシングはそれなりにサマになってたけど総そう合ごうになるとまだまだね。スタイルが定まってないから動きがぎこちない。闘たたかいながら攻こう撃げきの組み立てを考えてちゃ、静馬の動きについて行けるわけがないわ」

　ダイソンは素す性じようのいいファイターらしいが、このＫファイトでは静馬の引き立て役がせいぜいだろう。ほとんど本ほん能のうレベルで身体からだが動いている静馬を相手に、頭で考えて対たい応おうしようというのがどだい無理なのだ。

　第三ラウンドも残り二〇秒を切ろうというその時、静馬は最後の攻撃を仕し掛かけた。

　鋭するどいローキックで相手の姿し勢せいを崩くずし、苦し紛まぎれに出してきた大振りの右フックを両手で捕まえると、その腕うでを引きながら飛び付いて相手の首に足を引っかける。重さに耐えきれずに仰あお向むけに倒たおれるダイソン。静馬は両足でダイソンの右腕と首をロックし、三さん角かく絞じめを完かん璧ぺきに極きめていた。

　ラウンド終了のゴングを待たずにダイソンはギブアップした。

「クソ～柔じゆう道どう技わざが使えるなんて聞いてねえぞ！　この借りは返すからな！　覚えてやがれこの野や郎ろう!!」

　ＫＯではなく絞め技でのギブアップだったため深しん刻こくなダメージはないらしく、ダイソンは威い勢せいだけはいいがオリジナリティの欠片かけらもない定型文の捨すて台詞ぜりふを残してバイクで退たい場じようしていった。設せつ置ちされた時と同様に手て際ぎわよくリングは撤てつ収しゆうされ、グラウンドに出て観戦していた生徒たちも解かい散さんして教室に戻もどってくる。

　自分の席に戻った涼子は、今しがたのＫファイトの話題で盛り上がる生徒たちの中にあって一人釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。

（あの程てい度どのファイトで……満足なわけ？）

　校外から挑ちよう戦せん者しやを受け入れてスムースにＫファイトが成立したのは驚おどろくべきことだし、内ない容ようも見み世せ物ものとしては上等だが、静馬のポテンシャルを引き出すには役者不足は否いなめなかった。昨年度の三年生が卒業したことで校内に静馬のライバルが減へり、本命であるところの空手部をはじめとする武ぶ道どう系けいの部は軒のき並なみＫファイト参戦を避さけている。静馬に負ければ面めん目ぼくは丸まる潰つぶれ、勝ったところで無む益えきな勝負なので当然と言えば当然である。

　Ｋファイトとはつまるところ草[image: ]静馬自身が楽しむための仕組みだ。観客を楽しませることも静馬の趣しゆ味みの内だが、歯は応ごたえのある対戦相手がいなければ退たい屈くつだろう。そして退屈した静馬はいずれ何かとんでもない騒そう動どうを巻まき起こすに決まっている。

　そこまで考えて涼子は大事なことを思い出した。明日は入学式である。新入生が入ってくればＫファイトの宣せん伝でんのために静馬が暴あばれるはずだし、感化された新入生がまたぞろトラブルを起こすに違ちがいない。想そう像ぞうするだにウンザリする事じ態たいだった。しかも避けようがないときている。

　教室に全員が揃そろうと、生徒たちの興きよう味みの的はＫファイトによって棚たな上あげされていた問題に移うつった。

「青木先生が担たん任にんなのはどうしてなんですか？」

「まさか出で戻もどり？」

「そ、それは……」

　ドバァン！

　突とつ然ぜんの異い音おんに全員が振ふり向いた。視し線せんが集まったのは涼子──ではなくその左、一番後ろの窓まどだった。

　開いた窓から風が入りカーテンが膨ふくらむ。窓の外から伸のびた赤しやく銅どう色いろの腕うでが、窓まど際ぎわの席に座すわっている男子の後頭部を鷲わしづかみにしている。

「ここはワシの席じゃ！　退のきさらせ!!」

　窓から侵しん入にゆうしてきた静馬は男子生徒を片かた手てで吹ふっ飛ばし、空いた席にドッカと腰こし掛かけた。赤いシャツに長ラン、下げ駄た履ばきといつもの格かつ好こうに着き替がえている。

「予よ備び教室から机つくえと椅い子すを取ってきてください」

　席を奪うばわれてあたふたしている男子に、教きよう壇だんの美沙緒は申し訳わけなさそうに言った。

「ど……どういうことですか、これは!?」

　涼子は椅子を蹴け倒たおす勢いきおいで立ち上がると、隣となりの席で踏ふん反り返っている静馬を指さして抗こう議ぎした。美沙緒が冷静に対たい処しよしたということは、このクラスにおける静馬の存そん在ざいはすでに織おり込こみ済ずみということになる。

「それについては僕ぼくから説明しましょう」

　大作が手を挙げた。

「静馬さんは自分の所しよ属ぞくするクラスを自由に決める権けん利りを与あたえられています。実を言うと、誰だれが決めても角が立つので本人の自由意い志しに任まかせたという次し第だいで」

「何よそれ!?　ん？……てことは、もしかしてあんたも？」

「僕は静馬さんとセットです。ついでに言っておくと青木先生もセットです」

「先生も!?」

「これについては少々込み入った事じ情じようがありまして……」

「いいから聞かせなさいよ」

「実はこのクラスの担たん任にんにするため藤堂校長が直々にスカウトした人物がいるそうなんですが、まだ帰国してないとかで新学期に間に合わなかったんです。そこで急きゆう遽きよ代行として青木先生に白羽の矢が立ったというわけです。静馬さんも懐なついてますし、どうせヒマだろうってことで」

「ヒマじゃな～～い！」

　美沙緒は教壇を叩たたいたがちっとも迫はく力りよくがない。

「フランス語とドイツ語の勉強があるのに～」

「ホームルーム以外はフリーですから空き時間に存分に勉強してください」

「ふみ～～ん」

「同じ呼よび戻すなら早さ乙女おとめにすりゃいいのに……」

　生徒の一人がつぶやいたが、クラスメートの大半が同じ意見だった。

　記念すべきＫファイトの第一戦で静馬と対戦するという栄えい誉よに預あずかった早乙女巌いわお教きよう諭ゆは転てん任にんして大門高校にはいない。早乙女は終業式での転任の挨あい拶さつで静馬を名指しし「私は決して逃にげるわけではない！　次に会う時はお前を倒たおす！」と実に大人げない捨すて台詞ぜりふを残して去っている。実は転任ではなく武む者しや修しゆ行ぎようの旅に出たともっぱらの噂うわさである。

「新任が来るまでの辛しん抱ぼうですよ。ただまあ、その人はいま音信不通になってて捜そう索さく中だそうですから、いつ来られるかは分かりませんが」

「捜索中って……行方ゆくえ不ふ明めいってことか？　どういう教きよう師しだよ!?」

「あの校長がわざわざ海外から呼び寄よせるくらいだからなあ……元外人部隊の傭よう兵へいとかプロレスラーとか、そういうのじゃね？」

「そんなのに担任が勤つとまるのか？」

「毒を以て毒を制せいす……か」

　本来就しゆう任にんが予定されていたその新任教師とやらは静馬に対たい抗こうしうる人材なのだろう。しかし話を聞く限かぎりでは静馬と同じくらい問題のある人物とも受け取れる。それにしたところで新学年に間に合わないとはどういうことなのか。

「まーまー、ええがなええがな。ワシはミサティーが担任でゼンゼンかまへんで」

「あんたが構かまおうが構うまいがこっちの知ったこっちゃないのよ！」

　涼子は反はん射しや的に怒ど鳴なったが、静馬のニヤニヤ笑いは収おさまらなかった。

「ナニをプリプリしとんねん……そうか、照れ隠かくしやな？　一いつ緒しよのクラスになれてホンマは嬉うれしいんやろ？　そない照れんだかてええがな」

「あたしが照れてるように見えるなら、それはあんたの目玉が腐くさってるのよ！」

「またまた～そんな心にもないことを」

　涼子が心底嫌いやがっているというのに、静馬はまったく取り合おうとしない。涼子は机を叩き、美沙緒に訴うつたえた。

「即そつ刻こく、席せき替がえを要求します！」

『ええええ～っ!?』

　教室のあちこちから驚おどろきの声が上がる。涼子にとっては意外な反はん応のうだった。

「……何よ？　何か問題でも？　当然の要求だと思うけど」

　涼子が教室中ににらみを利きかせると、不満げな声を出した生徒たちはその視し線せんに恐おそれをなして目を逸そらせる。

「涼子さん、その要求はちょっと……」

「ちょっと!?」

「言いにくいんですが、仮かりに席替えをしたところで静馬さんとお隣となり同士というロケーションに変わりはないと思いますよ？」

「どうしてそうなるわけ？」

「静馬さんが望めばその通りになります」

「だから何で!?」

「無理を通せば道理が引っ込むってことです！」

「なっ……」

　涼子は打ちのめされた気分になった。静馬を止められる人間がいない以上、涼子の隣の席を奪うばおうと思えば容易たやすいことなのだ。拒きよ否ひされればＫファイトの勝負に持ち込むこともできる。たかが席のことで静馬と本気で闘たたかおうという生徒はいないだろう。

「でもまあ涼子さんの訴えももっともですし、席替えをするかどうかは民主的に多数決で決めましょうか。まずは席替えを希望する人──」

「はい！」

　勢いきおいよく挙手したのは涼子一人。その他には静馬の近くの席の生徒数人が控ひかえ目に手を挙げただけだった。

「それでは……静馬さんの隣になるという危き険けんを冒おかしてまであえて席替えをしたくない。現げん状じようが一番安全だな～っという人──」

　まるで何度もリハーサルしたように残りの生徒たち全員の手が一いつ斉せいに挙がる。

「……というわけで涼子さんの提てい案あんは圧あつ倒とう的てき多数の反対票により否ひ決けつされました」

「こっ、これは陰いん謀ぼうよ！」

「涼子さん？」

「……あん!?」

「正せい解かいです」

「何のなぐさめにもなってないわよ！」

　涼子は大作の小生意気な口をガムテープで塞ふさぎ、簀す巻まきにして荒あら川かわに沈しずめたくなった。

「無理を通せば道理が引っ込む──ええ言葉や」

　しみじみと感心したようにつぶやく静馬にツッコミを入れる気力も失せ、涼子は崩くずれるように腰こしを下ろした。

（……終わった。何もかも……）

　こうして──涼子にとって最悪の新学年の幕まくが上がった。




　　　　三




「涼子ちゃん……ねえ、涼子ちゃんってば！」

　ひとみが呼よんでいるのに気付いて、涼子は顔を上げた。ひとみは自分の眉み間けんを指さして何かを伝えようとしている。

「……あたしの顔に何か付いてる？」

「ううん。眉間のシワが──」

　ひとみに指し摘てきされて、涼子は慌あわてて眉間からこめかみの辺りをマッサージした。

「あたし、上うえ杉すぎ景かげ勝かつみたいになってた？」

「その喩たとえはよく分からないけど……ず～っと険けわしい顔してたわよ」

「そう……」

　涼子は深々とため息を吐つくと、氷が溶とけて水っぽくなったコーラをストローで吸すった。

　二人がいるのは駅前のファストフード店である。土曜の放課後の部活終了後に図書館で待ち合わせ、その後ここで腰を落ち着けたのだ。進級してクラスが別々になったため互たがいに報ほう告こくすべきことは多かったが、涼子の口数は極きよく端たんに少なかった。

「やっぱり……大変？」

　顔色を察したひとみの問いに、涼子は力なく頷うなずいた。

　新学年になって一週目──草[image: ]静馬の隣の席という環かん境きようは想そう像ぞうを絶ぜつする重じゆう圧あつとなって涼子の神しん経けいを蝕むしばんでいた。

　静馬という男は遠目に眺ながめていてさえ暑苦しいまでの存そん在ざい感を感じさせるが、至し近きん距きよ離りにいるとおおよそ五〇〇ワットの白熱電球に匹ひつ敵てきする鬱うつ陶とおしさだった。授じゆ業ぎよう中はずっと真横からの視線に晒さらされるうえ、何かというとくだらないちょっかいを出してくる。静馬が涼子にばかり気を取られているせいで授業そのものは滞とどこおりなく進むのだが、涼子自身は気の休まる暇ひまがなかった。

　今朝、目に見えて憔しよう悴すいしている涼子を心配した大作が励はげますように言った。

『涼子さんは二年Ｂ組の要かなめ石いしのようなものですよ』

『要石──と言うより人柱よね』

『……正せい解かいです』

　とりあえず大作をその場で引っぱたいておいたが、憂うさ晴らしにもならなかった。

　厄やつ介かいなのは涼子が自分に惚ほれていると静馬が信じて疑うたがっていないことである。以前にも増まして静馬の態たい度どが馴なれ馴れしく図ずう々ずうしいのは「バレンタインデーにチョコをもらった」という裏うら付づけがあるためで、事実だけに否ひ定ていできないのが辛つらいところだった。

「捨すてたチョコをあいつが勝手に食っただけなのに！　こんなことになるなんて……」

「…………」

　バレンタインデー事じ件けんについてはひとみにも責せき任にんの一いつ端たんがある。だがさすがにそれを告白する勇気はなく、ひとみは心の中で手を合わせた。

「でもほら、Ｋファイトをしてる間は離はなれられるのよね」

「フフ……確たしかにね」

　Ｋファイトが始まれば静馬は涼子の傍そばからはいなくなる。しかしＫファイトにまつわる騒そう動どうに気を揉もんでいる涼子としては、Ｋファイトが始まると安あん堵どする自分の心の動き自体が忌いまわしいものだった。

　新入生の前で初めてのＫファイトが行われたのは木曜だった。月曜に敗れたダイソン大村が三人の仲間を従したがえて報ほう復ふくにやってきたのである。大男揃ぞろいの四人を一人で下した静馬の活躍は相当なインパクトを与あたえたが、涼子が懸け念ねんしていた通りの悪あく影えい響きようを新入生たちに及およぼす結果になった。昨年のＫファイトが開始された当初の混こん乱らんが新一年生の間で再さい現げんされたのだ。静馬が体現しているＫファイトの理念どころか最さい低てい限げんのルールさえ理り解かいせず、ただ我が欲よくを通すためだけの免めん罪ざい符ふとして利用しようとする下げ衆すな輩やからの振ふる舞まいが目に余あまった。

「だったら再さい開かいする？　用よう心じん棒ぼう稼か業ぎよう」

「あれはもう懲こりたわ。それに下級生をやっつけてもね……説教する柄がらじゃないし。剣けん道どう部ぶの後こう輩はいならいくらでもシゴいてやるけど」

　今日は各部活動の説明があり、剣道部にも新入生が見学に訪おとずれていた。道場の屋根の上で鍵けん盤ばんハーモニカを吹ふき鳴らしている静馬について質しつ問もんされて返答に詰つまったことを思い出し、涼子のハラワタが再ふたたびグツグツと煮にえ始める。

　とにかく早さつ急きゆうに手を打たないことには一年が始まらない──切実にそう感じてはいるものの、何をどうすればいいのか皆かい目もく見当も付かないのが現げん状じようだった。

　獅子倉達哉は涼子がいずれ静馬と対決することになると予言した。しかし今は静馬と闘たたかうだけの大たい義ぎ名分が立たなかった。席せき替がえを実現するため、というのはＫファイトを挑いどむ動機としてはあまりに貧ひん弱じやくにすぎる。

「涼子ちゃんとしてはどうなるのが理想的なの？」

「大おお雑ざつ把ぱに言えば……要は秩ちつ序じよを取り戻もどすことね。そのためには誰だれかが静馬の頭を押おさえないといけないんだけど」

「担たん任にんの先生は？」

「ミサティーは……静馬に猫ねこっ可愛かわいがりされてるだけで何の役にも立ちやしないわよ」

「そうじゃなくて新任の方」

「そういや続報を聞かないわね。神矢君も知らないってことは、まだ捕つかまらないんじゃないの？　そもそもバカ校長の伝つ手てってのがね……期待するだけ無む駄だって言うか」

　涼子はすっかりしなびたポテトを機械的に口に運び、氷水で流し込こんだ。ひとみは何か思いついたのか、上うわ目め遣づかいに涼子の顔色を見ながら、

「あの……怒おこらないで聞いて欲ほしいんだけど」

「……うん？」

「試ためしに草[image: ]君と付き合ってみるというのは──」

「ブ～～～～ッ!!」

　ストローを通して肺はいの空気が逆ぎやく流りゆうし、カップの蓋ふたが吹っ飛んだ。

「あ、あのね……ひとみ、あんた……」

「ほら、草[image: ]君の頭を押さえるのが目的なら手っ取り早いかな～って」

「冗じよう談だんじゃないわよ！」

「例えばの話よ。草[image: ]君をお尻しりに敷しいて主導権イニシアチブを握にぎれば……」

「主しゆ導どう権けんが取れるもんならとっくに取ってるわよ。隣となりの席になっただけでこっちは胃いに穴あなが空きそうになってんのよ？　どうせ付き合うならもっとこう……肩かた肘ひじ張はらない奴やつでお願いするわ」

「ダメかなあ……虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず作戦」

「あんたは妙みよう案あんだと思ったかも知れないけど、あたしにとっては罰ばつゲーム以外の何物でもないから」

　ひとみが変なアイデアを出したせいでその後は会話が続かず、陽も傾かたむいてきたのでゲーセンにも寄よらずに帰ることにした。高こう架か下したの横おう断だん歩道を渡りきったところでひとみと別れた涼子は、人気のない赤あか塚つか公園脇わきの歩道を重い足取りで一人歩く。

　ほどなくして、車道を走ってきた白しろ塗ぬりのリムジンが前方で停車した。後部ドアが開き、白いセーラー服を着た人ひと影かげが歩道に降おり立つ。

「…………!?」

　強い既き視し感に涼子の足が止まった。以前、これと似にたようなシチュエーションを体験したことがある。再ふたたび歩を進めて近ちか寄よってみると、霧林あずみと同じ白はく鳳おう女学院の制せい服ふくに身を包んだその人物は──あずみとは似ても似つかぬ別人だった。

　日本人形を連想させたあずみの優ゆう雅がな物もの腰ごしとは違ちがい、歩道の真ん中で腕うで組ぐみして仁に王おう立だちという、涼子の行く手を阻はばむ気満々の態たい度どである。

　身長はあずみよりやや低く一六五センチ前後。赤毛の髪かみをアップにして綺き麗れいにおでこを出している。バレッタを使って後頭部でまとめた髪型はポニーテールに近いが、揉もみ上あげの部分と、後ろに垂たらした髪の束に特とく徴ちようがあった。

（な……なんて見事な縦たてロール──!!）

　涼子も少女漫まん画がでしかお目にかかったことのない、木工用ドリルを思わせるクルクルカールの縦ロールである。

　過か剰じようにお嬢じよう様さまを主しゆ張ちようする髪型に負けず端たん整せいな美び貌ぼうの持ち主だが、はっきりした眉まゆと力強い眼まな差ざし、不ふ敵てきに結ばれた口元にプライドの高さと強ごう情じような性せい格かくが滲にじみ出ていた。

「あなた──御剣涼子ね」

　軽く顎あごを上げて見下すような視し線せんを投げつつ、少女が話しかけてきた。

「前にどこかで会った？」

「いいえ。お目にかかるのは今日が初めてよ」

「ふうん……」

　興きよう味みなさそうに生返事をすると、少女は片かた方ほうの眉をピクつかせた。お嬢様にしては感かん情じよう表ひよう現げんが豊ゆたかだ。

「で？　あたしに何か用？」

「この私と勝負しなさい」

「お断ことわりよ」

　涼子は即そく答とうして少女の横を通り過すぎた。

　よもや無む視しされるとは思わなかったらしく、少女はしばし硬こう直ちよくしていたが、涼子が本気で立ち去ろうとしていることに気付き、慌あわてて呼よび止めた。

「あずみお姉様とは勝負しても、この私とは御ご免めん被こうむるというの!?」

　涼子は構かまわず歩き続ける。

「逃にげるんじゃないわよ、このメスゴリラ！」

「────!!」

　聞き捨ずてならない悪あつ口こう雑ぞう言ごんに、涼子は反はん射しや的に立ち止まった。振ふり向いてにらみつけると、縦ロール女は口元に手を当ててオホホと笑う。

「あら、御免あそばせ。あまりに聞き分けがないものだから、つい心にもないことを口走ってしまいましたわ。あなたのような『ガサツ』で『粗そ大だい』な女と一いつ緒しよにしてはメスゴリラさんに失礼ですわね」

「……どうあってもあたしにぶっ飛ばされたいみたいね」

　女とはケンカしない主しゆ義ぎの涼子でも、こうまで正面切って挑ちよう発はつされると無視できない。

「ぶっ飛ばす──ですって？　さすがはＫファイトなどという野や蛮ばんな制せい度どがまかり通る底辺の高校に通っていらっしゃる方らしい下品な物言いですわね。私は『ぶっ飛ばす』などという言葉は使いませんわ。そう……この場合は、流りゆう麗れいかつ速すみやかに『制せい圧あつする』と宣せん言げんさせていただきます」

　呆あきれるほどに好戦的かつ傲ごう岸がん不ふ遜そんなお嬢様である。どんな勝算があればこれだけの大口が叩たたけるのか、かえって興きよう味みが湧わいてくる。加えてその台詞せりふの中には気になる情じよう報ほうも含ふくまれていた。

「Ｋファイトが野蛮ってのは同意だけど……これって、あたしにＫファイトを挑いどんでるんじゃないの？」

「勘かん違ちがいしないでくださる？　Ｋファイトは大門高校の敷しき地ち内だけのこと。一歩外へ出ればそれはもうＫファイトではない──」

「つまり野試合ってわけ？　さして違いがあるとは思えないけど」

「結果については大いに変わるものがあるわ」

「要よう領りようを得ないわね……結局どうしたいわけ？」

「あなたをスカウトしに来たのよ」

「スカウト……!?」

　いよいよ話が見えなくなり、涼子は首を捻ひねった。あずみの知り合いだとしても恨うらまれる筋すじ合あいはないと思っていたが、スカウトと聞いてますますワケが分からない。

「……何が何やらサッパリなんだけど」

「あなたには私の手先として働いてもらうわ。そのためにはどちらが上かハッキリさせる必要があるでしょう？」

「なるほど……で、勝負した結果あたしが勝った場合は何をしてくれるのかしら？」

「私にできることであれば何でもして差し上げてよ？　土ど下げ座ざして靴くつを舐なめろと言うならその通りに従したがうわ」

「ふう～ん、それは夢ゆめのある話ね」

　涼子はいつの間にか俄が然ぜんやる気になっている自分に気付き、少し驚おどろいていた。このお嬢様の鼻っ柱をへし折って吠ほえ面づらをかかせてやりたいと心底思う。もちろん本当に鼻を折るつもりはないが、さんざん人を罵ば倒とうした報むくいは受けさせてやる──溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんをぶつける相手としてはおあつらえ向きだ。

「あんた、名前は？」

「白鳳女学院二年生、藤堂雛ひな乃のよ」

「勝負の場所と時間は？」

「場所はここ、時はいま──」

　あくまであずみの時と同じ条じよう件けんで勝負したいらしい。

「この制服では動きづらいので、支し度たくさせてもらうわ」

　言うなり雛乃はセーラー服の上着を脱ぬぎ、スカートの脇わきファスナーを下ろして上から脱いだ。長いスカートを地面に擦こすって汚よごしたくないのだろう。

「……ひとつ訊きいていい？　なんでそんな格かつ好こうなの？」

「動きやすいからよ」

　制服の下から現あらわれたのは、ネイビーブルーとホワイトのツートンカラーにシルバーのラインが入ったチアリーダー衣い装しようだった。翼つばさを広げたフェニックスをデザインした校章が胸むねに刺し繡しゆうされているところからして、白鳳女学院のチアリーダー部のユニホームなのかもしれない。衣装は長なが袖そでで、首元のファスナーを上げるとハイネックになり、超ちようミニのプリーツスカートの下にスパッツも穿はいているので露ろ出しゆつ度どは低いが、ストリートファイトをするには少々華はなやかすぎて戦意が削そがれる気がした。とはいえ汚すとクリーニング代を吹ふっかけられそうな制服のままで挑いどまれるよりは気き兼がねしなくて済すみそうだ。

　涼子は一面が芝しば生ふの公園に足を踏ふみ入れ、鞄かばんを地面に置いた。竹刀しない袋ぶくろの口を解といて部活で使っている竹刀を取り出し、鍔つばを取り付ける。

「その袋には木刀も入っているでしょう？　そちらをお使いなさい」

「竹刀で充じゆう分ぶんよ」

「私の得物を見てもそう言えて？」

　雛乃は背はい後ごに隠かくし持っていた武ぶ器きを取り出した。太さ一・五センチ、長さ四〇センチほどの鉄の棒ぼうで、手元にＬ字形の鈎かぎが付いている。時代劇げきでお馴な染じみの『十手』だった。柄え尻じりには赤い房ふさ紐ひもが結ばれている。

　武器がチアのボンボンだったらどうしようかと思ったが、これはこれで目眩めまいがしそうなほど違い和わ感のある組み合わせである。脳のう裏りに浮うかんだ『チアガール捕とり物もの帖ちよう』という珍ちん妙みようなタイトルを、涼子は頭を振ふって追い払はらった。

　十手はリーチが短いとはいえ鉄の棒だ。確たしかに竹刀では軽すぎて打ち負けるかもしれない。それならそれで闘たたかい方を工く夫ふうすればよさそうだが、せっかくなので雛乃のリクエスト通り木刀を使うことにした。

　日にち没ぼつにはまだ時間があった。しかし赤塚丘きゆう陵りようが公園に影かげを落とし、辺りは急速に薄うす暗ぐらくなっていく。

　涼子は木刀を正せい眼がんに構かまえて雛乃と相対した。雛乃は右手に持った十手をまっすぐ前方に突つき出してやや右半はん身みに構え、左手は背せ中なか側に回している。

　対たい峙じしてみると、雛乃の十手に対する怖こわさは感じなかった。十手で攻こう撃げきしようとすれば木刀の間合いよりも内側に踏み込こまなければならないが、それを許ゆるすほど涼子も迂う闊かつではない。逆ぎやくに涼子から攻撃を仕し掛かければ、雛乃はほとんど防ぼう戦せん一方になるだろうという確かく信しんがあった。武器のリーチに差がありすぎるのだ。薙刀なぎなたの遣つかい手であるあずみとの対戦とは立場が逆だった。

　雛乃は自分から積極的に攻せめるつもりはないようだった。涼子に先に手を出させておいてカウンターを狙ねらう──雛乃に勝機があるとすればその戦法しかない。

（試ためしてみるか──）

　涼子はスッと木刀の切っ先を右に下げ、構えを下げ段だんに移うつして踏み込んだ。遠い間合いで切っ先を跳はね上げ、十手を持つ右手を狙う。

　木刀は空を切った。雛乃が右手を引いたのだ。涼子は踏み込みながら切っ先を翻ひるがえし、雛乃の右みぎ肩かたに打ち込んだ。

　ガッ！

　逆さか手てに持ち替かえられた十手が木刀を止めた。

（────!?）

　涼子は後方に跳んで間合いを離はなす。そのまま押おし切ることも考えたが、雛乃が予想以上に十手の扱あつかいに習しゆう熟じゆくしていることを感じ取り、警けい戒かい心しんが湧わいたのだ。

「あら、意外と臆おく病びようですのね」

　雛乃は嘲あざけるように言ったが、それを額がく面めん通りに受け取るわけにはいかない、と涼子は自分に言い聞かせた。手を狙った初撃を避よけたのなら、返す刀での二の太た刀ちも避けようと思えば避けられたはずである。それをあえて受けたということは、それだけ防ぼう御ぎよに自信がある証しよう拠こだった。涼子が間合いを外さなければ、懐ふところに入り込まれて反撃を受けていたかもしれない。

（十手……十手の戦法って、そういえば──）

　涼子は達哉との時代劇げき談だん義ぎを思い出した。捕とり物もの帖ちようでは十手持ちの主人公が刀を持った犯はん人にんと渡わたり合って取り押さえる場面があるが、実じつ際さいにそんなことができたのか──涼子の素そ朴ぼくな疑ぎ問もんに、達哉は『十手術じゆつというのは捕とり手て術じゆつの一部だ』と説明した。

　捕手術とは現げん代だいの警けい察さつの逮たい捕ほ術に相当する、素す手でで相手を取り抑おさえるための技ぎ術じゆつである。柔じゆう術じゆつや捕とり縄なわ術、十手術もその内に含ふくまれている。つまりそれらの技術を総そう合ごうした捕手術で以もつて剣術に対たい抗こうするのであって、刀と十手という武器を単たん純じゆんに比ひ較かくして優ゆう劣れつを決めていいものではない。小説を読んだり映えい画がを観みるのは好きでも、物語性せいのない資し料りようを読むのはあまり得意ではない涼子はその解かい説せつに感服したのをよく覚えている。

　思い返してみれば『ぶっ飛ばす』と言った涼子に対して雛乃は『制せい圧あつする』という言葉を使った。その言葉通りだとすれば雛乃の武器は十手ではなく──

「怖おじ気づきましたの？　それではこちらから参りますわ」

　雛乃はそう宣せん言げんすると、十手を大きく振るった。

　ヒュン！

　風を切る鋭するどい音とともに、涼子の手元に奇き妙みような感かん触しよくが伝わった。見ると、木刀に鎖くさり分ふん銅どうが巻まき付いている。その鎖は雛乃の十手の先せん端たんから伸のびていた。

「──仕込み十手!?」

　驚おどろいている間もなく鎖が引き寄よせられ、木刀を持って行かれまいとした涼子は前のめりに体たい勢せいを崩くずした。雛乃がすかさず踏み込んでくる。涼子は木刀を突き出したが躱かわされ、逆に十手で手首を打たれた。

「くっ！」

　涼子は意地で木刀を手放さなかったが、痛いたみで身体からだの動きが鈍にぶった。

　雛乃は身を沈しずめて懐深く入り込むと、鳩尾みぞおちに当て身を入れ、両りよう腕うでを肩に担かつぐようにして涼子を投げ飛ばした。ろくに受け身も取れずに、涼子は背中から芝しば生ふに叩き付けられる。

　横に転がって俯うつぶせの状じよう態たいから起き上がろうとするも、右腕を背中側にねじって極きめられ、さらに背中に馬乗りに乗っかられて完全に身動きが取れなくなった。さながら三さん脚きやくの人間椅い子すのような屈くつ辱じよく的な体勢である。

「フフフ……不ぶ様ざまね！」

　雛乃はポニーテールをつかんで涼子の顔を上うわ向むかせた。

「この程てい度どのド素人しろうとに手を焼くなんて、あずみお姉様も精しよう進じんが足りませんわね」

「ぬぐぐぐ～」

　予告通りに涼子を制圧した雛乃は、乗ってきたリムジンの方に呼よびかけた。

「ほら！　勝負は着いたわよ。早く来なさい！」

　小走りの足音が近寄ってきたかと思うと、不意にフラッシュが焚たかれた。一いつ緒しよにシャッター音も聞こえてくる。この情なさけない姿すがたを撮とられているらしい。

「私の勝利をしっかり記録しておかないとね」

　涼子はどうにかして逃のがれようともがいたが、完かん璧ぺきに腕を極められているうえに尻しりまで叩たたかれて観念した。

「雛乃さん、目線こっちにお願いします──ああ、いい笑え顔がおですよ～」

「なっ……!?」

　聞き覚えのある声に、涼子はまさか、という顔をカメラマンの方に向けた。カメラを構かまえているのは大門高校の制服を着た小こ柄がらな少年だった。

「もう一枚まい撮とりますよ～」

　カメラマンの少年──神矢大作は、立てた人差し指を口に当て、涼子に黙だまっているように合図を送ってから、おもむろにシャッターを切った。







[image: ]










　第十六話　雛ひなは舞まい降おりた！








しんせんぐみ【新撰組】幕ばく末まつに編へん制せいされた警けい備び隊たい。京都守しゆ護ご職しよくに属ぞくし、反幕ばく府ふ勢せい力りよくの鎮ちん圧あつにあたった。のちに旧きゆう幕府軍の一員として戊ぼ辰しん戦争を戦った。









　　　　一




　藤とう堂どう雛ひな乃のが御み剣つるぎ涼りよう子こにストリートファイトを挑いどむまでには紆う余よ曲きよく折せつを経へているが、その発ほつ端たんは昨年の十二月、涼子とあずみがＫファイトで対戦した翌よく週しゆうの月曜日にまで遡さかのぼる。




「──あずみお姉様が怪け我がを!?」

　登校して間もなく妹分の朝あさ比ひ奈なから報ほう告こくを受けた雛乃は、午前中の授じゆ業ぎようを上の空で聞き流し、昼休みに入るとただちにあずみの姿すがたを捜さがした。

　白はく鳳おう女学院の敷しき地ち内には生徒専せん用ようのレストランがあり、ほとんどの生徒がそこでランチを摂とる。レストランは二つのフロアに分かれていて、伝でん統とう的に上級生は二階を利用することになっていた。座すわる席は学校側から特に指定されているわけではないが、二学期の終わりも近いこの頃ころには成せい績せきや派は閥ばつ等によるヒエラルヒーが固まっているため誰だれがどの席に座るかはおおよそ決まっている。文ぶん武ぶ両道の才さい媛えんであり人望も篤あつく、来年度には自治会入りがほぼ確かく実じつと噂うわさされるあずみは、二階東側のテラスに面した窓まど際ぎわのテーブルが定位置だった。

　一年生である雛乃が二階に上がるのはルールを乱みだす行こう為いといえるが、それを咎とがめる上級生はいなかった。入学して間もない頃、学院の敷地内に不ふ審しん者しや（外国人の不法就しゆう労ろう者しや）が侵しん入にゆうする事じ件けんが起きた折に、その不審者を雛乃は独どく力りよくで捕ほ獲かくして警けい察さつに引き渡わたしている。その手て柄がらにより藤堂雛乃の名は学院内で一いち躍やく有名になり、新一年生ながら上級生からも一目置かれる存そん在ざいになった。血けつ縁えんに警察や公安関係者が多いこともあり一時は『学院に舞い降りた守護天使』と持て囃はやされ、毎日何通もラブレターをもらったりもしていたが、決して愛あい想そが良いとは言えない態たい度どと人の下につくのが苦手で癇かんの強い性せい格かくが知れ渡るにつれ人気も落ち着き、一学期が終わる頃ころには『守護天使』どころか『赤毛のターミネーター』と陰かげ口ぐちを叩たたく者もいた。雛乃としてはお嬢じよう様さま学校の校風に合わせて精せい一いつ杯ぱい猫ねこを被かぶっているつもりなのだが、どうやら大多数の生徒にとっては虎とらか豹ひように見えるらしい。雛乃自身は文もん句くがあるならいつでも勝負する気でいるが、表立って嫌いやがらせをしてくるような上級生は現あらわれず、寄よってくるのは雛乃が猫だと思って飼かっている猛もう獣じゆうに惹ひかれる変わり者（主に一年生）だけになっていた。

　雛乃が上級生たちを無む視しして一直線にあずみのいるテーブルに向かうと、周囲に動どう揺ようとともに不ふ穏おんな空気が波は紋もんのように広がった。あずみは軽い食事で済すませたらしく、テーブルの上には紅こう茶ちやのセットが載のっているだけだった。あずみからは死角になる位置で足を止めた雛乃は、ティーカップの取っ手をつまむあずみの右手に注目した。細く優ゆう美びな手の五本の指すべてに絆ばん創そう膏こうテープが巻まかれている。カップを持ち上げようとしたあずみの手が小こ刻きざみに震ふるえているのを見て取った雛乃は、早足に近寄ってあずみの肘ひじをつかんだ。

「────!?」

　周囲の生徒が息を吞のむ。雛乃は構かまわず、あずみの手からカップを取り上げてソーサーの上に置いた。

「失礼します」

　カフスボタンを外して、あずみの右手の袖そでを捲まくり上げる。手首に巻かれた包帯と、しっかりとテーピングされた肘が露あらわになった。

「……誰にやられたんですか？」

「そんな訊きき方は不ぶ躾しつけですわよ、雛乃さん」

　あずみはそうたしなめると、袖を戻もどしてカフスを留とめた。

「これは尋じん常じようの勝負による結果です」

　雛乃にだけ聞こえる小声で答える。しかし雛乃はそれを額がく面めん通りには受け取れなかった。あずみは普ふ段だんは左手でカップを持つ。テーピングされた右手をわざわざ使うということは左手の方がより力が入らないせいかもしれない。それにいつものストッキングではなく厚あつ手でのタイツを穿はいてきていた。おそらく打ち身による痣あざや治ち療りようの跡あとを隠かくすためだろう。

「本当に？」

　雛乃はあずみの肩かたを抱だくようにして身体からだに触ふれた。軽く押しただけであずみは反はん射しや的に身体を硬かたくした。制せい服ふくの上からでも湿しつ布ぷとテーピングが分かる。普段通りに振ふる舞ってはいるが、それこそ全身にガタがきている状じよう態たいに違ちがいない。尋常の勝負とやらでこんな身体になるとは信じられなかった。よほど酷ひどく扱しごかれたとしか思えない。

　あずみが霧きり林ばやし流の薙刀なぎなたの再さい生せいに情じよう熱ねつを燃もやしていることを雛乃は知っていた。雛乃も家伝の武ぶ術じゆつを伝でん承しようする者として相談を受けたからだが、逮たい捕ほ術として現げん代だいでも通用する捕とり手て術ならともかく、薙刀の技わざを甦よみがえらせたところで使える場所がなく、そんなものは所しよ詮せんは伝統芸げい能のうにすぎないと一いつ蹴しゆうしている。歯はに衣きぬ着きせぬ言い方だったが素人しろうとに中ちゆう途と半はん端ぱな希望を持たせるのは危き険けんだと判はん断だんしてのことである。雛乃としては的てき確かくなアドバイスをしたつもりだったが、それがかえってあずみを意固地にさせてしまったのではないかと秘ひそかに心配していた。尋常の勝負と言うからにはあずみは薙刀で本気の闘たたかいをやったのだろう。およそあずみのような才媛には似につかわしくない蛮ばん行こうであり、それに応おうじた相手も正気とは思えなかった。

「相手はどこの誰です？」

「それを知ってどうなさるおつもり？」

「…………」

　雛乃は答えない。傍はた目めには雛乃が険けわしい顔であずみを責せめているように見えるらしく、あずみを慕したう取り巻まきの生徒たちは気が気ではない様子で二人を見守っている。

「心配してくださるのは有り難がたいのですけれど……それには及およびませんわ」

「……何な故ぜ？」

「わたくし、勝ちましたのよ」

　そう答えて微笑ほほえむあずみの顔に後こう悔かいの色はなく、穏おだやかで満足げですらある。身体に受けた傷きずも名めい誉よの負ふ傷しようだとでも言いたげである。

　雛乃は踵きびすを返すと、来た時と同じように直線的な歩みで階かい段だんを下りた。一階で待っていた朝比奈とともにレストランを出ると、強い語気で命じた。

「あずみお姉様が闘った相手が誰か、突つき止めるのよ」




　朝比奈は学院の内外で情じよう報ほうを収しゆう集しゆうしてあずみの対戦相手を探さがしたが、あずみ自身それを誰にも話していないらしく、周辺の人間からはめぼしい情報が得られず捜そう査さは一向に進しん展てんしなかった。

　有力な手て掛がかりが得られたのはそれから一カ月後、翌よく年ねん一月半ばのことである。それは朝比奈が入手した一枚のポスターだった。

『──美しき挑ちよう戦せん者しや現る!!』

　中央に縦たて書がきされた煽あおり文もん句くを挟はさんで、着き物もの姿すがたの二人の女子がにらみ合う構こう図ず。一方は白い上衣に白しろ袴ばかま姿の霧林あずみ、対するは薄うす汚よごれた浪ろう人にんのような格かつ好こうをしたポニーテールの女である。なかなか整った容よう貌ぼうの持ち主だが、美少女というよりは美人、美人というよりはハンサムと表ひよう現げんした方が似に合あう凜り々りしい面つら構がまえをしている。白鳳女学院にいれば熱ねつ狂きよう的なファンがつきそうだが、雛乃には見覚えのない顔だ。

「……何なの、これ？」

　ポスターをしげしげと眺ながめた挙げ句、雛乃の口から出た感想はそれだった。わざわざカラー印刷でポスターを作るからには何かを告知するという目的があるはずだが、右下に『一二月九日午後一時～』とあるだけで、あずみと対戦相手の名前すら書かれていない。

「日付の一二月九日は土曜日、あずみお姉様が怪け我がをして登校してきたのは翌週の月曜日なので時期は合います」

「このポスターはどこで？」

「街の印刷所でサンプルとして貼はり出されていたものを譲ゆずっていただきました」

「これを発注した人間なら事情を知っているはずよね。いったい何者？」

「それが……受注記録には『Ｋファイト実行委員会』としか」

「Ｋファイト？　聞き覚えがないわ。ずいぶんと怪あやしげな団だん体たいね」

　ポスターをよく観察すると隅すみに『Ｋファイト実行委員会』と記されている。この団体が発行したポスターで間ま違ちがいないだろう。

「まさか非ひ合ごう法ほうの地下格かく闘とう技ぎ大会？　いや、まさかね。お姉様がそんなところへ参戦するわけがないし……他に手て掛がかりは？」

「ポスターを発注したのも受け取りに来たのも、どちらも学生だったそうです」

「学生!?　どこの？」

「制せい服ふくを着ていたので学生だと分かったというだけで、そこまでは……」

「どんな制服だったか聞いてきて。それを元に学校を特定しましょう」

　ポスターを刷った印刷所に再ふたたび聞き込こみに行き、そこで得られた制服のデザインについての情報から学校を絞しぼり込むのにさらに半月を要した。雛乃が朝比奈からその学校名を聞いたのは二月に入ってからだった。

「──大だい門もん高校!?」

「はい。板いた橋ばし区にある都立高校です」

「それは確たしかなの？」

「生徒の一人にポスターを見せて確かく認にんしました。校内のイベントを告知するために貼り出された物だそうです」

「校内のイベント……ということは、その高校の生徒なら誰でも知っているってこと？」

「信じられないことですが、大門高校には〈Ｋファイト〉なる制度があり、それは私し闘とうを合法化するものだそうです。あずみお姉様は初めて校外から迎むかえた挑戦者ということで、それはもう派は手でなイベントになったと……」

「正気の沙さ汰たとは思えないわね……もう一度確認するけど、その学校は大門高校で確かなの？」

「間違いありません」

　朝比奈が断だん言げんすると、雛乃は悩なやましげにため息を吐ついた。

「ご苦労だったわね、朝比奈。ここから先は私一人で調べを進めるわ」

「雛乃様がご自分で？　でもそれは……」

「私の父が校長を務つとめる学校だからよ。これ以上は身内の恥はじを晒さらすことになる」

　言いづらいことを臆おく面めんもなく告白した雛乃の潔いさぎよさに、朝比奈は敬けい服ふくしたようだった。朝比奈を下がらせようとした雛乃は、肝かん心じんな話を聞いていないことに気付いた。

「待って。忘わすれていたわ。あずみお姉様の対戦相手の正体は分かったの？」

「はい。剣けん道どう部ぶに所しよ属ぞくする一年生の女子生徒です。名は──御剣涼子」

「ミツルギ・リョウコ……」

　雛乃はみずから仇きゆう敵てきと定めた相手の名を胸むねに刻きざんだ。




　敵てきの本ほん拠きよ地ちを突つき止めた雛乃が次に取るべき行動は、さらなる情報収集だった。

　大門高校の校長である父──藤堂鷹たか王おに直ちよく接せつ問い質ただせば話は簡かん単たんだが、その方法だけは問題外だった。Ｋファイトについて調べていることを父親に知られたくはなかったし、情報提供者としてより適てき切せつと思われる人物に心当たりがあったからだ。

　雛乃は大門高校で校医として勤つとめている菱ひし沼ぬま奈な々な子こと連れん絡らくを取った。

『あら～ヒナちゃんじゃな～い。お元気ぃ～？』

　電話に出た奈々子の間ま延のびした声を耳にして、雛乃は早くも後こう悔かいしはじめていた。従姉いとこの奈々子は嫌きらいではないが、あまりにも人としてリズムが合わなさすぎる。

「あの……奈々子さんがお勤めになっている大門高校について、いくつかお聞きしたいことがありまして」

『も～そんな堅かたっ苦しいしゃべり方はよしなさいよね～。あたしとヒナちゃんの仲じゃな～い』

「はあ……で、訊ききたいことというのはＫ──」

『ヒナちゃんももうすぐ二年生よね～学校はどうなの～？　気になる男の子いる～？』

「うちは女子校です」

『あら～そうだっけ～？』

「奈々子さんこそＯＧなのに忘れないでください」

『でも～女子校だけど～ヒナちゃんモテモテなのよね～？』

「何の話ですか!?」

『あたしの頃ころもいろいろあったのよね～。菱沼の女は伝でん統とう的に女の子にモテるから～』

「…………」

『なんてゆーか～清らかでぇ～儚はかなくてぇ～美しいファンタジーなのよね～そういうのって～、でもあたしの場合～……』

　鏡を見るまでもなく、雛乃は自分が苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしていることが分かった。奈々子はいつもこの調子で自分のしゃべりたいだけしゃべり、こちらはいつの間にやら相あい槌づちを打つだけになってしまう。

　結局、雛乃が奈々子から知りたい情じよう報ほうを引き出せたのは三時間後──日付が変わった後のことだった。綿わたを詰つめ込まれたようなぼんやりした頭で、大門高校についての情報をメモしたノートを確かく認にんする。





・Ｋファイト……おじさま（奈々子から見て。つまり父）がシズマ（転校生）のために作った遊び。第一戦はシズマ対オッサン教きよう師しだった（生徒と教師が？）。

・シズマ……人呼よんで奇き跡せきのやじん（？）。Ｋファイトのチャンピオン。番長。ピアノが上う手まい（別人のことでは？）。キバが生えている（人間か？）。赤い（何が？）。虎とら縞じまのバンダナをしている。毛深い。筋きん肉にくがステキ。コテコテの関西人。

・御剣涼子……ノッポさん（？）。大門高校の用よう心じん棒ぼう。ぼん・きゅっ・ぼん（？）。

・霧林あずみのＫファイト……最高。涼子は七つの武ぶ器きを使って挑いどんだ。涼子には奈々子が直々に薙刀なぎなた対たい策さくをレクチャーしたが付け焼き刃ばであまり役に立たず。






　メモの内ない容ようの薄うすさに雛乃は衝しよう撃げきを受けた。いろいろ訊いたはずだが、肝かん心じんなことはほとんど何も分からないのと一いつ緒しよだった。シズマという謎なぞの転校生がＫファイトの発案者らしいこと、父親である校長の藤堂鷹王がＫファイトに加か担たんしていることは確たしかだが、霧林あずみと御剣涼子のＫファイトがいかなる経けい緯いで実じつ現げんすることになったのかについてはまるで要よう領りようを得ない。

　翌よく日じつ、雛乃はもう一度奈々子に電話して問い質してみたが、やはり三時間かかったうえに新しい情報はほとんど得られず、徒労という言葉の意味を思い知る羽目になった。

「こうなったら……こちらから乗り込むしかないわね」

　翌日、雛乃は昼休みに奈々子に電話して、大門高校の女子の制せい服ふくを入手するよう依い頼らいした。




　　　　☆




　校長室のドアがノックされた。

「叔お父じ様さま～、いる～？」

　返事を待たずにドアが開き、菱沼奈々子が入ってくる。デスクで重箱入りの高級仕出し弁べん当とうを食べている藤堂校長の姿すがたを発見すると、目を輝かがやかせて近ちか寄よった。

「あ～高そうなの食べてる～！　あたしも食べた～い」

「注文すればいいだろう。もちろん自分の金でな」

　藤堂はつまみ食いを警けい戒かいして重箱を手元に引き寄せながら答える。

「ケチ～」

　奈々子は藤堂に右手を差し出した。

「お金ちょ～だい」

「弁当を買う金くらいは稼かせいでいるだろう？」

「そうじゃなくて～制服代～」

「制服……？　大門高校のかね!?　君が着るのか？　だとしても何な故ぜ私が払はらわねばならんのかね？」

「違ちがうわよ～あたしじゃなくてヒナちゃんの～」

「雛乃が？」

「子こ供どもの買い物なんだから～代金は親が出すのが筋すじってもんでしょ～？」

　順番が逆ぎやくになっている奈々子の話を頭の中で整理してから、藤堂は聞き返した。

「つまり……雛乃が君にここの制服を買うように頼たのんだということかね？　だが何のために？」

「よく分かんないんだけど～Ｋファイトのことを根ね掘ほり葉掘り訊きいてきたわよ～」

「ふうむ……」

「で～？　出すの～出さないの～？」

「いいだろう。ただし私が代金を立て替かえたことは雛乃には内ない緒しよにしておいてくれよ」

　口止め料込みで制服代を渡わたして奈々子を追い出した後、藤堂はインターホンで職しよく員いん室しつに連れん絡らくを入れた。

「藤堂だ。一年の神かみ矢や君を呼んでくれたまえ」




　　　　二




　雛乃が大門高校に乗り込んだのは二月半ばの平日だった。六時限げん目めの授じゆ業ぎよう中にリムジンで正面玄げん関かんに乗り付け、近くにいた職員を捕つかまえて保ほ健けん室しつまで案内させる。

「あら～いらっしゃ～い、ヒナちゃ～ん」

　暇ひまを持て余あましていたらしい奈々子は満面の笑えみで雛乃を迎むかえた。

「おセンベあるけど食べる～？」

「いえ、結けつ構こうです。それより制服は用意していただけましたか？」

「慌あわてなくても忘わすれてないわよ～」

　奈々子はデスクの上に置いてあった紙かみ袋ぶくろを取って雛乃に渡した。雛乃は紙袋に付いた煎せん餅べいの粉こなを払い落として制服を取り出す。大門高校の女子の冬服は赤地に白しろ襟えりのセーラーである。着き替がえてみるとサイズはピッタリだがスカートの丈たけがかなり短く感じた。白鳳女学院の制服のドレス並なみに長いスカートと比くらべると少し寒い。

「ん～、何かしら～ちょっと違い和わ感あるのよね～……あ～そうそう、これよこれ～」

　出してきたのは学校指定の上うわ履ばきだった。奈々子にしては気が利きいている。

　上履きを履き、姿見で全身を確かく認にんする。特に不自然なところは見当たらない。これなら他の生徒に紛まぎれても他校の生徒だとは分かるまい。

「授じゆ業ぎようが終わる前に少し見学してきます」

「案内したげよっか～？」

「それには及およびませんわ。すぐに戻もどりますから」

　奈々子の親切を断ことわって雛乃は一人で保健室を出た。奈々子と一緒に行動すると潜せん入にゆう捜そう査さがすぐにバレてしまいそうな気がしたからだった。それに白鳳女学院の三分の一以下の敷しき地ち面積しかない都立高に案内が必要とも思えない。雛乃は校内案内図で建物の位置関係を一通り把は握あくすると、各学年の教室がある校こう舎しやに向かった。

　授業中のため人気のない静かな廊ろう下かを歩く。築ちく十数年ほどの校舎だが相そう応おうの経けい年ねん劣れつ化か以外には目立った破は損そんはなく、また特筆すべき部分もない、いたって普ふ通つうの建物である。しかし雛乃にとっては何の変へん哲てつもない普通の状じよう態たいであることが逆ぎやくに予想外だった。

（どういうこと？　普通だわ……普通すぎる……）

　Ｋファイトなどという野や蛮ばんなシステムに頼たよらなければ秩ちつ序じよを保たもてないほどに荒こう廃はいしきった社会不ふ適てき合ごう者しやの巣そう窟くつを想そう像ぞうしていたからだ。窓まどという窓すべてのガラスが破やぶられ、壁かべは落書きだらけ、全生徒の過か半はん数すうを占しめる不良たちは授業そっちのけでケンカと賭かけ事に明け暮くれ、極ごく一部のまともな生徒たちはいつ校内暴ごう力りよくの犠ぎ牲せいになるか戦せん々せん恐きよう々きようとしながら日々を過すごしている──雛乃が思い描えがいていたような地じ獄ごく絵図などどこにも見当たらない。

（金きん髪ぱつモヒカン頭で全身刺青いれずみの不良が半はん裸らで改かい造ぞうバイクに跨またがり鉄パイプを片かた手てに奇き声せいを発しながら校内を暴走しているようなイメージがあったのに……）

　雛乃の想像はかなり偏かたよった方面に行き過すぎていた。

　フロアの端はしにある掲けい示じ板ばんの前を通り過ぎ、ふと気になって足を止める。ただの校内新聞かと思って見み逃のがしそうになったモノクロの印刷物のタイトルに『Ｋファイト』の文字を見つけたのだ。

「〈Ｋファイト瓦かわら版ばん〉……!?」

　雛乃は食い入るようにして記事を読んだ。

『バレンタイン・バトルロイヤル！』

　記事は先日の二月一四日──バレンタイン・デーに校内で繰くり広げられたＫファイトについての速そく報ほうだった。一人の男子を巡めぐって複ふく数すうの女子が手作りチョコ勝負をしたり、またある女子の用意したチョコを複数の男子が奪うばい合ったりと、微笑ほほえましくも壮そう絶ぜつな争いが繰り広げられたらしい。

（これがＫファイト？　なんて平和な──）

　血で血を洗あらうような抗こう争そうとはほど遠い健全な内ない容ようである。しかし、一見して普通の学園にＫファイト制せい度どが導どう入にゆうされていることはとりあえず確かく認にんできた。雛乃はさらなる情じよう報ほうを求めて階かい段だんを上り、渡わたり廊ろう下かを通って隣となりの新校舎の方へ足を向ける。

「──そこの女！　ちょっと待たんかい！」

　雛乃は金かな縛しばりにあったように固まった。

　渡り廊下には人の気配がなかったのに不意に声を掛かけられたから──それもある。

　その声との距きよ離りが意外と近く、それも背はい後ごの斜ななめ上方からという有り得ない方向からだった──それもある。

　だが何よりも雛乃を動どう揺ようさせたのは、敵てきの間合いにうかうかと足を踏ふみ入れていたという実感があることだった。

　声の主がまるで猫ねこのように音もなく背後に降おり立つ気配があった。ストーブで炙あぶられているような熱気を背せ中なかに感じる。その熱気は雛乃の左側に移い動どうし、正面に回った。

　コートのように裾すその長い学生服を羽は織おった長身の男だった。変身途と中ちゆうの狼おおかみ男おとこのような野や性せい味み溢あふれる風ふう貌ぼうで、肌はだは南海の漁りよう師しを思わせる赤しやく銅どう色いろをしている。肘ひじまで捲まくった袖そでから出ている腕うでも顔と同じ色なのを見ると、日焼けサロンに通っているわけではなく元からこの色なのだろう。ムダ毛の処しよ理りをするという発想がないのか揉もみ上げは荒あら々あらしく伸のび放題、左右の眉まゆには境さかい目めがなく一本につながって見える。頭に虎とら縞じまのバンダナを巻まき、ボリューム過か多たの髪かみをまとめている。

　雛乃は軽くパニックに陥おちいっていた。目の前の人物はどう贔屓ひいき目めに見ても文明社会の一員ではない。腰に毛皮を巻き、石いし斧おのをかついでマンモスを追いかけているのが似に合あうタイプの人間だった。あるいはつい最近二足歩行を始めたばかりの類るい人じん猿えんか。

（そ……そうか、この男!!）

　雛乃は目の前の怪かい人じんの外見が奈々子から聞いていたシズマの特とく徴ちようにすべて合がつ致ちすることに気付いた。

（虎縞のバンダナ！　それに赤いと言えば……確たしかに赤い！）

　潜入調査を始めて早々にＫファイトの発案者と遭そう遇ぐうするとはいかなる偶ぐう然ぜんか──だが雛乃にはそんなことを考えている余よ裕ゆうはなかった。獣けもの道みちと知らずに足を踏み入れ野生の人食い虎と出くわしたに等しい状じよう況きようだった。正面から見み据すえる眼まな差ざしから視し線せんを逸そらすことが出来ない。

「お前……ここいらで見いひん顔やな」

（この高校の生徒じゃないと見み抜ぬかれてる？）

　シズマが右手を雛乃の顔に伸のばしてくる。

「──動くな」

　野人の指先が、雛乃の左の揉み上げの先をつまんで下に引いた。縦たてロールの髪を伸ばして、放す。

　くりんっ。

　伸びきった揉み上げがバネのように勢いきおいよく戻もどった。

　シズマは次に左手を伸ばして同じように雛乃の右の揉み上げを引っ張ぱって、放す。

　くりんっ。

　それを二回繰り返した後、今度は両手で左右の揉み上げを引っ張り、同時に放した。







[image: ]







　くりくりんっ。

　薄うすい唇くちびるの両りよう端はしがニイッと吊つり上がり、発達した犬歯が露あらわになった。

「うわーははははははっ！　縦ロールじゃ！　縦ロールじゃ～っ!!」

　シズマがいきなり大声を出して笑い始めた。笑い声は中庭に高らかに響ひびき、それを聞きつけた授じゆ業ぎよう中の生徒たちが何事かと窓まどを開けて雛乃の方を見る。

（いけない！　こんなところで目立ってしまっては……）

　金かな縛しばりの解とけた雛乃は回れ右をして一目散に逃にげ出した。階かい段だんを二段飛ばしに駆かけ下り、保ほ健けん室しつに逃げ込こむ。

「あら～ホントに早かったわね～」

　奈々子の吞のん気きな声を聞いて雛乃はようやく自分を取り戻した。お嬢じよう様さま学校に慣なれすぎていたとはいえ、あまりに濃のう厚こうすぎる雄オスのフェロモンにあてられて硬こう直ちよくしてしまうなど不覚にもほどがある。屈くつ辱じよくのため頭に血が上り、青ざめていた頰ほおが紅こう潮ちようした。腹はらの底からふつふつと怒いかりがこみ上げてくる。

「あれが……シズマ……」

　六時限げん目め終しゆう了りようのチャイムが鳴り、授業を終えた生徒たちが廊ろう下かに出てくる。そのざわめきをドアの向こうに聞きながら、外に出る勇気が失せている自分に気付いて雛乃は愕がく然ぜんとなった。酷ひどいカルチャーショックの症しよう状じようだった。深しん呼こ吸きゆうを繰くり返すがなかなか動どう悸きが収おさまらない。

「授業終わったけど～、Ｋファイトのこと調べるんじゃないの～？」

「もう少し待ってから……」

　不意にノックの音がした。雛乃は慌あわててベッドを仕切るカーテンの陰かげに身を隠かくす。

「青木先生に頼たのまれて書類を持ってきました」

　男だか女だかはっきりしない声が聞こえてきた。変声期前の少年のようだ。

「はいはいご苦労様～。あ～そうそう、この後用事がなければ頼まれてくれる～？」

「何ですか？」

「ヒナちゃ～ん、ちょっと出てらっしゃ～い」

　奈々子に呼よばれて、雛乃はカーテンから顔を出した。そこにいたのは中学生くらいにしか見えない小こ柄がらな男子生徒だった。男子というのはブレザーの制せい服ふくを着ているからで、セーラー服を着ていれば女子に見み間ま違ちがえられそうな美少年である。

「こちらは一年の神矢大だい作さく君。こう見えて情じよう報ほう通つうだから～、自力で調べるよりはこの子から聞いた方が早いわよ～」

「調べるって……何についてですか？」

「ヒナちゃんはＫファイトについて知りたいのよね～」

　頼んでもいないのに紹しよう介かいされて、雛乃は不安げな顔で大作の前に出た。大作は少し驚おどろいたように雛乃を見ると、

「うちの制服を着てますけど……ここの生徒じゃありませんね？」

「どうして分かるの？」

「そんなクリクリした髪かみ型がたの人なんて見たことないですからね。それに学年章を付けてないし。あと大門高校の生徒なら今さらＫファイトのことを知りたいなんて思いませんよ」

　雛乃は感心した。一目見ただけで髪型以外にも不自然な点を複ふく数すう指し摘てきできるとは、なかなかの観かん察さつ眼がんと推すい理り力りよくである。

「お察しの通り、私はここの生徒じゃないわ。白鳳女学院一年の藤堂雛乃よ。よろしくね、神矢君」

「菱沼先生とは親しいようですね」

「ええ。奈々子姉さんとは従い姉と妹こ同士なの」

「ヒナちゃんはグラサン校長のお嬢さんなのよ～上にもう一人いるけど～」

「へえ……あの校長の……」

　奈々子の説明に、大作は微び妙みような反はん応のうを示しめした。口元に手を当てて考えを巡めぐらせる仕草をする。

「白鳳女学院の生徒ということは、昨年の霧林あずみさんのＫファイトについて知りたいと……そういうことですね？」

「話が早いわね」

　自分の考えを容よう易いに汲くみ取ってくれる大作の頭の回転の速さを、雛乃は心底有り難がたいと思った。

「あずみお姉様がＫファイトで闘たたかうことになった経けい緯いはもちろんだけど、まずＫファイトという制せい度どそのものについて知りたいのだけど」

「いいでしょう。順を追って説明しましょう」

　大作は保健室に置いてあるホワイトボードに要点を書きながら、昨年の学園祭以い降こうのＫファイトの成り立ちから現げん在ざいに至いたるまでの経緯を簡かん単たんに説明した。

　もともと大門高校には格かく闘とう系けいサークルが多数存そん在ざいし、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの状じよう況きようにあったこと。

　学園祭の異い種しゆ格かく闘とう技ぎトーナメントに乱らん入にゆうし優ゆう勝しようをさらった草くさ[image: ]なぎ静しず馬まが転入し、Ｋファイト制度を提てい唱しよう。それに賛さん同どうした藤堂校長がＫファイト実行委員会を組そ織しきし、校内の私し闘とうが認みとめられることになったこと。

　Ｋファイトを利用した部室争そう奪だつ戦せんが激げき化かし、文化系サークルまでもが抗こう争そうに巻まき込まれることに。それを見かねた御剣涼子は他人が売られたケンカを買って身代わりに闘う用よう心じん棒ぼうとなり、文化系サークルにとっての救い主となったこと──

「ひとつ質しつ問もんがあるわ」

　丸まる椅い子すに腰こし掛かけ、授じゆ業ぎようを受ける生徒の気分で大作のＫファイト史を聞いていた雛乃は手を挙げた。

「そこまでの話を聞く限かぎり、Ｋファイトという制度には致ち命めい的な欠けつ陥かんがあるように思えるのだけど」

「どの点がですか？」

「Ｋファイトを仕し掛かける側が圧あつ倒とう的に有利じゃなくて？　勝てる相手に勝てるタイミングで対戦に持ち込めばいいだけだし」

「その通りです。ですが、どうやら校長はその欠陥を承しよう知ちの上でＫファイトを始めたフシがあります」

「何のために？」

「さあ……そこまでは僕ぼくにも分かりかねますが、生徒たち自身が問題点に気付くのを待っていたのかもしれませんね。その最大の契けい機きとなったのが、御剣涼子と霧林あずみのＫファイトでした」

　大作は続いてあずみ戦の説明に移うつった。

　涼子とのＫファイトはあずみの希望だったこと。

　あずみは霧林流薙刀なぎなた術じゆつの復ふく元げんのため実戦経けい験けんが必要と考え、その相手として涼子を選んだということ。

　Ｋファイト史上初の対外試合、それも美び貌ぼうのお嬢じよう様さまとの対決ということで一大イベントとして演えん出しゆつされたこと。

　死力を尽つくした対決はあずみの勝利に終わり、実力の拮きつ抗こうした者同士の真しん剣けん勝負の素す晴ばらしさを全校生徒に知らしめたこと──

「この対戦以後、Ｋファイトの基き本ほんルールが改正され、挑ちよう戦せんを受けた側に対戦競きよう技ぎの選せん択たく権けんが与あたえられることになりました」

「まあ当然の処しよ置ちね。それよりあずみお姉様の事じ情じようをどうしてあなたが知っているの？」

「Ｋファイト新聞にインタビューが出てましたから誰だれでも知ってますよ。ちなみに非ひ公こう認にんファンクラブもあります」

「何て畏おそれ多い……いえ、それだけお姉様が魅み力りよく的すぎるということね」

　掃はき溜だめに鶴つるという諺ことわざを体たい現げんしたあずみの姿すがたが雛乃の脳のう裏りに鮮あざやかな映えい像ぞうとして浮うかぶ。ただし背はい景けいとなる大門高校は相変わらず荒こう廃はいしきった妄もう想そうバージョンだった。その背景から飛び出してあずみに襲おそいかからんとする怪かい人じんがいた──草[image: ]静馬である。

（わ～～～っ！）

　雛乃は頭を振ふって不ふ吉きつな妄もう想そうを追い払はらった。

「どうかしましたか？」

「気にしなくていいわ。それで……そうよ、最初から不思議に思っていたのだけど、この学校に自治会はないの？」

「生徒会ですか？　そう言えばありましたね。そういうの」

「風紀委員は？　教きよう師しは？　誰もＫファイトの混こん乱らんを治めようとしないで手をこまねいていたというの？」

「Ｋファイトの初戦からして生徒対学年主しゆ任にんというカードでしたからねえ……そもそもＫファイトを推すい進しんしている張ちよう本ほん人にんが校長だし、無む敵てきの番長が王者として君くん臨りんしてるしで、戦力を持たない生徒会は手も足も出ないというのが実じつ際さいのところです」

「不ふ甲が斐いない話ね。誰も草[image: ]静馬の専せん横おうを止められないなんて。お父様もお父様だわ。あんな危き険けん人物を野放しにしておくばかりか肩かた入いれまでするなんて」

　雛乃から見て大門高校はやはり異い常じような学園としか思えなかった。

「Ｋファイトの現状としてはこんなところですが……ご覧らんになりますか？」

「何を？」

「あずみ戦のビデオですよ。他の対戦のもいくつかありますけど」

「そんものがあるの!?　見たいわ！　見せてちょうだい。お願いするわ」

「分かりました。じゃあ図書館で借りてきますね」

「図書館……」

　当たり前のように貸かし出されていること自体が恐おそろしい事実だった。

「たぶん叔お父じ様さまなら全部持ってるから～、頼たのめば見せてくれるんじゃな～い？」

「それはお断ことわりします」

　奈々子の助言を断り、雛乃は大作からビデオテープを借りて持ち帰った。




　三日後の夜──雛乃は大作の携けい帯たいに電話を掛かけた。

「ビデオは見せてもらったわ。ひとつ相談したいことがあるのだけど……神矢君、あなた私に協力する気はない？」

『何をするつもりなんですか？』

「ビデオを見て分かったのよ。やはりＫファイトは野や蛮ばんだとね。そしてＫファイトを止めるには草[image: ]静馬を倒たおすしかない……」

『じゃあ雛乃さんがＫファイトを!?』

「いいえ、闘たたかうのは私じゃないわ。大門高校の問題は生徒自身が解かい決けつすべきなのよ。私はそれに手を貸かそうと思うの」

『つまり……？』

「草[image: ]静馬に勝てる人材を集めるのよ」

『居いますかね？　うちの生徒に……』

「Ｋファイトのルールを逆さか手てに取ればいいのよ。そのための策さくはすでに考えてある……だけど、それにはあなたの協力が必要不ふ可か欠けつだわ」

　大作はしばし黙だまり込こむ。自分のアイデアに自信を持っている雛乃は慌あわてずに待った。

『まずはその策というのを伺うかがいましょうか。協力するかどうかはそれから決めます』

「よろしくてよ。まずは生徒会に働きかけて味方に引き入れる。それから──」

　謀はかりごとについて密みつ談だんする雛乃の口元にはいつしか不ふ敵てきな笑えみが浮かんでいた。その表情が父親とそっくりであることには気付かぬまま──




　　　　三




　四月一九日──御剣涼子が藤堂雛乃とのストリートファイトに敗北してから六日後。

　六時限げん目めが始まって間もなく、正門前に黒ずくめの一いち団だんがバイクに乗って現あらわれた。

　先頭のバイクから降おり立ったのは長大なリーゼントがトレードマークの大男、ダイソン大村である。

　ダイソンは直立不動の姿し勢せいから、後からついてきたバイクのライダーたちに九〇度頭を下げて深々と一礼した。

「わざわざご足労いただきありがとうございます。先せん輩ぱい方がた！」

　先輩と呼よばれたのは大型のスクーターに相乗りしてきた二人だった。運転していたのは相撲すもう部ぶ所しよ属ぞくにしか見えないやたら横よこ幅はばの広い色黒の巨きよ漢かん、タンデムシートから降りたのはそれとは対たい照しよう的に色白で線の細い少年だった。目のまわりにドクロの眼がん窩かを思わせる隈くま取どりのメイクを施ほどこし、鼻の横や唇くちびるにピアスをしている。この二人と、後続のバイクに乗ってきた七人は同じチームらしく黒いジャージの上下で揃そろえていた。少年はだぶっとした感じにジャージを着こなしているが巨漢の方は合うサイズがなかったらしくヘソが出ている。

「ここか？　例のイカレた学校ってのは。見たとこフツーだが」

　とくに変わったところのない平へい凡ぼんな校門を眺ながめながら少年が訝いぶかしげに問う。

「見た目で油ゆ断だんしないでください。ここの連中はケンカを見み世せ物ものぐらいにしか思ってねえ奴やつらなんですから」

「フン……構かまいやしねえさ」

　少年が両手を左右に広げ、手首のスナップを利きかせると袖そで口ぐちから湾わん曲きよくした短い金きん属ぞくの棒ぼうが飛び出した。それはマジシャンの操あやつるカードのように指の間をクルクルと回転し、不意に二股またに開いて鋭するどい刃やいばを飛び出させる。鞘さやを兼かねた分ぶん割かつ式しきの柄えを持つフォールディングナイフ──いわゆるバタフライナイフである。それも柄と刃の両方が三日月のように曲がっていて、開くとＳの字に近い形になるという凝こった作りの代しろ物ものだった。

　再ふたたびガンスピンの要よう領りようで回すと刃は一いつ瞬しゆんで柄の間に収おさまり、袖口に収しゆう納のうされる。

「その草[image: ]とかいう野や郎ろうがどんだけの男だろうと知ったこっちゃねえ。俺おれの〈双そう月げつ〉で切り刻きざむだけだ……」

　もう一人の『先輩』である巨漢はジャージの上着を脱ぬぐと、大型スクーターのトランクに積み込んでいた太いチェーンを取り出し、逞たくましい上半身にタスキ掛がけにした。両りよう端はしをそれぞれ両手につかみ、振り回して手首にも巻まき付ける。これが巨漢の戦いくさ支じ度たくだった。チェーンの総そう重量は二〇キロ近くありそうだがそれを苦にしている様子はない。配下の少年たちも警けい棒ぼう等で武ぶ装そうしている。

「こっちの準じゆん備びはいいぜ」

「は……はい！」

　ダイソンは頷うなずいて引き戸式の門を開けた。二人を先頭に黒ジャージ軍ぐん団だんが大門高校の敷しき地ち内に雪な崩だれ込む。

　しかし──彼らの足は一〇メートルも進まないうちに止まった。玄げん関かんから奇き妙みような風体の一団が現あらわれ、彼らの行く手に立ちはだかったからである。

　その数は五人。全員が白い上衣と袴はかまの上に浅あさ葱ぎ色いろの羽は織おりを着ている。袖に山形のダンダラ模も様ようが白く染そめ抜ぬかれた羽織は、明らかに新しん撰せん組ぐみを意い識しきしたものだ。

　奇妙なのは白い布ぬのの頭ず巾きんを被かぶっていることだった。頭にイカに似にた菱ひし形がたの飾かざり布があり、鼻から顎あごにかけて横布で覆おおい隠かくされているため見えているのは目の部分のみ。これは宗そう十じゆう郎ろう頭巾と呼ばれる種類のものである。判はん別べつのためか五人は色いろ違ちがいのマフラーを首に巻いていた。

　横一列に並ならんだ五人の体たい格かくはまちまちだった。赤と黄色のマフラーの二人が一八〇センチ前後の長身、他の三人は一六〇前後の小こ兵ひようである。覆ふく面めんの下が何者であろうと単たん純じゆんに頭数で倍以上いる黒ジャージ軍団を止められるとは思えない。

「ハァン、何だこりゃ？　派は手でなお出で迎むかえ……にしちゃおかしな格好だな。こいつはいったいどういう趣しゆ向こうだ？」

　ナイフ使いの少年は五人の侍さむらいを蛇へびの目めでにらみながら笑った。

「だいたいそのふざけた格好は何だ？　羽織が新撰組なのに、首から上が鞍くら馬ま天てん狗ぐっつーのもおかしな話だろうがよ、ええ!?　どっちかはっきりしやがれってんだ！」

　赤マフラーの侍が無言で前に出た。左手に提さげていた赤あか樫がしの木刀を右手に持ち替かえ、肩かたに担かつぐ。覆面から覗のぞく涼すずしげな目元には闘とう志しがみなぎっていた。

「こいつは草[image: ]じゃありません！　それにＫファイトにしちゃあ様子が……」

「前ぜん座ざにゃちょうどいい。軽～くひねってやんよ！」

　少年の命令で配下の七人が一いつ斉せいに五人組に襲おそいかかった──。




　二年Ａ組の教室。

　教きよう壇だんの左に設せつ置ちされているテレビの電でん源げんがリモートで入り、Ｋファイト専せん属ぞくアナの中村環たまきの顔のドアップをいきなり映うつし出した。画面の右肩に『生なま中ちゆう継けい』の字じ幕まくが入っている。

『授業中に失礼いたします！　つい先せん刻こく、正門前にダイソン大村に率ひきいられた黒いジャージの軍団が現れたという情じよう報ほうが飛び込こんで参りました！　彼らの目的はおそらく草[image: ]静馬の打だ倒とうと見て間違いないでしょう！　今から私はカメラマンとともに草[image: ]に先んじて現げん場ばに向かい、彼らにインタビューを試みたいと思います！』

　マイクを手に廊ろう下かを早足で進む中村をカメラマンが追う。激はげしく上下に揺ゆれるハンディカメラの生々しい映えい像ぞうは緊きん迫ぱく感を煽あおり、教きよう師しも生徒たちも授じゆ業ぎようそっちのけでテレビに釘付けになった。ほどなくして中村は正面玄げん関かんから表に出た。

『おっ！　おおお～～っと…………あ、あり？』

　派手に煽り文もん句くを吐はこうとした中村がたたらを踏ふんで立ち止まり、言葉を失う。続いて玄関を出たカメラが捉とらえたのは、思いも寄よらない光景だった。

　黒ジャージ軍団は確たしかに玄関先にいた。しかし──ダイソンを含ふくむ一〇名全員が地面に倒たおれ伏ふしていたのである。半数は完全に気き絶ぜつしてピクリとも動かず、残りは瀕ひん死しのカラスのような呻うめき声を漏もらしながら苦く悶もんしている。

『これは……いったいどうしたことでしょうか!?　白昼の死し屍し累るい々るい！　Ｋファイトが始まる前にすでに倒されているとは……まったく予想外の出来事です！』

　中村はハプニング性せいを強調することで間を持たせようとしたが、テレビのように現場のディレクターからの指し示じがあるわけでもないので対たい応おうに窮きゆうし、とりあえず当初の手順通りにインタビューを試みた。

『お取り込み中申し訳わけありませんが、大村さん！　何が起きたのか教えていただけますでしょうか？』

　腹はらを押おさえてうずくまっているダイソンにマイクを向ける。首をねじって中村の方を向いたダイソンの顔には、顔面を一文字に横断する青あお痣あざができていた。真っ赤に充じゆう血けつした目からボロボロと涙なみだがこぼれている。

『し……しん、せ……組……』

『何ですか？　もっとはっきり言ってもらえますか？』

『……い、痛いてえよ……もうやだこんな生活……』

　どこが痛いのか地面をゴロゴロと転がりながらすすり泣くダイソンを諦あきらめて、中村は身体からだにチェーンを巻まいた巨きよ漢かんの方に近ちか寄よった。巨漢は大の字に倒れたまま白目を剝むいて気絶している。上半身は無数のクレーターに覆われた月面のように斑まだらの痣だらけだった。

『おっ？』

　中村は地面に落ちている奇き妙みような形のナイフに気付いて注目した。それに手を伸のばした姿し勢せいのまま気を失っているのはドクロメイクの少年だった。隈くま取どりのメイクは半ば溶とけて崩くずれている。ＫＯされている他の面々にも液えき体たいをかけられたような痕こん跡せきがあったが、地面はさほど濡ぬれておらず、バケツや柄ひ杓しやくで水を撒まいた様子もない。

『なかなか個こ性せい的でキャラの立った挑ちよう戦せん者しやのようですが……名乗りを上げる前にやられてしまうとはなんとも残念です！　いったいこれは誰だれの仕し業わざなのでしょうか』

　画面外から怒ど鳴なり声が聞こえてくる。

『おい、どないなっとんねん！　せっかくのワシの獲え物ものを……誰や!?　人のモン横取りしよったんは！』

『おおっと、草[image: ]が凄すごい剣けん幕まくでやってきました！　ここでひとまず現場レポートは切り上げることにいたします。それでは続報をお待ち下さい！』

　緊きん急きゆう生中継はそこで終しゆう了りようし、テレビの電でん源げんも落ちた。

「なんだよ、もう終わりか……チッ、しょうがねえなあ」

　同クラスの担たん任にんでもある小関教きよう諭ゆは心底残念そうに舌した打うちすると、教壇に戻もどって古文のテキストを開いた。生徒たちもＫファイトに発はつ展てんしない限かぎり授業が中止にならないことを承しよう知ちしているため、とくに混こん乱らんもなく何事もなかったように授業が再さい開かいされる。さすがに一年生は慣なれていないため、階下の教室からはざわめきが聞こえてくる。

　再びテレビが点ついたのはおよそ一五分後だった。放送部のスタジオに移うつった中村がニュースキャスターよろしくデスクに着いている。

『お待たせいたしました！　先ほどお伝えしました黒ジャージ軍ぐん団だん壊かい滅めつの謎なぞ、その真相に迫せまる情報を我々は入手しました！　こちらをどうぞ』

　画面が切り替かわり、白黒のビデオ映像が映うつし出される。大門高校の校こう舎しやの二階辺りの高さから、正門と玄関にかけてを見下ろす角度の映像である。画面の端にはデジタル時計の表ひよう示じがある。

『ご覧らんいただいているのは我わが校の防ぼう犯はんカメラの映像です。六時限げん目めが始まって間もない頃ころに事じ件けんは起きました……正門にご注目ください！』

　正門が開いて黒ジャージの一団が入ってくる。それを玄関で出で迎むかえたのは袖そでにダンダラ模も様ようのある新しん撰せん組ぐみの羽は織おりを着て、顔を宗十郎頭巾で隠かくし、色いろ違ちがいのマフラー（モノクロなので濃こさが違うだけ）を巻まいた五人の侍である。

　短いやりとりの後、五対一〇の乱らん闘とうが始まった。正せい確かくには新撰組風の五人のうち闘たたかっているのは木刀を持った一人だけで、他の四人は何もしていないように見える。黒っぽい（本当は赤い）マフラーの侍は木刀で次々と黒ジャージ軍団を仕し留とめていく。数に勝る黒ジャージたちは赤マフラーをとり囲もうとするが、新撰組のもう一人が動いたのはその時だった。青いマフラーの侍が袖の中から何か筒つつ状じようの物を突つき出し、それを敵てきに向ける。するとたちまち敵は顔を手で押さえて苦しみだし、赤マフラーの侍さむらいは容よう易いに囲いを脱だつして一人一人を打ちのめした。

『映えい像ぞうがモノクロのうえにやや遠いため何が起きているのか判はん別だんしづらいところですが、どうやら何らかの飛び道具で援えん護ごをしているように見受けられます』

　慌あわてて突っかかったダイソンも飛び道具の目め潰つぶしを食らい、怯ひるんだところへ腹はらに突きを入れられ、身体からだをくの字に折ったところへ顔面に一いち撃げきを貰もらってＫＯされた。

　残るはナイフ使いとチェーンで武ぶ装そうした巨漢の二人。

　青マフラーはショットガンのような武器を持ち出し、ナイフ使いに向けてトリガーを引き絞しぼった。銃じゆう口こうから発はつ射しやされたのは弾だん丸がんではなく液体だった。圧あつ縮しゆく空気を利用した強力な液えき体たいのビームが顔面を直撃し、ナイフ使いはたまらず左手のナイフを捨すてて目を押さえた。

『相当痛がっている様子からしてただの水みず鉄でつ砲ぽうではないようですね。おそらくトウガラシの成分を加えて目潰し用に調合されたものと思われます』

　視し界かいを奪われたナイフ使いは右手のナイフを振り回して暴あばれた。赤マフラーが木刀でナイフを叩たたき落とすと、それまで傍ぼう観かんしていた黄色マフラーの侍が飛び出してきた。ナイフ使いの少年の身体を肩に担かつぎ上げ、そのまま一回転させた地面に叩き付けた。

　最後は見るからに強敵と思われる巨漢である。身体に巻き付けた太いチェーンが鎧よろいになって木刀の攻こう撃げきが防ふせがれると判はん断だんしたらしく、赤マフラーは猛もう烈れつな突きの連打を浴びせた。線ではなく点の攻撃はチェーンの隙すき間まから容易たやすく急所を痛つう撃げきし、巨きよ漢かんは呆あつ気けなく悶もん絶ぜつした。

　ビデオは死し屍し累るい々るいと横たわるダイソンたちを置き去りにして五人が引き上げたところで終わり、スタジオの中村に戻った。

『なんということでしよう！　わずか数分で一〇人もの敵を葬ほうむり去ってしまいました！　謎に満ちたこのマスクド新撰組の正体は果たして……』

　スタジオに誰かが入ってきたのか物音がして、驚いた中村は腰こしを浮うかせた。

『な、何事ですか？　まさか放送ジャックじゃ……』

　画面の外で何かトラブルが起きているらしい。やがて中村は退たい場じようし、代わって別の生徒が席に着く。坊ぼつちゃん刈がりに丸まる眼鏡めがね、面おも長ながで柔にゆう和わな顔つきをした男子生徒である。デスクに置かれていた中村の名札を横に退のけ、自分の役やく職しよくと名前の書かれた名札を置いた。

　──〈生徒会長・橘たちば志なし戈か男お〉

『全校生徒の皆みなさん、こんにちは。私は生徒会長の橘志戈男です。突とつ然ぜんこのような形でご挨あい拶さつすることをお許ゆるし下さい』

　思わぬ展てん開かいに生徒たちがざわめいた。

「生徒会長……だと？」

「誰この人？　初めて見たわ」

「つーか生徒会なんてあったんだ。この高校」

「Ｋファイトが始まると同時になくなったと思ってたぜ」

　生徒たちのリアクションを待つかのように十じゆう分ぶんな間を取ってから橘は話を続けた。

『こうして改めて自じ己こ紹しよう介かいしても……私の顔に見覚えがない、あるいは生徒会なんて存そん在ざいしたのかという方が大おお勢ぜいおいででしょう。確たしかに昨年の一一月にＫファイトが始まって以来、我われ々われ生徒会の存在感はほとんどゼロに近かった……それは認みとめましょう。力こそが正せい義ぎという無法の掟おきてが支し配はいするＫファイト制せい度どの下もとでは我々は何の手を打つことも出来ず、ただ嵐あらしが過すぎ去るのを祈いのりながら待つだけでした。全校生徒の承しよう認にんも受けずに始められたＫファイトなどという野や蛮ばんにして前時代的な仕組みが長く続くはずがないと──ところがです！』

　穏おだやかに話していた橘は一転して語気を荒あららげた。

『Ｋファイトは格かく闘とう系けいサークルの派は閥ばつ争いに利用されるにとどまらず一いつ般ぱんの生徒にまで波は及きゆうし、諍いさかいの火花を全校に広めてしまった。ルール改正によって一時は沈ちん静せい化の兆きざしが見られたものの、新学年になってからは再ふたたび初期と同様の混こん乱らんを招まねいている。さらに校外からの挑ちよう戦せん者しやを受け入れるなど言語道断だ。新一年生への悪あく影えい響きようを考えればもはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない非ひ常じよう事じ態たいにあると判断しました』

　橘の口元に自信ありげな笑えみが浮かぶ。

『先ほどご覧らんいただいた映像の中で学園への侵しん入にゆう者しやを排はい除じよしたのは、このたび編へん制せいされた生徒会直ちよく属ぞくの治安維い持じ部隊──〈大門新撰組〉です。我々生徒会は〈新撰組〉とともにＫファイトに対する武力介入を開始することをここに宣せん言げんします！』

　橘が左手を振ふるとその方向にカメラがパンし、スタジオの出入り口の方を映うつした。

　そこに控ひかえていたのは先ほどのビデオに映っていた五人の侍さむらいだった。モノクロ映像では分からなかった浅あさ葱ぎ色いろの羽は織おりと五色のマフラーが鮮あざやかに映はえる。

　頭ず巾きんを取って素す顔がおを見せる者はいなかったが、赤マフラーの侍の涼すずしげな目元を見た結ゆう城きひとみはすぐにその正体を見み抜ぬき、表ひよう情じようを曇くもらせた。

「涼子ちゃん……どうして──」

　Ｋファイトに対する生徒会からの宣戦布ふ告こくに、生徒たちは興こう奮ふんして大いに沸わいた。




　これが大門高校を二つに分けた史上最大のＫファイトの端たん緒しよとなった──










　第十七話　ファニー・ハニートラップ









どたんば【土壇場】①斬ざん罪ざいの刑けい場じよう。仕し置おき場。

　　　　　　　　　②切せつ羽ぱ詰つまった場面。進退窮きわまった場面。
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『──お昼のＫファイト・ニュースの時間です』

　昼食を摂とりに来た生徒たちで賑にぎわう学食のテレビに、すでに見み慣なれた放送部二年の中なか村むらが映うつし出された。

『先週末のＫファイトの結果をお伝えする……予定だったのですが、残念ながら……何ということでしょう！　報ほう告こくできる対戦カードがありません！』

　中村はオーバーに頭を振ふった。

『それもこれも生徒会により組そ織しきされた〈新しん撰せん組ぐみ〉の妨ぼう害がいのためです！　互たがいの合意により対戦が実じつ現げんしているＫファイトに乱らん入にゆうし無理矢理鎮ちん圧あつするという暴ぼう挙きよ！　傍ぼう若じやく無ぶ人じんとはまさにこのことです。しかし我われ々われも手をこまねいているだけではありません！　卑ひ怯きようにも覆ふく面めんで顔を隠かくした新撰組メンバーの正体を探さぐっていきたいと……』

　不意に画面下から巨きよ大だいなキノコがにょっきり現あらわれて画面を遮さえぎった。カメラが引くと、それは人間の頭だと分かる。

『おおっと、これは怪かい奇きキノコ男の登場だぁ～！』

『失しつ敬けいだね。僕ぼくはキノコ男ではなく生徒会長の橘たちばなですよ』

　坊ぼつちゃん刈がりの橘志し戈か男おはにこやかに訂てい正せいすると、中村と横よこ並ならびに座すわった。

『また放送ジャックをやらかそうというつもりですか？』

『はてさて、校内放送を私し物ぶつ化かしているのはどちらでしょうか？　校長がバックについているというだけで、Ｋファイト実行委員会は公的機関ではないどころか正式なクラブ活動ですらない──いわば同好会に過すぎないのですよ。正式な手続きを踏ふみさえすれば、こんな放送などいつでも止やめさせることができます。そういった手しゆ段だんに訴うつたえないのは、正々堂々と正面からＫファイトを叩たたき潰つぶすためです』

『ははあ～、しかしながら正々堂々とおっしゃるわりには新撰組のメンバーは顔を隠していますよね？　それについて何かコメントは？』

『彼らの正体を隠しておくのは戦せん略りやく的に重要な意味があるんですよ。その理由は説明するまでもないと思いますが』

『彼ら、とおっしゃいましたね？　すると全員男子ということですね？』

『便べん宜ぎ上じようそう呼よんだだけで男と決まったわけではありません。シンセンボーイズかシンセンガールズか、はたまた男女混こん成せいかは極ごく秘ひ事じ項こうです』

『それでは質しつ問もんを変えましょう』

　中村は新撰組のイラストの描えがかれたパネルを取り出した。三頭身にデフォルメされたマンガチックな画風で描かれている。

『新撰組は我々に先んじて現場に現れてＫファイトを鎮圧してしまうため、めぼしい写真が撮とられていないので目もく撃げき者しやの証言を元にイラストに起こしました。制せい服ふくの特とく徴ちようは幕ばく末まつに存そん在ざいした新撰組の羽は織おりを着ていること、鞍くら馬ま天てん狗ぐを彷ほう彿ふつさせるイカみたいな頭ず巾きんと覆ふく面めん、それに赤・青・黄・桃・緑の五色のマフラーです。このマフラーの配色は戦隊ヒーロー物を意い識しきしたものですか？』

『顔を隠して活動する都合上、互いに誰か分からないのでは困こまりますからね。一目で見分ける必要からカラフルにしています』

『なるほど……ところで新撰組のデビューとなった一戦をビデオで見たところ、実じつ際さいに闘いに参加しているのは三人だけのようですが？　さらに土曜日に現れたのは赤と青だけだったという報告もあります』

『校内で起きるＫファイト程てい度どの鎮圧なら赤と青の二人でも十じゆう分ぶんですからね。五人全員が一度に闘うような状じよう況きようは……そうそうないと思いますよ』

『メンバーはこの五名だけですか？　将しよう来らい的に増ふやしていく予定は？』

『現状ではこの五名で必要にして十分と考えています。なかなか条じよう件けんに合がつ致ちする人材がいないので……より良い適てき性せいの持ち主が見つかればスカウトすることもあるでしょう』

『新撰組の隊員……いや、隊たい士しですか？　それに必要な適性とは？』

『それについてはノーコメントとさせていただきます』

『青マフラーの隊士が使っている武ぶ器きは強力な水鉄でつ砲ぽうのようですが、発はつ射しやされる水には何か特別な成分が？　目に入ると非ひ常じように強い痛いたみを感じて涙なみだが止まらなくなるようですが』

『トウガラシエキスを溶とかしたミネラルウォーターです。護ご身しん用の目め潰つぶしスプレーに使われるものに近い成分ですが、刺し激げきを抑おさえるために薄うすめてあります。人体に有ゆう害がいな物質は入っていないし、安全性は保ほ証しようしますよ。飲むと脂し肪ぼうの燃ねん焼しようが促そく進しんされてダイエットにいいかもしれませんね』

『新撰組印のダイエットドリンクとして売り出してみては？　生徒会長がＣＭ出しゆつ演えんして』

『それはお断ことわりします』

　中村の質問が尽つきたのを見計らって、橘はカメラマンに手振りで合図を送った。中村がフレームから外れて橘一人だけが画面の中央に来る。

『ここで生徒会長の私から全校生徒の皆さんへのお願いです。生徒会はＫファイトの抑よく止しひいては完全廃はい止しを目標として掲かかげています。我々の理念に賛同される方は大おお勢ぜいいらっしゃることでしょう。今こそ勇気を出して立ち上がり、我々に協力していただきたい。共に力を合わせ、暴力に怯おびえることのない平へい穏おんな学生生活を取り戻もどそうではありませんか！』

　生徒会長の演説に、学食にいる生徒たちの一部から拍はく手しゆが起こった。他の大半は無関心、テレビを注ちゆう視ししていた生徒たちも懐かい疑ぎ的な顔つきだった。

「んっん～、面おも白しろくなってきたわね。そうは思わない？　涼りよう子こ」

　後ご藤とう史し織おりは同じテーブルの斜はす向むかいに座すわっている涼子の顔を横目で観察しながら問いかけた。

「別に……」

　涼子は気のない素振りで月見そばをすすった。コロッケカレーについで二品目である。

「達哉もこんな時に引っ越すなんて間が悪いわよね。生で見られないなんてカワイソ～」

　無む反はん応のうな涼子の隣となりで落ち着かない様子のひとみが、沈ちん黙もくに耐えかねたように口を開く。

「あの……史織先せん輩ぱいはどう思われますか？」

「どうって？」

「新撰組が出てきて、Ｋファイトが本当になくなるかどうか……」

「これからどうなるか？　まあ次の展てん開かいは読めてるわね」

　意外そうな顔のひとみに、史織は縁ふちなし眼鏡めがねのブリッジを指先でクイと押おし上げ、目を細めて、笑いに見えない醒さめた笑みを作った。

「Ｋファイト反対派はにつく生徒は多いでしょうね。でもそいつらの目的は学校を平和にすることじゃないわ。Ｋファイトでは勝てないから、より強い側にすり寄よって別のルールの上で勝者になろうとする手合いよ。人間とは権けん力りよくを志し向こうする生き物だから」

　史織は芝しば居いじみた口調で続ける。

「まず最初に踊おどり出すのは新一年生よ。二年と三年は生徒会がＫファイト開始当初の混こん乱らんを見て見ぬフリをしていたことを知ってるから、今さら何をって感じだけど、一年はその経けい緯いを知らないからね。涼子がしてきたことも当然知るはずもない」

「そっか、涼子ちゃんが用よう心じん棒ぼうをやってたことも知らないから……」

　涼子の用心棒活動も霧きり林ばやしあずみとのＫファイトも去年のことである。新一年生にとって新撰組とは単に生徒会の手先であるにすぎない。

「一年が何を騒さわごうと知ったこっちゃないですね。あたしはあたしのやるべきことをやるだけです」

　涼子は食器の載のったトレーを持って席を立った。

「勝負を決めるなら早い方がいいわよ。この件けんは長引けば長引くほどグタグタになる……たぶんね」

「ご忠ちゆう告こく痛いたみ入りますが……それはあいつに言ってもらえますか」

　史織は学食を見回したが、涼子の言う『あいつ』の姿すがたはそこにはなかった。




　　　　☆




　史織の懸け念ねんは早くもその日の午後に現げん実じつとなった。

　一年生のホームルームでのことである。Ｋファイトの是ぜ非ひについて討とう論ろんが行われ、白熱した論戦が繰くり広げられた結果『Ｋファイトは野や蛮ばんな制度であり廃止すべき』とする否ひ定てい派と『Ｋファイトは真の平等を実現する制度なので存続すべき』と主しゆ張ちようする肯こう定てい派に真っ二つに意見が分かれた。その後肯定派の一部から『Ｋファイト否定派とは要するに臆チ病キ者ンである』との挑ちよう発はつ的な発言があり、これに否定派の一部が過か敏びんに反応して罵ののしり合いに発展、否定派でも冷静な生徒たちは自重したものの、教室は一いつ触しよく即そく発はつの事じ態たいとなった。

「チキンじゃねーんならＫファイトで証しよう明めいしてみろよ」

「だからこっちはＫファイトを廃止すべきって言ってるんだからＫファイトに応おうじるわけがないだろ!?」

「ほら、これだ。都合のいいこと言って逃にげてんじゃねえぞ。別にＫファイトをやったところで死ぬわけじゃなし、正直に言えよ。要は負けるのが怖こええんだろ？」

「そんな低レベルのことを議論してるんじゃない！」

「ウダウダ言い訳わけしてねえで今ここで勝負しろや！　Ｋファイトはまだ禁きん止しされたわけじゃねえんだからよ!!」

「……んの野や郎ろう～！　そこまで言うからには覚かく悟ごはいいんだろうな、てめえ！」

「あん？　やんのか？　口先だけの腰こし抜ぬけ野郎が」

「おお、どっちが口先だけのチキンか証明してやるよ。Ｋファイトでな！」

　挑戦した側とそれを受ける側の間で同意があれば、それはすなわちＫファイト成立を意味する。対戦には見み届とどけ人が必要だが、この場合はＫファイト実行委員会に届け出を出すまでもなく教室にいるクラスメートと担たん任にん教きよう諭ゆで事足りた。

「対戦の種目は挑戦を受けた側に選択権がある。何で勝負する？」

「──腕うで相撲ずもう」

「上等だ！」

　教室の中央に二台の机つくえを合わせて腕相撲の競技台が作られた。他の机と椅い子すは壁かべ際ぎわに寄せられスペースを作る。売り言葉に買い言葉とはいえ否定派肯定派それぞれの代表者同士の対戦である。クラスメートたちは弥いやが上にも盛もり上がった。担任がレフェリーを務つとめ、台を挟はさんでがっちり組み合った二人の手を押おさえる。

「用意はいいか？　レディ……」

　ＧＯの掛かけ声がかかる寸すん前ぜん、教室のドアが開いて宗十郎頭ず巾きんに五色のマフラー、浅あさ葱ぎ色の羽は織おりがトレードマークの一いち団だんが乱らん入にゆうしてきた。

「げえっ！　新撰組!?」

　驚おどろいてる間もなく赤マフラーの隊士が滑すべるように競技台に近寄り、今まさに対決しようとしていた二人の右腕に竹刀しないを打ち込んだ。

「ぎゃっ！」「痛いてえ！」

　強したたかに打たれた手首を押さえて離はなれる二人。挑戦を受けた側──Ｋファイト否定派の生徒が新撰組に抗こう議ぎした。

「待ってくれよ！　俺は挑戦を受けただけなのに何でシバかれるんだ!?　Ｋファイトを仕掛けてきた側が悪いんだろ！」

　すると緑マフラーの隊士が前に出て、両手で巻まき紙がみを広げて墨すみで書かれた文字を見せた。

　──［喧けん嘩か両成敗］

『どちらが先に仕掛けたかは問わない。校内でＫファイトに及およんだ者、双そう方ほうを処しよ罰ばつする。それが我々の役目だ』

　覆ふく面めんの下にボイスチェンジャーでも仕込んでいるのか、低音が強調されたノイズ混まじりの野太い声だった。赤マフラーは二人に竹刀を向けて十分に威い嚇かくすると、他の隊士を促うながして教室を出て行った。

「痛って～～……うわ、見てくれよ。これ……」

　Ｋファイトを仕掛けた側の生徒が下か膊はくを皆みなに見せた。極ごく太ぶとのマジックで線を引いたように青いミミズ腫ばれができている。もう一人も負けず劣おとらずのダメージだった。

「腕相撲をやろうとしただけで叩かれるっておかしくないか？」

「それより何でＫファイトが成立したのがバレたんだ？　とんでもないタイミングで飛び込んできたし……」

　突然の新撰組の乱入に教室中が困こん惑わくしていた。何となくお開きの雰ふん囲い気きになり、生徒たちは机を元の位置に戻もどそうと動き出すが、言い出しっぺの男子はそれに異いを唱えた。

「これでもう終わりとか思ってんじゃないだろうな？」

「いや、でも利きき腕がこれじゃ……」

「腕は二本あるんだぜ!?　まだ勝負はできる」

「騒いだら新撰組が聞きつけて戻ってくるんじゃないのか」

「よし、じゃあ静かにやろう」

　クラスメートたちもそのアイデアに賛同し、全員が息をひそめた。二人は互いに左腕の肘を台の上に載のせ、再度の勝負に臨のぞむ。担任も小さい声で競技開始を告げた。

「レディ……」

　スパァン！

　再びドアが荒々しく開いて赤マフラーの隊士が飛び込んできた。今度は二人の左手首だけでなく脳のう天てんに竹刀の一撃を見み舞まう。

「うわ痛ええ～～痛えよ～～～っ!!」

「酷ひでえよ～～何なんだよもう～～」

　床ゆかに倒れて悶もだえ苦しむ二人を冷たく見下ろし、赤マフラーはフンと鼻を鳴らす。完全に戦意を喪そう失しつしていることを確かく認にんすると、今度こそ新撰組は撤てつ収しゆうしていった。

　結局Ｋファイトは中止になり、時間が余あまったので討論会が再開された。『いくら何でも新撰組はやりすぎだ』との批ひ判はんに対し『Ｋファイトを抑止するにはあれくらいの荒あら療りよう治じは必要』として弁べん護ごする意見も出たが、以前ほどの盛り上がりはなかった。『どうして新撰組はＫファイトの現場にいち早く駆けつけることが出来たのか？』という疑ぎ問もんの方がよほど興きよう味みがあったからである。

「この中にＫファイトを通つう報ほうしたスパイがいるんじゃねえのか？」

　この意見によって教室に不ふ穏おんな空気が流れたが、ホームルーム終しゆう了りようのチャイムとともに真相はうやむやのままとなった──




　　　　二




　涼子が二年Ｂ組の教室に戻ってくると、ホームルーム中のクラスメートたちは一いつ瞬しゆん振り向き、その後慌あわてて視し線せんを逸そらすというパターン化された共通の動作を見せた。教きよう壇だんに立つ青木美沙緒も涼子のことには触ふれずに無視を決め込んでいる。

　唯ゆい一いつの例外が草くさ[image: ]なぎ静しず馬まだった。教室の後ろのドアから入った涼子が隣の席に着くまで、じっと凝ぎよう視ししたまま目を離はなさない。

「……何ど処こ行っとったんや？」

「トイレよ。行く前にそう言ったはずだけど」

「ここんとこ授じゆ業ぎよう中ちゆうにトイレ行き過すぎとちゃうか？」

「便べん秘ぴ気味なのよ」

「さよか」

　静馬はそれ以上追及せず、机つくえに頰ほお杖づえをついてあさっての方向に目を向ける。新撰組の登場以来、静馬は授業中も何か物思いに耽ふけっている様子で、涼子にちょっかいを出してこない。涼子にとっては願ったり叶かなったりだが、静馬の大人しさは美沙緒や他のクラスメートにとっては不気味すぎるようで、教室の空気は重苦しかった。

　何かと口実を設もうけては頻ひん繁ぱんに授業を抜ぬけ出すようになった涼子。

　そして教室に涼子がいない時に限かぎって現れる新撰組──

　二年Ｂ組の生徒にとって、新撰組の切り込み隊長と思おぼしき赤マフラーの隊士の正体が誰だれなのかは簡かん単たんすぎる推すい理りだった。

　Ｋファイトの首しゆ謀ぼう者しやである静馬と、Ｋファイト潰つぶしを実行している新撰組が隣同士の席というだけでも否いや応おうなく緊きん張ちよう感が高まるのに、静馬はもとより神かみ矢や大だい作さくまでもがこの件けんに関していまだ沈ちん黙もくしたままという異い常じような事じ態たいになっている。

　クラスメートたちの不安を他よ所そに授業を受けていた涼子は、腰こしの辺りにくすぐったい振しん動どうを感じて眉まゆをひそめた。スカートのポケットから手の平サイズの四角い機械を取り出す。

　それはポケットベルだった。液えき晶しよう表ひよう示じには『１６０００００１』と八桁けたの数字が表示されている。並ならんだ数字の前半は時じ刻こく、後半は集合場所の暗号になっている。『０００１』は新撰組本部──つまり生徒会室のことだ。翻ほん訳やくすると『午後四時に生徒会室に集合』というメッセージになる。

　戻もどってきたばかりでまた出動かと憂ゆう鬱うつになったが、生徒会室集合ということは作戦会議だろう。出動よりはマシとはいえ、またあの末うら成なり瓢びよう簞たんのような生徒会長の顔を見なければならないのかと思うと嬉うれしくはなかった。




　放課後、涼子は生徒会室に出頭した。

　生徒会室には生徒会長の橘と執しつ行こう部ぶ代表に加え、他の新撰組隊士四人、そして──大門高校の制せい服ふくに身を包んだ藤とう堂どう雛ひな乃のが待っていた。

「遅ち刻こくよ。いったい何分待たせるつもり？」

　顔を見るなり雛乃は悪態をついた。時計を見ると午後四時二分を過すぎたところだ。

「たかが二分遅おくれでガタガタ言うんじゃないわよ」

「おだまりなさい。こっちは三〇分も前から来ているんだから」

　そりゃあんたの勝手だろ──心の中で呆あきれつつ涼子はパイプ椅い子すを引いて腰掛け、新撰組の並びに加わった。Ｕ字に並べられた長机の、本来は会長がいるべき上かみ座ざには雛乃が陣じん取どっている。

「全員揃そろったところで報ほう告こく会かいを始めるとしましょうか」

　橘の指示で執行部長が新撰組の活動に関する報告書を読み上げた。金曜日からの休日を除く三日間での出動回数は実に一四回。

「ほぼすべての件でＫファイト実行委員会に先んじて現場に駆かけつけ、迅じん速そくな鎮ちん圧あつに成功しています。緊急通報システムは今のところ上う手まく機き能のうしているようです」

「これほどとは……雛乃さんのアイデアは素す晴ばらしいですね」

「当然の結果よ」

　雛乃は縦たてロールの髪かみを優ゆう雅がに搔かき上げる。このやりとりだけを見ると橘がおべっかを使っているようにも思えるが、実じつ際さいのところ世せ辞じではなく事実に即そくしていた。Ｋファイトに対して為なす術すべを持たなかった生徒会を掌しよう握あくし、新撰組のメンバーをスカウトして集め、Ｋファイト潰しのための作戦を立てたのはすべて雛乃である。

　雛乃考案による通報システムの仕組みは単たん純じゆんだった。あらかじめ各クラスにつき一人から二人の生徒をスカウトし、Ｋファイト監かん視し員いんに任にん命めいしておく。監視員はＫファイトが始まりそうな気配を察すると、教室に秘ひそかに設せつ置ちされている通報ボタンを押おす。そのボタンは生徒会のパソコンに直結していて、自動的に新撰組の持つポケベルに連れん絡らくが入るのだ。

　昼休みの放送で橘は生徒会への協力者を募つのっていたが、実際にはすでに相当数の生徒の協力を得たうえでのパフォーマンスであった。

「御み剣つるぎ君の目覚ましい活かつ躍やくによって全校生徒に新撰組の強さを印象づけることに成功しました。もっと早く生徒会に協力してくれていたら、ここまでＫファイトに毒されることもなかったでしょうにね」

「この私が直々にスカウトしたのよ。それくらいの仕事はしてもらわないとね」

　とりあえず絶ぜつ賛さんされているようだが気分のいいものではなかった。

　新撰組そのものにもカラクリがある。実は赤マフラー以外の隊士は毎回必ず正式の隊士というわけではなく、多くの場合は頭数を揃そろえるための予よ備びの人員が影かげ武む者しやを務つとめている。涼子だけが毎度駆かり出されるのは雛乃の嫌いやがらせとしか思えなかった。

「草[image: ]静馬の動きは？」

「どうやらＫファイトができなくてふて腐くされているようです。生徒会及および新撰組に対して敵てき対たいする意い志しは今のところまだ表明していません」

「思ったより慎しん重ちようね。事態を見定めようとしているのか……でもそんな知ち能のうがあるとも思えないし、新撰組に恐おそれをなしたということ？」

「静馬に限かぎってそれはないわね」

　自分の説を頭から否定された雛乃は、横目で涼子を鋭するどくにらんだ。

「さすがにあの野人のことはよく御ご存ぞんじのようね。草[image: ]静馬が何を考えているのか、教えてくださる？」

「あいつにとってＫファイトってのは空気や水みたいに当たり前のものなのよ。だからＫファイトを潰つぶそうって考える人間の気持ちが理り解かいできない……『どうしてそんなつまらないことに必死になるのか』って不思議がってるわけ」

「つまり生徒会も新撰組も、自分の敵てきだとは思っていないということ？」

「そんなところね」

「……呆れたわ。そこまで危き機き感が薄うすいとはね」

　雛乃はやれやれと肩かたをすくめた。

「草[image: ]静馬の反はん応のうが鈍にぶいとなると、計画を前まえ倒だおしする必要がありそうね。Ｋファイトの鎮圧の手順を飛ばして弾圧に移うつるとしましょう」

「待ってください。現状でもすでに新撰組の治安維い持じ活動に対する批ひ判はんの声が上がっています」

　異いを唱えたのは副会長だった。

「生徒会のやり方は性せい急きゆうすぎるのではという意見もあります。強ごう引いんな方法では生徒たちの支し持じを失うことにも……」

「学園からＫファイトという悪法を取り除のぞくにはカリスマである草[image: ]静馬を葬ほうむり去る必要があるわ。そのための新撰組よ。草[image: ]静馬の方からＫファイトを挑いどんでくるように仕向けることがこの作戦の肝かん心じんなところなの。それがお分かり？」

「それは、その通りですが……」

「私の決定が不服だというなら代替案を出しなさい。それともここで止やめにする？　もっとも……あなたたちに事態を収しゆう拾しゆうする能力があるとはとても思えないけれど」

　副会長はそれ以上反はん論ろんできずに俯うつむいた。Ｋファイトの廃はい止しを目標に掲かかげ、新撰組による武力介かい入にゆうという大だい胆たんな行動に出た以上、もはや後戻りはできない。雛乃の指揮なしに生徒会独どく自じの裁さい量りようでこの先闘たたかっていくことなどできるはずもなかった。

「……ま、どうせやるなら早いに越こしたことはないけどねぇ」

　新撰組の一人、黄色マフラーの隊士が手首に巻まいた紐ひもを弄いじりながら軽口を叩たたいた。他の隊士も作戦会議に身が入らないのか、それぞれの得物の手入れをしながら暇ひまを潰している。

　新撰組がＫファイトの鎮圧を任にん務むとしているのはあくまで建前で、静馬との直ちよく接せつ対決こそが本番である。その時まで涼子以外の隊士はおおむね暇なので吞のん気きなものだ。

「よろしくて？　作戦は明日から第二段だん階かいに移い行こうします。今日中にすべての協力者に伝達し、準じゆん備びを整えておきなさい」




　　　　☆




　午後四時五〇分──

　大門高校を出た神矢大作は、本来向かうべき駅とは逆ぎやく方向に足を向けた。高こう架か線せんに沿そって西台方面へ二〇〇メートルばかり歩くと、路ろ肩かたに停まっている白いリムジンの後部座ざ席せきのパワーウインドウが開いた。

「神矢君、こっちよ」

　顔を見せたのは雛乃だった。大作は促うながされるままにリムジンに乗り込み、対面式の座席に雛乃と向き合って座すわった。

「こうして直ちよく接せつ会うのはあまり気が進まないんですけどね」

「これだけ学校から離れていれば問題ないでしょう。それとも私と会うのが嫌いや？」

「そうは言ってませんけどね。ただ……僕が雛乃さんの情報提てい供きよう者しやだと知られるのは困るんです」

「それは十分に承しよう知ちしているつもりだけど……」

　雛乃は大作のつれない態度が不満らしく、拗すねたように小首を傾かしげた。大作は気にも留とめずに事務的に訊たずねる。

「生徒会はどうでしたか？」

「言われた仕事をこなすだけなら問題のない連中ね。ただしそれ以上でもそれ以下でもない、人じん畜ちく無害の人材といったところかしら」

「生徒会はＫファイト対たい策さくについてはまったくのノープランでしたからね。タナボタ的に指し導どう者しやが現あらわれたと言っても雛乃さんは他校の生徒だし、しっかり手た綱づなを引いていないとすぐに及および腰ごしになりますよ」

「それより問題は草[image: ]静馬よ。こちらの用意した餌えさに食いついてくれないと困るわ」

「彼女は何と言ってました？」

「草[image: ]は新撰組をまだ敵だと思っていない──だそうよ」

「……なるほど、その通りかもしれませんね。敵だと思っていれば土曜日にはＫファイトを挑んできたでしょうし。もしかすると覆ふく面めんが逆ぎやく効こう果かだったかも……」

「顔を隠かくすことにしたのは、正体が知れると対応策をとられてしまうし、今以上に食いつきが悪くなるからではなくて？」

「そうなんですよねえ」

「とりあえず明日からはより厳きびしくＫファイトを取り締しまるように命じておいたわ。それで上う手まく誘さそいに乗ってくれればいいのだけれど……」

　雛乃にしては珍めずらしく物もの憂うげな表情を見せた。

「いざＫファイトに持ち込めたとしても、不安要素は新撰組よ」

「雛乃さんのオーダーに従したがって選せん抜ばつしたメンバーですよ？」

「他のメンバーはともかく御剣涼子よ。実じつ際さいに闘たたかえる？　その……交際している相手を敵に回して……」

「そのハンデは草[image: ]静馬の方が大きいはずですよ」

「そうかしら……バレンタインデーに手作りチョコを贈おくったのは御剣の方でしょう？」

「彼女が新撰組の赤マフラーであることはすでに草[image: ]静馬は気付いてますから、それだけで十分なプレッシャーですよ。五人のうち三勝取れればいいわけですから、比ひ率りつから言えば彼女の分ぶん担たんは五分の一にすぎない。それに対戦競技は武器を使った格かく闘とうになるわけですから、勝てる可か能のう性せいはせいぜい五分かそれ以下──」

「つまり勝ち星ではなくて存そん在ざい感が重要ということね。それを聞いて安心したわ」

　普ふ段だんの余よ裕ゆうある態度を取り戻した雛乃は、少し身を乗り出して顔を近付けて囁ささやいた。

「この後……時間があるならお茶でもどう？」

「これからですか？　参ったなあ、一度学校へ戻って人に会う用事があるんですが」

「そんなの明日にすればいいじゃない。それとも私の誘さそいよりも優ゆう先せんしなければならない用事？」

「奈な々な子こ先生のところへ顔を出さないといけないんですよね～」

「そ、そう……そういうことなら仕方ないわね」

　従い姉と妹この名前を出された雛乃はあっさり折れて身を引いた。

「それじゃあ明日からの新撰組と草[image: ]静馬の動きについての報告をお願いするわね」

「了りよう解かいしました」

　雛乃に別れを告げてリムジンから降おりた大作は、大門高校に引き返し、保ほ健けん室しつに向かった。怪け我が人もおらず暇ひまそうにしている菱ひし沼ぬま奈々子に挨あい拶さつして衝つい立たての奥おくのロッカーを借りる。

「覗のぞかないでくださいよ」

　そう念を押してから大作は靴くつ下した以外の服を全部脱ぬぎ、紙かみ袋ぶくろに隠してあった女子の制せい服ふくに着替え、おかっぱのウイッグと伊だ達て眼鏡めがねで変へん装そうした。姿見で全身を確かく認にんしてブラシでウイッグを梳とかして整えると、たちどころに愛くるしい美少女の出来上がりだ。

「やれ忙いそがしい」

　保健室を出た大作が早足で向かったのは校長室だった。扉とびらをノックして声をかける。

「──矢や神がみです」

「入りたまえ」

　扉を開けて入ると、デスクには藤堂鷹たか王お校長が、来客用のソファにはＫファイト実行委員会の主要スタッフ四名が顔を揃えていた。

「報告を聞こうか」

「生徒会は明日からさっそく締め付けを強化するようですね。静馬さんの反応が鈍にぶいので焦あせりを感じているんでしょう」

「ふむ……世論を味方につける必要があるというのに、性急すぎる行動は反発を強めるだけだということが分からんようだな。我わが娘むすめながらまだまだ青い……所しよ詮せん、部外者には校内の雰ふん囲い気きなど把は握あくしようもないか」

　藤堂は実に楽しげに微笑ほほえんだ。

「ところで雛乃はまだ、君がこちら側の人間だと気付いていないのかね？」

「疑うたがってもいないようですね。僕ぼくの情報をあんまり鵜う吞のみにするものだから逆に心配になるほどですが……」

「いったいどうやって信しん頼らいを得たのか、我々にも説明してもらいたいな」

　Ｋファイト実行委員会でも中心的な役やく割わりを担になっている石つわ蕗ぶきが興きよう味み津しん々しんといった様子で訊きいてくる。

「まあ何というか……大事なことを頼たのむ時には相手を選ばないと、という話なんですが」

　奈々子から雛乃がＫファイトに並々ならぬ興味を抱いていることを聞いた藤堂は、雛乃の目的を探さぐるために大作にその役目を頼んだ。大作は自分がＫファイト実行委員会の一員であることを隠して雛乃に接せつ触しよくし、Ｋファイトの情報を雛乃に与あたえた。

「なんでバレないんだ？」

「僕は基き本ほん的にカメラマンですからね。僕の撮とったＫファイトの画が像ぞうには僕自身は写っていませんから、そういう資し料りようだけを選えりすぐって渡しました。霧きり林ばやしあずみ戦のビデオもそのためにわざわざ編へん集しゆうし直したんですよ」

　Ｋファイト実行委員会の主要メンバーである大作がＫファイトに詳くわしいのは当然のことで、それにより雛乃から絶ぜつ大だいな信頼を得ることになった。Ｋファイトが草[image: ]静馬の発案に端たんを発し、藤堂校長の後押しにより実現したことを知った雛乃はＫファイト潰しを画かく策さくし、大作に協力を仰あおいできた。

　どうしたものかと相談すると、藤堂は「それは面おも白しろそうだ」と大作に協力するよう指し示じ。おかげでこの一カ月、雛乃が生徒会に接触するまでの手引きから新撰組メンバーの候こう補ほ選びに至いたるまで、大作は裏うら方かたとして大いに活かつ躍やくしている。大作が表立って動けない件ではＫファイト実行委員会もサポートしていた。つまり対たい抗こう組そ織しきの立ち上げのために惜おしみない協力をしてきたことになる。

「どうしても分からないことが一つあるんですが……雛乃さんがＫファイト潰しを企たくらんだのは、どうも校長に対する反抗心にあるように思えるんですよね。そんなに嫌きらわれるようなことでもしたんですか？」

「反抗心があるのは確たしかだ。私は誓ちかって何もしていないがね」

「どういうことですか？」

「話せば長くなるぞ」

「かいつまんでお願いします」

「よかろう」

　藤堂はパイプに煙草たばこを詰つめたが、生徒が同席していることを思い出して火を点つけずに口にくわえるだけにした。

「校医の菱ひし沼ぬま奈々子が私の姪めいだということは知っているな？　雛乃の母親、つまり私の妻つまは菱沼家の人間だ。雛乃は菱沼家の伝でん統とう的な考え方を教え込まれている。私に対して反抗的なのはそのせいだ」

「菱沼家の伝統……というと？」

「極端な女じよ系けい上位の家系でな、菱沼家においては主人はじゃじゃ馬、婿むこは種馬兼召使いと相場は決まっている」

「女系ってことは校長が婿入りした……わけではないんですよね？　名字が藤堂だし」

「うむ。菱沼家の第一継けい承しよう者しやだった女を妻に娶めとった」

「何でまたそんなことを？」

「菱沼家の女は男を馬ば鹿かにしきっているからな。あまりに生意気が過ぎたので懲こらしめてやったところ、薬が効ききすぎたのか惚ほれられてしまってな」

「ノロケですか？」

　石蕗に茶々を入れられた藤堂はムッとして、

「家事の才さい能のうもやる気も一いつ切さいない押しかけ女房を貰もらう気持ちが君らに分かるかね？」

「……分かりたくありません」

「なら黙だまっていたまえ」

　満足して鼻を鳴らすと、藤堂は話を続けた。

「私に継承者を奪うばわれたことで本家からは大いに恨うらまれることになった。私自身はそんなことは意に介かいさなかったが──一つだけ、娘むすめが生まれたら本家の跡あと取とり候こう補ほとしての教育を受けさせるよう約束させられてな。そのおかげでこれといった理由もなく娘から蛇だ蝎かつのごとく嫌われているという次し第だいだ」

「雛乃さんは次女でしたよね？　長女にも嫌われてるんですか？」

「長女のじゃじゃ馬ならしはとっくに済ませたよ。雛乃にもそろそろ父親の偉い大だいさを思い知らせてやらねばならん」

「じゃあ今回の新撰組騒そう動どうは……我々に親子喧げん嘩かの代理戦争をさせる気ですか!?」

「何という公こう私し混こん同どう……」

「親子喧嘩は私と雛乃の間の事じ情じようにすぎん。全校生徒にとって今回の件けんはＫファイト廃はい止しか存そん続ぞくかを選せん択たくする重要な機会となるはずだ。その意い義ぎについては私は十分心得ているつもりだよ」

「でも結果としてＫファイト廃止なんてことになったら、父親の面めん目ぼく丸潰れですよね」

「むう……」

　大作の指し摘てきで俄にわかに不安になったのか、藤堂は心なしか頰ほおを引きつらせて聞き返した。

「ところで神矢君。そろそろ新撰組のメンバーの正体について教えてもらえないかね？　スカウトしたのは雛乃自身でも、選定は君からの情報が決め手になったそうじゃないか。草[image: ]君に勝てそうな人材だという話だが──」

「それはちょっと……教えるわけにはいきませんね」

「どうしてだね？」

「フェアじゃないでしょ？　それにお楽しみは後に取っとかないと」

　大作は悪戯いたずらっぽく笑ってウインクする。急にソワソワし始めた石蕗は、わざとらしく咳せき払ばらいして言った。

「神矢君……その、何だ……前から気になっているんだが、その女装は本当に必要があってやっているのか？」

「当然じゃないですか。雛乃さんに協力している『神矢大作』は、情報通だけど校内では目立たない存在ってことになってますから、僕がＫファイトのスタッフの中に混じっているところを万が一にも見つかるわけにはいかないんです。それに記事の写真を差し替えたり情報操そう作さする手間が省けますからね」

「それにしても『矢神花子』という偽ぎ名めいは安直すぎると思うが」

「分かりやすくていいじゃないですか。公おおやけに名乗るわけでもないし、疑うたがわれた時に口くち裏うらを合わせてくれるだけでいいんですから」

「確たしかにその通りだが、しかし……」

「分かんないな～、何が問題だって言うんです？」

　大作は石蕗の顔を下から覗のぞき込こみ、人差し指を顎あごの先に当てて首を傾かしげた。頰を赤らめた石蕗はたじろいで身を引く。

「……そ、そういうところがいかんと言っているんだ！」

「そういうところって？」

「つまり……女装の完成度が高すぎる！」

「その通りだ！　よく言ったぞ石蕗」

　他の三人も賛同の意を表明した。

「すね毛を剃そるまでもなくツルツルとはどういうことだ!?」

「カツラ被かぶっただけで大多数の女子よりも可愛かわいいとか、とにかくいろいろ間ま違ちがっとる！」

「そうだ！　もはや我々にとってのハニートラップとしか思えん」

「中身が男だと分かってるのにハニートラップはないでしょう？　まあパット入りのブラもしてるしパンツも女物ですけど……見ます？」

「うわ～～～～～ッ!!」

　スカートの裾すそをひょいとつまみ上げる大作を、全員が大おお慌あわてで制止した。

「やだなあ。男が穿はいてるパンツで何を動どう揺ようすることがあるんです？」

「しれっと言うな！」

「わざとだな!?　わざとそうやって我々の反はん応のうを楽しんでいるんだろう！」

「この小こ悪あく魔まめ！」

　こんな少年に自分の娘はたぶらかされているのだな──父親として頭ず痛つうを覚えた藤堂はこめかみを押おさえて嘆たん息そくした。




　　　　三




　雛乃の命令通り、生徒会のＫファイト対策は翌よく日じつから第二段階に移い行こうした。

　その詳しよう細さいが発表されたのは、すでに恒こう例れいになりつつある昼休みのニュースに乱らん入にゆうした橘の演えん説ぜつの中だった。

『本日より新撰組の支し援えん部隊として〈御お鷹たか組ぐみ〉を投入します』

　その正体が明らかになったのはその昼休みの最中だった。格かく闘とう系けい同好会の中でも強きよう豪ごうであるサバット研究会とパンクラチオン同好会それぞれの代表がＫファイトを始めたという通報があり、新撰組に先んじて〈御鷹組〉が出動したのだ。

　現場に駆けつけたのは、鷹の頭を模もした頭ず巾きんと翼つばさのようなマントを身につけ、水みず鉄でつ砲ぽうを装備したＫファイト鎮圧部隊だった。

　総そう勢ぜい一〇名の御鷹組は全員でＫファイト中の二人を取り囲み、一いつ斉せいに水鉄砲を発はつ射しやした。発射された水は青マフラーの隊士が使うものと同じくトウガラシエキス入りで、これを浴びせられると目を開けていられなくなり誰だれでも戦意を喪そう失しつする。御鷹組は最初の出動で見事Ｋファイトの阻そ止しに成功し、実効性を証しよう明めいした。
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『御鷹組とはあまり聞かない名前ですが、ネーミングの元ネタは何ですか？』

『それは彼らの使う武ぶ器きに由来がありまして』

『トウガラシは別名鷹の爪とも呼よばれていますがそれとは無関係ですよね？』

『…………』

『では名めい称しようの由来の方をそろそろ』

『……それはご想そう像ぞうにお任まかせしますよ』

　トークは生徒会長の判はん定てい負けだったが、御鷹組の投入は大成功で、この日の新撰組は後ご詰づめとしての役やく割わりしか与あたえられず実じつ質しつ的に出動しなかった。

　この成果によりＫファイト鎮圧の主戦力としては御鷹組で事足りるのではないかという意見も囁ささやかれたが、翌水曜日──事じ態たいは急変した。前日Ｋファイトを阻そ止しされた二つの格闘サークルが再ふたたびＫファイトの開始を宣せん言げん。通報を受けて駆けつけた御鷹組がトウガラシ水鉄砲を浴びせるが、競泳用ゴーグルの装備により防ぼう御ぎよされ、逆ぎやく襲しゆうを受けた。水鉄砲が無力化された御鷹組の戦闘力はほぼ皆かい無むであり、格闘サークルの餌え食じきとなったうえに頭巾を剝はぎ取られて全員が正体を暴あばかれるという結果になった。

　さらに悲ひ惨さんな状じよう況きようはその後に訪おとずれた。御鷹組メンバーのリストはＫファイト弾だん圧あつに反発していた格闘サークルの間に配はい布ふされ、リストに名前の載のった生徒は校内のあらゆる場所で集しゆう団だんリンチの的になった。

　そして木曜日の昼休み──やや顔色の悪い橘と、相変わらずテンションの高い中村がＫファイトニュースに登場した。

『いや～キノッピ！　生徒会期待の新戦力・御鷹組はわずか一日天下で壊かい滅めつし、残ざん党とう狩がりの標的とされているようですが、これについて何かコメントは？』

『え～……まず最初に申し上げておきますが、私はキノッピではなく生徒会長の橘です』

『まあまあ、私とキノッピの仲じゃないですか！　まず昨日の鷹狩り事件についてですが、非ひ常じように気になる点があります。この際さいに現場に駆けつけた新撰組は、御鷹組を援えん護ごするどころかしばらく傍ぼう観かんした後、結局何もしないで撤てつ収しゆうしているんですよね～。これはいったいどういうことなんでしょうか？』

『ええと、それはですね……』

『この件についてどう感じているのか、一いつ般ぱんの生徒たちにインタビューしてみましょう！　え～と矢神さん？　矢神さん聞こえますか～？』

『──は～い！』

　元気のいい声が聞こえてきて、画面がハンディカメラのライブ映えい像ぞうに切り替かわった。マイクを手にした眼鏡めがねにおかっぱ頭の女子生徒が手を振ふる。場所は生徒たちの往来の多い中庭だった。

『それでは訊いていきたいと思いま～す』

　矢神は中庭の隅すみにたむろしてソフトクリームを食べているスキンヘッドの男子三人組に近ちか寄よっていった。

『すいませ～ん！　インタビューよろしいですか？　Ｋファイトをぶっ潰すと息巻いている生徒会長に一言お願いします』

　三人は不意のことに驚おどろいて顔を見合わせたが、すぐに質しつ問もんの意図を察したようで、カメラに向かって威い嚇かくするように舌したを出し、中指をおっ立てて見せた。

『あのキノコ頭を見るたんびによ～全部の毛をむしりたくなるんだよな～』

『おう会長！　今度会ったらそのクソ眼鏡コナゴナにしてやっから覚かく悟ごしとけよ！』

『キル・ユー！』

『はい、ありがとうございました～』

　今度は矢神は近くを通りがかった小太りの男子にマイクを向ける。

『御鷹組の壊滅についてどう思いますか？』

『え？　俺？　う～ん……まあね～……つーかさ、理由がどうあれトウガラシエキスを水みず鉄でつ砲ぽうでぶっかけられたらさあ、普ふ通つうの奴やつでも怒おこるじゃん？　あれ、目に入ったらすっげー痛いたいんだろ？　Ｋファイト上等の奴にさ、そんなことしたら当然復ふく讐しゆうされるよね？　何でそういう当たり前のことを予想できなかったのかねえ。やっぱさー、調子に乗っていい気になってたんじゃないの？』

『なるほど～、もっともなご意見ありがとうございます。えーと、それでは学食に行ってみましょう！』

　矢神はカメラマンを引き連れて昼食の最中の学食に入っていった。矢神の背せ中なかを追ってカメラはどんどん奥おくへと進み、やがてポニーテールの後ろ姿すがたを映うつした。

　チキンカレーを食べながらテレビを注ちゆう視ししていた涼子は、自分が撮とられていることに気付いて振り向いた。その鼻先に矢神がマイクを突つきつけてくる。

「新撰組は御鷹組を助けずやられるままに放っておいたそうですが、その理由についてどうお考えですか？」

「何であたしに訊きくわけ？」

「選んだ理由はとくにありません。一生徒としてのご意見を伺うかがいたいだけですので」

「ふうん……」

　涼子は口の端はしについたカレーを手の甲こうで拭ぬぐうと、他ひ人と事ごとのように答えた。

「新撰組の任務はＫファイトの鎮ちん圧あつでしょ？　御鷹組はＫファイトが始まるって通報を受けて出動したわけだけど、結局はＫファイトはなかった……要するに現場で起きてたのはＫファイトじゃなくて、ただのケンカよ。だから手を出さずに見てたんでしょ」

「単なる校内暴ぼう力りよくについては新撰組の管かん轄かつ外ということですか？」

「まあね。そういうのは風紀委員なり教きよう師しなりが解決すればいいわけだし、新撰組の出番じゃないわ」

「しかし風紀委員や教師が止めに入れば、Ｋファイトを挑いどまれる危き険けんがありますよね？」

「その時は受けて立てばいいんじゃない？　Ｋファイトが成立すれば晴れて新撰組が出動する大たい義ぎ名めい分ぶんが立つんだし」

「御鷹組のメンバーが事件後もリンチを受けているようですが、それについては？」

「トウガラシ汁じるをぶっかけられりゃ誰だって怒おこるわよ。しかも大おお勢ぜいで寄ってたかって仕し掛かけたわけだし、やり返されても自じ業ごう自じ得とくでしょ。仕返しが怖こわいなら手を出さなきゃいいのよ」

「手て厳きびしいご意見ありがとうございました。それではスタジオにお返ししま～す！」

　テレビの画像はスタジオに戻もどった。ニコニコしている中村と、気の毒なほど青ざめている橘が好対照だ。

　矢神とカメラマンが退たい散さんした後、向かいの席の史し織おりがフォークを振って涼子の気を惹ひいた。涼子が目を向けると史織はニタリといやらしい笑えみを浮うかべ、

「御剣……おぬしも案外、悪ワルよのう」

「それは言い掛かりですよ、先せん輩ぱい」

　涼子は澄すまし顔で答える。

「言ったはずですよ？　あたしはあたしのやるべきことをやるって──」

　インタビューが終わっても番組は続いている。

『それではここでお便りを紹しよう介かい致いたしましょう！　喜んでください、キノッピ宛あてのファンレターがどっさり届とどいてますよ！』

『それは有り難がたいですね』

『まずはこちらのお便り。匿とく名めい希望の三年生の男子からです。「暗い夜道には気をつけてください」──だそうです。同様のお便りが二〇通ほど来てますけど全部読みましょうか？』

『……いえ、いいです』

『次は匿名希望のペンネーム〈クソキノコ野や郎ろうを血祭りに上げる会代表〉さんからのお便り。え～っと……』

『そっ、それは読まなくていいんじゃないのかな』

『そうですか？』

『もう少し好意的なお便りを読んでいただきたいのですが……』

『ありましたっけね～そんなの……あっ！　これがそうですね。匿名希望の二年生の女子からのお便りです。「橘会長の考えはとても立りつ派ぱだと思います。でも目的が正しければ何をやってもいいと言うのなら、それは結局のところＫファイトよりも野や蛮ばんな考えだと思います。新撰組はともかく御鷹組の件は残念でなりません……追つい伸しん、キノッピなんか肥こえ溜だめに落ちて頭の先まで糞ふん尿にようまみれになればいいのに！」とのことです』

『待て！　最後の追伸は勝手に付け加えたろ!?』

『いやいや、書いてますよ。完全に書いてます』

『だったら見せてみろ！』

『最後は〈みんなの掲けい示じ板ばん〉のコーナーです。このコーナーでは全校生徒に知らせたい事、イベントの告知等、何でも募ぼ集しゆうしていま～す。まずはこちら──〈クソキノコ野郎を血祭りに上げる会代表〉さんからのお知らせです。「今日、あいつが下校したところを全員でやるので手て筈はず通りに例の場所に集合すること。新撰組が護ご衛えいにつくことが予想されるので武ぶ器きは各自持参してもらうが刃は物ものは避さけて鈍どん器きを用意しておくように。またトウガラシ避よけに水中眼鏡めがねも用意」だそうです。どんなイベントがあるのかよく分かりませんが、なーんとなくキノッピとは今日でお別れの予感がしますね～』

『うっうう……──』

『おおっと、早そう退たいしようったって無む駄だですからね。最後まで居いてください。さて次の告知は……っと、御本人が来てるんですね。それではどうぞ～！』

　スタジオに入ってきた人物を見て、学食の生徒たちが一様にざわめいた。

『私が大だい門もん高校校長──藤堂鷹たか王おである！』

　中村の隣となりに座すわった校長は、デスクに両りよう肘ひじを突つき、組み合わせた両手の上に顎あごを乗せる悪の組そ織しきの首しゆ領りよう風ふうのスタイルでカメラに向かって自じ己こ紹しよう介かいした。

『私は暴ぼう力りよくを肯こう定ていも否ひ定ていもしない……それは人の本ほん性しように根ざしたものだからだ。闘うことが人の本性であるなら、それをコントロールする術とは闘いそのものを否認することではなく、世界に向けて開かれたフェアなルールの下もとで品位を育はぐくむことにこそあると私は考える。Ｋファイトを運うん営えいしてきたのはそのためだ。然しかるに！　Ｋファイトを介かいして表に現れる人の本性の醜みにくさを忌いみ嫌きらう者がいることも私は承知している。今回の一連の騒動はＫファイトに対する反発が噴ふん出しゆつしたものであり、それもまた一つの闘いの形だが、これ以上の泥どろ沼ぬま化かは私の望むところではない。諸君らも同様の思いだと確かく信しんしている。ならば今や為すべきことは一つだ──』

　全校が静まり返っていた。朝礼の挨あい拶さつなら右から左に受け流している校長の言葉を、今は聞き逃のがすまいと誰もが耳をそばだてていた。

『私はＫファイト実行委員会の代表として、すべてのＫファイト反対派に対し決戦を挑むことをここに宣言する！』

　一斉に歓かん声せいが上がった。全校から沸わき上がる声のために大気が震ふるえる。

「うおおおおおお～～っ！」

「来た──────ッ!!」

「さすがグラサン校長！　やってくれるぜ畜ちく生しよう！」

「ブラボー！　ブラボ──ッ!!」

　藤堂は愕がく然ぜんとしている橘に目を向ける。

『さあこの勝負、受けてもらおうか』

『う……いや、その……少し考えさせてもらってもいいですか？』

『この場で即そく断だんしたまえ。君には誰かと相談する時間はないはずだ。Ｋファイト以外の手段で君を葬ほうむり去ろうとしている者が大勢いるようだしな』

　橘のこめかみを脂あぶら汗あせが流れ、滴したたり落ちる。ここで保ほ留りゆうにすれば明日はないかもしれない。

『わ……分かりました。その勝負、お受けしましょう。ただし！　け、Ｋファイトのルール通り、対戦競技の選せん択たく権けんは我々にあるということでよろしいですか？』

『無む論ろんだ。ただし日時は明後日、土曜日の午後一時と決めさせてもらおう。この案件はゴールデンウィーク明けまで持ち越こすわけにはいかないからな』

『了りよう解かいしました。それぞれの代表選手五人対五人の団体戦、三勝先取により雌し雄ゆうを決する……それで構かまいませんね？』

『よかろう』

　Ｋファイトの是ぜ非ひをＫファイトをもって決するというある意味で本末転てん倒とうの事態だが、すでにお祭り騒ぎになっている生徒たちは気に留める様子はない。

「やっぱり役者が違いすぎるのよね～」

　藤堂の巧こう妙みような演出に史織は舌したを巻まいた。ここまで大々的に反対派相手のＫファイトを宣伝すれば、独どく自じに抗争を始めていた格闘系サークルも手を引くだろう。橘を闇やみ討うちにする云うん々ぬんのメッセージは当然ヤラセに決まっていた。

「本当に面おも白しろくなってきたわね。そう思うでしょ？」

　史織の問いに、涼子はクールに頭かぶりを振ふる

「まだまだこれからですよ……本番は、ね」




　　　　☆




　金曜日──

　人気のない旧きゆう校こう舎しやの五階にやってきた美沙緒は、フロアに響ひびく情熱的なピアノの旋せん律りつを耳にして足を止めた。

　一いち分ぶの隙すきもなく緻ち密みつで、息苦しいほどに緊きん迫ぱくした、怒ど濤とうのごとき旋律の奔ほん流りゆう──

　美み沙さ緒おは質量を持った荒あれ狂くるう音の津つ波なみに身体からだが押し流されるような感覚をおぼえ、鳥とり肌はだが立った。

　これはレコードやＣＤを大音量で再さい生せいしているのではない。実際に誰だれかが演えん奏そうしているのだ。ほとばしる情熱を今まさに鍵けん盤ばんに叩たたき付けている──それ以外にありえない生々しい迫力と情感があった。

　ベートーヴェンのピアノソナタ第23番ヘ短調作品57──〈熱情〉。

　演奏されているのはその第三楽章である。ベートーヴェンの三大ピアノソナタの一つをここまで弾ひきこなせる人間は、美沙緒の知る限かぎり校内には一人しかいない。

　美沙緒は音の洪こう水ずいに腰まで浸つかりながら足を前に運んだ。音楽室の入り口の引き戸は半なかば開いていて、演奏を邪じや魔ませずに中に入ることができた。階かい段だん状じように並ならべられた席の一つに腰を下ろす。

　音楽室の中は溺おぼれそうなほど濃のう密みつな音の渦うずだった。旋律の波なみ飛沫しぶきを浴びながら、美沙緒は身体の芯しんから震ふるえるような至し福ふくの陶とう酔すいとともに一いち抹まつの寂さびしさを味わっていた。

（ああ……終わってしまう……）

　終わりが近いのは第三楽章だけではなかった。ゴールデンウィーク明けには本来予定されていた二年Ｂ組の担たん任にん教師が新たに着任することになっていた。美沙緒はそれと入れ替わりで今度こそ退職し、声楽家の妻としての新しい生活を始めるのだ。明日のＫファイトを見届けることがこの学校での最後の仕事になるだろう。

　切迫した演奏にも最後までキレることなく、ピアノ奏者は〈熱情〉を弾ききった。

　音の波が彼方かなたへ去り、すべてを洗あらい流したような静せい寂じやくが訪おとずれる。美沙緒は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、拍はく手しゆでその静寂を破やぶった。

　ピアノの前に座る静馬は、天を仰あおいで荒い息を吐はいていた。大量の汗が蓬ほう髪はつを湿しめらせ、鼻先から、顎あごの先から滴っている。赤いＴシャツも濡ぬれて肌に張り付いていた。

「……なあ、ミサティー」

　美沙緒が歩み寄ると、静馬は顔を向けることなく問いかけてきた。

「あいつは……何で笑わへんねやろ」

「笑わないって、誰が？」

「せっかく隣の席になったのに、それから一回も笑てるとこ見たことないわ。何やいっつもムス～ッてふくれた面つらしよってからに」

「ああ……」

　隣の席の御剣涼子がどうしていつも不ふ機き嫌げんなのか──その理由は美沙緒でなくとも二年Ｂ組の関係者なら全員正解を知っている。しかし美沙緒の口からそれを伝えるのははばかられた。

（い、言えない……草[image: ]君の隣の席になったから、なんて……!!）

　美沙緒は真実以外の当たり障さわりのない答えを探さがして頭の中を引っかき回した。

「そうね……彼女はＫファイトの現状を憂うれえていたから──」

「それで新撰組に入ったんか？　しょうもない……」

　静馬はうざったそうにガリガリと頭を搔かいた。Ｋファイト決戦を明日に控ひかえていながら、主役のはずの静馬があまり乗り気になっていないことに美沙緒は気付いた。

「そう言えば草[image: ]君、明日のＫファイトには出るんでしょ？　五対五の団だん体たい戦せんらしいから、御剣さんと当たるかどうかは分からないけど……」

「どうせ大たい将しよう戦せんや。当たるに決まっとる」

　ピアノソナタ〈熱情〉に込められた情熱は明朗ではなく暗い煩はん悶もんを抱いだいている。涼子との対戦を前にして、静馬は憂ゆう鬱うつな気分になっているのだろう。まるで悩なやみのない単たん純じゆんな人間に見えるが、それだけに一度悩み始めると一いつ層そう深く悩むのかもしれない。

「新撰組に入ってＫファイトを止める側に立ったってことは……彼女はいずれ草[image: ]君と対決することになるって覚かく悟ごしてたのよね？　御剣さんの方は最初から闘う気でいたんじゃないの？　だったら別に……」

「でもなあ……絶ぜつ対たいワシ、勝ってしまうしなあ……」

「──そんな悩み!?」

　美沙緒は静馬に対して抱いた同情をいったん取り消した。

（好きな子と真しん剣けん勝負しなければならない状況を憂えているんじゃなくて、闘えば自分が勝つに決まっているけど、そうなると彼女に恨うらまれるので困こまる──ってこと？）

　王者ならではの贅ぜい沢たくな悩みである。教師として生徒の悩みに真しん摯しに答えようとした自分が馬ば鹿からしく思えてくる。

「あっちも勝負する気なんだから遠えん慮りよなく勝てばいいじゃない。どっちが上かハッキリしてちょうどいいわよ。負けた方は勝った方の言うこと聞くんでしょ？」

「……何やと？」

　静馬はいきなり美沙緒の肩かたをつかんだ。

「ミサティー、今なんちゅうた!?」

「だ、だから……負けた方が勝った方の言うことを聞く……」

「それや！」

　静馬は重大な発見をしたらしく、立ち上がってピアノの周囲をグルグル歩き始めた。

「どうも気乗りせんと思とったら、ワシの側に何も得るもんがないやないか！　あいつら勝負に勝ったらＫファイト禁きん止しやっちゅうといて、ワシが勝ってもご褒ほう美びなしってどういう了りよう見けんや!?　これはもう完全に不公平の極きわみやで！　そやろ、ミサティー？」

「まあ……そうかも……」

「そや！　こうなったらこっちからも条じよう件けん出しとかな割わりが合わへん。もちろん負けたモンは勝ったモンの命令に絶ぜつ対たい服ふく従じゆうや！　あンのアマ～、ワシが勝ったらどうなるか……覚悟しとれよ～」

　静馬の両手が空中でピアノを弾くような動きを──否いな、見えない何かを揉もみしだくような卑ひ猥わいな動きを見せた。

「よっしゃ！　盛もり上がってきたわ～～ッ！」

　再ふたたびピアノの前に座すわると、超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こう練習曲さながらの速弾きを始めた。あまりに速すぎて何の曲か分からなかったが、美沙緒は頭の中でメロディをスロー再生してみて、それが童どう謡よう〈おっぱいがいっぱい〉だと気付いた。

（御剣さん……お願いだから先生を恨うらまないでね）

　不用意なアドバイスで野人の本能に火を点つけてしまったことを、美沙緒は早くも後こう悔かいしていた。










　第十八話　じゃじゃ馬ならし








みるまえにとべ【見る前に跳べ】大おお江え健けん三ざぶ郎ろうの小説のタイトル。二十世紀イギリスの詩人Ｗ．Ｈ．オーデンの〝Leap before you look〟という詩からの引用であるが、この言い回しは英語の諺ことわざ〝Look before you leap〟（転ばぬ先の杖つえ）のもじりである。
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　四月二七日土曜日──午後一時二〇分。

　講こう堂どうの中央に設せつ置ちされた試合場をコの字に囲む観客席は、試合開始を待ちわびる生徒たちで埋うめ尽つくされていた。ほぼ全校生徒がこの対決を見み届とどけようと集まってきている。

　その観客席の隅すみの最前列に、大だい門もん高校の制せい服ふくで変へん装そうした藤とう堂どう雛ひな乃のの姿すがたがあった。

　御お鷹たか組ぐみの失敗の後、まさかの藤堂鷹たか王お直々の宣せん言げんによる全校を二分してのＫファイト決戦という予想外の急展てん開かいに、雛乃はこの場所に来た今もなお信じられない心持ちでいた。草くさ[image: ]なぎ静しず馬まを新しん撰せん組ぐみとのＫファイトに誘さそい込こむという当初の作戦通りではあるが、ここまで大規き模ぼなイベントに発はつ展てんするとは想そう像ぞうしていなかったからだ。

（それにしても……神かみ矢や君はどこへ行ったの？）

　雛乃をこの席まで案内してきた大だい作さくは、用事があると告げて出て行ったきり戻もどってこない。同じ高校生とはいえ男女共学で、Ｋファイトが日にち常じよう化かしているような荒あらくれ者揃ぞろいの生徒たち（※いまだ誤ご解かいあり）の中に紛まぎれているのは決して居い心ごこ地ちのいいものではなかった。白はく鳳おう女じよ学がく院いんで花の香かおりのするお嬢じよう様さまたちの間にいる間は刺し激げきに乏とぼしく退たい屈くつだと感じていたが、いつの間にやら温室に慣なれて神しん経けいがヤワになっているらしい。

　天てん井じようの照明が落とされ、スポットライトの光が縦じゆう横おうに踊おどった。

『存そん続ぞくか、それとも廃はい止しか……その是ぜ非ひには勝負の二文字を以もつて答える！　Ｋファイト最大の闘たたかいが今──』

　スピーカーからアナウンスが流れると、観客の生徒たちの間にどよめきが波のように広がった。舞ぶ台たいの手前に設置されている司会者席にスポットが当たる。

『──全校生徒の皆みな様さま、大変長らくお待たせいたしました！　いよいよ、とうとう、遂ついに！　Ｋファイト存続派と廃はい止し派は双そう方ほうの代表者による最終決戦が始まろうとしています！　総そう合ごう司会の大たい任にんを仰おおせつかりましたのは私、放送部二年の中村環たまきです。どうぞよろしくお願いします。さて今回のＫファイトは、藤堂鷹王校長が生徒会に対して挑ちよう戦せん状じようを叩たたき付ける形での成立となりました。私のおります司会者席の両りよう翼よくにある代表者席には、ご覧らんのように藤堂校長と、生徒会長のタチ……ナントカさんことキノッピが座すわっております。生意気にも！』

　左翼の代表者席の橘たちばなが立ち上がって抗こう議ぎしたが、マイクが切られているためその声は生徒たちのざわめきにかき消される。

『しかし私はここで皆さんに申し上げたい！　こんな出で来き損そこないのエノキ男が代表でいいのかと！　なぜならば、今回の騒そう動どうの原げん因いんとなった新撰組を作り、生徒会のすべての作戦の指し揮きを執とった本当の指揮官──つまり黒くろ幕まくが別にいるからです!!』

　眩まぶしい光を浴びた雛乃は反はん射しや的に頭上に手をかざして顔を隠かくす。四本あるスポットライトがすべて雛乃に集中したのだ。

（なっ……どうなってるの!?）

　そう思うが早いか、雛乃の座っている椅い子すが動き始めた。椅子はワイヤーロープ付きの板の上に固定されており、おそらくは人力で引っ張っているのだろう、全校生徒の見守る前でソリのように床ゆかを滑すべって司会者席の前まで運ばれていく。

「わっ、わっ、うわわわわっ！」

　シートベルトもなく、けっこうな勢いきおいで滑って急停止したため、雛乃の身体からだはカタパルトの要よう領りようで椅子から放ほうり出された。

　しかしそこで醜しゆう態たいを晒さらすほど雛乃も甘あまくはない。床に手をついて側転し、後こう方ほう伸しん身しん宙ちゆう返がえりで着地するという離はなれ業わざを見せた。

「おおお～～っ！」

「何と美しい回転！」

　制服のままでの思わぬアクロバットを目まの当たりにして生徒たちが歓かん声せいを上げる。

『ご紹しよう介かいしましょう。新撰組を組そ織しきし、生徒会を手足のように操あやつり、今回のＫファイト潰つぶしを仕し掛かけた張ちよう本ほん人にんにして陰かげの立役者──その名は藤堂雛乃!!』

　中ちゆう継けいカメラの映像がプロジェクターで壇だん上じようのスクリーンに映うつし出され、雛乃の顔が大写しになる。どうして自分の情じよう報ほうが漏もれているのか──雛乃は内心激はげしく動どう揺ようしていたが、顔色には出さずにあくまで毅き然ぜんとした態たい度どを崩くずさなかった。

『それでは藤堂雛乃さんに正体を明かしていただきましょう！』

　ドロロロロロロロ……

　突とつ然ぜんドラムロールの音が鳴り響く。話からすると自分が何かするらしいが、当然聞かされていない雛乃はまごついた。そこへＫファイト実行委員会の腕わん章しようを付けた眼鏡めがねにおかっぱの女子生徒がやってくる。

「こちらに着き替がえてください」

　渡わたされた紙バッグの中を覗のぞき見た雛乃は怪け訝げんな顔つきになった。質しつ問もんも許ゆるされず、司会席の横に用意された、暗幕で仕切られた試着室のような小部屋に押おし込こまれる。中には姿すがた見みが用意されていた。

「ドラムの音が鳴っている間に着替えを済すませてください。音が止まると着替えの途と中ちゆうでも構かまわず暗幕が落とされますから」

「ええ？　どういうこと？」

「一分ほどしかありませんよ。急いで！」

　訳わけも分からず早着替えを強制されて雛乃は混こん乱らんしたが、一分と決められては迷まよっている余よ裕ゆうはなかった。意を決してスカートのファスナーを下ろす。

　やがてドラムロールの音が止まり、暗幕が落とされる。

　そこに立っていたのは、白はく鳳おう女学院の白いセーラー服に身を包んだ雛乃だった。

『現二年生と三年生はこの制服に見覚えがあるでしょう。そう！　彼女は大門高校の生徒ではありません。昨年末にＫファイトで激げき闘とうを演えんじた美しき薙刀なぎなた使い・霧きり林ばやしあずみと同じく白鳳女学院から来た挑戦者なのです！　しかもそれだけではありません。校長と同じ藤堂という名字──そう、二人は血の繫つながった父娘おやこなのです！　Ｋファイト潰しを目もく論ろんだのはいかなる確かく執しつによるものか、骨こつ肉にく相あい食はむとはまさにこのこと！　藤堂鷹王と対たい峙じするに相応ふさわしい人物は彼女をおいて外にいないでしょう！』

　まさしく真打ち登場といった持ち上げぶりに、観客のボルテージは跳はね上がった。

　こうして全校生徒の面前に引きずり出され、自分の素性が断ことわりもなく暴ばく露ろされていく気分はまるで悪あく夢むのようだったが、ここで狼狽うろたえては父の思う壺つぼだと雛乃は理り解かいしていた。それに中村のケレン味たっぷりの紹しよう介かいは案外悪くない。

『それでは雛乃さん、代表者席にどうぞ。キノッピはとっととお帰りください』

　矢神に案内されて雛乃が席に着こうとすると、橘は腰を浮かせながらも抵抗した。マイクを取り反論する。

『待ってくれ！　彼女は確かに黒幕だが、Ｋファイトの是非を問うこの対決は生徒会のものだ。校長と親子だからといっても彼女は部外者だし、代表者はあくまで私だ！』

『分かりました。そこまでグダグダ文もん句くを言うなら、ここにいる全校生徒にジャッジしていただきましょう！　民主的に！』

　中村は机の下からＡ４版サイズのパネルを取り出して頭上に掲かかげて見せた。

『皆さんの足元には一枚ずつパネルが用意されていることと思います。これは判はん定ていが必要になった場合のために用意されたもので、片面がＫファイト存続派を象しよう徴ちようする赤、もう一方の面は新撰組の羽は織おりと同じ浅あさ葱ぎ色になっています。自分のパネルがないという方は近くのスタッフまで申し出てください』

　生徒たち全員にパネルが行き渡るのを待ってから、中村は続けた。

『それでは判定をお願いします！　校長と対決する生徒会側代表に相応しいのは藤堂雛乃だと思う方は浅葱色、キノッピでいいやという方は赤の面をお出し下さい──どうぞ！』

　全校生徒が一斉にパネルを掲げる。結果は──誰がどう見てもほぼ浅葱色一色だった。

『はい決まった～！　ほんのちょっぴりでも人望があると思っていたんでしょうか、まったく何様のつもりなんだか呆あきれてものも言えませんね！　ほら、誰かこの貧ひん弱じやくな勘かん違ちがいエノキ坊ぼうやをさっさとつまみ出してください!!』

　橘は体たい格かくのいいスタッフに首根っこをつかまれて強制退たい去きよさせられた。矢神が橘の座っていた椅子の座面をハンカチで払はらう。雛乃は礼を言って代表者席に腰掛けた。

『両陣じん営えいの代表が揃そろったところで、さっそくＫファイト本戦に移うつりたいと思います！　まずは生徒会側代表選手の入場です！』

　講堂の左手の入り口から、新撰組の五人が入場してきた。入場行進曲は何な故ぜか〈大おお江え戸ど捜そう査さ網もう〉のオープニングテーマである。

　袖そでにダンダラ模も様ようを白く染そめ抜ぬいた浅葱色の羽織、宗そう十じゆう郎ろう頭ず巾きんに五色のマフラーといういつもの出で立ちである。赤マフラーの隊士が木刀を腰に手た挟ばさんでいる以外、見たところ他の四人は武ぶ器きらしい武器は持っていない。五人は試合場に用意されていた五脚きやくの椅子に、青・黄・緑・桃・赤の順で腰掛けた。

『続いてＫファイト存続派代表選手、入場！』

　エドワード・エルガーの行進曲〈威い風ふう堂々〉をバックに、右手から草[image: ]静馬が入場してきた。コートのような長ランにボンタン、足元はエナメルの革かわ靴ぐつ。鍔つばの一部が欠けた学がく帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、先に葉っぱの付いた小こ枝えだを口にくわえている。『番長』という単語から連想されるイメージを煮に染しめて固めたような出で立ちである。

　観客がざわめき始めた。静馬の後に続く残り四人の選手がいつまで待っても現あらわれない。

『これはどういうことでしょう？　今回は団だん体たい戦のはずですが……』

『それについては私から説明しよう』

　藤堂校長がマイクを取った。

『今回、生徒会側が提てい示じしたルールは五対五の団体戦だ。それも勝ち抜き戦ではなく三勝先取の方式を採用している。こちらでも選手選考会を開き、実じつ際さいに参加希望者は大おお勢ぜいいたのだが、草[image: ]君の主張により単たん独どくでの参戦となった』

『どういう経けい緯いでそうなったんでしょうか？』

　静馬が近くのスタッフを手て招まねきしてマイクを持ってこさせた。

『そんなもん、ワシの出番が減へるからに決まっとるやろが！』

　あまりに静馬らしい言葉に、会場全体がどっと受けた。

『よう考えてみい！　勝ち抜き戦やったらワシが先せん鋒ぽうになってトトト～ンと五人抜きしたったら済む話や。ところが今回は星取戦やろ？　例えばワシが大たい将しようでも、前の四人のうち三人負けたらもう出番なしや。そうかゆうて先鋒になって一勝しても、後の奴やつらが負けたら元も子もなくなる。結局何をどう考えてもワシ一人で五人全員相手する以外に面おも白ろなる方法はあらへん！　つまりはそういうこっちゃ』

『これはまた自信過か剰じようというか、はたまた傲ごう岸がん不ふ遜そんと言うべきか……』

『ちなみに他の参加希望者は猛もう反発したが、バトルロイヤルで選せん抜ばつしたところ彼が他の全員を倒たおしてしまったのでな。結局彼の言い分が通ったのだ』

『しかし生徒会側は困こまるでしょう？　三勝先取のルールでは一人が強くても一勝しか稼かせげません。だからこそ草[image: ]静馬が相手でも勝ち目があるのに、これでは勝ち抜き戦と同じになってしまいますが……？』

『問題ありませんわ』

　雛乃は即そく答とうした。

『草[image: ]静馬一人での参戦を認みとめます。また三勝先取のルールも変へん更こうの必要はありません』

『ええっ？　本当にいいんですか!?』

　中村の驚おどろきも無理はなかった。相手が一人ということで勝ち抜き戦に変更すれば、新撰組は五人がかりで一本取れば勝ち、対する静馬は無敗で五人を下さねばならない。三勝先取のままということは、新撰組は五人のうち三人も静馬に勝たなくてはならないのだ。

『普ふ通つうに考えると圧あつ倒とう的に不利なのでは……』

『Ｋファイトのルールをお忘わすれ？　対戦競技の選せん択たく権けんは挑戦を受けた側にある……つまりこちら側に有利な種目を好きに選べるということ。勝ち抜き戦にしてしまっては、こちら側が有利になりすぎてフェアな闘たたかいとは言えなくなってしまいますわ』

『な……なるほど、根こん拠きよはよく分かりませんが、とにかく凄すごい自信がおありのようですね。ではルールの変更等は無しということで、このまま進めさせていただきます！』

　観客はルール上の有利不利の関係がいまひとつ理解しきれていないようで、不安げなざわめきは収おさまらなかった。

『まずは先鋒戦の開始といきたいところですが、御ご存ぞんじの通り新撰組のメンバーは正体不明であり、ご紹しよう介かいしようにも私の手元にデータがありませ……え？　これですか？』

　矢や神がみが横から資し料りようの紙を中村へ差し出した。

『ほう……なるほど。それでは先鋒、前へ！』

　Ｋファイト側は一人しかいないので当然ながら静馬が、新撰組からは青マフラーの隊士が立ち上がった。

　試合場に出た隊士は頭巾を投げ捨すて、懐ふところから取り出したフェルト製せいの真っ赤なキャトルマン（カウボーイハット）を被かぶった。羽は織おりと袴はかまの帯を同時に解とき、和装の着物を一気に脱ぬぎ捨てる。

　新撰組の制服の下から現れたのは、カウガールファッションに身を包んだ女子だった。

　白いカウボーイシャツの裾すそを胸むねの下で結んでヘソを出している。シャツの胸むな元もとは大きく開いていて、黒いビキニのブラが見えている。ホットパンツ並なみに短くカットされたジーンズからすんなりと伸のびる脚あし。左右で長さの異ことなるニーソックスに、拍はく車しや付きのカウボーイブーツ。青マフラーはそのままネッカチーフの代わりに巻まいている。

「──ハァイ！」

　カウガールは腰のガンベルトから二丁の回転式連発拳銃リボルバー──ピースメーカーを抜き、スピンさせながらお手玉した。背中越しに空中に投げてから一回転ターンして再ふたたびキャッチ。さらに二丁ちようを交こう互ごに投げながらの早はや撃うちを見せる。

　バン、バァン！

「うぐっ!?」

　静馬は胸を押さえて二、三歩後ずさり、仰あお向むけにバッタリと倒れた。

「ええええ～～～～っ!?」

「撃たれた？」

　しかし静馬はすぐにムクリと身を起こし、何事もなかったように立ち上がった。騒そう然ぜんとなった会場が一転して戸と惑まどいの空気に包まれる。

『え～っと……どうして倒れたんですか？』

「アホ！　撃たれたら倒れんのは礼」

　バババァン！

　再び銃じゆう声せいが響ひびき、静馬は横っ飛びに錐きり揉もみしながら転てん倒とうした。完全に全身を弛し緩かんさせていったん死体になりきってから、勢いきおいよく飛び起きてカウガールに文句をつける。

「待たんかい！　ワシがしゃべ」

　バァン！

　今度は肩を撃たれたが、即そく死しはしないで耐たえた。

「……ってる途と中ちゆうやろが！」

　バン！

　近付こうとして足を撃たれる。片足を引きずりながらなおも前進すると、カウガールはピースメーカーをベルトに戻して背中を向けた。

「…………？」

　遊びは終わりかと思いきや、直後にカウガールは振り向きざまの抜き撃ちで腋わきの下を通して背はい後ごの静馬を撃った。静馬は後方にとんぼを切って跳び、先ほど雛乃が見せた伸身宙返り以上の勢いで二回転して床に背中から落ちた。試合場の床にはマットが敷しいてあるとはいえ、上う手まく受け身を取らないと大怪け我がをしかねない。

「アハハハッ！　すんごいスタントね！」

　カウガールは帽子の鍔を指先で持ち上げ、素顔を見せた。クリッとした目とソバカスがなかなかチャーミングで愛あい嬌きようがある。ゆるくウェーブした明るい茶ちや髪ぱつが胸のあたりまであった。ガンマンというよりは田舎いなかの牧場のヤンキー娘むすめといった印象である。

「あんまり綺き麗れいに倒れてくれるもんだから、気持ちよくっていっぱい撃っちゃった」

　学帽を拾って立ち上がる静馬に投げキッスを贈おくる。

「フッ、撃たれたら倒れんのは大阪人の礼れい儀ぎ作法みたいなもんや」







[image: ]







『それにしたってサービス過か剰じようではないでしょうか』

「こんなもんは名めい刺し代わりの挨あい拶さつじゃ。早よ紹介せえ」

　静馬は指を鳴らして中村に催さい促そくする。

『新撰組第一の刺し客かく、シンセンブルーの正体はサムライどころか意外にもカウガール！　彼女の名は鬼き頭どう林りん檎ご──飛び道具全般を研究する同好会〈ガンマンズ・ソサエティ〉の二年生です!!　好きな食べ物はオートミールに干ほし肉とのこと。ええ～っと……私の隣に黙だまって座ったあなたは誰ですか？』

『……あ、申し遅おくれました。〈ガンマンズ・ソサエティ〉会長の若井です。この対戦の解説を任まかされました』

　矢神に連れてこられたカウボーイファッションの男子がペコリと挨拶する。

『えーまずは彼女の腕うで前まえの方を見ていただきましょう。使用する銃はＢＢ弾だんを飛ばすガスガンです』

　試合場に長なが机づくえが持ち込まれ、その上にアルミの空き缶かんが一〇個こ並べられた。端はしの空き缶は三段に積み上げられている。銃をガス式リボルバーに持ち替かえた林檎は、およそ八メートルの距きよ離りから射撃した。

　バシュッ！

　ガス圧あつにより発射されたＢＢ弾は高速で飛び、意外な威力でアルミ缶を弾はじき飛ばす。

　林檎は踊おどるようなステップを踏ふんでターンしながら次々に缶を撃った。背中側に手を回して、あるいは後ろ向きになって股またの間から、さらには側転宙返りしながら空中で二丁を同時に発射して二個の缶に当てるという曲撃ちを披ひ露ろうする。

　最後は三段に積まれた缶の下二つをほぼ同時に撃ち、一番上の缶が机の上に落ちる前に撃って弾き飛ばした。

『おお～っと、これはお見事と言うほかありません！　無駄撃ちなし！　一〇発で一〇個の缶に命中させています！』

『彼女の凄すごいところはとにかく飛び道具であればたいていのものはマスターしてしまうところです。弓矢やパチンコ、輪ゴムの指鉄砲ですら驚きよう異い的な命めい中ちゆう率りつを叩たたき出しますよ。エアソフトガンは簡単な部類なのでああやって曲撃ちをして遊んでいます』

『新撰組の青マフラーということは、例のトウガラシ入り水鉄砲を使っていたのは鬼頭選手ということですね？』

『当然、水鉄砲も彼女のレパートリーに入っています』

『なるほど、素人しろうとの寄よせ集めの御お鷹たか組ぐみとは格が違うということですね。ここでひとつアンケートを取ってみましょうか。シンセンブルーの水鉄砲でやられたという方、赤いパネルを出してみてください！』

　掲かかげられた赤パネルは三〇枚まいほどあった。使用頻ひん度どは多くないが、使い時は新撰組が多人数を相手にした時なのでこの数なのだろう。

『では酷ひどい目に遭あわされたけど中身が可愛かわいいので許ゆるすという方は浅あさ葱ぎ色の方を──』

　赤パネルが一いつ斉せいに裏うら返がえったばかりか、被ひ害がいに遭っていない生徒たちも浅葱色のパネルを出したため、合わせて一〇〇枚近くになった。

『どうやらすでにファンが付いている模も様ようです。これがブサイクな男だったら後でリンチどころじゃ済すまないところですが、良かったですね。それでは鬼頭林檎さん、ありがとうございました～！』

「待てぇぇぇぇい！」

　静馬が食い気味にツッコミを入れた。

「紹介するだけしといて勝手に終わらすな！」

『……何をですか？』

「ＫファイトやＫファイト！　勝負はどないなったんや!?」

『忘わすれてました。さて、凄腕カウガールが選んだ対戦競技は──？』

　短いドラムロールが鳴り、スクリーンに〈風船割わり対決〉と表ひよう示じされる。

『先せん鋒ぽう戦は〈風船割り対決〉……これはどういった競技でしょうか？』

『互たがいの身体からだに付けた風船を用意された飛び道具のみを使って割ります。相手の身体の風船をすべて割ると勝利です。また陣じん地ちの風船を割られると、身体の風船が残っていても敗北になります』

　スタッフにより静馬と林檎の頭・胸（心しん臓ぞうの位置）・腰（尻しり）の三カ所に直径二〇センチほどのゴム風船が取り付けられた。飛び道具対決ということで目を保ほ護ごするための透とう明めいなゴーグルをかける。正方形の試合場の対角線上に二本の旗はた竿ざおが立てられ、先せん端たんに風船が一つぶら下げられる。高さは三メートル以上あり、これを割るにはエアガンでも近寄る必要があるだろう。

『頭と胸は分かりますが、お尻の風船は背中側にあるため直ちよく接せつ狙ねらえませんよね？　これをいかにして割るかというのがポイントになりそうです。これは手で割っちゃいけないんですよね？』

『もちろんです。基き本ほんルールを説明しますと、まず相手の身体や風船に直接触ふれてはいけません。使っていいのはこちらが用意した飛び道具だけです。飛び道具を使って殴なぐるのも禁きん止しです。ただし転てん倒とうした拍ひよう子しに自分で風船を割ってしまった場合はその限かぎりではありません』

　試合場の両端にテーブルクロス代わりの暗あん幕まくがかけられた長なが机づくえが置かれ、その上に飛び道具が並べられた。エアガン、弓矢、パチンコ、ダーツ、手しゆ裏り剣けん、トランプ、ブーメラン、輪ゴム、水みず鉄でつ砲ぽう、パイｅｔｃ……

『明らかに命中させても風船を割れそうにない物もあるようですが』

『エアガンは強力で射しや程ていもありますが、弾たま数かずは限られていて補ほ充じゆうもできません。威力がない代わりに別の効こう果かを期待できる武ぶ器きもあります』

『射しや撃げきの腕だけでなく駆かけ引きの要素もあるということですね。では、いよいよ先鋒戦の開始です！』

　試合場の中央で静馬と林檎は背中合わせに立った。

『３……２……１……ＧＯ！』

　開始と同時に二人は自陣に向かって走る。長机に取り付いたのはほぼ同時だった。静馬は銀色に輝かがやくリボルバーをつかみ、振り向きざまにトリガーを引いた。

　バァン！

　派は手でな銃声が鳴り響ひびく。しかし銃口から飛び出したのは火花だけで、弾丸が撃ち出されたようには見えない。さらに二度三度とトリガーを引くが結果は同じだった。

「何やこれ!?」

『それは空くう砲ほうですね』

「紛まぎらわしいもん混まぜとくな！」

　撃っている気分が出るだけの小道具であって飛び道具なのは見た目だけだった。静馬が無む駄だに時間を浪ろう費ひしている間に、林檎は長机を自陣の旗はた竿ざおの前まで移い動どうさせてバリケードにした。静馬も長机を飛び越こえて反対側に回り、身を隠かくしながら長机を横にスライド移動させる。

　パン！

「うひょっ!?」

　静馬の学がく帽ぼうに付けていた風船が破は裂れつした。長机の陰かげに隠れたものの頭の上の風船は丸出しになっていたのだ。見ると、林檎は長銃身のリボルバーを長机を台にして構かまえている。曲撃ちを披ひ露ろうした時よりも遠いが、止まって撃てば射しや程てい距きよ離り内らしい。

　静馬は手当たり次し第だいに飛び道具をつかんでは林檎を攻こう撃げきした。バネ式の銀玉鉄砲は飛距離が足らないばかりか明後日あさつての方向に飛び、プラスチック製せいの八方手裏剣は手前で落ちて暗幕に防ふせがれ、さらに気合を入れて投げると相手のはるか頭上を飛び越えてしまう。ようやく手にしたＢＢ弾のリボルバーを構えたが、静馬の動きをよく観察している林檎は迷まよわず長机の陰に隠れた。

　確たしかにＢＢ弾の射程や威力は頼たのもしいだろうが、リボルバーなので装弾数はたったの六発。動いている的に当てる──三個の風船を割ろうと思えば使っていい無駄弾は三発しかない。

　バリケードの陰から水色の風船が顔を出し、上下に揺ゆれながら右方向に動いた。中腰で移動しているらしい。静馬は反射的に発砲するが机に当たって弾かれる。角度を修しゆう正せいしてもう一発撃つが、すでに机の下に隠れた後だった。

（クソッ、二発も外してもうた！）

　残りは四発。いっそ敵てき陣じんに肉にく薄はくして旗竿の風船を狙ねらった方が得とく策さくに思えるが、できればその前にイーブンに持っていきたい。

　再び風船が出てきた。今度は左に動いている。しかし机から出ているのは風船の上半分だけで、水平の位置からは狙いにくい──

　風船が止まった。静馬は素早く立ち上がり、わずかながら上から撃ち下ろす角度を稼かせいで狙いをつける。

　パァン！

　その直後、静馬の胸の風船が破裂した。

「何やと!?」

　机にかけられた暗幕の下の部分が持ち上がっていて、横向きに寝ねそべった林檎が床すれすれの高さにリボルバーを突つき出している。机の上からはみ出している風船は、林檎が帽子を足の爪つま先さきに引っ掛けて囮おとりに使ったものらしい。静馬が銃を向けると林檎はサッと暗幕を下ろして隠れた。

『おおっと、開始からわずか二分足らずで草[image: ]は頭と胸の風船を割られてしまいました！　対する鬼頭はいまだ無む傷きず！　しかもたった二発しか撃っていません』

『この距離をキープしている限り彼女には攻撃は届とどかないでしょう』

『つまり接せつ近きんするしかないということですね？』

『そうですね。彼女にしてみれば敵が近寄ってくるのを待ってもいいし、自分から強ごう引いんに攻せめるのもありです。自分の三つの風船を割られる前に相手の風船のどちらか一つを割ればいいだけですから』

『選せん択たく肢しが多い分だけ有利というわけですね。このままジリ貧ひんで負けてしまっては盛もり上がりに欠けますから、もうひと踏ふん張りしてもらいたいところです』

　注文をつけられるまでもなく静馬のとるべき行動は決まっている。もはや正面からの攻撃を気にする必要がなくなったので、静馬は立ったままで机の上の武器を吟ぎん味みした。敵に肉にく薄はくする以上、射程は短くとも威力のある──当たれば確実に風船を割れる武器が必要だった。

（……これや！）

　静馬は使える武器を見み繕つくろうと、弓矢を手に取った。弓道やアーチェリーで使われる本ほん格かく的な弓に比くらべるとかなり小さく、矢も短くオモチャっぽい。

　静馬は矢をつがえた弓をほぼ真上に向けて放ち、同時に敵陣に突進する。鋭するどい放物線を描えがいた矢は敵陣の長なが机づくえの向こう側に落ちた。静馬は跳ちよう躍やくし、長机の上に飛び乗る。案の定、林檎は背はい後ごに落ちた矢に気を取られて反はん応のうが遅おくれた。

「そりゃっ！」

　右手を振り下ろしながら五本のダーツを散弾のように投げつけると、真っ赤なキャトルマンの上に載のった風船が割れた。さらに左手に持ったトランプを手しゆ裏り剣けんのように連射する。

　しかし林檎も静馬の特攻に備そなえていなかったわけではなく、手にしていた水鉄砲で静馬の顔面を撃った。発射されたのはただの水ではなく墨すみだった。ゴーグルを付けているため目に直接当たることはないが、視し界かいが狭せばめられるうえ遠近感も狂くるう。

「くっ！」

　静馬は後ろ向きに跳とんで机から降おりた。追いすがり水鉄砲を撃ってくる林檎に向けて、二本の指に挟はさんだトランプを手首のスナップを利きかせて投げた。高速回転を加えられたトランプは手裏剣のように林檎の胸の風船を切り裂さく。しかしさらに墨を食らった静馬の視界はいよいよ怪あやしくなった。このままでは相手の動きがよく見えない上に武器もない。

　静馬は高速でバク転を繰くり返して自陣の長机まで後こう退たいし、机の上の武器を右手につかんだ。左手でゴーグルを拭ぬぐい、敵の様子を確かく認にんしようとした──その時、林檎はすでに目の前に迫せまっていた。

　ビシャッ！

　静馬の視界が真っ白に染そまった。林檎が生クリームのたっぷり載のったパイを静馬の顔面に投げ付けたのだ。

　林檎の狙ねらいは静馬の尻しりの風船ではなかった。パイで静馬の視界を完全に奪うばい、まだ四発も残っているリボルバーで旗はた竿ざおの風船を狙い撃つ──

「──I got it!」

　パァン！

　破は裂れつ音おんが響き、続いてどよめきが起きる。

　静馬の顔面を覆っていたパイがずるりと落ちた。静馬はゴーグルを外し、上に向かってリボルバーを構えている林檎に質問した。

「勝ったんは、どっちや？」

「…………」

　林檎は肩をすくめて、くるりと背を向けた。

　尻に付いていた水色の風船が割れている。林檎は勝負を決めた飛び道具──ブーメランを床から拾い上げた。

　パイを顔面に食らいながらも静馬は真横にブーメランを投げていた。弧こを描えがいて戻もどってきたブーメランが、目の前に立っていた林檎の尻の風船を割ったのだ。

『……だ、大だい逆ぎやく転てん～～ッ！　信じられません！　苦し紛まぎれの反撃も空しくやられたかと思ったところへ、まさか！　まさかブーメランが戻ってこようとは!!』

『信じがたい確かく率りつですね。しかし最後まで諦あきらめなかったことが功を奏そうしました』

「アホ！　何もかもすべて計算通りじゃ！」

『墨と生クリームまみれの顔で勝ち誇ほこってもイマイチ決まりませんが、ともかく勝ちは勝ち。先鋒戦は草[image: ]静馬の勝利です！』

　拳こぶしを突つき上げアピールする静馬に対し、観客の反はん応のうは歓かん声せいとブーイングが半々だった。

「まずは一勝先取か」

　藤堂校長のつぶやきを耳ざとく聞きつけた雛乃は、嘲あざけるように鼻を鳴らした。

「ハン！　こんなフロック、私は勝ちとは認みとめてないけどね」

　林檎が先鋒の席に戻り、試合場の片かた付づけと整せい備びが済すむと、次鋒である黄色マフラーの隊士が立ち上がった。

『それでは次鋒戦に参ります。双そう方ほうの代表選手、前へ！』

　次鋒の隊士は頭ず巾きんとマフラーを取り、新撰組の羽は織おりと一いつ緒しよに和わ装そうをすべて脱ぬぎ捨すてた。

　その下から現あらわれたのは、イエローとミントのツートンカラーのショートジョンタイプ（ワンピースで下半身は膝ひざ上うえまでの丈たけ）の水着を着た女子だった。肘ひじと膝ひざにサポーターを着け、足元は素す足あしではなく体育館シューズを履はいている。いかにも体育会系けいの骨ほね太ぶとで筋きん肉にく質しつの体格。髪はベリーショートで、どこかシベリアンハスキーっぽい犬系の顔だちである。

『シンセンイエローのプロフィールをご紹しよう介かいしましょう。名前は鳥とり居い亜あ矢や。女子レスリング部所しよ属ぞくの三年生です。新撰組では投げ技わざを得意とするパワーファイターという印象でしたのでイメージ通りですね』

　亜矢は左手を伸のばして静馬の顔を指さすと、自信たっぷりに宣せん言げんした。

「先に言っといてやるよ。草[image: ]静馬──アンタはあたしにゃ勝てない」

「ほう、そらまた何で？」

「こっちにゃ負ける要素がないからね。悪いけど」

「えらい自信やな。まあ言うだけやったらタダやけど」

　司会者席の隣となりに新たな解かい説せつ者しやがやってきた。今度は女子だが、こちらは華きや奢しやで体育会系には見えない。

『次鋒戦の解説を務つとめさせていただきます、手芸部の守屋です』

『手芸部？　レスリング部ではなく？』

『まあ手芸部といっても、彼女が所属しているのはその中の研究会みたいなものなんですけどね』

『よく分かりませんが……とりあえず次鋒戦の競技は、こちら！』

　競技名がスクリーンに表ひよう示じされる。歓声が上がるわけでもなく、ブーイングが起きるわけでもなく、呆ぼう然ぜんとした空気が会場を支し配はいした。

　その競技は──〈あやとり〉。

「あやとり!?　り、り……リンゴ！　ゴリラ！　ラッパ！　パナキ！　よーし勝った！」

『それはしりとりですから全然違います。あとパナキって何ですか？　ベタなボケに変なものを混まぜないでいただきたいですね。それより！　競技が〈あやとり〉というのは……本気ですか!?』

『いわゆる〈ふたりあやとり〉ですね。互たがいにあやとりを取り合って、上う手まく取れなかった方が負けです』

『それだけですか？』

『はい。説明は以上です』

『分かりました。それでは次鋒戦、開始！』

　ゴングが鳴る。亜矢は左手首に巻き付けていた紐ひもを解といた。それは長さ二メートルほどの細い革かわ紐ひもの両りよう端たんを結んで輪にしたものだった。それを両手の親指と小指に掛け、簡かん単たんなあやとりの型を作る。四本の紐が並へい行こうした線に見えるシンプルな形だ。

『これは〈川〉と呼ばれる基き本ほん中の基本の型ですね』

　亜矢は腰こしを落とし、両手を顔の前に突き出した。両手の間にあやとりさえなければレスリングのフォームに見えなくもない姿し勢せいだ。

　静馬はあやとりから目を離はなさずに慎しん重ちように長ランを脱ぬいだ。上半身はいつもの赤いＴシャツである。

　観客のざわめきは止まらない。そのココロは一つだった。

（そもそも草[image: ]静馬にあやとりが取れるのか──？）

　たっぷりと間を取ってから、静馬は動いた。小指を〈川〉の両端に引っ掛け、人差し指と親指を外から内に巻き込むようにして取る。

　ピンポーン！

　問題なく取れたという判はん定ていを表すベルが鳴った。

「おおおお～～～～っ！」

「取った！　取りやがった！」

　静馬の取り方は極きわめてオーソドックスなもので、とくに驚おどろいたり誉ほめそやすものではないが、まともな勝負になるかどうかが怪あやしかった競技だけに観客は安あん堵どの声を上げた。

『草[image: ]静馬、勿もつ体たい付けたわりにあっさりと取りました！』

『どうやらあやとりの経けい験けんはあるようですね。これが取れないと話になりませんから』

　今度は亜矢の番だった。静馬のように間を持たせたりせず、二重のＸ字に交差する型に取った。

『これも〈あみ〉や〈田んぼ〉と呼ばれる基本の型ですね』

　また静馬の番である。二重のＸの間に親指と人差し指を差し込み、上下に引いて巻き込むと、シンプルな菱ひし形がたの型になる。亜矢は小指を引っ掛けて静馬が最初にやったのと近い取り方をするが、今度は外そと枠わくのない別の型になった。それをさらに静馬が取ると、再び二重Ｘの〈あみ〉に戻った。

『おや、さっき見たのと同じ型に戻りましたね』

『ええ、二人あやとりには〈あみ〉に戻ってループする取り方があるんです』

『それではいつまで経っても終わらないということでは？』

『まだウォーミングアップですからね』

　似にたようなパターンで何度か取り合った後、自分の番になった時に亜矢が呟つぶやいた。

「基本の取り方は知ってるようだね。てゆーか、あたしの取り方を見て学習してるみたいだけど……ここからは本気を出させてもらうよ」

　亜矢の手がまるで機械のように素す早ばやく精せい密みつかつ複ふく雑ざつな動きを見せ、単たん純じゆんな〈ふね〉から〈四段ばしご〉を作った。

「ぬう～……」

　静馬は何度か躊ちゆう躇ちよしながらも、複ふく雑ざつなハシゴのあちこちに指を突っ込み、巻き取るようにして取った。

「どうや！」

　静馬の両手の間には何か得体の知れない立体的な幾き何か学がく模も様ようが出来上がっていた。

『あれは何という型ですか？』

『さあ、初めて見る型ですね』

『するとまったく新しい型ですか!?　草[image: ]にそんな才さい能のうが？』

『あの形を何度でも再さい現げんできるのなら新しい型と呼よべなくもありませんが、苦し紛まぎれに取ったらたまたまできた、といったところでしょうね』

『しかし未知の形ということは鳥居選手にも取りづらいのでは』

『ん～、どうですかね』

　さすがの亜矢も困こん惑わくした様子で、紐のつながりを上下から慎しん重ちように見極めた。やがて頷うなずくと、人差し指と親指だけを使って静馬の手から取り上げた。その形は〈あみ〉に戻っている。

「あのワケの分からん手を取ったぞ！　しかも普ふ通つうのに戻した！」

「理り屈くつはまったく分からんが凄すごいことだけは確たしかだな」

　観客の生徒たちは亜矢の実力が本物だと気付き始めていたが、それを決定づけたのは次の手だった。普通に取った静馬の手を、端から指に引っ掛けて織おるように取っていく。出来上がった左右非ひ対たい称しようの型を頭上に掲かかげ、それがスクリーンに大写しになると「おおっ」という声が上がった。

『これは……鶴つるですね!?　糸の枠わくの中に折り鶴が出来上がっています！　勝負には直ちよく接せつ関係ありませんが芸げい術じゆつ点が非常に高いですよ』

『問題はこれをどう取るかですね。ちなみに私は取れませんでした』

　静かなる闘いはいよいよ大おお詰づめを迎むかえた。

　静馬は意を決して折り鶴の型に指を入れて外に引いた。

「なんやと!?」

　まるで手て編あみのセーターが端から解ほどけるように折り鶴の羽根の部分がするすると伸のびた。慌あわてて他の部分に指を入れてみるが、紐がピンと張る部分がなく、ただただ解けて崩くずれていくだけだった。

『あ～強く引っ張るとそこから崩れちゃうんですよね～』

「先に言え～～～～ッ！」

　まだ辛かろうじて亜矢の手から紐は離はなれていない。解けて落としてしまえば敗北である。素早くやるしかなかった。

「おりゃ～～っ！」

　静馬は指の間からこぼれ落ちそうになる紐を本能だけで取り、両手の間に張った。

「……どういうつもり？」

　亜矢が憤ふん然ぜんとした顔で訊たずねる。

「どういうつもりて……何や、ほれ……アレや。〈亀きつ甲こう縛しばり〉っちゅうやつか？」

　静馬は珍めずらしく申し訳わけなさそうに答えた。何をどうしてこうなったのかは本人すら記き憶おくにないが、あやとりをしたつもりが亜矢の上半身を縛り上げてしまっていた。

　ブブ────ッ!!

　あやとり失敗のブザーが鳴る。

『この場合、相手が取れない形にしてしまったので反はん則そく負けとなります』

『そういう問題でもないと思いますが……草[image: ]静馬、健けん闘とうしましたがこれといった見せ場もなく次鋒戦は敗北！　しかもこの手口は完全にセクハラです！　勝負を捨すててウケ狙ねらいに走ったか～？』

　この結果に雛乃は声を出して笑った。

「ホホホ……不様ね！　有り体ていに言えば最初から相手になっていなかったけど」

「男子高校生にしてはよくやった方だと思うがね」

「とにかくこれでイーブンよ。この後は中ちゆう堅けん・副ふく将しようと二連勝して、大将戦を待たずに決着をつけると宣せん言げんいたしますわ」

「大将戦にもつれ込むと困ることでもあるのかね？」

「そ……そんなこと、あるわけがないでしょ？　下げ衆すな勘かん繰ぐりはよしてくださらない？」

「だったらそんな勝負をつまらなくする宣言などしないことだ」

「ぬう……」

　校長にやり込められた雛乃はギリギリと歯は嚙がみした。

『さあ！　それでは気を取り直して中堅戦に参りましょう。双そう方ほうの代表者、前へ！』

　新撰組からは緑マフラーの隊士が立った。

　前の二人と同様に頭ず巾きんと羽は織おり袴はかまを脱ぎ捨てる。その中身は普通の制せい服ふくを着た女子だった。唯ゆい一いつ普通でないのは大戦時代のものと思おぼしき飛行帽とゴツい風ぼう防ふうゴーグルを頭に被かぶっていることだった。肉体派の二人に比くらべて細身で肌はだも白く、スポーツをやっている風には見えない。大部分は飛行帽に隠かくれているが髪はストレートのロング。切れ長で一ひと重えま瞼ぶたの冷ややかな目が静馬をにらむ。

　飛行帽の女が静馬に向かって右手をスッと差し出した。その指先から白い物が飛ひ翔しようし、静馬の眉み間けんに向かってまっすぐ飛んでくる。静馬は左手の二本の指で挟はさみ、眼がん前ぜんでそれを止めた。

「あん？　これは……」

　静馬は指に挟んだそれを怪け訝げんそうに眺ながめた。

　それは紙でできており、折り鶴のクチバシそっくりに見えた。しかし手を裏うら返がえして尻しりの方を見ると、いわゆる折り鶴特有の膨ふくらんだ胴どう体たいと尻しつ尾ぽはなく、紙飛行機の後こう退たい翼よくと垂直翼の構造をしている。

『シンセングリーンの本名は織おり部べ志し帆ほ！　数学研究会の二年生です！　数学……？』

『どもどもどもども～、よろしくね！　どうもよろしく！』

　三人目の解かい説せつ者しやらしい小太りの男子が中村の隣に座った。

『誰ですかあんたは？』

『僕？　僕はね、数学研究会の会長みたいなものをやらせてもらってる須賀なんですけどね！　バッチリ解説しちゃいますよ！　あんなことやこんなことまで！』

『あ～ナニやら面めん倒どう臭くさいのが来ちゃいましたね。さっさと競技の発表に移うつりましょう！　中堅戦の対戦種目は──こちらです！』

　スクリーンに表示された競技名は──〈折り紙飛行機滞たい空くう時間対決〉だった。

『これは……』

『見ての通りです！　折り紙で飛行機を作って飛ばして、滞空時間の長い方が勝ち！　簡かん単たんでしょ？　それでは対決スタート！』

『勝手に進めないでください！　いろいろルール説明があるでしょう？　だいたい折り紙飛行機って、紙飛行機と何か違ちがいがあるんですか？』

『そこから説明する？　長くなるよ～』

『コンパクトかつ過か不ぶ足そく無くお願いします』

『オーケー。ゲンミツに説明するとだね、ひとくちに紙飛行機と言っても、切った紙を貼はり合わせて作る〈切り紙飛行機〉と、一枚まいの紙を折って作る〈折り紙飛行機〉があるんだよ！』

『すると折り紙飛行機は他の材料を使ってはいけないということですね？　パーツごとに作って接せつ着ちやく剤ざいでくっつけたり、重りを入れたりするのはＮＧと』

『まあそうだね！　折り紙ってくらいだからね！　でも空力特性を良くするために部分的に破やぶったりハサミを入れたりするのはノープロブレムだよ。僕個こ人じんの意見を言わせてもらうならそういった工作は美しくないね！』

『これは一発勝負ですか？　一機作って飛ばすだけだとすぐ終わっちゃいますけど』

『そりゃそうさ！　だから制せい限げん時間を設もうけた。三〇分という制限時間の間に何機作ってもいいし、何回飛ばしてもいい。その中で最も滞空時間の長い折り紙飛行機を作った方が勝ち！　どう？　僕が考えたんだけど、どう？』

『あーはいはい、いいんじゃないスかね。それでは試合場の準じゆん備びが整い次し第だい、中堅戦を開始します！』

　試合場に再ふたたび長なが机づくえが持ち込まれた。その上に載のっているのは大小様々なサイズの紙とカラーペンだった。静馬側は赤、新撰組は青のペンが用意されている。作った折り紙飛行機の機種に着色し、どちらの機体か明めい確かくにするためのものだ。

　三人の審しん判ぱん員いんと、ストップウォッチを持った二人の計測員が配置についた。

『中堅戦・折り紙飛行機滞空時間対決──始め！』

　スクリーンに三〇分のカウントダウンタイマーが表示される。

　静馬は適てき当とうにＡ４サイズの紙を選んで折り始めた。出来上がったのは矢や尻じりのような鋭えい角かくのシルエットを持つオーソドックスな折り紙飛行機である。審判員の指示に従したがって機首を赤く塗ぬり、計測員に宣せん言げんしてから投とう擲てきする。

「おりゃあああっ！」

　カス！

　気合一いつ閃せん、静馬の投げた紙飛行機は、手から離れた直後に下向きの弧こを描えがいて床ゆかに突つき刺ささるように激げき突とつした。

『ただいまの飛行タイムは？』

「計測不能です」

「わざわざ報ほう告こくせんでもええやろ！」

　会場中の失笑を浴びながら静馬は自じ陣じんの机に戻もどり、二機目の製せい作さくに取りかかった。今度は正方形に近い形状のこれまたオーソドックスな機体である。翼端を上に折り曲げ、垂直翼にして安定飛行を計る。

「これでどうじゃ～！」

　静馬二度目のチャレンジ。箱形飛行機は手を離れてすぐに大きく上じよう昇しようし、宙ちゆう返がえりしてから水平飛行に移った。しかし左右にフラフラと揺ゆれて安定せず、ダッチロールの状じよう態たいからストンと急きゆう降こう下かして墜つい落らくした。

「ただいまの記録──三・二五秒！」

　タイマーの下に静馬の記録が現在の最レ高コ記ー録ドとして表示される。

『素人しろうとならこんな程てい度どという感じですが、この記録はどうでしょう？』

『お話にならないね！　彼の作った飛行機だけど、あの形は安定性が悪いから滞空時間を競うには向いていないんだ。逆ぎやくに曲芸飛行にはとっても向いているんだよ！　ちなみに一機目のはスピード重じゆう視しだからやっぱり長く飛ばすのは無理があるんだね！』

　志帆の手が挙がった。ようやく一機目が完成したらしい。

『草[image: ]が二機作る以上の時間をかけて製作された機体の性能はいかなるものか！　織部志帆、注目の第一投です！』

　ハイテンションな中村の煽あおり文もん句くには構かまわず、志帆はとくに気合を込めることもなくごく自然に飛行機を飛ばした。

　鋭角のシルエットを持つが翼面積が広く、紙飛行機らしい形をした志帆の一号機はいったん緩ゆるやかに上じよう昇しようしてから安定した滑かつ空くうに移った。右向きにゆっくりと旋せん回かいし、急激に失速することなく地面スレスレの状態になってもさらに粘ねばり、ふわりとソフトランディングを決めた。

「ただいまの記録──七・二一秒！」

『おお～っと、いきなり四秒近く差を付けてきました！　今の飛行はなかなかでしたね！　今のはいかがですか？』

『まあ最初ということでまだ様子見の段だん階かいだね。記録としては平へい凡ぼんだよ』

　須賀の解説通り第一投は試験飛行にすぎなかった。志帆は同じ飛行機を微び調ちよう整せいしてさらに二回飛ばし、記録を一〇・〇二秒に伸のばした。

『早くも一〇秒を超こえてきましたね！　参考までに折り紙飛行機の滞空時間の世界記録は何秒ですか？』

『二〇秒を超えればギネス級だよ。もっとも、これだけ観客が大おお勢ぜいいると空気の対流が起きて無風とは言えないから、超えたとしても参考記録止まりだね！』

　一五分が経けい過かした。志帆が順調に記録を更こう新しんしているのに比くらべ、静馬の飛行機はなかなか記録を伸ばせずにいた。過か去こに作ってきた紙飛行機はほとんどがスピード型か曲芸型で、安定飛行を見込める機体のストックに乏とぼしいのだ。

「……そうや！　思い出した!!」

　静馬は失敗作の山を机の上から払い落とし、正方形の折り紙を手に取った。慎重に中心を合わせて折り、先尾翼カナードの付いた機体を作り上げる。

「このイカ飛行機で勝負や！」

　静馬は真上に向かって思い切り投げ飛ばした。イカ型飛行機は高く上昇してから小さく宙返りし、ゆっくりと滑空した。しかし志帆の機体ほどは安定せず、床に近付くとフラフラし始める。静馬は飛行機を追いかけながら下から息を吹きかけて滞空時間を延のばすという姑こ息そくな手しゆ段だんに出た。

『え～何か反はん則そく行こう為いがあったようにも見受けられますが──今の記録は？』

「八・五〇秒です！」

『残念、届とどきませんでしたね！　今の草[image: ]のセコいやり方はどうでしょう？』

『紙飛行機には直ちよく接せつ触ふれていないのでノープロブレムだね！　普ふ通つうの競技であれば怒おこられるけど、これはＫファイトなのでアリってことにしちゃいましょう！』

『太っ腹ぱらですね！　それにしても今の機体はなかなか良かったんじゃないでしょうか』

『イカ飛行機はポピュラーだけど、安定性の高い機体だよ。しかし途と中ちゆうでフラフラしたということはやはり精せい度どに問題アリ！　それとまた翼端を折ってるけど、垂直翼を付けることで直進安定性が高まると思われがちだけど、それだけ翼面積が小さくなるし、乱らん流りゆうが発生しやすくなってかえって逆効こう果かなんだね！　イカ飛行機は先尾翼があるので十分安定して飛ぶから必要ないね。あと、投げるフォームは非ひ常じようにいいと思うよ！』

『完全にアドバイスをしちゃってますけどいいんでしょうか!?』

『いいんです！』

　須賀のアドバイスを取り入れ、静馬は二機目のイカ飛行機を製作した。高度を稼かせぐために垂直投とう擲てきする。イカ二号機は一号機よりも高く飛び、安定した滑空を見せた。しかし急に高度が下がり、記録は九・四六秒と意外に伸びなかった。

『改良型は一〇秒を超えてくるかと思われたんですが、案外早く落ちてきましたね。原げん因いんは何でしょう？』

『対流の影えい響きようかな？　観客席の方で温められて上昇した空気が天てん井じようで冷やされて、ちょうど試合場の真上あたりから下か降こうしてきてるのかも』

　志帆が新型の折り紙飛行機を完成させ、静馬と同じフォームで真上に飛ばした。頂ちよう点てんで宙返りして観客席の方に向かい、そのまま壁かべに当たるかと思いきや、新型機は右向きに緩やかな弧こを描えがいて方向転てん換かんし、観客席に沿そって飛んだ。須賀の言う上昇気流の影響を受けているのかなかなか高度が下がらず、会場を一周して戻もどってくる。試合場に近付くとゆっくりと降こう下かし、旧きゆう型がたと同じくソフトランディングで着陸した。

『これは凄すごい記録が出たようです！　今の滞空時間は!?』

「──一八・四九秒！」

『大おお幅はば記録更新来た────ッ！』

　会場が一気に沸わき立った。世界記録に迫せまる記録、そして残り時間は七分──志帆の新型を超える機体を作らなければ勝ち目はない。

　静馬の手が挙がった。しかし右手に持っているのはさっきも飛ばしたイカ二号機である。

「そりゃあああっ！」

　垂直に飛行機を飛ばす。志帆の新型の飛行経路をトレースしたわけではなく、機首の向いた先もさっきと同じだった。下降気流に頭を押おさえられて高度が下がっていく。

　誰もが同じ結果を予想したその時──奇き妙みような現象が起きた。

　イカ二号機が目に見えて上昇したのである。試合場上空を旋回するイカ二号機は、その後もある程度高度が落ちたところでまた上昇するという動きを見せた。

『イカ二号が落ちてきません！　それどころか上昇しています！　こんなことがあるんですか!?』

『これは僕にも分からないね！』

『──上昇気流だな』

　横から口を挟はさんだのは藤堂校長だった。

『上昇気流？　しかし試合場の上空からは下降気流が……』

『よく見たまえ。紙飛行機ではなく、その下の方をな』

　藤堂の言葉を聞いて、中村と須賀は試合場を見た。

　そこにいたのは試合場を走り回っている静馬だった。静馬はイカ二号機を追いかけるように動いている。

「あれは……なに？」

　雛乃が何かに気付いたらしく声を上げた。それを聞きつけた中村がマイクを向ける。

『雛乃さん、どうしました？』

『よく見てごらんなさい。あの男の身体からだから陽炎かげろうが立っているように見えない？』

『陽炎!?』

　中村は目を凝こらして静馬を観察した。雛乃の指し摘てきした通り、静馬の上半身の辺りの空気が揺ゆらめいて見える。

『おそらく彼はみずからの熱気で上昇気流を生み出している。それで紙飛行機を押し上げているのだろう』

『いくら暑苦しいといってもそれは無茶でしょう！　どんな特とく異い体たい質しつですか!?』

　イカ二号機の高度が三メートルほどに落ちてくる。その向かう先に静馬が回り込むと、見えない山やま肌はだを撫なでるようにイカ二号機は上昇した。

『た、確かにこれは信じざるを得ないようです……ですが、しかし──』

　ヒュン！

　風を切る鋭い音が走った。なおも滑空を続けるイカ二号機を、横手から矢のように飛来したスピード型の飛行機が掠かすめてニアミスを起こす。

「何やと？」

　さらに二機目、三機目のスピード機が飛来した。三機目がイカ二号機に接触し、両機とも墜つい落らくする。スピード機の飛来した方を振り向くと、そこには口元に薄うすら笑いを浮うかべた志帆が立っていた。

「ちょっと待てぇ！　妨ぼう害がいすんのはアリなんか!?」

『試験飛行中の接触事じ故こなんてよくあることですよ！』

　志帆の長机を見ると、滞空時間を稼ぐための競技用機体とは別に、スピード型や曲芸型の機体を量産してあった。明らかに戦闘機としてのストックである。撃げき墜ついする気満々だ。

『とりあえず今のイカ二号機の滞空時間は？』

「一六・八九秒です！」

『惜おしい！　わずかに届とどかない～！』

　撃墜されていなければもうあと三秒は長く飛べたはずである。イカ二号機のダメージが軽けい微びなのを確かく認にんし、静馬はもう一度飛ばした。

　ある程てい度ど高度が下がるのを待ち構えて、志帆が大型の機体を飛ばした。垂直上昇した機体は、滑かつ空くうに移うつると空中で複ふく数すうの機体に分ぶん離りした。静馬も作った箱形の曲芸型と、ツバメのような形をした小型機である。それらは静馬の作る上昇気流に乗ってイカ二号機にまとわりついた。

『おおお～っと、これはさながら空中戦だ～！』

　とはいえイカ二号機は一方的にやられるだけだった。静馬の作る上昇気流にも上う手まく乗れず、一〇秒足らずで墜落する。

『黒い！　黒いぞ！　グリーンのくせに真っ黒です織部志帆！　あくまで制せい空くう権けんは譲ゆずらない！　さあ追い詰つめられたぞ、どうする草[image: ]！　残り時間は四分を切りました！　新たに作って飛ばすとしてもあと一機が限げん度どでしょう！』

　静馬は長机に両手をついた姿し勢せいのまま動かない。もう一度イカ飛行機を作っても結果は同じだろう。まったく新しい機体──それも敵てき戦せん闘とう機きに負けない強い機体でなければならない。

「強い機体……」

　大きさや紙質まで種々用意された紙を調べると、その中に丈じよう夫ぶなケント紙を発見した。材料はこれでいい。後は飛行機の形だった。

　何か参考になる物はないかと辺りを見回すが、志帆の競技機体は回かい収しゆうされていて参考にできない。上着のポケットに手を突っ込むと、指先に何かが当たった。

「──これや！」

　ポケットの中から引っ張り出した物を参考にして、静馬は新たな機体を折った。複ふく雑ざつなので完全コピーとはいかないが出来は悪くない。最後に機首に当たるクチバシを赤く塗ぬり完成した。

「できた～っ！」

　静馬は折り鶴の機首を持つ紙飛行機を頭上に掲かかげた。対戦開始前に志帆が投げてよこした物をスケールアップしたのだ。

「飛べぇぇぇぇっ！」

　丈夫なケント紙であれば思い切り投げても壊こわれないと踏ふんで力一いつ杯ぱい垂直に投げ上げる。折り鶴飛行機は天てん井じよう近くまで上じよう昇しようし、宙ちゆう返がえりした後、翼つばさに空気を孕はらませてゆっくりと滑空した。見た目は変わり種だが飛行機としてバランス型らしい。しかし材質のケント紙が重いのか鶴の頭で重心が前寄りなせいか降こう下か速度は意外と速い。

「シュオオオオォ──……」

　静馬は唇くちびるを尖とがらせて息い吹ぶきの声を上げた。熱気を帯びた身体からだから陽炎かげろうが立ち、上昇気流を生む。折り鶴機の飛行経けい路ろを読んで先回りすると、降下速度が落ちてほぼ水平飛行を始めた。

　志帆がそれを見み逃のがすはずはなかった。量産した大型戦せん闘とう機きを次々と投入し、上空で分ぶん離りした多数のツバメ型子機が雲うん霞かのごとく静馬の折り鶴機に襲おそいかかる。しかし軽く作りすぎた子機は簡かん単たんに蹴け散ちらされ、強化型折り鶴機の敵ではない。志帆はスピード型の機体を放ったが、さすがに上空を飛ぶ飛行機にはなかなか命中させられない。

『草[image: ]の新型機、まとわりつく敵機をモノともしません！　鶴はツバメより強し！　これは逆転を狙ねらえるか～～？』

　折り鶴機が静馬の頭上を通つう過かし、上昇気流を受けて高度を上げる。次のポイントに先回りしようとした静馬の目の前を紙飛行機が横切った。思わず足を止めた静馬の側頭部に鋭い物が刺ささる感かん触しよくがあった。

「痛いたっ！」

　それはケント紙で作られたスピード型だった。楔くさびのように鋭い三角形で、先端は針はりのように尖とがっていて非ひ常じように硬かたい。当然ながら志帆の妨ぼう害がいである。

「相手を直接狙うんはナシやろが！」

　本来の滞たい空くう時間対決ならば相手を狙う意味はないのだが、得体の知れない能のう力りよくで紙飛行機の滞空時間を延ばしている静馬だけに、その文もん句くは筋すじが通っているようで通っていなかった。

　刺さると痛いだけの志帆の攻撃は無む視しすることにして、静馬は一度見失った折り鶴機を急いで捜さがす。見つけた時にはかなり高度が落ちていた。静馬は全力疾しつ走そうで通つう過か予定地点に先回りし、頭から滑すべり込む。静馬の熱気を受けた折り鶴機はわずかに機首を上げて持ち直した。

　志帆の妨害はさらに続いたが、折り紙機はどうにか耐たえ凌しのぎ、静馬の体感時間で三〇カウント以上の間飛び続けた。

『……２……１……タイムア～ップ！』

　飛行中に試合終了時間が来た。

「よっしゃ！　俺の鶴の飛行時間は？　逆転したか？」

　三人の審しん判ぱんと二人の計測員が集まり、何事かを確かく認にんし合った後に発表があった。

「ただいまの記録は──一八・〇二秒です！」

「え？……なんて言うた？」

「滞空時間は一八・〇二秒。よって織部志帆の勝利です」

「待たんかい！　どういうことや!?　それより一〇秒は長なごう飛んだやろが！」

　計測員の胸むな倉ぐらをつかみ上げる静馬を、中村がため息混まじりに注意した。

『あ～草[image: ]君、落ち着いてください。まずは深しん呼こ吸きゆうして、それから折り鶴型飛行機をよく見てください』

　静馬は計測員を放し、床に落ちた折り鶴機を取り上げた。

　手に持った瞬しゆん間かんからすでに違い和わ感かんがあった。自分で作った機体よりも一回り小さく感じる。それに工作精度が高い。そして何より──鶴のクチバシが青かった。

「こっ……これは……ワシの作ったやつやない！　パチモンや！」

『その通りです！』

「ウソやん！　いつの間に入れ替かわったんや!?」

『織部選手は草[image: ]君を直接攻こう撃げきする直前に、自分の作った折り鶴飛行機を上空に飛ばしていました。自分への攻撃で目を離はなしたため、次に目に入った機体がニセモノだと気付かずに追いかけてしまったんですね！　その間に本物の方は落ちてしまいました』

「んなアホな……」

　説明を聞いた静馬は膝ひざから崩くずれ落ちた。

『いや～これは完全に頭ず脳のうの勝利だね！』

『頭脳というよりは性せい格かくの黒さで勝ったようなもんでしょう。しかしＫファイトは非ひ情じようです。中ちゆう堅けん戦は新撰組の勝利──よって、二連勝で逆転王手をかけました！　草[image: ]が次も負けるようなことになれば大たい将しよう戦を待たずして終わってしまいます！』

　紙飛行機だらけの試合場が手て空すきのスタッフ総そう出でで整備される。中堅戦で深しん刻こくな精せい神しん的ダメージを負った静馬は、隅すみっこに体育座ずわりして整せい備びが終わるのを待った。

『それでは副将戦に参りましょう！　代表選手、前へ！』

　新撰組の桃ももマフラーの隊士が立ち上がった。頭ず巾きんとマフラーを取り、脱ぬいだ羽は織おりとともにパイプ椅い子すの背せもたれに掛かける。羽織の下に着ているのは矢やが絣すり柄がらの小こ袖そでだった。紫むらさきの袴はかまと合わせて完全な和わ装そうである。

　桃マフラーの隊士は新撰組の中でも最も小こ柄がらで身長は一五〇センチに満たない。前まえ髪がみを切り揃そろえたショートボブの髪かみ型がたがよく似に合あう、清せい楚そな印象の美少女だった。

『副将・シンセンピンクのプロフィールをご紹しよう介かいしましょう！　名前は柿かき木のき多た詠え子こさん。カードゲーム部の一年生です。よもや入学早々こんなことに巻まき込こまれるとは思いも寄よらなかったでしょうね～。スカウトした方もどうかと思いますが』

「勝てる人材だから採さい用ようしただけよ」

　雛乃がすかさず反はん論ろんする。勝っていて気分がいいためか言い方にトゲがない。

　新たにやってきた女子生徒が中村の隣となりの解かい説せつ者しや席に着いた。

『副将戦の解説を務つとめさせていただきます。ＫカーＧゲーＢベー部長の和泉いずみです。あ、ＫＧＢとはカードゲーム部の略りやくですので旧きゆうソ連とは無関係です』

『了りよう解かいです。ところで柿木さんは入学したばかりで、和泉さんも部長とはいえよく御ご存ぞんじないのでは？』

『彼女の実力については私も直接手合わせしましたのでよく分かっているつもりです。この対戦に関しては彼女がどうというより、私の主な役目はルール説明ですので』

『なるほど。その前にまずは対戦競技の発表です！』

　スクリーンに競技種目が表ひよう示じされる。

「むうっ!?　これは……まさかこう来るとはな。ううむ……」

　校長の狼ろう狽ばいぶりを見て雛乃はほくそ笑えんだ。

「先ほどの宣せん言げんが伊だ達てではないとお分かりいただけたかしら、お父様？」

　校長だけではなく、Ｋファイト賛さん成せい派はの生徒たちの反はん応のうもほぼ似にたり寄よったりだった。

「げえっ！」

「……む、無理だ！　いくら草[image: ]が天才でもこれは勝てん！」

「終わったな……こいつは完全に終わった……」

　早くも葬そう式しきムードが蔓まん延えんし始める。それほどに衝しよう撃げき的な内ない容ようだったからだ。

〈競技カルタ対決〉──それが副将戦の競技種目だった。

「ふうん、カルタか。こらまた簡かん単たんやな。子こ供どもの遊びや」

『競技カルタが何か分かって言ってるんですか？』

「知っとるがな！　〝犬も歩けば猫ねこまっしぐら〟とか〝馬の耳に粘ねん土ど〟とか〝狂きよう気きの沙さ汰たも金次し第だい〟とか、そういうやつやろ？」

『二重の意味で間違ってますがボケの方はこの際さい無む視しします。この場合、競技カルタといえば百人一首と相場は決まってます！』

「ひゃくにんいっしゅ……何それ？　食えるんか？」

『厳げん密みつに言えば小倉百人一首ですね』

「小倉っちゅうことは……さては甘あまいな？　こう見えて案外嫌きらいな方やない。ただし確かく実じつにつぶあん派やけどな」

『いやいや、つぶあんでもこしあんでもなくて』

「ほなロシアンか？　ＫＧＢだけに」

『だから旧ソ連とは関係ないと……あ！　まさか、しょーもないギャグにかまけて現げん実じつ逃とう避ひを図っているわけじゃないですよね!?　百人一首が何か知っててボケ倒たおしているだけでは？』

　静馬は完全に図星をさされた顔になった。

「笑いが……笑いが欲ほしかってん！」

『だからといって無意味な引き延のばしはやめてください』

「アホ！　こっちはさっきの紙飛行機対決でウブなハートに大怪け我がさせられとんねん！　ギャグのひとつも挟はさまなやってられるか!!」

『それでは競技カルタのルール説明をお願いします』

「急に無視すな！」

　中村の司会は静馬の抗こう議ぎにはお構かまいなしで進行する。

『まず百人一首とは古来よりの名だたる歌人百人について、一人一首を選んで作られた歌集です。これを題材にした〈歌カルタ〉はもともとは百人一首を覚えるための教材として作られましたが、現代では競技カルタ用としてよく知られています』

『お正月によくやってるアレですね？　私も詳くわしくは知りませんが、聞くところによると〈畳たたみの上の格かく闘とう技ぎ〉と呼よばれるほど激はげしい競技だとか』

『その通りです。記き憶おく力りよくと反はん射しや神しん経けいに加えて冷静さ、正せい確かくさが問われます』

『確か上かみの句と下しもの句に分かれていて、上かみの句くを読んだ瞬間にそれに続く下しもの句の書かれた札ふだを吹ふっ飛ばすんですよね？』

『よくニュース映えい像ぞうで出るのはそんな場面ですが、それは競技カルタの一部でしかありません。その辺りのことも含ふくめてご説明しましょう』

　テレビで見ただけの知ち識しきでしゃべる中村に、和泉はやんわりと釘くぎを刺さして続けた。

『歌カルタは一〇〇枚まいの読み札と、同数の取り札の計二〇〇枚からなります。読み札には歌と、それを詠んだ歌人の名前、それに肖しよう像ぞう画がが印いん刷さつされています。取り札には仮か名な書がきで下の句だけが書かれています。一〇〇枚の取り札のうち競技に使用するのは半分の五〇枚で、競技者はそれぞれ二五枚ずつを取り、自分の陣じん地ちに並ならべます。並べ終えた後は一五分間、取り札の配置を記憶するための時間が与あたえられます』

『いきなり始めるわけじゃないんですね。それで勝敗はどのようにして決まるのでしょうか？』

『読み手が読み上げた歌に対応する取り札に先に触ふれた者の〈取り〉になります。その取り札が自陣のものであればそのまま、敵陣の札を取った場合は自陣の札から一枚選んで対戦相手に送ります。送られた側はその札を自陣に加えます。それを繰くり返して自陣に並べた二五枚の取り札をすべて無くせば勝ちです』

　観客も競技カルタのルールに疎うとい生徒が大部分だったらしく、和泉の説明に「ほお～」と関心を示しめすため息を吐ついた。

『お話を伺うかがう限かぎりでは非ひ常じように面おも白しろそうな競技ですね。もっとメジャーになっても良さそうなものですが』

『やはり百人一首自体に馴な染じみがないため抵てい抗こうがあるんでしょうね』

『ですね～。ところで私たちがよく目にする、凄すごい勢いきおいで複ふく数すうの札を吹っ飛ばす場面ですが、あれは〈お手つき〉にはならないんですか？』

『取り札は先に触れるだけでなく、競技線の外に押おし出した場合にも取ったことになります。読まれた札のある陣の札には自由に触って構いません。逆に読まれた札のない陣の札に触れると〈お手つき〉となり、この場合もペナルティとして相手から一枚送られます。吹っ飛ばされた取り札は覚えた配置通りに並べ直しますが、配置は競技中に変えることも可か能のうです。ただし相手にその旨むねを伝える義ぎ務むがあります』

『他に注意すべきポイントはありますか？』

『使う取り札は五〇枚ですが、読み札は一〇〇枚あります。取り札が場に出ていない読み札が五〇枚あり、これを〈空から札ふだ〉といいます。空札が読まれた場合、どちらの陣の札に触れても〈お手つき〉となってしまいます。同じ人が両方の陣の札に触れた場合は二枚送られます』

『つまり、読まれた瞬しゆん間かんにヤマカンで札を吹っ飛ばしたとしても〈お手つき〉にならない確かく率りつはわずか四分の一、というわけですね。よくできたルールです』

『基き本ほんルールの説明は以上です』

『……っと、一つ伺いたいのですが、この競技は百人一首を知らないと圧あつ倒とう的に不利ですよね？　上の句を読まれても下の句を知らなければ取りようがありませんし』

『そうですね。読み手は上の句を読んだ後に一秒の間かん隔かくをあけて下の句を読みますが、柿木さんは上の句を聞いただけで取れますから。そこで今回の対戦では下の句だけを読み上げることとします』

「そんなハンデを与あたえるの？」

　雛乃は和泉の処しよ置ちに不服そうに口を挟はさんだ。高こう圧あつ的な視線を向けられた和泉は、しかし臆おくすることなく答える。

『フェアなルールの下での対戦で勝たなければ遺い恨こんが残るでしょう。柿木さんや私たちＫＧＢの評ひよう判ばんに傷きずが付くのは困こまります』

「フン……まあいいわ。それでも勝ちさえすればね」

『では副将戦を開始します！』

　試合場の中央に畳たたみが持ち込まれた。静馬と多詠子は伏ふせられた取り札から二五枚ずつを選び取り、自陣として決められたエリアに三段だんに並べる。並べ終えてからの一五分間が記憶のための時間である。

　しかしこの時点ですでに静馬の様子に異い変へんが見られた。しきりに頭を搔かきむしり、欲よつ求きゆう不満の熊くまのような唸うなり声を上げながら身体からだを小こ刻きざみに揺ゆらしている。

『……あれは頭に入ってるんでしょうかね？　自陣の札はともかく、敵てき陣じんの札は上下逆さかさまですから覚えづらいと思いますが』

　静馬が「えっ？」という顔で振ふり向く。

『何ですか、その顔は？　まさか自陣の札すら覚えられないんじゃないでしょうね!?　敵陣の札もちゃんと見てくださいよ！』

　静馬は逆さまの札を読もうと首を捻ひねり、ついには逆立ちをした。しかし頭に血が上って覚えるどころではないらしくすぐに断だん念ねんする。

　対する柿木多詠子は落ち着いたものだった。きちんと正せい座ざし、わずかに身を乗り出して、並べられた取り札に静かに視線を落としている。

　予習時間が終わる頃ころ──静馬はすでに燃もえ尽つきかけていた。ジタバタするのをやめ、悟さとりでも開いたように無表情に正座したまま動かなくなっている。

『これは寝ねているのか、諦あきらめの境きよう地ちなのか、それとも準じゆん備びが整ったと見ていいのか──どちらにせよ最も早はや待ったなし！　いよいよ勝負の時です！』

　一五分が経けい過かし、静馬と多詠子は互たがいに一礼した。琴ことや笛による和風のＢＧＭが流され、試合場はＫファイトとは思えない雅みやびな雰ふん囲い気きに包まれる。

　ＫＧＢの二年生女子が審しん判ぱん及および読み手を務つとめた。

『難なに波は津づに～咲さくやこの花冬ごもり──』

「おりゃああっ！」

　いきなり静馬は自陣の取り札を豪ごう快かいに吹っ飛ばした。

「……どや？」

『いや、どうもこうもありませんよ。今読んだ歌は百人一首と関係ないので……』

「どういうことや!?　ワシが素人しろうとや思てバカにしとんのか？」

『これは〈序歌〉といいまして、競技の開始前に読み上げるものです。今のはお手つきにはなりませんので札を並べ直してください』

　冷静に諭さとされて静馬は札を元に戻し始めたが、その手の動きの迷まよい方からして、自分で並べた札の位置を覚えていないのが明らかだった。

　競技の始まる前から落らく胆たんした空気が会場を支し配はいし始めた。今の一件けんで静馬の準じゆん備びがまるでできていないことが露ろ呈ていしたからである。競技では下の句を読むというのに序歌の上の句で反はん応のうしたうえ、自分で並べた札の位置すらロクに覚えていないのだ。これでは勝負になるはずもないと誰もが思い──事実、始まってみるとその通りになった。

『あはれ今年の秋も……』

「はい！」

　多詠子が自陣の札を取った。『今年の』の『こ』のあたりですでに動いている。

『あらはれ渡わたる瀬せ々ぜの……』

「はい！」

　今度は静馬の陣、それも目の前あった札を吹っ飛ばした。手の動きが恐おそろしく速い。

「……ちいっ」

　静馬は学がく帽ぼうを脱ぬぎ、後ろに置いた。

『われても末に……』

「はい！」

　多詠子が自陣の札を取る。静馬はまったく動かない。どうやら敵陣の分は諦あきらめていて自分の陣しか見ていないらしい。

『よしのの里に……』

「はい！」

「──おう！」

　初めて静馬が動いた。読み上げられた歌は自陣の札だったが、完全にワンテンポ遅おくれて多詠子に取られている。

「しもた～……」

　静馬は長ランを脱ぎ、背はい後ごに放ほうり投げた。

『昔は物を……』

「はい！」

　多詠子が静馬の陣から札を奪うばう。

「またか！」

　静馬は大きく息を吐つくと、右の靴くつ下したを脱いで後ろに投げる。

　一部の観客がざわめきはじめた。いつの間にか普ふ通つうの競技カルタにはない要素が加わっていることに勘かんづいたのだ。

『龍たつ田たの川の……』

「はい！」

　三回連続で静馬の陣の札が読まれた。静馬が見ていたのとは逆方向にあった札で、やはり多詠子に取られてしまう。

「〈たつたのかは〉やろ!?　うっすら覚えとったのに～」

　言い訳になっていない言い訳を吐くと、静馬は左の靴下を脱いで後ろにやる。この段になってようやく中村が異い状じように気付いた。

『……ちょっと待ってくださいよ？　気のせいかとも思ったんですが……脱いでますよね？　自陣の札が取られるたびに一枚ずつ脱いでますよね？』

「うるさい！　気が散る！」

　静馬は読み手に競技を続けるように顎あごで指し示じした。

『くだけて物を思ふ……』

「はい！」

　多詠子が自陣の札を取る。静馬は動かない。

『閨ねやの隙ひまさへ……』

「はい！」

「おおう！」

　また静馬の陣の札が読まれる。静馬は素早く反応したが、タッチの差で多詠子に札を飛ばされる。

「惜おしかった～」

　静馬は赤いＴシャツを脱ぎ、遂ついに上半身裸はだかになった。贅ぜい肉にくのない野人の筋きん肉にく質しつボディが露あらわになる。

『何な故ぜに脱ぐ!?　そんなルールはありませんよ！』

「関係あれへん！　これはワシがワシ自身に課したルールや」

『自分ではカッコいいことを言ってるつもりかも知れませんが……裸ですよ？』

「やかましわ！　早よ次の札を読め！」

　静馬の催さい促そくで次の歌が読み上げられる。

『うきにたへぬは涙なみだなりけり──』

　今度は双そう方ほうともに動かない。空札を読んだのだ。

『われても末にあはむとぞ思ふ──』

　またもや空札。

『濡ぬれにぞぬれし……』

「はい！」

　多詠子が自陣の札を取った。

『有あり明あけの月を……』

「は──」

「これじゃ！」

　静馬の手が初めて多詠子に先んじて札を飛ばした。

『お手つきですか？　違う？　初めて取った？　おお～っと、草[image: ]静馬！　遂ついに！　一枚目の札を取りました！　まさに快かい挙きよです！　完かん封ぷうを免まぬかれた～！』

「今のは多詠子が手て加か減げんしたわね」

　完全勝利以外は認みとめないのか、雛乃は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめる。

『けふ九この重のへに匂にほひぬるかな──』

「…………」

　多詠子が奇き妙みような動きを見せた。スロー再さい生せいのような緩かん慢まんな動作で右手を伸のばしていく。その向かう先は静馬の陣の札だった。

「ちょす！」

　近すぎて気付かなかったその札を、静馬は変な掛かけ声とともに取った。

『今のは何でしょう？　柿木選手は自信がなかったんでしょうか？』

『いえ、そういうことではないと思いますが……』

『まさかわざと相手に取らせたんじゃないでしょうね？　だとしても相手が気付いていないだけなら放っておけばよさそうなものですが』

『自陣の札が読まれているのに取り忘わすれた場合、その札は相手のものになります。つまり取ったのと同じになるということです』

『すると……草[image: ]は自分のポカで自陣の札を取らなかった場合も、やはり脱ぐことになるわけですね!?』

「冗じよう談だんじゃないわ！」

　雛乃は代表者席から立ち上がって多詠子に怒ど鳴なった。

「手を抜ぬくことはこの私が許ゆるしませんわ！　全力を以もつて叩たたき潰つぶしなさい!!」

　多詠子は初めて困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべた。ここまで多詠子の取った札は九枚、対する静馬は二枚。多詠子が勝つためには自陣の札をあと一六枚減へらさねばならない。この後、空札を挟はさんで自陣の札が一六回連続で読まれる可か能のう性せいは──あまりにも低かった。

『いづこも同じ秋のゆふぐれ──』

「はい！」

　多詠子は静馬の陣の札を取った。静馬は虎とら縞じまのバンダナを外して背後に投げ捨すてる。

『松も昔の友ならなくに──』

　静馬は目を皿のようにして探さがしたが、空札だった。

『いでそよ人を忘れやはする──』

「……はい」

　恐る恐るといった手つきで、多詠子が静馬の陣の札を取る。

　観客が一いつ斉せいに息を吞のんだ。期待と不安の入り交まじった視線が試合場に集中する。

　果たして、静馬は待ってましたとばかりに立ち上がると、ボンタンの二重のベルトに手をかけた。ベルトを外すと一気にボンタンを下ろして脱ぎ去る。

「おおおお～～っ！」

「キャ────ッ!!」

　弾はじけるような歓かん声せいと悲鳴が同時に沸わき起こる。

　静馬の下着はブリーフでもボクサーパンツでもトランクスでもなく、サラシの腹はら巻まきと一体になった褌ふんどしだった。

『おお～これは！　なんと！　やってくれます二十世紀最後のバンカラ・草[image: ]静馬！　この決戦に褌を締めて臨のぞんでいたとは！　まさに男の中の男！　もっともカルタ対決には何の関係もありませんが──』







[image: ]







　中村は皮肉のつもりだったが、あながち勝負に無関係というわけでもなかった。健康優ゆう良りようすぎる男子の褌姿は絶ぜつ大だいなインパクトを与えたらしく、多詠子は恥はずかしさの余あまり両手で顔を覆おおって縮ちぢこまった。指の隙すき間まからチラチラと覗のぞき見ているところからすると、まんざら興きよう味みがないというわけでもないらしい。

　静馬はドッカと腰こしを下ろし、多詠子に迫せまるように身を乗り出した。

「さあ、勝負を続けよやないか」

　ＢＧＭは変わっていないが、すでに雅みやびやかな雰ふん囲い気きは消し飛んでいた。同じ和風でも楽器は琴ことや笛ではなく暴あばれ太だい鼓こが似につかわしい。

　どうにか息を整え、気分を落ち着けて顔を上げた多詠子だったが、真正面から自分を凝ぎよう視ししている静馬と目が合い、固まってしまう。

『はげしかれとは祈いのらぬものを──』

　互たがいに見つめ合ったまま動かない二人。やがて静馬が取り札ふだに視線を落とし、手を伸のばした。読まれた札は多詠子の陣にあった。それを防ふせぐ立場の多詠子は、しかし、静馬の手に怯おびえたように身を引いた。

「これで三枚目！」

　静馬は札を取り、自分の陣から一枚を選んで多詠子に送る。その直後、多詠子は貧血を起こしたように崩くずれた。慌あわてて抱だきかかえた審しん判ぱんの女子に、多詠子は何事かを囁ささやく。審判はマイクを取り、報ほう告こくした。

『えー……この勝負、柿木多詠子のギブアップにより草[image: ]静馬の勝利とします！』

「な、なんですって──!?」

　雛乃の怒声は割われんばかりの歓声とブーイングの嵐あらしにかき消された。

「──ク・サ・ナギ！　ク・サ・ナギ！　ク・サ・ナギ！」

　静馬が拳こぶしを振ふり上げて勝利をアピールするとＫファイト賛成派からクサナギコールが起きた。

「……こ、こんな卑ひ劣れつな勝ち方、認められるわけがないわ！　やり直しよ！　やり直しを要求するわ!!」

「雛乃よ、お前は自分の戦せん術じゆつ的失敗を認めるべきだな」

　藤堂は底意地の悪い笑みを浮かべて忠ちゆう告こくした。

「私が何を間ま違ちがえたというの？」

「草[image: ]君をうっかり裸はだかにしてしまったことだよ。読み札の順番にも左右されるが、柿木君の実力ならば、あれ以上脱ぬがさないように闘いながら勝つことは十分に可か能のうだった。勝つだけなら全力を傾かたむける必要はなかったのに、お前がそれを強要した結果がこれだ」

「そんな……馬ば鹿かな……この私が!?」

　雛乃は反はん論ろんしようとしたが、自分の失しつ策さくを否ひ認にんできるほど厚こう顔がん無む恥ちでも愚おろかでもなかった。静馬の潜せん在ざい能力を甘あまく見積もっていたことは結果を見れば明らかだった。むしろ恐おそれすぎたが故ゆえに勝ちを急いでしまったのだ。

「まあこれで二対二のイーブンだ。全校生徒お待ちかねの大将戦が楽しめる──実に理想的な展てん開かいじゃないかね」

「くっ……」

　雛乃は苦い顔で父親をにらみつけるしかなかった。

『柿木選手が控ひかえの席に戻っていきますが……大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　これがトラウマになって競技カルタ名人としての人生に悪影えい響きようが出なければいいのですが』

　自分の席に戻ってきた多詠子をシンセンガールズは笑顔で迎むかえた。

「お疲つかれ様。よく頑がん張ばったね」と亜矢。

「どうなることかと思ってハラハラしたわ」と林檎。

「都合よく裸になったからって、今どき貧血で倒れるなんてアリ？　周りはコロッと騙だまされてるみたいだけど……つくづく可愛かわいいってのは得だね」褒ほめながらも毒を吐はく志帆。

　観客が騒さわいでいるため彼女たちの話し声は他には聞こえない。

『それでは大たい将しよう戦を開始します！　代表選手、前へ！』

　新撰組大将・赤マフラーの隊士が立ち上がった。頭ず巾きんとマフラーを取り、羽は織おりを脱ぐ。その下に着ているのは背せ中なかに〈南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ〉と毛筆の書体で染そめ抜かれた小こ袖そでだった。額ひたいには鉢はち金がね（鉢巻に薄うすい鉄板を縫ぬいつけた防ぼう具ぐ）を巻まいている。

『遂ついに頭巾を脱いだシンセンレッド！　その正体は……もはや説明は不要でしょう！　悪のあるところ必ず現あらわれ、無む双そうの剣けんでおのが正せい義ぎを貫つらぬき通す、天下御ご免めんの学園無宿！　大門高校の女用よう心じん棒ぼうこと剣道部二年、御剣涼子その人だ～～～～っ！』

　煽あおりすぎの文もん句くに苦く笑しようすると、涼子は多詠子の肩かたを抱だいて耳元に囁いた。

「ありがとう。恩おんに着るわ。あたしの番まで回してくれて」

「そんな……礼には及およびませんよ。先せん輩ぱいこそ、思う存ぞん分ぶん闘ってください」

　多詠子ははにかみながら答える。涼子は他の仲間にも頭を下げた。

「悪いわね。あたしの我わが儘ままに付き合ってもらって」

「構わないさ。新撰組はアンタのチームだ。後は好きにすりゃいい」

「バカ言え、せっかくタイにしてやったのに負けたら承しよう知ちしねーぞ？」

「涼子、Good luck!」

　林檎が景気づけにピースメーカーの空くう砲ほうを天てん井じように向けて撃うった。亜矢と多詠子は思わず肩をすくめ、志帆は「うるせえよ」と文句をつける。

「──じゃあ、行ってくる」

　狼おおかみの笑みを浮うかべて、涼子は試合場に足を踏ふみ入れた。




　　　　二




　Ｋファイト開始前──新撰組控ひかえ室として使われている会議室にて。

　対決に備そなえて思い思いのウォーミングアップをしている四人の隊士に向かって、涼子は改まった口調で話しかけた。

「みんなに頼たのみたいことがあるんだけど」

「なんだい？」

　指と手首のストレッチをしながら亜矢が訊たずねる。

「今日のＫファイトは団だん体たい戦だけど勝ち抜き戦じゃないわ。つまり……」

「大将に回る前に決着がつくと困るってことね」

「ええ。こちら側が挑ちよう戦せんを受けた側として自由に競技を選べるってことは、その気になれば三人でカタがついてしまう」

「そう簡かん単たんに行くかねえ？　向こうだって何か対たい策さくをしてくるだろ」

「あたしはともかく、他の四人の正体はバレてないわ。それにＫファイト実行委員会側は十中八九、草[image: ]静馬一人でくる」

「そう言い切れる根こん拠きよは？」

　志帆が三〇羽めの鶴つるを折りながら口を挟む。

「生まれついての目立ちたがり屋だからよ。それにこんな大事な闘たたかいを他人任まかせにするとは思えない」

「あの原始人が相手ならむしろ負ける気がしないわね」

「そう。だから二対二のイーブンで大将あたしに回してもらいたいんだけど……頼める？」

　四人は互いに顔を見合わせた。新撰組の五人はチームとして集められる以前は互いに顔見知りですらなかったが、全員が『藤堂雛乃に無理矢理スカウトされてきた』という共通点があるため、それなりに強い絆きずなが出来上がっている。

「それは……普ふ通つうに勝つより難むずかしい注文かも」

　多詠子がおずおずと意見を述のべた。妥だ当とうな見けん解かいである。

「まあ競技によるかもね。明らかに手て抜ぬきして負けるわけにはいかないんだし」

「基本的には勝つつもりで闘って前半にリードして、最後の最後で逆転を許ゆるす……って感じのシナリオになりそうだけど」

「向こうが頑がん張ばっていい勝負にしてもらわないとお話になんない気がするわね～」

　林檎がガンベルトから抜いたピースメーカーの銃じゆう口こうを順に三人に向けた。

「誰が勝つ担たん当とうか、先に決めちゃおっか？」

　三人の顔つきがにわかに真しん剣けん味みを帯びる。タイプは違ちがえど負けず嫌ぎらいは共通だった。

「じゃあここは公平にロシアンルーレットで……」

　林檎が嬉き々きとしてシリンダーに空砲を詰つめ始めた時、ノックの音がした。涼子が応対に出ると、生徒会執しつ行こう部ぶの警けい備び担たん当とうが顔を見せる。

「御剣さんに面会です」

「あたしに？」

　ここが新撰組の控え室だとは他の生徒は知らないはずだった。怪け訝げんに思いつつも外に出ると、廊ろう下かで待っていたのは結ゆう城きひとみだった。

「ひとみじゃない。どうかしたの？」

「涼子ちゃん！　これを見て」

　ひとみが開いて見せたのは女子高生向けの週しゆう刊かん誌しだった。この世に存そん在ざいするあらゆる本の中で、涼子が最も興きよう味みのないタイプの代しろ物ものである。

「こんな物をわざわざ見せに来たの？　悪いけど後にしてくれない？」

「今読まないとダメなのよ！　ここを見て、ここ！」

　ひとみが指し示しめしたのは星占いのページだった。

「だから占いがどうしたって──」

　自分の星せい座ざの内ない容ようを見た涼子は言葉を失った。

『今週末、一世一代のじゃじゃ馬ならしに挑戦するあなた！　勝てば天国負ければ地じ獄ごく！　ゆめゆめ油ゆ断だんめされるな！』

「何よ、これ？」

「謎なぞの占うらない師しビター・マーシュ先生のピンポイント星占いよ」

「久ひさ々びさに聞いたわね、その怪あやしげな名前」

　涼子は呆あきれながらも占いの先を読み進んだ。ラッキー武ぶ器きは木刀、ラッキー下着はサラシと褌ふんどし、最後に今週の格かく言げんとして『転ばぬ先の杖つえで見る前に跳とべ』とある。

「何の事やらさっぱりだけど……とりあえずこいつは借りとくわ」

「怪け我がしないように気をつけてね、涼子ちゃん」

「……ありがとう、ひとみ」

　ひとみを抱だきしめると、横に控ひかえていた警けい備び担たん当とうの男子が慌あわてて目を逸そらせた。

　涼子は雑ざつ誌しを手に控え室に戻るなり亜矢に声をかける。

「サラシを巻まくの手伝ってくれる？」




　それがおよそ三時間前のことである。

（よもや下着が静馬とお揃そろいとは……万が一にもバレるわけにはいかないわね）

　目の前の勝負とは別のことを頭の片かた隅すみで心配しながら、涼子は試合場に足を踏み入れた。対する静馬もさすがに褌一丁ちようのままとはいかず、赤いＴシャツとボンタン、そして虎とら縞じまのバンダナを身に着けている。

『ここまで波は瀾らん万ばん丈じようの対戦の連続でしたが、結果は二対二のイーブン！　天下分け目のＫファイトはとうとう最終決戦にもつれ込みました！　ところでこの対戦の解かい説せつ者しやは誰だれなんでしょう？』

『馬ば鹿かを言いたまえ。この大勝負の解説を私以外の誰だれに任まかせられるというのかね？』

　代表者席から移うつってきた藤堂校長が中村の隣となりに座すわる。

『最高の舞ぶ台たいに最高の対戦カード、加えて最高の解説者が揃ったというわけだ』

『自分で言ってりゃ世話はありませんね。ではさっそく参りましょう。最終決戦の対戦競技は──これだ！』

　スクリーンに表示された競技種目を見て観客は沸ふつ騰とうした。〈自由格かく闘とう〉──Ｋファイトの基き本ほんにして真しん骨こつ頂ちようとも言うべき真剣勝負だからである。

『対戦は打だ撃げき武ぶ器きのみ使用を許きよ可かされた自由格闘！　どちらかがＫＯされるかギブアップするまで終わらない時間無む制せい限げんの一本勝負です！　くわ～何でしょうか、この余よ計けいなルール説明を一いつ切さい必要としない潔いさぎよさ！　これぞまさしくＫファイトですね!!』

「どうした雛乃？　顔色がすぐれないようだが」

　不安げな様子の雛乃に藤堂が訊たずねる。

「ひとつ新撰組の大将に発はつ破ぱでもかけてやってはどうかね？」

「お構かまいなく。ここに至いたって余よ計けいな口出しは無意味どころか逆ぎやく効こう果かですから」

「それについては同感だ。もっとも私から草[image: ]君にアドバイスすることなど何もないがね」

「お父様はよほどあの野や蛮ばん人じんがお気に入りですのね」

「若わかき才さい能のうに惜おしみない援えん助じよを与あたえ、その成長を見守ることは教きよう師しの本ほん懐かいというものだよ」

「このＫファイトもそのためだとおっしゃるの？　生徒たちを苦しめるだけのこんな制せい度どにどんな意味があると──」

「人は苦く難なんに直面し、そこから学んでこそ成長する。違うかね？」

「…………」

『親子で内ない緒しよ話はそこまでにしていただきましょう！　木刀を得物とする御剣に対し、草[image: ]も何らかの対抗策を講じてくると思いますが、いかがですか？』

『普ふ通つうに考えれば防ぼう御ぎよに重きを置くだろうが……それは彼自身に訊いてみれば良かろう』

　静馬は長ランを拾い上げると、内うち懐ぶところから一対の棒ぼうを取り出した。長さ四〇センチほどの二本の棒を丈じよう夫ぶな紐ひもで連結した武ぶ器き──ヌンチャクである。

「フウ────……」

　静馬はヌンチャクの両りよう端たんを持ち、正面に両手を突つき出して水平に構えた。

「……ハッ！」

　左手を放すと、右手でヌンチャクを高速で振り回し∞を描えがく。右肩の後ろに振り、腋わきの下を通して左手に持ち替かえる。同様に左手でヌンチャクを振り回し、今度は腰こしの後ろを通して持ち替え、再び右手で振り回す。

　二周目からは演武が高速化し、途と中ちゆうで空中に放ほうり投げたり、足首で回転したりといった曲芸も見せた。首や背中越しに持ち替える動作が加わると、ヌンチャクはもはや素人には目で追えないレベルの複ふく雑ざつな軌き道どうを描き始め、いつしか荒あら々あらしい風切り音だけが試合場に響ひびいていた。

　右手にヌンチャクを持ち替え、もう一端の棒を腋に挟はさんでピタリと止める。演えん武ぶ終しゆう了りようとともに、観客はようやく息をすることを思い出してため息を吐つき、やがて拍はく手しゆと歓声が起きた。

『草[image: ]が用意していた武器はヌンチャクです！　しかし今の演武、確たしかに凄すごいのかも知れませんが正直ガッカリです！　ボケ所はいくらでもあったのに一回も後頭部にぶつけないとはどういうつもりなのでしょうか!?』

「アホか！　樫かしで出来てんねんぞ！　当たったらめっちゃ痛いたいっちゅうねん」

『草[image: ]君。参考までにそのヌンチャクの重さは何グラムかね？』

「重さ？　まあ一キロちょいやな」

『それならば実戦に使えるだけの威い力りよくがあるな。まともに当たれば一撃で勝負が決まるという点では木刀と同じだ。御剣君も十じゆう分ぶん注意してくれたまえ』

　涼子は頷うなずくと、腰に手た挟ばさんでいた木刀を抜いた。静馬も開始線まで歩み出て対たい峙じする。

『この対戦の結果によって最終的な勝敗が決定します。それでは大将戦──開始！』

　試合開始のゴングが鳴り響いた。

　いきなり飛び出したのは静馬の方だった。飛ひ翔しようするような高い跳ちよう躍やくからの跳とび蹴げりで一足飛びに間合いを詰つめる。涼子が回り込むように躱かわして身体を入れ替えると、振り向きざまにヌンチャクを腕ごと大きく振る。

　涼子は立てた木刀で防御し、間かん髪はつを入れずに打ち込んだ。

　ガッ！

　一瞬でヌンチャクを引き戻していた静馬は、二の腕に添そわせた棍こんでその打ち込みを受けた。涼子は潮しおが引くように後ろにさがる。静馬のヌンチャクと回し蹴りの二段攻撃が空振りした。涼子は再び踏み込んで突きを見み舞まう。大きな隙を見せたかに思えた静馬は、糸の切れた操あやつり人形を思わせる動きで素早く身を伏ふせて突きを躱し、床ゆかを掃はくような蹴りとヌンチャク、さらに片手を床について伸のび上がる蹴りの三段技で反撃する。涼子は身を投げ出すように側転して間合いを外した。

　涼子は木刀を正せい眼がんに、静馬はヌンチャクをハの字に構えて向かい合った。

『ファ……ファーストコンタクトは互角！　草[image: ]が果か敢かんに攻せめていますが御剣は冷静に捌さばいています』

『彼女は以前三節棍を使ったことがあるからな。あれはヌンチャクよりも応用範はん囲いの広い完成された武器だ』

『つまり与くみし易やすい相手ということですか？』

『そう簡単ではないだろう。草[image: ]君はヌンチャクを使いこなしているし、それに頼たよらずとも十分に強いからな』

　次に仕掛けたのは涼子からだった。正面から打ち込むと、静馬は受けずに身体ごと躱した。それを追って横よこ薙なぎに払はらうが切っ先は届とどかず、そこに生じた空くう隙げきに静馬が滑すべり込んでくる。返す刀で逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上げると、静馬は横向きに錐きり揉もみしながら跳ちよう躍やくし、その回転に乗せてヌンチャクを打ち込んできた。

　棍の先端が涼子の背中を打つ。

「──つっ！」

　涼子は静馬が跳とんだのとは逆方向に身を翻ひるがえし、木刀を逆さか手てに返して真後ろに突き出した。

　手て応ごたえがあった。振り向くと同時に連続で突きを放つ。静馬は二本束ねたヌンチャクでその切っ先を払うと、連続バク転で間合いを離はなした。

『互いに打ち合いましたが大したダメージはないようです。それにしても間合いの見切りが凄いですね！　有り得ない隙すき間まに入ってきます！　木刀が怖こわくないんですか!?』

『怖がっていては話にならんよ』

　素人である中村が的外れな感想を抱いだいてしまうのも無理はなかった。それほどに涼子の木刀の間合いに踏み込むのは勇気がいることなのだ。ヌンチャクのような短い棒を使って防御するだけでなく、体たい術じゆつによって紙一ひと重えで身を躱しつつ攻撃する──闘うための心技体が揃そろっていなければ不ふ可か能のうな芸当だった。

　一ひと頻しきりの攻防の後、仕切り直そうと間合いの外に逃のがれる静馬を追って、涼子が片かた手て突づきを放つ。

　ガキッ！

　静馬が木刀の切っ先をヌンチャクの股またで挟はさんで止めた。

　一いつ瞬しゆんの拮きつ抗こう──

　ここで涼子が木刀を引けば、静馬はそれに乗じて懐ふところに飛び込むだろう。動きを止めれば木刀を引かれて自分の体たい勢せいが崩くずれる。その危き険けんを瞬しゆん時じに察した涼子は、逆に全力で木刀を押し込んだ。

「うっ!?」

　想定外の動きに静馬は意表を突かれ、肩から体当たりを受けて足を乱みだす。涼子はヌンチャクに挟まれた木刀を抜きながら足を踏ふみ換かえて回転し、静馬の胴どうを打ち抜いた。

　吹っ飛ばされた静馬は床に背中から落ちた。しかし受け身を取り、飛ばされた勢いきおいを利用して後転から素す早ばやく立ち上がる。

『おお～っと！　え……今、木刀が入りましたよね!?　しかし草[image: ]すぐに立ちました！　まさか効きいていないのか～!?』

　ノーダメージであることを証しよう明めいするかのように静馬が攻勢に出た。飛び技わざと蹴けりを多用し、涼子に反撃の暇いとまを与えぬ連続攻撃を仕掛ける。しかしリーチに優まさる涼子はヌンチャクを警けい戒かいしつつ静馬の攻撃を捌いた。強ごう引いんにきた上段蹴りを伏ふせて躱し、木刀で軸じく足あしを払はらう。静馬は軸足で床を蹴って跳とび、ヌンチャクを叩たたき付けた。

　木刀で防御できたのは手元の棍で、紐ひもで繫つながった先の棍が涼子の肩を打つ。息が詰まりそうになるが構っている余よ裕ゆうはない。涼子は膝ひざ立だちの状態から木刀を突き上げながら立ち上がり、真っ向から全力で打ち込んだ。

　静馬は双そう棍こんをクロスさせて防ふせごうとするが、涼子の力が優った。防御の型が崩れ、切っ先が双棍をつなぐ紐を打つ。静馬は左手を放し、右の手首を返して、ヌンチャクを鋭く一回転させて涼子の頭を狙ねらう。涼子は振り下ろした木刀を跳ね上げ、落ちてくる棍を打ち返した。

　ブツッ！

　双棍をつなぐ紐が千切れ、片方の棍が弾はじけ飛ぶ。

（──勝機！）

　涼子は木刀を袈け裟さに打ち下ろした。静馬はただの棍になったヌンチャクの先を二の腕に当てて防ぼう御ぎよし、涼子の腹はらを蹴って突き飛ばすと同時に自分も後方へ転がって逃のがれた。

『おっと、これはいけません！　ヌンチャクの紐が切れてしまいました！　これではもはや木刀の攻撃を防ぎきれないのでは？』

『ううむ……』

『それとも修しゆう理りタイムを設もうけますか？』

『真剣勝負にそんなものはない！』

「その通りや」

　静馬は残った棍こんを投げ捨すてた。

「せっかくオモロなってきたとこやのに、マジで勝ちに行かなあかんとはな……」

　静馬は腰こしを落とし、両手をゆっくりと正面に突き出しながら腹ふく式しき呼こ吸きゆうをした。

「シュオオオオオォ────……」

　長く、深い息吹。

　息を吐はきながら両手を拳こぶしに握にぎり、腰に引きつける。そして両腕を顔の前で交差させ、気合とともに振り下ろす。

「フン！」

　その瞬間──涼子は静馬の身体からだが一回り大きくなったように錯さつ覚かくした。

（な……なに!?）

　静馬が陸上競技の助走のような大きな歩ほ幅はばで走ってくる。

　これまでとは何かが違う──涼子の本ほん能のうが警けい報ほうを鳴らした。

　静馬が床を踏み切り、空中錐きり揉もみ蹴げりで突っ込んでくる。涼子は身体ごと投げ出すようにして横に転がった。

　ゴッ！

　直後、熱気が身体を撫なでて吹き抜けた。肌はだが炎ほのおに炙あぶられたように熱い。

「クッ！　避よけよったな!?」

　視界には入っていないが、静馬が迫せまってきていることが肌で分かった。圧倒的な熱量を感じるからだ。涼子は目視するより先に木刀で背はい後ごの空間を薙ぎ払った。

　ガッ。

　静馬が木刀を前腕で無む造ぞう作さに防御した。しかし怯ひるむ様子がない。

（──バカな！）

　涼子は面打ちのフェイントから右の胴を打った。木の幹みきを叩いたような硬かたい感かん触しよく。静馬は木刀を右脇に挟み、踏み込みながら左の掌しよう底ていで涼子の胸むねを打った。

「うぐっ！」

　涼子の身体は数メートルも飛ばされた。打撃により突き飛ばされた──否いな、爆ばく風ふうの圧あつ力りよくで吹き飛ばされた感覚だった。奇き跡せき的に木刀は手の中に残っている。根こん拠きよはないが、胸にサラシを巻いていなければ今の一撃で倒されていたという確かく信しんがあった。

『これは何だ～!?　いったい何が起こっているのか！　草[image: ]静馬、木刀をまともに食らってもピンピンしています！　ヤケクソのやせ我が慢まんなのか、それとも肉体を鋼はがねと化す究きゆう極きよく奥おう義ぎでも体得しているのか～！』

「これが草[image: ]君の〈神カム威イの拳けん〉──」

「……かむい？」

　藤堂校長の呟つぶやきを雛乃は耳にしていたが、その意味するところは知る由よしもなかった。それよりも問題は涼子である。木刀で叩かれても平気な相手にどう闘たたかえばいいのか。

「今のを食ろても落ちひんとはな……こうなったらワシの十お八は番こを出すしかないな！」

　静馬が再ふたたび唇くちびるを尖とがらせて息吹の声を上げると、熱風が正面から吹き付けてきた。原理は不明だが静馬自身が放ほう射しやしている熱気としか思えない。

「おおおおおぉ──……」

　静馬が右手を顔の前に持ち上げた。身体から立ちのぼる陽炎かげろうが火ひ柱ばしらに見える。何かを仕掛けようとしているらしいが距きよ離りは五メートル以上離れている。しかし涼子の皮ひ膚ふ感覚は現状に留とどまる危き険けんを報しらせていた。

（仕掛けてくるのを待つ……？　ダメだ！　見てからじゃ……遅い！）

　そう思った時には駆け出していた。静馬が動き出す寸すん前ぜんに木刀を床に突き立て、同時に踏み切って跳ちよう躍やくする。

　轟ごう!!

　不ふ可か視しの爆炎が下から突き上げてきた。

　涼子の身体からだは強きよう烈れつな熱風に煽あおられて宙ちゆうを舞まった。しかしそれも一瞬のことで、目を開けるとすぐ下に床があった。涼子は両手足で着地する。

　顔を上げると、薙なぎ払はらうように右腕を振り切った姿し勢せいの静馬の背中があった。棒高跳び蹴りでも当たるかどうかという距離から跳躍したのに、何な故ぜか静馬の頭上を飛び越えてしまったらしい。

　静馬の全身を包んでいた熱気が消え失せていた。今の一撃でエネルギーを使い切ったのか──そう考えるより先に身体が動いた。

「つああああァッ！」

　渾こん身しんの片手突きが、振り向いた静馬の鳩尾みぞおちに命中した。硬い感触。だが構わず全力で突き抜ける──!!

「おごっ!?」

　吹っ飛ぶ静馬を追って涼子は駆けた。尻しり餅もちをついた静馬を蹴け倒たおし、脳のう天てんを叩たたき割わる気合で大上段から木刀を振り下ろす。

「──参った！」

　切っ先が、静馬の眉み間けんの上数センチのところで止まっていた。止めた、という意い識しきはなかった。

「参った？　ホントに？」

　涼子は油ゆ断だんのない目つきで静馬の挙動を注ちゆう視ししつつ聞き返す。

「参った！　参りました！　降参！　ギブアップ！」

　静馬は全面降こう伏ふくした犬のポーズで許ゆるしを乞こう。涼子はようやく木刀を引いた。

『み……御剣涼子勝利！　最終戦に勝ったのは御剣です！　これにより新撰組の優ゆう勝しようが決定しました!!』

　中村の宣せん言げんで、呆ぼう然ぜんとしていた観客が我われに返って歓かん声せいを上げた。

「涼子！」

　新撰組の四人が駆け寄ってきて、亜矢が羽は織おりを涼子の肩かたに掛かけた。その時初めて、涼子は自分が諸もろ肌はだを脱ぬいだ状じよう態たいであることに気付いた。小こ袖そではほぼ原型を留めておらず、袴はかまも大きく破やぶれている。水を吸すって千ち切ぎれたちり紙のような破れ方だった。サラシは辛かろうじてその役目を果たしている。

「うう、殺されるか思た……」

　鳩尾を押さえて半泣きになっている静馬にあらためて歩み寄ると、涼子は木刀の先で床を突いた。

「じゃあさっそくで悪いけど、罰ばつゲームを受けてもらおうかしら」

「罰ゲーム……？　そんな話聞いてへんで」

「あんたが自分で言い出したんでしょ？　負けた方は勝った方の言うことを聞くって。今さら惚とぼけたって無む駄だよ」

「……で、何やらされるんや？」

「もう決まってるわ──〈断だん髪ぱつ式しき〉よ」
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　試合場の中央に、キャスター付きの肘ひじ掛かけ椅い子すに縛しばり付けられた静馬が運ばれてきた。手て錠じようとロープを使って厳げん重じゆうに四し肢しを拘こう束そくされており、よほどのイリュージョニストでもないかぎり自力での脱だつ出しゆつは不可能だった。

　肘掛け椅子を押してきたのは制せい服ふくに着き替がえた涼子である。その後に、理り容よう道具一式を乗せたキャスター台を持った三〇代半ばと思おぼしき白衣姿すがたの中年男だん性せいがついてくる。

『ご紹しよう介かいしましょう！　高島平駅前に店を構えて十余年、バリカンマスターのいる理容店として親しまれている〈バーバーにしやま〉の御ご主しゆ人じん、西山よしおさんです』

　西山は全校生徒にペコリと頭を下げた。

『それでは西山さん、よろしくお願いします！』

　西山は静馬に白いエプロンをかけ、バリカンの電でん源げんを入れた。非ひ情じようのモーター音を耳にした静馬が不安に駆かられて暴あばれ出す。

「ちょっと待て！　まさかそのバリカンで根こそぎやる気やないやろな？　いくら何でも乱らん暴ぼうすぎひんか？」

「あんたは黙だまって刈かられてりゃいいのよ！」

　周囲を暗あん幕まくが囲み、静馬の姿すがたを観客から隠かくした。断髪式の様子は公開されず、声とバリカンの音だけが聞こえてくる。

「この辺からバッサリやっちゃってください」

「分かりました」

　バリバリバリバリ……

「ギャ────ッ！」

「やかましいのよ！」

　ゴスッ。

「痛いた！　刈ってる最中に頭叩いたら手元が……」

　バリバリバリバリ……

「うわ、めっちゃスースーする！　後頭部がスースーするぅ！」

「バカみたいに濃こいモミアゲが鬱うつ陶とうしいんで徹てつ底てい的に駆く除じよしてください」

「はい」

　バババババ……

「この繫がった一本眉が死ぬほどムカつくのよ！」

「うわ、うわ、それを切られたら方向感覚がおかしなるやろ？」

「ゴキブリの触しよつ角かくじゃあるまいし、眉を全部剃そり落とされたくなければ動くんじゃないわよ！」

　静まり返った会場にバリカンとハサミ、そして剃刀かみそりの音が続き、静馬の抵てい抗こうの声は次し第だいに聞こえなくなった。

　一五分後──涼子の指示により暗幕が取り払われ、頭から紙かみ袋ぶくろを被かぶせられた静馬の姿すがたが露あらわになった。精せい根こん尽つき果てたのか頭こうべを垂たれたままピクリとも動かない。西山が床ゆかに落ちた髪を箒ほうきで集めているが、その量が尋じん常じようではなかった。

　涼子の指示でドラムロールが鳴る。そのフィニッシュに合わせて静馬の頭に被せられていた紙袋を取り去った。

「え？」

「へえ～」

「ええええ～～～～!?」

　観客の反応はどちらかといえば落らく胆たん寄よりだった。期待していた結末とは少々違っていたからである。目隠しされたままの静馬は、自分の状じよう態たいが分からないため不安そうに耳をそばだてる。

「何やその微び妙みようなリアクションは？　もしかしてワシ、スベっとんのか？」

　静馬の手足の拘こう束そくが解とかれ、正面に姿すがた見みが置かれる。

「もう取っていいわよ」

　恐おそる恐る目め隠かくしを取る。目の前の姿見に映うつっていたのは、ショートボブのちょっぴり軟なん派ぱな印象の美男子だった。首の後ろは刈り上げられ、モミアゲは消え、眉毛は左右に綺き麗れいに分ぶん割かつされている。

　静馬は顎あごに手を当て、首を左右に傾かたむけて、じっくりと鏡の中の自分を観察した。







[image: ]







「……誰だれや？　このスッキリサワヤカなハンサムボーイは？」

『どうやら本人も半信半はん疑ぎのようですが、私だって信じられません！　これがあの野人と同一人物だというのでしょうか？　たった一五分で野人から文明人にクラスチェンジしています！　断だん髪ぱつ式しきというからにはてっきり丸坊ぼう主ずのスキンヘッドにするものと予想していたのですが……意外！　あまりにも意外な展てん開かいです！　毒気を抜かれるとはまさにこのことか～！』

　静馬はポケットから虎とら縞じまのバンダナを取り出して頭に巻まいた。ニイッと口角を上げて発達した犬歯を剝むく。赤しやく銅どう色いろの肌はだとも相まってワイルドな印象が強まるが、トータルで毛の量が圧あつ倒とう的に減へってしまっているため暑苦しさが足りずサワヤカになってしまう。

「ああ……ワシのモミアゲが……」

　剃り落とされてしまったモミアゲを懐なつかしむように耳元を撫なでる静馬に、涼子が鏡越しに指図する。

「その〈ワシ〉って言い方も禁きん止しね」

「ええ!?　どういうことや？」

「だから自分のことを〈ワシ〉って言うのを禁止するって言ってんのよ」

「〈ワイ〉やったらええんか？」

「同じことよ。まあ〈ボク〉って柄がらでもないだろうから〈オレ〉なら許ゆるしてあげるわ」

「その変へん更こうは永えい久きゆうにか？」

「もちろん永久によ」

「お、お前……それは言げん論ろん統とう制せいやぞ！　恐きよう怖ふ政せい治じや！　いったい何の権けん利りがあって言うとんねん」

「権利？　権利ならあるわよ」

　涼子は腕うでを組み、胸むねを張って言い放つ。

「あたしが勝って、あんたが負けたからよ！　人間としての立場であたしの方が上であんたが下！　分かった!?」

「ぐぬぬ～～」

　言い返せず地じ団だん駄だを踏む静馬に、涼子は白い歯を見せて笑った。

「アハハハッ、いい気味！　これでスッキリしたわ！」

　屈くつ託たくなく笑う涼子を見て、静馬は唇くちびるを尖とがらせて拗すねながらも複ふく雑ざつな表情を浮うかべる。

『え～さて……藤堂校長、そろそろ今回のＫファイトの──いえ、最後のＫファイトの総そう評ひようをお願いします』

『うむ……』

『ハッ、今さらそんなもの必要ありませんわ！』

　お通夜ムードの中村と校長に比くらべ、雛乃は絶ぜつ好こう調ちようだった。

『この記念すべきイベントを締しめくくるのは、この私の勝利宣せん言げんをおいて他にありませんわ。全校生徒の皆みなさん、私、藤堂雛乃はＫファイトの完全撤てつ廃ぱいをここに──』

「ちょっと待った！」

　雛乃の宣言を制止したのは涼子だった。マイクを取り、会場にいる全員に聞こえるように話す。

『Ｋファイトに勝ったのはこのあたしよ。つまり、Ｋファイトをどうするかはこの御剣涼子が決めていいと思うんだけど？』

『代表者は私ですわ。それは僭せん越えつというものではなくて？』

『代表者？　部外者の間ま違ちがいじゃなくて？』

『…………』

『あたしはもともとＫファイトの存そん続ぞくにも廃止にも興きよう味みがないわ。ただ、この草[image: ]静馬をギャフンと言わせるための大たい義ぎ名分が必要だったから、あんたの話に乗っただけのことよ』

『あ、あなた……まさか裏うら切ぎるつもり!?』

『むしろ逆ぎやくよ。生徒会長が演えん説ぜつで言ってたように、Ｋファイトが問題なのは、全校生徒の承しよう認にんを受けずに静馬と校長が勝手に始めたからでしょ？　だったら、その是ぜ非ひを今ここで判はん定ていすりゃいいのよ。幸い、答えはすぐ出そうだしね』

『な……なるほど！　その手がありましたか！』

　中村は涼子の意図を理り解かいし、観客席に呼よびかけた。

『全校生徒の皆さんに判定をお願いします。Ｋファイト存続に賛さん成せいの方は赤のパネルを、反対の方は浅あさ葱ぎ色のパネルを出してください。賛成なら赤、反対なら浅葱色です。よろしいですか？』

　会場は一気に騒そう然ぜんとなった。慌あわてたのは雛乃である。

「こ、こんなやり方は認みとめないわ！　認められるわけが……」

「どうしてかね？　Ｋファイトなどよりはよほど民主的な投票という方法に異い論ろんが？」

　藤堂校長は落ち着き払はらっている。

『それでは判定していただきましょう──パネルをどうぞ！』

　生徒全員のパネルが出るまでには十数秒かかった。しかしどちらが優ゆう勢せいであるかは票数を数えるまでもなく明らかだった。

『得票の割合は赤が八に対し浅葱色が二！　繰くり返します、赤が八に浅葱色が二の割合です。この結果により……Ｋファイトの存続が決定いたしました！』

　赤いパネルの群むれが波打ち、跳はね踊おどる。巻き起こる拍はく手しゆ、そして歓かん声せい──それは大門高校史上最大のイベントに相応ふさわしい幕まく切ぎれだった。

　その結果に涼子は呆あきれたように苦く笑しようし、やれやれとため息を吐つく。

「Ｋファイトなんてくっだらない遊びが好きな酔すい狂きようがこんなに大おお勢ぜいいるとはね。ったく、世も末だわ」

「涼子、お前──」

　思わず普ふ通つうに呼びかけようとして、静馬は思い直した。手近にあったマイクを奪うばい、壇だん上じように駆かけ上がる。

『おい涼子！　このワシを……やのうて、このオレを完全に凹へこましたつもりか知らんがそうはいかへんぞ！　Ｋファイトが続く限かぎり、オレは不死鳥のごとく何遍べんでも甦よみがえる！　次の勝負を楽しみにしとれ！』

　一方的にまくし立てると、静馬は身を翻ひるがえして逃にげ出した。

『おおっと！　草[image: ]静馬、分かりやすい捨すて台詞ぜりふを吐はいて逃とう走そうしました！　しかし何度でも甦るということは、何度も負けるつもりなんでしょうかね？』

『実じつ際さい、彼は今日だけで三回も負けているからな』

『それもそうですね。まあ存続が決定して一安心なんですが、草[image: ]が王おう座ざから転落したことで今後のＫファイトはどうなっていくんでしょうか？』

『おそらくこれからも草[image: ]君を中心に続いていくことになるだろう。不敗の王者でなくなったことでむしろ闘たたかいやすくなるかもしれん』

『なるほど。次のＫファイトは果たしてどんな対戦カードになるんでしょう。今から楽しみですね！　それではこの辺で講こう堂どう特とく設せつ実じつ況きよう席せきからの放送を終了したいと思います。皆さん、ごきげんよう～！』
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　涼子が保ほ健けん室しつでの診しん察さつやその他の雑ざつ用ようを片かた付づけて帰路についたのは、午後五時になろうかという頃ころだった。

「何度思い出しても不思議というか……あの大将戦の最後の方って、何が起きてたのかサッパリ分かんないのよね～」

　肩かたを並べて歩きながら、ひとみがしきりに首をひねった。闘った涼子自身よく分かっていないが、観客席から見ても同様だったらしい。

「たぶんアレよ。離はなれた相手を気合で攻こう撃げきする〈遠当て〉とか〈百歩神拳〉とか、そういう類たぐいの飛び道具でしょ」

「それじゃマンガの世界じゃない」

「マンガよ。あいつの存そん在ざい自体が」

「そっか……」

「ひとみ、そこは納なつ得とくするとこじゃないわよ」

　大将戦だけでなく、先せん鋒ぽうから副将戦までを見ても見所満まん載さいのＫファイトだっただけに話のタネには事欠かない。話に夢む中ちゆうになって歩いていたため、路肩に停まっているリムジンにはまったく気付かずに横を通り過すぎた。

「お待ちなさい！」

　背はい後ごから呼び止める声に、涼子は面めん倒どうくさそうに振り返った。分かり切っていたことだが、そこにいたのは腕うで組ぐみ＆仁に王おう立だちの藤堂雛乃である。

「ずいぶん不景気な顔してるわね。何か用？」

「わざわざ口に出して言わないとお分かりにならないのかしら？」

「お分かりにならないわね。正直、こっちはあんたに用はないのよ」

　帰る気満々の涼子の態たい度どに、雛乃の我が慢まんは臨りん界かいを突とつ破ぱした。

「もう一度この私と勝負なさい！」

「今度は何のために？　親子ゲンカの代理はもうまっぴらなんだけど」

「有り体ていに申し上げて……レディーにあるまじき恥はずべきことではありますが、今の私はあなたを心底ぶちのめしたいと思っていましてよ？」

「被かぶった猫ねこがズレまくってるわよ。まあいいけど……このあたしをただ単にぶちのめしたいってのは、理由としちゃ上等ね」

　涼子は心配顔のひとみに鞄かばんを預あずけると、竹刀しない袋ぶくろを手に公園の芝しば生ふに足を踏ふみ入れた。雛乃もそれに続く。広場で対たい峙じした涼子は、雛乃が白はく鳳おう女学院の制服のままなのに気付いた。

「制服を汚したくないなら着替えてくれば？」

「お気き遣づかいは結構！」

　雛乃は組くみ紐ひも付つきの十手を構かまえた。涼子は竹刀袋から赤あか樫がしの木刀を抜く。

「────!?」

　雛乃の顔に困こん惑わくの色が浮うかんだ。涼子の構かまえが剣けん道どうのそれではなかったからである。

　涼子は左手で木刀の柄つか頭がしらをつかみ、右手は切っ先から拳こぶし二つ分余あまらせたところを持っていた。腰を落とし、木刀を顔の前に斜ななめに捧ささげ持つようにして構えている。野球で言えばバントの体勢に近い。真剣を模もして作られている木刀だが、涼子はこれを刀ではなく杖じようとして扱あつかっているのだ。もちろん十手＆捕ほ縛ばく術じゆつへの対抗策である。

　杖術は捕とり手て術じゆつにも含ふくまれているため雛乃も基き本ほんは知っている。

　杖は『突けば槍やり、払えば薙刀なぎなた、持たば太た刀ち』と言われ、扱い方により千変万化の技を繰くり出すことのできる武器である。涼子があえてこの構えをしたということは、剣道へのこだわりを捨てて本気でかかるつもりだ。

　雛乃は知らずに足が竦すくむのを感じた。今日のＫファイトで涼子が見せた鬼き神じんの如ごとき闘いぶりが網もう膜まくに焼き付いている。怒いかりにまかせて勝負を挑んだことを雛乃は後こう悔かいしはじめていた。菱ひし沼ぬま家伝来の捕縛術は一いつ朝ちよう一いつ夕せきに破やぶられるものではないが、格かくの違ちがいをも一足飛びに超こえてしまう何かが御剣涼子にはあるのだ。草[image: ]静馬という怪かい物ぶつを退たい治じしたことで文字通り一ひと筋すじ縄なわでは行かない相手に成長している。八つ当たりで痛いためつけて憂うさを晴らすどころか、命いのち懸がけの死し闘とうになることは明らかだった。

「──そこまでです。雛乃さん」

　雛乃を救ったのは優やさしげなひと声だった。

「涼子さんも。私に免じて刀をお引きになって」

「……しょうがないわね」

　涼子が構かまえを解といたことで、雛乃は肩かたから力を抜いた。

　二人の仲ちゆう裁さいに入ったのは霧きり林ばやしあずみだった。しかし救い主であるあずみを見て雛乃は眉まゆをひそめた。あずみが大門高校の女子の制せい服ふくを着ていたからである。

「あ、あずみお姉様!?　その格好は、まさか……」

「ええ、本日のＫファイトの一部始終を観戦させていただきました」

「あの……その、何な故ぜ……？」

「あら、雛乃さんの手先となった涼子さんがあの草[image: ]静馬と対決するというのに、見み逃のがす手はありませんわ。そうでしょう？」

　あずみはすべてお見通しだと言うように悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「涼子さん。雛乃さんのこと、許ゆるしてあげてくださらない？　今回の件けんでは私にも責せき任にんの一いつ端たんがありますのよ」

「どういうこと？」

「私、以前に雛乃さんに薙刀の研究についてお手伝いをお願いしたことがありましたが、その時は良いお返事をいただけませんでした。そこで私は涼子さんと闘うことで霧林家の薙刀の実力を試ためそうとしたのですが……それが雛乃さんには不ふ愉ゆ快かいだったのでしょう」

「イマイチよく分かんないんだけど……要するに？」

「要するに、雛乃さんは私が涼子さんに浮気をしたのが許せなかったのでしょうね」

「はあ!?」

　要約されてもやはり涼子には事じ情じようがよく吞のみ込こめない。雛乃は頰ほおを染そめて顔を伏ふせ、ボソボソと反論した。

「お姉様、その……私が嫉しつ妬とにかられて御剣涼子に報ほう復ふくしたなどということは……」

「あら、私のためにそうしたのではなくて？　涼子さんとのＫファイトで怪け我がをした私を見て血相を変えていらしたから、てっきりそうだと思いましたのに」

「それは確かに……間違ってはいませんが、お姉様を傷きず物ものにしたこの女が許せなかっただけで、それは嫉妬したわけでは……」

「私と涼子さんのＫファイトのビデオはご覧らんになりまして？」

「え、ええ……はい」

「それをご覧になってすぐに、今回のＫファイト廃はい止し作戦を考えたのでしょう？」

「いや、まあ、そ……その通りですが……」

「では、そういうことですわね」

　あずみの口ぶりからして証ネ拠タはすべて揃そろっているらしかった。

　お嬢じよう様さま同士の友情がどういうものかは涼子の想像の範はん囲い外だが、敬けい愛あいする先せん輩ぱいがケンカで怪我をしたから仕返しをしたい、という気分は分からなくもない。その先輩が自分よりそのケンカ相手の方を高く評ひよう価かしているので状じよう況きようがややこしくなっているのだ。もっとも雛乃の場合はＫファイトの発ほつ起き人にんである父親との確かく執しつもあるため、あずみの件はきっかけにすぎないとも考えられる。

　しかしあずみがそのようにして事態を収おさめようと考えているのなら、涼子としては異論はなかった。

「ま、そういうことなら許してやってもいいけどね──」

　涼子は恐きよう縮しゆくしている雛乃の前に歩み寄よると、手を伸のばして、揉もみ上げの縦たてロールの先を指先でつまんで引っ張った。十分に伸ばしてから放すと、くりん、とバネのように縮ちぢむ。

「いっぺんこれを触さわってみたかったのよね～」

「あら、私もですのよ」

　あずみが反対側の縦ロールをつまんで伸ばした。

　くりん。

「雛乃さんはと～っても腰こしの強い頑がん固こな癖くせっ毛をお持ちなんですのよ。だからこれくらいしっかりカールさせないと髪かみがまとまらないのだとか」

「へえ～そりゃ大変ね」

　くりんっ。

　二人は協力して左右同時に縦ロールを伸ばして、放した。

　くりくりんっ。

「人の髪をオモチャにして遊ばないでください！」

　雛乃は恥ずかしさを通り越して開き直った。フンと鼻を鳴らし、涼子をにらむ。

「一つあなたに訊いておきたいことがあるのだけど」

「へえ、何？」

「今日の大将戦のことよ。追い詰つめられてのこととは思うけど……あなた、危あやうく草[image: ]静馬を殺すところだったわね？　あの男が寸すん前ぜんで降こう参さんしていなければ、あなたの木刀は頭ず蓋がいを砕くだいていたかも知れない」

「流れの中でそうなったとしか言えないわね。それが？」

「別に……自分の付き合っている彼氏を相手に、よくもあそこまで本気になれたものだと思っただけよ」

　雛乃は揶や揄ゆするように言ったが、涼子が引っかかったのは別のことだった。

「ちょっといい？　彼氏って誰？　誰と誰が付き合ってるって？」

「あなたと草[image: ]静馬に決まってるでしょ？」

「何を勘かん違ちがいしてるのか知らないけど、あたしはあいつとは付き合ってないから！」

「でもバレンタインデーに手作りチョコレートを贈おくったでしょう？　草[image: ]静馬もそれを喜んで食べたそうじゃない。だったら相思相愛でしょう？　それでもシラを切るつもり？」

　涼子は軽い目眩めまいを覚えつつ弁べん明めいした。

「だからそれは違うのよ！　確かに手作りチョコは作ったけど、それはあのバカに食わすための物じゃなかったのよ！　結局渡わたしそびれたから捨すてようとしたら、あいつが餌えさと間違えて食いついてきたってだけのことで……」

　雛乃の顔がみるみる強こわ張ばった。

「じゃあ本当に付き合ってないの？　二年生に進級してからは隣となり同士の席でラブラブだって聞いたけど」

「あいつがしつこく構ってきてるだけで、こっちは大迷めい惑わくしてるんだから！　言ったはずでしょ？　あたしは静馬を叩たたきのめすために新撰組として闘ったって」

「その証しよう言げんは信用できないわね。髪かみを切ってわざわざ見栄え良くしてやったのは何な故ぜ？」

「つるっ禿ぱげにしたらしたで笑いが取れてオイシいとか思っちゃう奴やつなのよ！　普ふ通つうにしてやるのが一番ダメージがデカいの！」

「……一応、筋すじは通ってるようね」

「じゃあ逆に訊くけど、あたしが静馬と付き合ってるなんてデマ、そもそも誰から吹き込まれたの!?」

「そ、それは──」

　雛乃が言い淀よどんだその時、元気潑はつ剌らつとした声が背はい後ごから聞こえてきた。

「は～い、どうもどうも～～」

　そこに現あらわれたのは、おかっぱ頭にダサい眼鏡めがね、Ｋファイト実行委員会の腕わん章しようを付けた女子生徒──矢神花子だった。

「どうもです、雛乃さん」

「あなた……Ｋファイトで私を案内してくれたスタッフの人ね？　何しに来たの？」

　矢神は後ろ手に隠かくし持っていたプラカードを見せた。

　それにはコミカルな書体で〈ドッキリ大成功!!〉の赤文字が書かれている。しかし雛乃はその意味が理り解かいできないらしく、キョトンとしている。

「まだ分かりませんか？　つまり……こういうことです」

　矢神はウイッグと眼鏡を取り、素顔を──神矢大作としての正体を明かした。

「かっ……神矢君!?」

　雛乃は顎あごが外れんばかりにアングリと口を開けた。

「あ、あなた……本当は女の子だったの？」

「いえ、違います」

「だったらどうして女の子の格好をしてるの!?」

「これはですね、純じゆん粋すいに雛乃さんを欺あざむくためだけの変装です」

「え？　どういうことなの？　よく分からないわ……あなた、何者なの!?」

「そうですねえ。何から説明したものやら……」

　大作はスカートのポケットから何枚まいかの写真を取り出し、そのうちの一枚を選んで雛乃に渡わたした。それを見た雛乃の顔がとたんに引きつる。涼子とあずみは横から写真を覗のぞき込んだ。

　それは、仲良く肩かたを組んでＶサインを出している静馬と大作のツーショットだった。

「まず第一の情じよう報ほうとしては、僕と静馬さんは非ひ常じように親しい大親友です」

　大作は二枚目の写真を渡した。藤堂校長と、大作をはじめとするＫファイト実行委員会の主要メンバーが並んでいる記念写真である。

「第二に、僕はＫファイト実行委員会の創そう設せつメンバーで主要スタッフです」

　続いて三枚目。これは写真ではなく〈御剣涼子ファンクラブ会かい員いん証しよう〉だった。

「三つ目ですが、僕は涼子さんのファンクラブ会員番号〇〇一番です」

　さらに四枚目。今度は霧林あずみとのツーショットである。

「四つ目──あずみさんとは去年のＫファイトの時から親しくさせてもらってまして、今回は雛乃さんの情報を提てい供きようしていただく代わりに、こちらの状じよう況きようを逐ちく一いち報ほう告こくさせてもらっていました」

「お、お姉様まで……？」

　雛乃はヘナヘナとその場に崩くずれ落ちた。

「いつから……？　いったいいつから私を謀たばかっていたというの？」

「保ほ健けん室しつでの出会いからすでに仕込んでましたよ」

「そんな……！　私が大門高校に行くことは、どこからどうやって漏もれたの？」

「潜せん入にゆうのために女子の制せい服ふくを仕入れるように奈々子先生に頼たのみましたよね？　奈々子先生がその制服代を校長にせびりに来たので、その時点ですね」

「……あ、あの女……」

「僕ぼくは校長に呼よばれて、雛乃さんが何をするのか監かん視しするために逆ぎやくスパイに任にん命めいされました。まあ奈々子先生に頼んでる段だん階かいで雛乃さんの情報収集能力が貧弱なことは分かっていましたから、言わば手間を省いてあげようという親心ですよね。僕の提供する情報は的確だったでしょ？」

「ええ……確かに」

　的確で当然だった。当事者に最も近いところにいる人間が情報を提供していたのだ。

「でも雛乃さんがＫファイト潰つぶしを立案したところから事じ情じようが変わってきました。校長に相談したところ、校内のアンチＫファイト派はを表面化させるのに都合がいいって事で、雛乃さんの計画を実じつ現げんするために全面的に協力することになったんです。それからはもう大変でしたよ！　新撰組のメンバー候こう補ほを選んだり、活動に不ふ慣なれな生徒会に人材を派は遣けんしたりとか……」

　大作の話には涼子にとっても初耳となる情報がいくつもあった。

「じゃあ今回の生徒会のアンチＫファイト活動って、大部分がＫファイト実行委員会の協力のもとに成り立ってたってわけ？」

「その通りです」

「まあ雛乃と一いつ緒しよにあんたが出てきた時から、どうせウラがあるんだろうなとは思ってたけどね」

「知らんぷりしていただいて感かん謝しやしてますよ。涼子さんには」

「でもさ、あたしと静馬が付き合ってるなんてデマを流したのもあんたでしょ？」

「僕は一つもウソは言ってませんよ？　ただ、涼子さんの手作りチョコを静馬さんが食べた……という事実を話しただけです。ミスリードはしましたけどね」

　雛乃がピクッと反はん応のうし、顔を上げた。

「同じクラスの隣同士の席になってラブラブっていうのは……？」

「静馬さんが一方的にラブラブだっただけです。だから涼子さんを新撰組に加えると静馬さんに対するプレッシャーになる、というのは間違ってません。静馬さんをやっつけたいと思っている涼子さんにとっては渡わたりに船でしたが」

「くっ……」

「相思相愛の二人を敵かたき同士にして苦しめるという作戦は半分しか成功しなかったわけですが、そこはまあいいじゃないですか」

「ははーん、そういう底意地の悪い作戦を考えてたわけだ。なるほどねえ」

「あまり雛乃さんを虐いじめないでくださいよ。涼子さん」

　あずみに助け船を出されたところで雛乃が惨みじめなのには変わりがなかった。

「ところであんたの女じよ装そうの理由をまだ聞いてないんだけど」

「神矢大作という人間は雛乃さんにとっての情報提供者ですが、僕が僕のままでＫファイト実行委員会のメンバーとして活動するわけにいきませんからね。新撰組が活動を開始して以い降こうのビデオや写真には全部この格好で映うつってます」

「そう言えば……おかっぱで眼鏡のＫファイトスタッフって、資し料りようにいっぱい映ってた気がするけど……あれ全部、神矢君だったの？」

　大作が頷うなずくと、雛乃は握にぎり拳こぶしを地面の芝しば生ふに何度も叩たたき付けた。

「でも一つだけ誤ご算さんがあったんですよね。静馬さんが負けて、なおかつああいう形でＫファイトが存続することになるとは夢ゆめにも思いませんでしたよ。そういう意味ではやって良かったと思うし、雛乃さんには感謝してますから──」

「神矢君の仰おつしやるとおりですわ。さあ雛乃さん、お立ちなさい」

　あずみに支ささえられて雛乃はよろけながらも立ち上がった。

「まあせっかくですから記念写真でも撮とっときましょうか。美人が揃そろってることだし」

　大作は見物人となっているひとみを呼び寄せた。

「チョコ絡がらみでまんざら無関係もないですし、入ります？」

　ひとみはプルプルと首を横に振った。雛乃もまたバレンタイン事じ件けんの被ひ害がい者しやの一人と言えなくもない。罪ざい悪あく感の上うわ塗ぬりは勘かん弁べんだった。

「どうせなら大作君、あんたも入りなさいよ。女装は今日でおしまいなんでしょ？　ひとみにシャッター押おしてもらってさ」

　涼子のアイデアでウイッグを被り直した大作が加わり、四人で写真を撮ることになった。カメラを任まかされたひとみがシャッターを切る瞬間、涼子は大作のスカートを捲まくり上げた。大作は女の子みたいな悲鳴を上げて抗こう議ぎする。

「いきなり何するんですか、涼子さん！」

「下着、何穿はいてるのかな～って気になったのよ」

「そんなの急に気になりますか!?」

　何な故ぜか内うち股またになってモジモジしている大作の肩をつかみ、雛乃の方へ押しやる。

「あんたも結局は親おや父じの掌てのひらの上で踊おどってただけだし、自じ業ごう自じ得とくとはいえ同情すべきところもなくはないし……ってことで、罪つみ滅ほろぼしも兼ねて神矢君を一日自由にしていいわよ」

「ええええ～っ!?」

「ファンクラブ会員筆頭なんだからあたしの命令は聞くわよね？」

「そんな無茶な～！」

　完全にふて腐くされていた雛乃の目に、嗜し虐ぎやく的な輝かがやきが甦よみがえった。上うわ唇くちびるをペロリと舐なめる。

「それは……魅み力りよく的な提てい案あんね」

「どうぞどうぞ、煮にるなり焼くなり好きにしてもらって結けつ構こうよ。一日と言わずゴールデンウィーク中ずっとでもいいけど」

「それなら一日くらい私にも貸かしてくださる？」

　あずみも乗り気らしい。大作はあっという間に縄なわをかけられ、もはや抵てい抗こうも逃とう走そうも不ふ可か能のうだった。なにしろ雛乃は捕とり手て術じゆつの達人なのだから。

「それではごきげんよう。いずれまたお会いしましょう」

「ええ。必ず」

　涼子とひとみは、二人のお嬢じよう様さまにお持ち帰りされていく大作を手を振って見送った。

「涼子ちゃん……本当に良かったの？」

「大門高校と白鳳女学院の平和的共存のための尊い犠ぎ牲せいだったわね」

「過か去こ形けいにするには早すぎると思うんだけど……」

「いいじゃない。人を担かついだ罰ばつにはちょうどいいわ」

　竹刀しない袋ぶくろと鞄かばんを背せ負おって歩き出す涼子。その後を小走りに追いかけるひとみは、涼子が鼻歌を歌っていることに気付いた。

　本当に気分のいい時にしか出ない涼子の鼻歌。

　ひとみが久ひさしぶりに聞いたそのメロディは──『江戸の夜明け』だった。










　エピローグ　素す晴ばらしき日々の終わりと始まり







（眩まぶしい──）

　朝っぱらから初夏を思わせる陽気に、涼りよう子こは目を細めて日差しに手をかざした。

　ゴールデンウィークが明けて二日目の水曜日──目に映るものすべてが鮮あざやかに色づき、生命力に溢あふれている。世界は完かん璧ぺきな均きん衡こうを保たもっているように見えた。

　新しん撰せん組ぐみとしての連日の活動による疲ひ労ろうとＫファイトで受けたダメージはすでに癒いやされ、身も心も軽い。思わずスキップしたくなる衝しよう動どうにかられたが、さすがに自重した。

　Ｋファイトでは自分の限げん界かいを超こえた動きをしたせいか、ゴールデンウィーク前半は筋きん肉にく痛つうのため寝ねて過すごし、後半はひとみと遊び回った。

　昨夜は獅し子し倉くら達たつ哉やから電話があり、新撰組とＫファイトの顚てん末まつについて根掘り葉掘り質しつ問もんされた。史し織おりからはおおよその話しか聞かされていなかったらしく、達哉は涼子の話にいちいち驚おどろき、Ｋファイトの異い様ような盛もり上がりを知ると心底悔くやしがった。涼子が引っ越こし先での話を訊きくと、相当な覚かく悟ごと期待を抱いだいていたものの静しず馬まほど無む駄だに濃こい関西人は転入先の高校にもおらず、達哉はこれについても失敗したとぼやいていた。先日のＫファイトについては記録をまとめた本が校内で発行されるはずなので、それを必ず送ると達哉に約束した。

　ひとみと別れて二年Ｂ組の教室に入ると、クラスメートたちの視し線せんが涼子に集まった。しかし以前のように緊きん張ちよう感をはらんだ不ふ穏おんな空気にはならない。もちろん好意的な生徒ばかりではないが、好こう奇きの目で遠とお巻まきに見られるような不ふ愉ゆ快かいな感じはなくなっている。つまりは節度ある良好な関係といっていい。

　自分の席に腰こし掛かけ、隣となりの窓まど際ぎわの席に目をやる。

　草くさ[image: ]なぎ静馬はまだ戻もどってきていない。宣せん言げんした通りにいずれは復ふつ活かつするだろうが、もう一週間くらいは個こ人じん的にゴールデンウィークを延えん長ちようしてもらって構かまわない気分だった。二年生に進級して以来、一度も感じたことのなかった解放感をもう少し満まん喫きつしていたいからだ。

　人身御ご供くうに供きようされた大だい作さくは、休きゆう暇か中はずっと雛ひな乃のとあずみに連れ回されたという。とはいえ南の島に行って美お味いしいものを食べたり、他にもいろいろと役得に与あずかったことを自じ慢まんげに報ほう告こくしてきたのが癪しやくに障さわったので、とりあえず耳をつねっておいた。

　このクラスに懸けん案あんがあるとすれば、青あお木き美み沙さ緒おが渡と欧おうのために本ほん格かく的に退たい職しよくしてしまい、担たん任にん教きよう師しが不ふ在ざいになっていることだった。だがそれは一生徒である涼子が心配するような類たぐいの事こと柄がらではない。

（悩なやみの種がないって、なんて素晴らしいんだろう──）

　病気や怪け我がをして初めて健康の有り難がたみを知るように、涼子は何の変へん哲てつもない平へい穏おんな日にち常じようにしかない安らぎをかみしめていた。




　新撰組は解かい散さんしたものの、それぞれのメンバーが所しよ属ぞくするクラブには入部希望や見学の生徒たちが殺さつ到とうしていた。もともと芳かんばしくなかった評ひよう判ばんをさらに落とした生徒会とは違い、クラブのプロモーションとしては大成功だったようだ。

　涼子の所属する剣けん道どう部ぶにも見学者が増ふえたが、伝でん統とうのある部だけに軽けい薄はくな気分で入部したところで長続きはしないだろう。とはいえ見所のある新入部員が入ってこないとも限らないので、二年生部員としては楽しみではある。

　新撰組に入ってから減へっていた練習量を取り戻すためにこの日も涼子は稽けい古こに勤いそしみ、率そつ先せんして汗あせを流した。木刀で闘たたかう実戦に比くらべると剣道はやはり武ぶ術じゆつとしてよりもスポーツとしての面が勝る。ストリートファイトについては剣道を基き本ほんにしつつ我が流りゆうでやってきた涼子だが、雛乃のように実戦向きの武術を体たい系けい的に身につけた人間と闘うと、我流の限界について意い識しきせざるをえなかった。より強くなるためには誰だれかに師し事じするべきなのかもしれないが、名の通った武術の師し範はんというと決まってケンカは御ご法はつ度とというお堅かたいイメージがあるため、伝統武術に弟で子し入りするのは自分には向いていないようにも思える。

　結局、涼子に今できることはひたすら鍛きたえて、鍛えて、鍛えるだけだった。




　最後まで道場に居い残のこっていたため、帰る頃には日が暮くれかかっていた。ひとみは先に帰ったため、涼子は一人で帰き途とについた。

　心地ここち好よい疲ひ労ろうと空くう腹ふくを感じながら公園脇わきの歩道を歩く。見上げると、西の空に残光があった。宵よい闇やみがヴェールのように天を覆おおい始めている。

「…………うん？」

　中空に不自然な黒い雲を見つけて涼子は立ち止まった。まるで黒い絵の具を平筆で縦じゆう横おうに伸のばしたような、あるいは幾き何か学がく的な形をしたパズルのピースをはめ込こむための穴あなのような──

　よく観察しようと目を凝こらした刹せつ那な、その黒雲から青白い稲妻いなずまが走り、ほんの数メートル先の地面に落ちた。その落らく雷らいはほぼ無音で、雷鳴を伴ともなわなかった。遥はるか上空にあると思えた黒雲は、落雷の位置関係からして実じつ際さいにはごく低い位置にあったらしい。

　しかし、涼子を戦せん慄りつさせたのは、奇き妙みような落雷現象そのものではなかった。

　稲妻の落ちた先に、のっそりと立ち上がる人ひと影かげがあった。

（デカい……!!）

　涼子に背を向けたまま立ち上がったその人物は、明らかに二メートルを超こえる巨きよ軀くの持ち主だった。

　フライトジャケットを羽は織おった恐おそろしく広い背中。二の腕うでまで捲まくった袖そでから出ている腕の手首が異い様ように太い。涼子のウエストより太い丸太のような足にアーミーパンツを穿はき、軍用の編あみ上げブーツで足元を固めている。

　怪あやしげな落雷とともに現あらわれたその人物は、西の空を見上げた。ちらりと見えた横顔は人間の男のそれである。

「なんとか生きて帰れたが……」

　巨漢は日本語で独ひとり言を呟つぶやくと、太い首をコキコキと鳴らした。

「ちょっと、そこのあんた！」

　涼子は我が慢まんできずに声をかけた。異常事態に興こう奮ふんしているため声が裏うら返がえりかけている。

　涼子の存そん在ざいにまったく気付いてなかったらしい巨漢は一いつ瞬しゆん、身体からだを硬かたくすると、少しぎこちない動きで振り向いた。

　がっしりした大作りの身体に載のっているのは、やはり大作りの、いかにも男くさい顔だった。鼻も顎あごも大きく、その口元は厳きびしく引き締しめられているが、目元は意外にも澄すんでいる。年ねん齢れいはおそらく二〇代後半から三〇代前半。ストイックな性せい格かくでなおかつ知性も感じさせる武人といった印象だ。

　グレーのシャツを盛もり上げる胸むな板いたの厚あつさや、文字通り筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる肉体の存在感に涼子は圧あつ倒とうされた。筋肉質ということなら静馬も相当いい体格をしているが、こちらはまさしく筋すじ金がね入りだった。惚ほれ惚ぼれするほどの大男とはこのことだ。

　涼子は右手を上げて、巨漢の顔を指さす。

「ええ～っと……」

　巨漢は顔を指されるいわれはないと言わんばかりに、わざとらしく周囲を見回した。

「誰を探さがしてるのよ？　あんた一人しかいないじゃない！」

「そ、それで……俺おれに何の用だい？」

　落ち着いた優やさしげな口調だが、動どう揺ようを隠しきれていない。

「とぼけるんじゃないわよ!!　今、あんた、その……何かピカーッと光って、いきなり出てきたでしょ!?」

「だから、何だ？」

「え？」

　図星をつかれて弱るかと思いきや、予想外の切り返しだった。居直りと言ってもいい。意表を突つかれてうろたえた涼子に、巨漢は冷静に畳たたみみ掛かけてくる。

「いきなり光とともに現れたから、それがどうしたというんだ？　何か問題でもあるのか？　それとも日本の法ほう律りつに触ふれるのか!?　そして君の家はマンションなのか？」

「え～っと、その……うちは一いち応おう一戸建てだけど……」

　何の意味があって急に家のことを訊いてきたのか、意図が分からず涼子は混こん乱らんした。

「世の中には訳わけの分からないことなどいくらでもある！　余よ計けいなことに首を突っ込んでいる暇ひまがあったら、学生らしくさっさと家に帰って宿題でもするんだな……では、さらばだ!!」

　巨漢は涼子に背を向けて歩き出す。光とともに現れるという不自然極きわまる登場の仕方をしておきながら、帰りは徒歩なのか。涼子はようやく、この大男がひどく子こ供ども騙だましな手口で自分を煙けむに巻こうとしていることに気付いた。

「ちょっと待ちなさいよ！　誤ご魔ま化かそうったってそうは問屋が卸おろさないわよ!!」

　再さい度ど呼び止めながら、涼子は鞄のサイドポケットから数本のボールペンを取り出した。見た目も機能もボールペンだが、先せん端たんに重りを仕込んで投げやすいようにバランスを調整してある。段ボールなら貫つらぬくが、人間に当たってもチクリとするだけの安全手しゆ裏り剣けんだ。

　涼子は巨漢の後頭部に向けてボールペンを投げた。男はボールペンが涼子の手から離れる寸すん前ぜんに振り向き、飛来したそれを顔の前でつかんで止めた。

「こ、これは──ボールペン!?」

　男は驚いたようだが、涼子の側はそれ以上の衝撃を受けていた。

（──速い！）

　巨軀からは想像しがたい反はん射しや神しん経けいと勘かんの良さ──否いな、涼子がボールペンを投げる前に気配を察知していたとしか思えない。

　涼子は残りのボールペンを次々と投げた。慌あわてた様子を見せながらも、男はそれらすべてを太い指の間に挟はさんで止めた。

「何をするんだ!?　危あぶないじゃないか」

「簡かん単たんにキャッチするなんて……あんた、只ただ者ものじゃないわね!?」

「そう言う君も相当なもんだと思うが……」

「おだまり！」

　涼子は竹刀しない袋ぶくろの口くち紐ひもを解とき、赤あか樫がしの木刀を抜ぬいて正せい眼がんに構かまえた。

「どう考えても怪あやしすぎるわ！　何がなんでもあんたの正体、暴あばいてみせる!!」

「ま、待て……話せば分かる」

「問答無用！」

　涼子は一足飛びに踏ふみ込み、鳩尾みぞおちを狙ねらって木刀を突き入れる。しかし切っ先が貫いたのは残像だった。男は上体をひねるだけの最小限の動きで攻こう撃げきを躱かわしている。

　躱されるだろうことは涼子も予想していた。素早く切り返し、男の肩を狙って打ち込む。

　ガツッ。

　ガードを上げて顔面を庇かばいつつ左腕で木刀を受けた。

「痛つあ──っ!!」

　男は人並みの悲鳴を上げて後こう退たいした。

「ほ、本気で殴なぐったな？　今のは手て加か減げんしなかったろ!?」

「そうよ、本気と書いてマジと読むのよ！　これ以上痛いたい目に遭あいたくなかったら正直に話すことね！」

　じりじりと摺すり足で間合いを詰つめてプレッシャーをかけながら、涼子はやはりこの男が普ふ通つうの人間ではないと確かく信しんしていた。木刀で思い切り引っぱたかれて痛みは感じているらしいが、それによって恐きよう怖ふを感じたり、怒いかりを覚えている様子が見られないのだ。信じられないことだが単に驚いているだけなのだ。

「あんたいったい何者？　どこから来たの？　まさか歴史を変えるために未来からタイムマシンで──」

「それじゃターミネーターだよ」

「じゃあ、宇う宙ちゆう人じんが地球偵てい察さつのために送り込んだアンドロイド？」

「アンドロイドが木刀で殴られて痛がるか!?」

「それだけ性せい能のうがいいのよ！」

「無む茶ちや苦く茶ちやな──」

「それで嫌いやなら超ちよう能力で瞬間移動テレポートしてきたんだわ!!」

「ん～……じゃあ、それでいいよ」

　適てき当とうなところで手を打とうという態度がありありだった。

「ウソね！　ぜぇーったい、そんなはずないわ!!」

「どっちなんだよ!?　自分で言ったくせに……」

「ええい、問答無用よ！」

　自分から質しつ問もんしておきながら問答無用というのも理り不ふ尽じんな話だったが、まともに答える気がないのなら力ちから尽ずくで吐はかせるしかない。

　涼子は急所狙いをフェイントにしてガードの隙すきや手足を打った。巨体で手足も長いだけに恐ろしく懐ふところが深い。一撃ＫＯ狙いではなく、連続攻撃で徐じよ々じよにダメージを蓄ちく積せきして抵抗する気力を奪うばう作戦だ。

　涼子の突きに対して、男がタイミングよく蹴けりを出して切っ先を上に弾はじいた。

「…………!?」

　涼子は思わず攻撃の手を止めた。男が奇き妙みような構えを見せたからだ。背を丸めて爪つま先さき立だちになり、足は前後に開いてやや半身に、肩をすぼめて、軽く開いた両手を顔の前、身体の中心線に沿そって構える。一見して及および腰ごしの姿し勢せいであり、攻撃のための構えではない。

（なに、これ？）

　あれほど大きく見えていた男の巨きよ体たいが縮ちぢんだように見える。的が大きいだけに好き放題に打ち込める気がしていたが、この構えをとったとたんに隙らしい隙が消えていた。まるで互たがいの間に柱を一本置いたかのように仕し掛かけづらい感覚がある。

（ええい、ままよ！）

　所しよ詮せん相手は徒と手しゆ空くう拳けんだ。木刀が当たりさえすれば──涼子は強ごう引いんに打ち込んだ。

　真っ向から打ち込もうと木刀を振り上げた瞬間、男はまるで瞬間移い動どうしたように涼子の懐に入り込んでいた。

　パンッ！

　柄つか頭がしらを下から叩かれ、涼子の手から木刀がすっぽ抜けて宙に舞まった。

　直後、身体の中心を重い衝しよう撃げきが貫く。男がすれ違いざまに掌しよう底ていを鳩尾に叩き込んだのだ。

（しまっ──）

　己おのれの迂う闊かつさを後こう悔かいする暇ひまもなく、そこで涼子の意い識しきはぶっつりと途と切ぎれた──。




　　　　☆




　翌よく朝あさ──大だい門もん高校・二年Ｂ組の教室。

　完全な寝ね不ぶ足そくの顔で登校してきた涼子を、クラスメートたちは訝いぶかしげな表ひよう情じようで迎むかえた。

　朝の挨あい拶さつにも鈍にぶい反はん応のうしか示しめさず、生あくびを連発する低調そのものの涼子に、前の席の女子が冗じよう談だんめかして訊たずねる。

「まさか新しい必殺技わざを編あみ出すために夜通し稽けい古こしてたなんて言わないでしょうね!?」

「んなバカなことしてないわよ。ちょっと他人には説明しづらい事じ件けんに遭そう遇ぐうして──」

　謎なぞの大男との遭遇戦の後、涼子は自じ宅たくのベッドの上で目を覚ました。昨日は父の丞じよう太た郎ろうも叔お母ばのまどかも帰宅が遅おそく、どうやって帰ってきたのかは定かではない。大男が自宅まで運んでくれたとも考えられるが、それはそれでまた別の問題があった。

　結局大男の正体は分からずじまい、素手の相手に木刀で挑いどんで返り討うちに遭あい、しかも気き絶ぜつしたまま家まで送り届とどけられる──文もん句くのつけようもない完敗である。かつてない屈くつ辱じよく的な体験に、涼子はまんじりともせず一夜を過ごすしかなかったのだ。

「涼子さん！　ニュースですよ、ビッグニュース!!」

　いつにも増ましてテンションの高い大作が駆かけ寄ってくる。

「おはよう大作君。ニュースって、何？」

「いや～、それは僕の口からはちょっと言えませんねえ」

　罪つみのない顔で答える大作に、涼子は机つくえに突つっ伏ぷした。

「だったら言わないでよ！」

「でもすぐに分かると思いますよ。ズバリあと五秒後！　三、二、一……キュー！」

　大作は腕時計を見ながらカウントダウンし、ゼロと同時に指をパチンと鳴らす。教室に設せつ置ちされているテレビの電でん源げんが入り、相変わらず悪の首しゆ領りようか諜ちよう報ほう機き関かんのボス気取りの藤とう堂どう校長が画面に現あらわれた。

『おはよう、二年Ｂ組の諸君。校長の藤堂だ。今日、私がこうしてホームルームに顔を出したのは他でもない──』

　教室中が何事かとざわめいた。二年Ｂ組と名指ししているということは、この映像は他のクラスには流れていないはずだ。

『先さき頃ごろ結けつ婚こん退たい職しよくされた青木教きよう諭ゆの後任として、諸君らのクラス担任と英語ⅡＡの授じゆ業ぎようを受け持つ新任教師が、本日付で就しゆう任にんする運びとなった。その教師は当校の卒業生であり、七年間の海外生活で本物の英語と接せつしてきた、極きわめて有能でしかもすこぶる面おも白しろい男……とだけ伝えておこう。詳しよう細さいについては彼自身の口から聞いてくれたまえ。間もなくそちらに到とう着ちやくするはずだ。失礼のないよう、全員着席した上で迎えるように。なお、この件に関する質問は報道委員を通して随ずい時じ受け付けている──以上だ』

　藤堂はおもむろに愛用のパイプをくわえ、椅い子すをくるりと回転させて背もたれの陰かげに消えつつ画面がブラックアウトする──サービスのつもりか自己満足なのかその両方なのか分からないが、どちらにせよ何か腹はらの立つ凝こり様である。もっとも呆あきれているのは涼子だけで、他の生徒たちからはおおむね好評を得ているようだ。

「どうせ新任の教師が来たってだけの話でしょ？　まったく……？」

　涼子は視界に入ってきた見み慣なれない物体に気付いた。磨すりガラスになっている教室の廊ろう下か側の壁かべ──その向こうを見たこともない巨大な人影がゆっくりと移い動どうしている。それに気付いた生徒たちは慌あわてて自分の席に戻り、かしこまって新任教師の登場を待ち構えた。

　やがて、教きよう壇だん側の引き戸がガタガタと音を立てて開き、鴨かも居いをくぐって身長二メートルを超える大男が入ってきた。

　グレーのシャツにフライトジャケットを羽は織おり、下はオリーブ色のアーミーパンツ、足元は軍用と思おぼしきごつい編み上げブーツで固めている。その堂々たる体たい軀くとおよそ教師らしからぬ風ふう体ていに生徒たちは驚おどろき、さざめいた。

　教壇に立った大男は、二回りほど小さくなったように見える出しゆつ席せき簿ぼを置くと、やや緊きん張ちようした面持ちで生徒たちの顔を眺ながめた。

　ガタンッ！

　派は手でな物音に、生徒たちの視し線せんが涼子に集まる。跳はねるようにして立ち上がった拍ひよう子しに、自分の椅い子すを蹴け飛とばしてしまったのだ。眠ねむ気けは完全に吹ふっ飛んでいた。

「あ、あ、あああぁぁ────ッ!!」

　涼子は小こ刻きざみに震ふるえる手で大男の顔を指さし、言葉にならない声を上げた。涼子に気付いた新任教師は、口元をほころばせて男くさい笑えみを浮うかべた。

「まあそう驚くなよ……俺だってまさかとは思ったんだ」

　生徒たちは教壇の大男と涼子を交こう互ごに見て、何事かと騒さわぎ始めた。

「あれえ、涼子さんの知り合いなんですか？」

　大作の問いかけは、啞あ然ぜんとしている涼子の耳には入らなかった。男は大きな咳せき払ばらいをして生徒たちの注意を自分に向けると、自己紹介をした。

「あー……七年ぶりに日本に戻ってきたとたん、何の因いん果がか今日からこのクラスの担任をやる羽目になった。経緯いきさつはどうあれ、やると決めたからには全力を尽くすつもりだ。先生の名前は──」
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　チョークをボキボキと折りながら黒板に横書きで漢字の名前を殴なぐり書きすると、その下に流りゆう麗れいな筆記体で読みを加える。

「南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうだ。今日からよろしく頼たのむ！」

「よろしくじゃないわよ……」

　軽い立ち眩くらみを覚えた涼子は、ヘナヘナと崩くずれ落ちるように座すわり込こんだ。








　草[image: ]静馬に対する切り札として召しよう喚かんされた新任教師・南雲慶一郎。

　静馬以上に非ひ常じよう識しきなこの男との出会いが、やがて自分を取り巻く世界を、そして自分自身をも大きく変えていくことになろうとは、この時の涼子は知る由よしもなかった──



















リアルバウトハイスクール

　　　　〈アーリー・デイズ〉完



















そして物語は……



















召しよう喚かん教きよう師し

リアルバウトハイスクール

　　　　　に続く！









　あとがき







　長らくお待たせいたしました！

　第二巻「ナデシコガールの挑ちよう戦せん」から三年四ヶ月ぶりの第三巻にして〈アーリー・デイズ〉完結編をお送りします。

　本書はファンタジアバトルロイヤルに掲けい載さいされた第十三話と第十四話に加えて、Ｋファイト最終決戦編を書き下ろしたものです。

　この〈アーリー・デイズ〉というシリーズは召しよう喚かん教きよう師しリアルバウトハイスクールの前ぜん日じつ譚たんで、本編の主人公である南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうが登場する前の大だい門もん高こう校こうで何が起きていたのかを描えがく物語です。

『涼りよう子こと静しず馬まがＫファイトで直接対決し、涼子が勝っている』という歴史的事実がすでに本編の第一巻で明らかにされているので、アーリー・デイズ編の着地点は当初から決まっていました。しかしながらストーリーの流れをそこに置きに行くのは芸がないのでどうしようか……と思案し、一時は「前日譚なのにリアバ本編につながらなかったら面おも白しろいよな」とか余よ計けいなことも思いついたりしたものの、やはりここは全校生徒を巻き込む一大イベントにしてしまえということで、藤とう堂どう校長の次女にして菱ひし沼ぬま奈な々な子この従い姉と妹こという不ふ吉きつなプロフィールを持つ武ぶ闘とう派はお嬢じよう様さま──藤堂雛ひな乃のの登場と相成りました。

　前回登場の霧きり林ばやしあずみが清せい純じゆんな正せい統とう派はお嬢様だったのに比べ、雛乃はいわゆる『ヒロインに対抗心を燃やす意地悪なお嬢様』の要素をてんこ盛りにしたような人物です。コテコテなお嬢様なので当然ながら縦たてロールを標準装そう備び！　たぶんツンデレだけどデレになられると余計に厄やつ介かいなタイプかと。

　その手のライバル系お嬢様といえば手足となって働くお付きの者が大勢いて情報収集はお手のもの、政治力にものをいわせて静馬を潰つぶすために腕うで利ききの教師を送り込んだりしそうですが、そこはそれ、校長の次女なのでそんな大それた権力は持ち合わせていません。

　生せい来らいの負けん気と家伝の武術でもって涼子と静馬、さらには父親までも向こうに回し、生徒会を巻き込んで陰いん謀ぼうを巡らせる──とまあ実にバイタリティあふれる人物ながら、いろいろと脇が甘いので思わぬところで足元をすくわれるドジっ娘この面もあります。菱沼家の伝統を受け継いでいるので料理の腕はおそらく涼子と互角……というか、スペックだけを見るとほとんど涼子と同じですな。

　そしてこの雛乃にスカウトされた五人により結成されたアンチＫファイト部隊〈新しん撰せん組ぐみ〉──しかしＥＤアーリー・デイズ版の新撰組はコミック版に登場した同名のチームとは顔かお触ぶれがまったく異ことなります。

　当初は霧林あずみと同じくコミック版から引っ張ってくるのもアリかなと考えましたが、コミック版の新撰組メンバーがそれぞれ持っている独どく自じの人間関係やドラマを尊重したかったのと、ＥＤ版での新撰組の出番がほぼ静馬との決戦のみ、それも涼子の前ぜん座ざという扱あつかいなので出したとしても名前を借りるだけになってしまうため、コミック版のファンの方には満足してもらえないだろうと判はん断だんしての総入れ替えとなりました。

　しかし正直舐なめてました、このＥＤ版新撰組。

　まずそれぞれの対戦競技の選定からして難なん航こうしました。ちゃんと対戦が成立してそれなりに攻防と展てん開かいのある競技ということでアイデアを出していきましたが、体力勝負のものを除のぞくと意外に候こう補ほがなく、出で揃そろったのは新撰組登場直前でした。また普段のＫファイトとは趣しゆ向こうの異なる対戦のため枚数のかさむことかさむこと……結果的にはまったく前座どころの話ではないボリュームの四連戦になっています。

　ちなみに新撰組の四人はスカウトされた際に涼子と同様に雛乃と直接対決して敗れているという設定です。もちろん雛乃は大作から得た情報をもとにあらかじめ特訓を積つみ、自分が有利に闘たたかえる機会を見計らって不意打ちを仕し掛かけているのでおよそ正々堂々とは言い難にくいのですが、こと人を陥おとしいれるための努力を惜おしまないあたり父親譲ゆずりの性格ですね。

　雛乃によって無理矢理招集されなければチームを組むはずのなかったバラエティに富んだ面々は、敵役ではあるものの悪人でも何でもない良い子たちなので、書いているうちに愛着が湧わいてきて困こまりました。

　素顔の新撰組五人が揃い踏みする場面は残念ながら本文イラストには入れられませんでしたが、いのうえさんがノリノリでデザインしてくださったラフ画が素晴らしく、お蔵入りにするにはあまりにもったいないので巻末付録として付けてもらいました。バランスが取れているように見えて、五人並ぶと何のために集まったのかサッパリ分からないカオスな集団です（笑）。




　このアーリー・デイズ編のエピローグは本編第一巻のシーンを涼子視し点てんで書き直したものになっていますが、久々に読み返してみて驚いた点が二つ──

①涼子がまったく変わっていない！

②慶一郎がやさぐれていない！

　ＥＤ編から本編に移っても何の違和感もない涼子に比べ、今や（第十六巻時点で）すっかり拗すねてしまっている慶一郎が素の状態なのがえらく新しん鮮せんでした。「いろいろあったからな……」と感かん慨がいにふけるとともに、女子高生に木刀で襲われても普通に対応できる男ってやっぱり普通じゃないなあと再確かく認にん。静馬に勝った涼子を一いつ蹴しゆうし『マジンガーＺ対暗黒大将軍』におけるグレートマジンガー並の風格を見せつけるあたり、さすが本編の主人公といったところでしょうか。

　しかし大門高校の生徒にしてみれば対静馬用に呼ばれた秘ひ密みつ兵器なのに登場した時にはすでに涼子に先を越されたうえ、Ｋファイトの問題も大方決着がついてしまった後なので「待ってました！」というよりは「今さら何しに来たの？」という気分でしょう。

　遅かりし南雲慶一郎──？　否いな、慶一郎は状況を強きよう制せい終しゆう了りようさせるだけで問題を根本的には解決しない男なので、むしろベストのタイミングと言えます。ＥＤ編では表立って触れることのなかった〈神カム威イの拳けん〉にまつわる物語はここから始まるわけですから。




　異様にむさ苦しいバンカラ静馬もこの巻で見納めです。ムダ毛を処理された後のイケメンっぷりが……別人にもほどがある（笑）。

　そして本編の方も後は最終決戦を残すのみ。史上最大のＫファイトですべての決着をつけることになるでしょう。大門高校の学園祭に関係者全員が集合するため、ＥＤ編にのみ出ている人物にも出番があるかも……？　どうぞご期待ください。

　次は第十七巻でお目に掛かります。

　それでは、また。




　　　　平成二十年七月二十日


雑賀　礼史
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ミサティーと秘ひ密みつのクリスマス


　　　月刊ドラゴンマガジン二〇〇四年十一月号



血戦バレンタイン


　　　月刊ドラゴンマガジン二〇〇五年二月号



サムライガールの憂ゆう鬱うつ


　　　書き下ろし



雛ひなは舞い降まりた！


　　　書き下ろし



ファニー・ハニートラップ


　　　書き下ろし



じゃじゃ馬ならし


　　　書き下ろし



エピローグ


　　　書き下ろし












リアルバウトハイスクール〈アーリー・デイズ〉３




雛ひなは舞まい降おりた！








雑さい賀が礼れい史じ
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